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（開会 午前９時30分） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

改めまして、おはようございます。 

新型コロナウイルス感染症抑止対策が急務となっております。一人一人がしっか

りと感染防止に取組み、一刻も早く収束することを願うばかりでございます。 

それでは、本日、欠席届が提出をされております。執行部の安松道路環境整備課

長より、今定例会中における病気休暇届の提出があっております。代わって青木主

幹が出席されますこと、また、早川学校教育課長は、昨日の安倍首相の休校要請に

よる臨時休校の緊急対応のため、本日の本会議は欠席となっておりますことを申し

添えておきます。 

ただ今の出席議員数は、16名全員であります。定足数に達しておりますので、た

だ今から、令和２年第１回粕屋町議会定例会を開会いたします。 

直ちに、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

日程第１、「会議録署名議員の指名」をいたします。 

今期定例会の会議録署名議員には、会議規則第127条の規定により、議長におい

て、８番、田川正治議員及び10番、久我純治議員を指名いたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

続きまして、日程第２、「会期の決定」についてを議題といたします。 

お諮りいたします。 

今期定例会の会期は、本日から３月18日までの20日間といたしたいと思います。

これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

異議なしと認めます。よって、会期は本日から３月18日までの20日間と決定いた

しました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

日程第３、「町長施政方針」の説明を求めます。 

箱田町長。 

（町長 箱田 彰君 登壇） 

◎町長（箱田 彰君）  

改めまして、おはようございます。 

マスクを通してですので、お聞き苦しい点があろうかと思いますが、ご容赦お願
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いします。 

本日、令和２年第１回３月の粕屋町議会定例会を招集いたしましたところ、議員

各位におかれましては、何かとご多忙の中、全員のご出席を賜り、本当に心から感

謝とお礼を申し上げます。 

さて、今の議長のご挨拶にもありましたが、新型コロナウイルス感染症について

でございます。これは、昨日の安倍総理大臣の対策本部での発言のとおり、非常に

緊急性が高いものとなっております。まさに国難と言えるんではないでしょうか。

今の時点では、小・中学校、高校の休校に関する具体的な指示がまだあっておりま

せん。しかしながら、これは今の段階では、教育委員会レベルではなくて国全体の

レベル。まさに内閣府の問題として、国民全体の問題として考えるべきことになっ

ております。先ほど言いますように国難と言えますが、とにかく今回の感染拡大、

これをこの２週間の間で防止する。拡大をしないように全力を挙げて、国全体を挙

げて取組むべき事柄と思います。 

粕屋町におきましても、１月30日に対策本部をいち早く立上げ、本日も第５回の

対策本部会議をしましたが、その対策について、全身全霊で努めてまいります。後

ほどの、この本会議が終了後の全員協議会で、詳細につきましてはご報告申し上げ

ますが、これから先、この対策につきましては、議員各位のご協力、そしてまた、

ご支援を賜りますようによろしくお願いします。 

さて、令和２年度の施政方針をこれから申し上げます。 

本日ここに、令和２年度の予算をはじめ、関係諸議案のご審議をお願いするにあ

たり、町政運営に関する所信の一端を申し上げますと共に、予算案、及び重点施策

の概要をご説明いたします。 

昨年は天皇陛下がご即位され、新たな令和の時代が幕を開けました。人々が美し

く心を寄せ合う中で、文化が生まれ育つという意味が込められた令和が始まり、新

しい時代への期待と高揚、それに平穏で豊かな時代の到来を願い、日本列島が祝賀

ムードに包まれました。 

内閣府の「令和２年度の経済見通しと経済財政運営の基本的態度」によると、我

が国の経済は、海外経済の減速等を背景に外需は弱いものの、雇用・所得環境の改

善等により、内需を中心に緩やかな回復基調にあるとされております。しかしなが

ら、国内総生産（GDP）の速報値が５四半期ぶりにマイナスになるなど、消費税率

引き上げ後の経済動向を引き続き注視すると共に、米中貿易摩擦など通商問題をめ

ぐる動向、不安定な中東情勢、更に新型コロナウイルスによる国内外の経済等への

影響など、海外発の下方リスクによる悪影響も懸念されております。 

そのような中にありまして、７月には「スポーツには世界と未来を変える力があ
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る。」という大会ビジョンのもと、「全員が自己ベスト」、「多様性と調和」、

「未来への継承」という３つの基本コンセプトを掲げた、東京2020オリンピック・

パラリンピック競技大会が、1964年（昭和39年）以来56年ぶりに開催されます。前

回開催の東京オリンピック当時、私自身のことですがまだ小学生でした。しかしな

がら、日本中が熱狂し、興奮し、感動する姿は、高度成長期の高揚した世相にも反

映され、我々日本人の記憶に深く刻まれております。これからの時代を担う子ども

たちに、オリンピック・パラリンピックが大きな夢や希望を与えてくれることを期

待しております。 

国際 NGO「ペシャワール会」現地代表として、戦乱や干ばつで荒廃したアフガニ

スタンとパキスタンで、多くの市民と共に人道・復興支援に尽くされた中村哲医師

が、昨年12月にアフガニスタンで凶弾に倒れ、ご逝去されました。 

謹んで深く哀悼の意を表します。 

中村哲医師は、「一隅を照らす」という言葉を好んで使われておりました。現代

社会は様々な情報にあふれ、つい浅く広く表面的なものになりがちであるが、一人

一人が今いる場所で精一杯生きることで、それが積み重なり、周りの人々や地域と

結びつき、結果として未来を良くすることに繋がる、そのような意味があるのでは

ないかと考えています。 

令和２年度は、第５次粕屋町総合計画前期基本計画の最終年度であります。新し

い時代やオリンピック・パラリンピックがもたらす、期待感や高揚感を将来のまち

づくりに繋げられるよう、施策を一つ一つ着実に実施してまいります。それでは、

令和２年度予算案についてご説明申し上げます。 

まず、歳入ですけれども、根幹となる町税収入は、人口の伸びに伴う納税義務者

の増加などにより、前年度から増収になると見込んでいますが、臨時財政対策債を

含めた地方交付税は、税収の増加などにより減額を見込んでいます。そのほか、令

和元年10月に実施された消費税率の引上げによる地方消費税交付金の大幅な増収を

見込み、また、法人住民税法人税割の税率引下げによる減収補填として、法人事業

税交付金が創設されたため、新規に計上しています。 

一方、歳出については、障がい者サービス事業費の伸びに伴う社会福祉費の増加

や私立保育園の新設、幼児教育・保育の無償化実施に伴う児童福祉費の増加などに

より、民生費が前年度に引き続き大幅に増加しています。また、複雑化する業務内

容や業務量の増加などへ対応するため、行政サービスの一部を包括的に委託するこ

ととしており、総務費が増加しています。なお、財源不足を補うため、財政調整基

金から４億4,200万円の繰入れを計上すると共に、ふるさとづくり寄附金の寄附者

の意向を反映し、ふるさとづくり基金から2,530万円を繰り入れています。 
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予算規模につきましては、一般会計151億3,100万円、特別会計67億5,077万４千

円、企業会計41億6,454万８千円、予算総額260億4,632万２千円となっています。

これは、一般会計が、前年度比プラス3.7％、５億3,400万円の増で、過去最大の予

算規模となりました。特別会計と企業会計を合わせた総額では、前年度比プラス

2.5％、６億4,034万６千円の増となります。厳しい財政状況の中、前年度に引き続

き、公約実現のための予算を可能な限り計上すると共に、自然災害対策や待機児童

の解消、施設の老朽化への対応など、取り巻く課題の解決に必要な予算を確保する

一方で、新たに企業立地対策事業に着手し、産業の振興・雇用の創出により、将来

の財源確保に繋げるなど、持続可能な財政基盤の確立を図った予算を編成いたして

おります。 

それでは、町政運営の方針、公約に沿った重点施策の概要についてご説明いたし

ます。 

まず、「子育てしやすいまちづくり」についてですが、待機児童解消に向けた保

育の受け皿を拡大するため、今秋に定員120名の新たな私立認可保育所を酒殿区内

に開所いたします。また、３歳未満児の保育需要に対しても積極的に支援を行って

いきます。 

次に、「住みやすいまちづくり」についてですが、昨年４月より開始したふれあ

いバスの土日祝日運行は、多くの町民の方々にご利用いただいております。ふれあ

いバスの利便性をより一層高めるため、長者原駅への乗り入れと福祉センターから

イオンモール福岡へのピストン運行を開始いたします。運転免許証を返納された高

齢者の皆さまの生活の足として、また町民の皆さまが公共交通機関をご利用いただ

くことで、脱炭素化社会の実現を目指して取組みます。 

本町には６つの JRの駅があり、交通の利便性の高さは町の魅力であり、強みで

あると考えております。令和２年度より長者原、酒殿の駅前広場の整備を行い、駅

やふれあいバスの利便性向上を図ります。 

そして、「誇れるまちづくり」についてでございます。町のランドマークである

駕与丁公園の再生に取組みます。民間事業者へ行った「駕与丁公園魅力向上のアン

ケート」結果を基に、公園の有効な活用方法について、民間事業者から広く意見や

提案を求め、駕与丁公園の更なる魅力向上を図ります。 

最後に、「安心して生活できるまちづくり」についてでございます。全国のため

池の多くは老朽化が進行し、近年、局地的な大雨や大規模な地震の発生などにより、

被害が各地で発生しています。ため池の適正な管理や緊急時の情報伝達を的確に実

施するため、町が管理するため池の耐震診断を実施し、ため池ハザードマップの作

成を行います。 
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地域の皆さまと一緒になって、子どもたちを見守る新しい形の見守りサービスを

導入します。IoTを活用した先端システムと地域の協力を組み合わせることで、

「ながら防犯」活動を促進し、多様な担い手による地域の防犯力向上に取組みます。

令和２年度は通学路を中心に見守り拠点を整備いたします。 

次に、第５次粕屋町総合計画に掲げる４つのまちづくり基本目標に沿って、主要

な事務事業の内容を申し上げます。令和２年度は合計159の事務事業の実施を予定

しております。 

基本目標１、「つながりと交流を深め、心豊かな人を育む協働のまち」について

でございます。令和２年度は、予算額27億２万２千円を計上し、44事務事業の実施

を予定しています。 

６月は梅雨前線や低気圧などの影響で、大雨や短時間に激しい雨が降るなど、土

砂災害や河川の洪水など多くの災害が起きやすい時期です。６月を防災月間として、

町民の皆さまの防災意識の向上に努め、防災・減災に向けた取組みを促進します。 

次に、子どもたちが、安全・安心かつ快適に学習できる環境を作るため、老朽化

した校舎の改修や増築を計画的に実施していく必要があります。昨年度に引き続き、

仲原小学校において大規模改造工事を行います。また、安全で安心な学校施設を維

持するため、粕屋東中学校において、コンクリートブロック塀の改修工事を行いま

す。 

阿恵官衙（あえかんが）遺跡が、町内で初めて国史跡に指定されます。これ予定

でございます。文化財は郷土の歴史を知る貴重な財産であり、理解を深めていただ

くため、来年の１月でございますが、記念シンポジウムを開催いたします。また、

若い世代にも郷土への関心と誇りを持っていただくために、歴史教育用の副読本を

刊行いたします。 

次に基本目標２、「都市と自然が調和し、快適に暮らせる活力あるまち」につい

てでございます。令和２年度は、予算額33億2,887万４千円を計上し、35事務事業

の実施を予定しています。 

道路は、町民に最も密接した地域の生活基盤であり、景観形成、環境、防災対策

など、様々な機能も求められています。安全で快適な道路環境を確保するため、老

朽化した内橋・大隈線の道路舗装修繕工事を行います。 

次に、水道事業者として、町民の皆さまに安全・安心で良質な水を安定供給する

必要があります。配水池は、浄水場から送られた浄水を貯留し、家庭や事業所に配

水する施設です。給水人口の増加、及び地震等の災害に備え、新たに耐震性の高い

粕屋南配水池２号池を築造します。 

次に、水害の防止のため、準用河川に指定予定の南里水路の整備計画を策定し、
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計画に沿った改修工事や浚渫を実施して参ります。 

次に基本目標３、「誰もが安心して幸せに暮らせるやすらぎのまち」についてで

す。令和２年度は、予算額132億4,963万３千円を計上し、48事務事業の実施を予定

しています。 

健康寿命を伸ばすためには、まずは健康診断を受診していただき、ご自身の健康

状態を確認し、健康づくりに繋げていくことが重要です。いつでもどこでもインタ

ーネットで予約ができる、健診予約システムを導入することで、受診率の向上に取

組みます。 

次に、人手不足が深刻になる中、将来の住民サービスを維持していくため、人間

である職員でなくてもできる事務作業は、AI、これは人工知能でございます。RPA、

これはロボティクスのことでございます。これを活用して、自動化する「スマート

自治体」への転換を図る必要があります。最初に、保育所の利用申込書の入力作業

について自動化を進めてまいります。 

社会的に増加の兆しが見られる小児・AYA世代のがん患者が、住み慣れた自宅で

最期まで安心して生活を送ることができるよう、在宅療養サービスに関わる利用料

を助成します。 

次に基本目標４、「健全で持続可能な行政経営をめざすまち」についてです。令

和２年度は、予算額12億2,901万５千円を計上し、32事務事業の実施を予定してい

ます。 

まず、令和３年度から始まる総合計画後期基本計画の策定に向けて、SDGsをテ

ーマにした「かすや未来カフェ」を実施し、10月には「総合計画策定シンポジウ

ム」を開催いたします。幅広い世代の多くの町民の皆さまに、これからのまちづく

りについて大いに語り合っていただき、SDGsについて、知ってもらう機会にした

いと考えております。 

次に、福岡県がマッチング事業、又は起業支援事業と連携し、東京圏から移住し

就業、又は起業しようとする方が定着に至った場合に、福岡県と居住地の市町村が

共同して移住支援金を給付する事業を始めます。 

そして、2020年は日本国内に住むすべての人と世帯を対象とした、５年に１度の

国勢調査の年でございます。インターネット回答を促進し、回答者の負担軽減・利

便性の向上を図ると共に、調査の正確性の確保と統計調査業務の効率化を図ります。 

以上、令和２年度の町政運営の方針を申し述べました。 

終わりになりますが、私は今、国の内外を問わず、社会が新たな時代に変化して

いくことを強く感じております。町民の皆さまが、将来に向けて夢や希望を抱き、

10年先、20年先も幸福感を実感できるまちづくりを目指していきたいと考えており
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ます。 

町民の皆さま、そして、ここにお集まりの議員の皆さまにおかれましては、なお

一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げまして、令和２年度の施政方

針とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

（町長 箱田 彰君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

お知らせをいたします。マスクをしているせいでもあるかと思いますが、むせる

方とか咳が続く方がおられましたら、いったん退席をされ、落ち着いてから、再度

入場をされるようにお願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

それでは、日程第４、「諸般の報告」を行います。 

閉会中の委員会派遣の報告を行います。 

総務常任委員会では、２月３日・４日、兵庫県加古川市、及び神戸市への視察研

修を行っております。加古川市では、防災対策として防災ネットかこがわ、及び防

災アプリ等防災情報発信の取組みを、また、神戸市では「阪神・淡路大震災記念 

人と防災未来センター」にて、防災・減災社会の実現を過去の大震災から学ぶとし

て、震災や風水害の脅威、防災・減災の取組みを学びました。 

議会運営委員会では、２月６日と７日、福島県会津若松市への視察研修を行って

おります。会津若松市では、議会改革先進議会として全国に名を馳せてある市議会

にて、会津若松市議会の議会改革、議会基本条例で実現する市民参加型政策サイク

ルの取組みを学ばせていただき、帰路につく前の時間を利用して、国の実証事業で

あります、昨年春に開所したばかりの ICT企業集積施設「スマートシティ・アイク

ト」の施設見学、及び事業説明を受けました。 

今閉会中、以上２つの委員会が先進地に出向き学んできております。視察研修の

成果として、今後の議会活動、及びまちづくりに寄与していただくよう期待をいた

します。内容につきましては、各委員会から視察報告書が本日までに提出される予

定でございますので、ご一読をください。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

続きまして、日程第５、「行政報告」及び日程第６、「議案等の上程」を行いま

す。 

お手元に配付いたしておりますように、今期定例会に町から提出されました議案

等は31件であります。「行政報告」及び「提案理由の説明」を求めます。 

箱田町長。 
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（町長 箱田 彰君 登壇） 

◎町長（箱田 彰君）  

それでは「行政報告」を申し上げます。 

今定例会での報告としましては、一部事務組合の平成30年度決算が１件、一部事

務組合等の令和２年度予算が８件でございます。別途紙面に一覧表を載せておりま

すので、どうかご一読をお願いいたします。以上で「行政報告」を終わります。 

続けて、「議案等の上程」を行います。 

令和２年第１回３月定例会に町から提案いたします議案は、条例の改正・制定・

廃止が13件、令和元年度補正予算が５件、令和２年度当初予算が７件、道路認定等

が１件、和解及び損害賠償額の決定が２件、協議会の規約制定に関する協議が１件、

人権擁護委員の推薦に伴う諮問が２件、以上31件でございます。 

それでは、議案第７号から順にご説明申し上げますが、議案第20号から議案第

31号までの予算案に関する議案につきましては、副町長よりご説明申し上げます。 

まず、議案第７号でございます。「粕屋町一般職の職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例について」でございます。 

地方公務員法の一部改正に伴い、成年被後見人等に係る欠格条項が削除されたた

め、所要の規定を整備するものでございます。また、地方公務員の勤務１時間当た

りの給与額の算出方法については、労働基準法の適用となるため、同法準拠に改め

るものでございます。 

次に、議案第８号は、「粕屋町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する

条例について」でございます。 

「地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律」の制定により、会計年度

任用職員制度が導入されることに伴い、所要の規定を整備する必要があるため、本

条例を改正するものでございます。 

次に、議案第９号は、「粕屋町職員定数条例の一部を改正する条例について」で

ございます。 

人口増加や多様化する住民ニーズに対応し、サービスの維持・向上を図るため、

令和２年度から令和６年度までの職員定員管理計画に基づき、職員の定数を改正す

るものでございます。 

続きまして、議案第10号は、「粕屋町職員の分限に関する手続及び効果に関する

条例の一部を改正する条例について」でございます。 

議案第７号で先ほどご説明いたしましたように、地方公務員法の一部改正に伴い、

成年被後見人等に係る欠格条項が削除されたため、所要の規定を整備するものでご

ざいます。 
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続きまして、議案第11号は、「粕屋町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例について」でございます。 

こちらも議案第７号でご説明いたしましたように、地方公務員法の一部改正に伴

い、成年被後見人等に係る欠格条項が削除されたため、所要の規定を整備するもの

でございます。また、勤務１時間当たりの給与額の算出方法について、一般職の職

員と同様の取り扱いとするため、改めるものでございます。 

議案第12号は、「粕屋町附属機関設置に関する条例の制定について」でございま

す。 

本町では、地方自治法の規定に基づき、法律または条例により設置する「附属機

関」につきまして、適切な運営に努めておりますが、御承知のとおり「地方公務員

法及び地方自治法の一部を改正する法律」の制定により、地方公共団体の特別職非

常勤職員の任用及び報酬支給方法の制度体系が厳格化されたことから、各種委員会

等の設置目的、位置づけを明確化し、執行機関の附属機関として整理し直す必要が

生じたため、本条例を制定するものでございます。 

続いて、議案第13号は、「粕屋町文化財保護条例の一部を改正する条例につい

て」でございます。 

今回の改正は、文化財保護法第190条の規定に従い設置しております、粕屋町文

化財保護委員会の設置根拠、及び町指定文化財の現状変更の取り扱いを明確化する

ため、所要の規定を整備するものでございます。 

続きまして、議案第14号は、「粕屋町水道事業及び下水道事業の企業職員の給与

の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例について」でございます。 

今回の改正の概要といたしましては、第１に、住居手当について、人事院勧告に

基づく給与の改定に際して、先に改正された、粕屋町一般職の職員の給与に関する

条例に準じて、支給対象となる家賃額の下限を引き上げるものでございます。第２

に、地方公務員法及び地方自治法の一部が改正、令和２年４月１日から施行され、

会計年度任用職員制度が導入されることに伴い、粕屋町会計年度任用職員の給与及

び費用弁償に関する条例に準じて、所要の整備を行うものでございます。 

続きまして、議案第15号は、「粕屋町水道事業給水条例の一部を改正する条例に

ついて」でございます。 

今回の改正の概要といたしましては、水道法の一部を改正する法律の制定により、

指定給水装置工事事業者の登録が従前、永年であったものから、５年ごとへの更新

制へと変わりましたので、この更新制の導入に伴い、指定に関する審査手数料、及

び指定給水装置工事事業者証の交付手数料についての規定を整備するものでござい

ます。 
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続きまして、議案第16号は、「粕屋町下水道条例の一部を改正する条例につい

て」でございます。 

今回の改正の概要といたしましては、受益者負担の原則により、排水設備指定工

事店の審査及び工事店証の交付、並びに排水設備工事責任技術者証の交付に係る手

数料について、条例の整備を行うものでございます。 

続きまして、議案第17号は、「粕屋町自転車駐車場設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例について」でございます。 

昨年の11月30日に、酒殿の住居表示を実施いたしましたことに伴い、酒殿駅北自

転車駐車場、及び酒殿駅南自転車駐車場の所在地につきまして、位置の表示が変更

されましたので、本条例の一部を改正するものでございます。 

続きまして、議案第18号は、「粕屋町営住宅条例の一部を改正する条例につい

て」でございます。 

「民法の一部を改正する法律」が令和２年４月１日から施行され、町営住宅への

入居に際して、今までどおり連帯保証人を必要とする場合は、保証の上限額の設定

が必要となるなど、民法における債権関係の規定が改正されます。近隣市町村の状

況を調べましたところ、福岡県や福岡市は保証人を附さないことで既に決定してお

り、糟屋郡内におきましても、保証人を附さない方針であるとのことでございます。

粕屋町におきましても、低所得者や身寄りのない高齢者等の「住宅確保」という町

営住宅の目的を鑑み、連帯保証人に関する規定を削除するものでございます。 

続いて、議案第19号は、「粕屋町鶴寿祝金条例を廃止する条例について」でござ

います。 

本条例は、多年にわたり社会の進展に寄与した100歳を迎えた方に対し、祝金を

贈呈し敬意を表することを目的として、平成４年度に制定され、対象の方に鶴寿祝

金を贈呈してまいりました。今回、粕屋町鶴寿祝品贈呈要綱を策定し、鶴寿祝金か

ら鶴寿祝品に内容を一新するため、本条例を廃止するものでございます。 

次の議案第20号から議案第31号までの予算につきましては、先ほど申し上げまし

たとおり、副町長よりご説明いたします。 

（町長 箱田 彰君 降壇） 

（副町長 吉武 信一君 登壇） 

◎副町長（吉武信一君）  

では、議案第20号より31号までご説明を申し上げます。 

議案第20号は、「令和元年度粕屋町一般会計補正予算について」でございます。 

今回は、既定の歳入・歳出予算の総額に、歳入・歳出それぞれ４億5,032万２千円

を追加し、歳入歳出予算の総額を157億8,732万４千円とするものでございます。 
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歳入の主なものといたしましては、町税を２億440万円、国庫支出金を5,678万９

千円、町債を４億240万円増額し、寄附金を5,500万円、諸収入を１億1,819万８千

円減額するものでございます。 

一方、歳出の主なものといたしましては、流域関連公共下水道事業補助金を

7,200万円、小学校施設整備事業費を４億5,765万６千円、中学校施設整備事業費を

１億1,594万６千円、町立幼稚園運営管理事業費を5,508万８千円、財政調整基金積

立金を４億5,255万５千円増額し、私立・町外保育施設等運営事業費を１億1,269万

円、児童手当給付事業費を５千万円、広域環境衛生事務費を6,452万５千円、プレ

ミアム付商品券発行事業費を１億2,900万円、道路改良新設事業費を7,600万円、ふ

るさとづくり基金積立金を5,495万７千円減額するものでございます。 

次に、議案第21号は、「令和元年度粕屋町国民健康保険特別会計補正予算につい

て」でございます。今回は、既定の歳入・歳出予算の総額から、歳入・歳出それぞ

れ２億812万５千円を減額し、歳入歳出予算の総額を37億8,851万８千円とするもの

でございます。 

歳入の主なものといたしましては、繰入金を390万円増額し、県支出金を２億

2,217万円、国庫支出金を580万４千円を減額、収支均衡を図るため、歳入欠陥補填

収入を1,594万９千円増額するものでございます。 

一方、歳出の主なものといたしましては、保険給付費を２億円、総務費を562万

５千円、保健事業費を250万円減額するものでございます。 

続きまして、議案第22号は、「令和元年度粕屋町後期高齢者医療特別会計補正予

算について」でございます。今回は、既定の歳入・歳出予算の総額から、歳入・歳

出それぞれ348万２千円を減額し、歳入歳出予算の総額を５億3,563万６千円とする

ものでございます。 

歳入は、繰入金を、歳出は、後期高齢者医療広域連合納付金を、それぞれ348万

２千円減額するものでございます。 

次に、議案第23号は、「令和元年度粕屋町介護保険特別会計補正予算について」

でございます。保険事業勘定の補正は、既定の歳入・歳出予算の総額から、歳入・

歳出それぞれ１億2,501万４千円を減額し、歳入歳出予算の総額を24億4,446万４千

円とするものでございます。 

歳入の主なものといたしましては、保険料を4,441万４千円、国庫支出金を

1,234万６千円、支払基金交付金を3,287万５千円、繰入金を1,799万５千円減額し、

諸収入を42万６千円増額するものでございます。 

一方、歳出の主なものといたしましては、総務費を231万７千円、保険給付費を

１億1,300万円、地域支援事業費を981万円減額し、諸支出金を11万３千円増額する
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ものでございます。 

次に、介護サービス勘定の補正は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出そ

れぞれ142万円を減額し、歳入歳出予算の総額を1,497万８千円とするものでござい

ます。 

歳入は、サービス収入を142万円減額し、歳出は、総務費を42万円、サービス事

業費を100万円減額するものでございます。 

議案第24号は、「令和元年度粕屋町流域関連公共下水道事業会計補正予算につい

て」でございます。 

主な補正の内容は、一般会計繰入金の各項目での増減、及び設計委託料の減額、

また、設計委託料に係る債務負担行為の廃止であります。収益的収支につきまして

は、収入を7,179万５千円増額し、13億3,924万５千円に、支出を1,050万５千円減

額し、13億2,460万７千円に、資本的収支につきましては、収入を20万５千円増額

し、７億9,124万９千円とし、支出は増減なく、10億4,328万１千円とするものでご

ざいます。 

続きまして、議案第25号は、「令和２年度粕屋町一般会計予算について」でござ

います。令和２年度の一般会計歳入・歳出予算の総額を、歳入・歳出それぞれ

151億3,100万円とするものでございます。 

その主なものといたしましては、隣保館等管理運営事業費を5,060万５千円、障

害者自立支援給付事業費を１億9,880万９千円、私立・町外保育施設等運営事業費

を２億2,566万４千円、地域生活空間整備促進事業費を4,200万円、中学校施設整備

事業費を3,585万円、私立幼稚園奨励事業費を7,323万５千円、前年度より増額する

一方、町有財産管理事務費を3,019万４千円、道路改良新設事業費を3,814万６千円、

橋梁維持事業費を8,720万円、街路建設事業に伴う町事業費を3,150万円、学童保育

所運営事業費を9,567万８千円、前年度より減額し計上しております。 

また、財源不足を補うため、財政調整基金から４億4,200万円繰入を計上すると

共に、ふるさとづくり寄附金の寄附者の意向を反映し、ふるさとづくり基金から

2,530万円繰り入れております。 

次に、議案第26号は、「令和２年度粕屋町国民健康保険特別会計予算について」

でございます。令和２年度の本特別会計予算の総額を、歳入・歳出それぞれ37億

5,360万５千円とするものでございます。 

歳入の主なものといたしましては、国民健康保険税を７億7,660万５千円、県支

出金を24億6,858万９千円、繰入金を２億6,416万２千円計上し、歳出の主なものと

いたしましては、保険給付費を24億3,784万４千円、国民健康保険事業費納付金を

11億5,189万２千円、保健事業費を3,533万円、前年度繰上充用金を８千万円計上す
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るものでございます。 

議案第27号は、「令和２年度粕屋町後期高齢者医療特別会計予算について」でご

ざいます。令和２年度の本特別会計予算の総額を、歳入・歳出それぞれ５億

2,033万２千円とするものでございます。 

歳入の主なものといたしましては、後期高齢者医療保険料を４億550万円、繰入

金を１億1,382万７千円計上し、一方、歳出の主なものといたしましては、後期高

齢者医療広域連合納付金を５億182万７千円計上するものでございます。 

議案第28号は、「令和２年度粕屋町介護保険特別会計予算について」でございま

す。本特別会計は、保険事業勘定と介護サービス勘定からの予算となっております

が、保険事業勘定は、歳入・歳出予算の総額を、歳入・歳出それぞれ24億5,865万

５千円とするものでございます。 

歳入の主なものといたしましては、保険料５億4,693万２千円、国庫支出金５億

145万７千円、支払基金交付金６億3,412万円、県支出金３億3,910万２千円、繰入

金４億3,696万円を計上しております。一方、歳出の主なものといたしましては、

総務費7,930万９千円、保険給付費22億4,851万円、地域支援事業費１億2,847万９

千円を計上するものでございます。 

次に、介護サービス勘定は、歳入歳出予算の総額を、歳入・歳出それぞれ

1,700万６千円とするものでございます。 

歳入の主なものといたしましては、サービス収入1,654万３千円を計上し、一方、

歳出の主なものといたしましては、総務費1,426万９千円、サービス事業費273万６

千円を計上するものでございます。 

次に、議案第29号は、「令和２年度粕屋町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

について」でございます。令和２年度の本特別会計予算の総額を、歳入歳出それぞ

れ117万６千円とするものでございます。 

歳入の主なものといたしましては、諸収入を116万６千円計上し、一方、歳出の

主なものといたしましては、諸支出金を94万５千円計上するものでございます。 

議案第30号は、「令和２年度粕屋町水道事業会計予算について」でございます。

収益的収支につきましては、収入が10億5,426万３千円、支出が９億690万２千円で、

資本的収支につきましては、収入が５億2,670万円、支出が９億611万９千円でござ

います。 

収入が支出に対して不足します額につきましては、損益勘定留保資金、及び建設

改良積立金等で補填するものであります。 

議案第31号は、「令和２年度粕屋町流域関連公共下水道事業会計予算について」

でございます。収益的収支につきましては、収入が12億5,497万円、支出が13億
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6,221万５千円で、資本的収支につきましては、収入が７億4,673万９千円、支出が

９億8,931万２千円でございます。 

収入が支出に対して不足します額につきましては、損益勘定留保資金、及び減債

積立金で補填するものであります。 

以上でございます。 

（副町長 吉武 信一君 降壇） 

（町長 箱田 彰君 登壇） 

◎町長（箱田 彰君）  

それでは議案第32号、「町道路線の廃止、変更及び認定について」でございます。 

整理番号１番から５番は、酒殿駅南土地区画整理に伴い、路線の廃止、及び起

点・終点の変更等を行うものです。次に、整理番号６番は、路線の一部が一般交通

の用に供さない箇所があるため、終点の変更を行うものです。次に、整理番号７

番・８番は、路線の一部が、通行不可能な線路内を横断している箇所があるため、

分割を行うものです。 

道路法第10条第３項、及び第８条第２項の規定により、議会の議決を求めるもの

でございます。 

次に、議案第33号は、「和解及び損害賠償の額を定めることについて（追認）」

でございます。 

提案理由の説明に先立ちまして、地方自治法第96条第１項第12号、及び第13号の

規定で定められております、議会の議決が必要な和解に関すること、及び損害賠償

の額を定めることについて、遺漏がありましたことに対して、深くお詫び申し上げ

ます。 

私どもの認識不足により、これまでの町道の破損等に起因する車両の損傷、公用

車の衝突事故などにつきまして、全国町村会総合賠償保障保険などの保険にて支払

いがなされるため、慣例的に議決を得ず事務処理を行っており、法的に瑕疵のある

状態となっておりました。その瑕疵を治癒するため、別紙資料に計上いたしました

損害賠償請求権の時効である、３年間を勘案した平成28年度以降の案件につきまし

て、追認の議案として上程し、地方自治法第96条第１項第12号、及び第13号の規定

により、議会の議決を求めるものでございます。 

内訳といたしましては、公用車の事故に起因するものが８件、施設の瑕疵を起因

とするものが８件、合計16件でございます。 

今後は、このような不適切な事務が二度と起こらないよう、法令遵守を徹底し、

再発防止に努めますと共に、町道の破損等の公共施設の点検・補修並びに公用車の

事故率の低減を図ってまいります。 
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次に、議案第34号は、「和解及び損害賠償の額を定めることについて」でござい

ます。 

令和２年１月18日に、町道「下預田～瓦ヶ田線」において発生した、道路管理の

瑕疵による車両物損事故について、相手方に対し、過失割合に応じた損害賠償の額

を定め和解しようとするもので、地方自治法第96条第１項第12号、及び第13号の規

定により、議会の議決を求めるものでございます。 

次に、議案第35号は、「粕屋・志免・須恵国鉄炭鉱跡地共同管理執行協議会規約

の制定に関する協議について」でございます。 

粕屋・志免・須恵国鉄炭鉱跡地共同管理執行協議会規約を制定すること、及び令

和２年４月１日から粕屋・志免・須恵国鉄炭鉱跡地共同管理執行協議会を設置する

ことについて、地方自治法第252条の２の第１項の規定により、関係地方公共団体

と協議したいので、同条第３項の規定により、議会の議決を求めるものでございま

す。 

諮問第１号は、「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」でござ

います。 

人権擁護委員「長 義則」氏の任期が、本年６月30日をもって満了となりますこ

とに伴いまして、同氏を再度、人権擁護委員の候補者に推薦するため、人権擁護委

員法第６条第３項の規定に基づき、議会の意見を求めるものでございます。 

長氏は、経歴書にありますように、長年、中学校で教鞭をとられ、退職後は粕屋

町の人権教育担当、教育相談員に携わられ、広く社会の実情に通じ、人権・識見と

も優れた方であります。推薦につきましては、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

諮問第２号も、「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」でござ

います。 

人権擁護委員「因 裕子」氏の任期が、本年６月30日をもって満了となりますこ

とに伴いまして、同氏を再度、人権擁護委員の候補者に推薦するため、人権擁護委

員法第６条第３項の規定に基づき、議会の意見を求めるものでございます。 

因氏は、経歴書にありますように、町立幼稚園等で長年幼児教育にあたられ、人

権問題への理解も深く、広く社会の実情に通じ、人権・識見とも優れた方でありま

す。推薦につきましては、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

以上で、提案理由の説明を終わります。 

何とぞよろしくご審議賜りますよう、お願い申し上げます。 

（町長 箱田 彰君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

続きまして、日程第７、「議案等に対する質疑」に入ります。 



－ 23 － 

質疑は、一括議案番号順にお願いをいたします。 

質疑はございませんか。本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

議案番号９号ですね。「粕屋町職員定数条例の一部を改正する条例について」と

いうことで、今回、私もそうですが、ほかの議員も、定数を増やしてくれという話

を一般質問などでしておりますので、とてもこれは良かったなと思っていますが、

この数の根拠。例えば、町長の事務部局の職員201名にすると。その前は、現在は

180名ではないかなと思います。 

それから、そのほかについても、人員に対するその根拠というものを、議案説明

の時に聞かせていただけるかなと思ったんですけど、それがなかったのでお願いい

たします。 

それから、もう１点は、次の10号、「粕屋町職員の分限に関する手続及び効果に

関する条例の一部を改正する条例」。この条例は、下の理由に地方公務員法の昭和

25年法律第261号の一部改正とあって、実際これ施行されてるのが平成26年だと思

います。それで今ですね、これを条例を改正するその背景っていうか、その理由を

お尋ねいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

まず、定数条例の関係で、議案第９号の関係でございますが、内容につきまして

はですね、非常に細かくございますので、説明できる範囲。この上程のこの段階で

ですね、ご質問に対して説明できる範囲で、担当の課長のほうから説明いたします。 

続きまして、第10号につきましても、これは先ほど申し上げましたように、欠格

条項、被後見人制度の関係のことでございます。それにつきましても、担当課長の

ほうから説明申し上げます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

まず、定数からでございます。 

定数につきましては、委員会のほうでまた詳細には説明をさせていただくかと思

いますけれども、私どものほうで、定員管理計画というのを５年間定めさせていた

だいております。その中で、近隣含めました同規模の自治体等の動向とかを見なが

ら、どの程度の職員数に増やすのが妥当かというところの検討をさせていただいて

おります。 
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それに基づきまして、数のほうを定めさせていただいておるものでございます。

その中身につきましては、委員会のほうでまたご説明をさせていただきたいと思い

ます。 

次の議案第10号のほうでございますけれども、こちらにつきましては、改正につ

きましては25年、昭和25年の制定があってるんですけども、随時遅れて施行がされ

ております。昨年位から施行されまして、各文の改正を進めておるというところで

ございます。 

以上でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

マスクのためなのか、ちょっと聞き取れなかったんですが、何とか管理計画とお

っしゃったんですけど、その言葉がよく分からないので再度お願いいたします。 

それともう１点、次の10号ですが、私が調べたら、もう平成26年から施行という

ふうに書いてあったんですよね。今の課長のお答えは近い、昨年とか、そういう感

じで言われたので、ちょっとその辺の確認を。一応調べさせていただいたら、26年

になっていたんですけれども、それはどうなんでしょうか。 

（許可のない発言あり） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ちょっと、お待ちください。 

（許可のない発言あり） 

（許可のない発言あり） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

委員会に付託をされる議案でございますので、総括的な質問に留めていただいて、

具体的なことについては、執行部のほうからおっしゃってるように、委員会の中で

細かい説明をいたしますということですので、その範疇から出ないようにお願いを

いたします。よろしいですか。 

◎１１番（本田芳枝君）  

出てないと思います。いいですか。９号の分は、言葉がよく聞こえなかったとい

うこと。それから10号の分は、根拠が、ちょっとはっきりしなかった。１年ちょっ

と。欠格条項ということなんですが、それが、ちょっと説明がはっきりしなかった。

それでお伝えした。内容については踏み込んでいないと思います。 

一応、議案の上程ということなので、その背景、この議案を出す背景をきちんと

説明していただけるものと。私は委員会が別なので、分からないからですね、お願
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いいたしします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長、簡潔にお願いします。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

まず、計画の名称につきましては、粕屋町定員管理計画というものを定めており

ます。 

施行のほうにつきましては、平成26年度以降に恐らく通知等があっておるものと

思いますけれども、その辺詳細な日付等情報を今日持ち合わせておりませんので、

委員会の中でご説明をさせていただければと思いますが、よろしゅうございましょ

うか。よろしくお願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ほかに質疑ございませんか。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、日程第８、「議案等の委員会付託」についてをお諮りいたします。 

本日上程されました、７号議案から19号議案、32号議案から35号議案、諮問第１

号、及び第２号につきましては、付託表のとおり、それぞれ所管の委員会に付託し

たいと思います。 

また、20号議案から24号議案の令和元年度粕屋町補正予算、及び25号議案から

31号議案の令和２年度粕屋町当初予算については、地方自治法第109条第１項及び

粕屋町議会委員会条例第５条の規定により、議員全員で構成する予算特別委員会を

設置し、予算特別委員会に付託して審査することにしたいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ご異議なしと認めます。 

よって、本日上程されました議案等につきましては、７号議案から19号議案、

32号議案から35号議案、諮問第１号及び第２号につきましては、付託表のとおり、

それぞれ所管の委員会に付託することに、また20号議案から24号議案の令和元年度

粕屋町補正予算、及び25号議案から31号議案の令和２年度粕屋町当初予算について

は、地方自治法第109条第１項及び粕屋町議会委員会条例第５条の規定により、議

員全員で構成する予算特別委員会を設置し、予算特別委員会に付託して審査するこ
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とに決定いたしました。 

なお、予算特別委員会の正副委員長は、申し合わせ及び協議により、委員長に久

我純治議員、副委員長に安藤和寿議員であります。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

お諮りいたします。 

本会議中、誤読などによる字句、数字等の整理、訂正につきましては、会議規則

第45条の規定により、議長に一任していただきたいと思いますが、これにご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ご異議なしと認めます。 

よって、誤読などによる字句、数字等の整理、訂正は議長に一任していただくこ

とに決定をいたしました。 

以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。 

本日はこれにて散会いたします。 

（散会 午前10時35分） 
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（開議 午前９時30分） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

改めまして、おはようございます。 

本日、13番木村優子議員から所用のため、午前中欠席の届け出がされております。 

ただ今の出席議員数は15名であります。定足数に達しておりますので、ただ今か

ら本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

それでは、ただ今から「一般質問」を行います。 

発言者に関しましては、質問者は会議規則を遵守し、更に文書通告の主旨にのっ

とり、簡単明瞭に。また答弁者の発言に関しましては質問にそれることなく、的確

にしかも簡潔にされますことを議事進行上強くお願いする次第であります。 

なお、答弁側におかれましては、答弁者が誰か、明確となるよう声に出して挙手

されますようあわせてお願いを申し上げます。 

本日は、マスク着用をお願いしてあります。質問者にあっては眼鏡が曇るなど、

また、少し息苦しい等ありましたら遠慮なくはずされて結構ですので、よろしくお

願いを申し上げます。 

それでは、通告順に従い質問を許します。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

議席番号11番、本田芳枝議員。 

（11番 本田芳枝君 登壇） 

◎１１番（本田芳枝君）  

議席番号11番、本田芳枝でございます。それではただ今より、通告に従って一般

質問を始めます。最初に、聞こえます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

いや大丈夫です。マスクがちょっと曲がっておりますので。 

◎１１番（本田芳枝君）  

私苦手なんですよ。これでいいですか。はい。それでは始めます。 

その前に、教育委員会からいろいろ方針が出ておりまして、そのことを感謝申し

上げます。３月の２日、今日ですね、多くの学校が休みのところ、うちの町は登校

するように、しかも24日には終了式を変則ですけれどもするということをホームペ

ージに書いてあります。それから対策会議も８回ぐらい、もう増えたかもしれない

けど、そういう形でやっているということをホームページに載せてありますので、

そういう意味では、少し安心感がございます。ありがとうございます。 



－ 31 － 

それでは、質問を３つ用意しております。その中で３つとも実は関連した事項が

ございますので、その流れに沿って話していきたいと思います。その関連は職員の

仕事の仕方、在り様、それから男女共同参画に関する人権問題。それから、予算の

配分の仕方。その３つが、最初にですね、私が用意しました文章はですね、実はち

ょっとここに問題があるんですけれども、とりあえず読ませていただきます。 

昨年の一般質問で「５万人のまちづくり」について問うたところ、町長は「幸福

感を味わえる、安心安全のまちづくり」と答えられました。今回、令和２年度の予

算編成に、その思いをどのように反映されたのか。具体的には、昨年11月に発表さ

れた令和２年度予算編成方針に沿って、またその推進体制についてお尋ねしますと

述べております。 

それで１番が令和２年度予算方針の３、それから４に関して、その具体的な事例

をというふうに申していますが、実はここの町長の答弁のところで、安心安全のま

ちづくりと答えられたと書いておりますが、実際は安全はありませんでした。これ

は職員から指摘があったんですけれども、その中に、私も再度読み直して、町長の

言葉には「安心っていうのは、安全という意味じゃないんですね。」というふうに

おっしゃっておられます。通常、安心安全。安心っていうことは安全であるから安

心であるということなのかなと思いますが、その辺のところは町長の思いを一つ。

それから、１番目の具体的な事例。これを続けてお話をしていただけたらと思いま

す。 

ということでよろしくお願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

12月議会で、議員がご質問された、幸福感を味わえるっていうのはどういうこと

かというご質問に対して、私は安心して生活ができる、安心して学校に行ける、安

心して暮らしができると。そういったことが、幸福感を味わえることにつながると

いうふうにお答えをしております。ですから、当然安全じゃなければ安心感はあり

ません。安全な状況を、できるだけ町としていろいろな環境を創出して、そして安

心して暮らせるまちづくりを考えているという意味でございます。 

次にご質問がしてありますけども、まず前例を踏襲せず、すべての経費をゼロベ

ースで精査し積み上げると、これについて具体的な事例をとご質問があります。 

お答えします。すべての経費をゼロベース。これは、もう使い古された言葉では

あります。しかし、予算編成の基本的なスタンスです。１年１年、それぞれ、去年

あったから出すんじゃなくて、それが必要かどうかをそれぞれの所管で考えてやる
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と。これは事業評価、うちは入れておりますので、その事業評価の中で、それぞれ

の個別には担当、若しくはその部のほうで精査をしながら、次の年でこれは出すの

かどうかという吟味をしております。そういった意味では、毎年ゼロベースで行っ

ているのは必然といいますか、当たり前のことではないでしょうか。 

そのゼロベースというのは、私もこの予算編成方針の中で、何度もそれぞれの所

管のほうには指示をしておりますし、そういった視点でチェックを経営政策課のほ

うでしてもらっております。必要かどうか、私も最終的には、町長・副町長査定を

行うんですが、そのときにしつこいぐらいこれは尋ねてます、必要かどうかという

のはですね。その中で、若干なりとも不要なものについては、落としてもらったり、

あるいは事業そのもののやり方を見直したり、予算をつけるんですから事業効果が

ないといけません。それを再度、所管のほうには伝えております。 

次に、既存事業の廃止縮小、凍結などにより、財源を確保することについて具体

的な事例を、ということでございますけども、社会福祉経費、社会保障関係の経費

が非常に多ございます。ただ、この社会福祉関係は、相当歴史がありまして、昔、

考えられたような事業もございますので、その辺の見直しを所管課を中心に洗い直

しをしてもらっております。その中で、これは本当に申し訳ないんですけれども、

元気高齢者支援事業における敬老祝金事業の実施手段、これを見直しております。

その中で敬老祝品贈呈事業として単価を見直すと共に、アウトソーシングといいま

して民間のほうですが、それにより人件費の削減、増加の抑制を図って、財源を捻

出しておる状況がございます。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

職員から指摘を受けたときに、先ほどの安心安全の話ですけども、そうだろうな

と思って見直して、それで町が確かに。でも言葉は違うかなと思って、でもあえて

訂正できたんですけれども、その訂正せずにそのまましていた理由っていうのがあ

るんですね。それで私もその安心安全というその行政におけるその内容について、

いろいろ調べました。そしたら、安心を持つだけではなくて、安心は油断が生じま

すからね。安心であっても安全とは限らない、存在するリスクについてこれを可視

化し、適切な対応を続けることが肝要ですと書いてありました。完全に安心はない

んですよね。だから、すべて関係者が可視化されたものを見て、これは現在仕方が

ないなと。これはもうちょっとできるかなと。そういうことを共有できる場があっ

て初めて、安心安全というそういう気持ちが、全体に共有できた上で安心感が生ま
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れるかなというふうに思っております。これが非常に大事なところなので、ちょっ

と申し上げたいなと思って時間をとらせていただきましたが。町長がしっかりその

辺がね、お分かりの上で、安心感のあるまちづくりというふうに言っておられたん

だなと、いうことが分かって嬉しく思いました。 

次に行きます。それで前例を踏襲せず、すべての経費をゼロベースでというとこ

ろで、具体的にはお話をされませんでした。それでその次のですね、４については、

具体例をお話をされましたけど。１について、経営政策課に厳しく言っているし、

査定のときも言っていると言いますが、その具体的な事例っていうのは何かないん

でしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

具体的といいますか、これはですね、今私冒頭申し上げましたように、すべての

経費をゼロベースでっていうのは、これもそれが具体的なことだろうと思うんです

よね。これは職員に聞かれたら分かりますが、私自身もですね、財政を少しは経験

しております。前例を踏襲したがるのは、公務員の生き様といいますか、やはり無

難なほうがいいんですね。去年あったから今年もということになると、変化がなけ

れば多分、一応70、80％の予算執行上の安心感があるだろうということですが。 

いやそうじゃない、その効果があってるかどうかは、事業評価でやっております。 

従いまして、長年やってきたことについても、それぞれの事業評価をしながら、

それぞれ担当係長・課長という段階で、これは評価をすべきだろうということで、

これは経営政策課のほうの説明会でも行ってるんですが。それぞれの所管で予算が

あってそれを執行するにあたって、評価を常に PDCAサイクルでやりながら次の年

の予算をすると。 

これまさにゼロベースだろうと思うんですね、それが具体的な事例だろうと私は

思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

実は、この点でこの事業に関してはこういう具体的な事例がありましたよってい

うお話をしていただけるかなと思ったんですけれど、今そのお話がない。全体的に

ね、そういう流れの中で、原課とあるいは経営政策課と話をしながら進めておられ

るのかなと思いながら。 

実は、私これにも書いておりますが、昨年の11月に発表された予算編成方針とい
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うものを見て、これは因辰美町長のときからあったと思います。それで今年で３年

目。で、その３つを見比べてみました。その中で特に、この内容に当たるかどうか

分からないんですけれども、最後のほうに予算要求及び執行の留意事項という内容

がございます。その中でね、内容が結局３年間でどのように変化したのか、という

ことを調べました。そうしたらほとんど変化がないんです、実はですね。昨年は仕

方がないだろうと。結局昨年は町長になられて、昨年度ですよね。だから昨年の予

算編成はその前の年になりますが、町長になられてすぐでしたので、前例踏襲とい

うか、そういう流れでされたので、平成31年、30年度の分は、前のと同じでいいだ

ろうというふうに思ったんですが。今年は、かなり違うんではないかと期待が大き

かったので、なおさらそのように感じましたが、その中で減ったものが、結局消費

税。平成31年度の７番にあるんですが、消費税率についての内容は書いてあるとこ

ろが削っておられて、あとはほとんど同じなんですよ。それで、ということはこれ

だけでは言えませんよ。 

だけど予算編成の流れの中で、町長は、いろんなところで厳しく言っていると言

われますが、実際ですね、今までの予算を削るということは並大抵ではないと思い

ます。その事業の内容、事業のですね、評価を見て内容を精査し、ご自分の考えを

それに投入する。しかもそれを数字でですね、プラスするならいいんですよ。マイ

ナスにするということはとても大変なことなので、その辺のやりとり、厳しいやり

とりが原課と経営政策課と町長、副町長の間で、多分なされただろうと思って、こ

ういうところを書いたんですが。今の簡単には言えないところがあると思うので、

その辺は省かれたということで、それはそのまま受けとめておきます。 

ただやっぱり粕屋町には、昔から町単独でやっている福祉事業が結構ございます。

それをやはりいろんな、もう国がやってることも結構多いので、見直すということ

で一つ、４番基本方針の４番を上げられたのかなというふうに思いました。はい。

ということで、もう少し私も予算審議の内容を見ながら一つ一つ、一つの事業を数

字の上で精査をしながら見ていって、そして最後に、定例議会の予算をどうするか

というときにお話ができればいいなというふうに思っておりますので、この件に関

しては、今日はここまでにしておきます。 

次、基本方針６の、議会の指摘事項に適切に対応するとありますが、老朽化した

保育所の建て替えについての提言書の内容を、どのように盛り込まれたのでしょう

か。お願いいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  
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老朽化した保育所の建て替えにつきましては、町といたしましてもこれは、提言

をいただいておる前に、町としての喫緊の課題というふうに私はとらえております。 

議会からいただいております提言書の内容、そしてまた昨年10月に実施されまし

た開始されました幼児教育保育の無償化、この状況を見極めた上で、私も再三再四、

それは申し上げておりますが、総合的な判断をやって具体的に整備計画を行うと。

これはそういうスタンスは変わりません。ただ、令和２年度の当初予算におきまし

ては、検討材料の一つとするために、現中央保育所、そして現仲原保育所の園庭に

新しい園舎の建設が可能かどうかという調査費用。これは予算計上を今年度令和２

年度行っております。 

その調査結果によって、可能かどうか、それを前提に計画を進めてまいりたいと

思っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

具体的な数字をもう挙げておられるのでお話しされていいと思います。 

予算書として回っていますのでね、そのことをお尋ねしたいんです。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

経営政策課長のほうからお答えします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

今泉経営政策課長。 

◎経営政策課長（今泉真次君）  

町立保育所建替検討業務委託料といたしまして、令和２年度当初予算において、

42万円を計上しております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

42万円の根拠をお尋ねしたいと思うんですが。それは予算審議の中で多分説明を

された上で、質疑をいたしますので、そのときにお話をと思いますが。42万円とい

う数字がいまいち漠然と、多くもなく少なくもなくなのかなあと。どういうことを

イメージして42万円になったのかなっていうのは。 

先ほど町長おっしゃったその建て替え、今の敷地に建てることが可能かどうかと

いうことをおっしゃいましたが、どういう内容の保育所を建てるかということにつ
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いての検討課題はどうですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

現保育所、これのですね、キャパシティを基本的に考えております。 

定員を減らすっていうつもりはございません。もちろんその大幅に増やすという

ことも、なかなか敷地内の関係、物理的な要因があって、これは不可能だろうと思

うんですが、基本的に今の現存の保育所を建て替えるということで可能かどうかと

いうことです。 

ただし、例えば費用とか、そのデザイン、設計それら具体的なことについては、

今回の予算ではありません。ただ、敷地内に法的に可能かどうかというのが１番基

本的なものと思います。何ですかね、いろんな建築基準法とかいろんな法律がござ

います。その中で可能かどうか、そしてもう一つは、安全で敷地内に建設できるか

どうか。これは非常に工事期間が長うございますので、その辺の含めた可能性調査。 

そういった費用で今回見積りもいただいて、予算に上げておるところです。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

粕屋町議会には、町立保育所建て替え特別委員会というのがございまして、昨年、

一昨年と２年続けて提言書を出しております。 

私ども議会は、ただ単に保育所を建て直す、今の状況の定員のまま建て替えると

いうことは、この財政が厳しい折、町民の皆さんのご意見が、賛同が得られるかど

うかっていうところまで審議をして目的をきちんと出しております。今の町長のお

話では、現敷地に建て替えられるかどうかということだけの話のようですが、それ

で42万円なのか。つまりそれは建設できるかどうかという内容なのかというふうに

今思っていますが。 

私ども議会で進言した提言した内容を、ちょっと長くなりますが申し上げます。

その提言書の内容は、ただ単に保育所というだけではなく、公的機関、行政との連

携拠点としての役割をし、町内公私保育所の連携の要として、子育て世代への総合

的な支援を行う。保育士の確保と人材育成の拠点。保育士のレベルアップと環境の

変化に対応した保育のあり方について研究を行う保育士研修拠点。障がいなど個別

に支援を必要とする子どもに、適切な発達支援及び援助のあり方を研究し、困難事

例に対応する。それから緊急時、災害時に受け入れ可能となるセーフティーネット

としての役割を持つ。本当はもう少し細かく分かれたんですが、そういうことの子
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育て支援施設を建て直すときは考えながら建て替えてほしい、という提言を出して

おります。 

だから単に古くなった保育所を新しく建て替えるということではなくて、今後あ

らゆる局面に対応できる複数の子育て施設を公の責任において運営するための施設

という形で提言をしておりますし、これは議会だけではなく、３年前の民営化問題

のときに、９千人以上の署名を集められた子育て世代や広く町民の皆さんからの熱

い思いを受けての提言なのです。 

こうした議会全員の提言をどのように進められるおつもりなのか、現時点でお話

しできることをお願いいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

その提言の内容は、私も十分に理解しております。内容は今議員がおっしゃった

ように、広く多岐にわたっておりますが、その中でどれが実現できるかっていうの

も今からスタートです。 

従いまして、全くそれを無視して、今の保育所を建て替えるということだけでは

ございません。 

基礎的なことを私申し上げただけで、今後それについては検討していきますが、

冒頭申し上げますように、保育の無償化等についての総合的な判断ということが、

その中で私も包含したつもりでございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

それともう一つございます。実は３年前に民営化の話があったときに、そのとき

の町長は非常に危険だというふうにおっしゃって、今何とかしないとだめだという

ことで、すごくそのことを重要視されたんですけれども。 

幸い大規模改修をされて何とかやってるという、運営されているという状況です

が、この期限が限られております。私ども議会もですね、一応平成30、違う、令和

３年に完成、令和４年から運用開始ということにしていただきたいと提言書の内容

に盛り込んでいますが。 

今、建て替えのための調査で42万円っていうだけでは、ちょっとどうなのかなと

いうふうに思ってますが、その辺のスケジュール的なことはどうお考えですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 
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◎町長（箱田 彰君）  

先ほど申し上げましたように、保育の無償化。これが非常に今、国全体でいろい

ろ流動的な部分があります。従いまして、それを見ながら計画を考えます。幼稚園

そのもののあり方についても論議が必要だと思います。 

従いまして、今議会のほうで提言をいただいてます、要望していただきます令和

３年度っていうのはですね、そのとおり要望どおりに進めるかどうかというのは、

私はこの場ではちょっとお答えはしませんが、非常に微妙なところだろうと思って

おります。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

またそれは今後、今年の様子を見ながら、特別委員会でもお話を伺いながら進め

ていきたいというふうに思っています。子どもたちの安全が関わっている問題。た

だ、財政的に非常に厳しいものがあるというのは、議会のみんなよく承知しており

ますので、町民の皆さんの賛同を得られる内容で進めてほしいというふうに一同考

えておりますので、よろしくお願いします。 

続いて３番に行きます。町民が幸福感を味わえるためには、まず職員自身がそれ

ぞれの立場でその能力を十分に発揮できる環境づくりが必要と思われます。 

その職場環境づくりの手立てはというところをお願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

職員が自由闊達に、その意見を言える雰囲気、そしてまたアイデア等を、私のほ

うに直接届けてもらえるような環境づくりを常々考えております。 

これはそのために外に飛び出せ公務員。外の空気を吸っていろんな情報、意見を

仕入れなさいということも一つの環境づくりだろうと思います。その中で、これは

平成18年からずっとありますけども事務改善提案規程というのが町でございます。

これは業務改善についての職員の創意工夫、考案、着想、意見。様々なことについ

て、目的は町民サービスの向上。そして今やっております業務の効率化。あるいは

その経費の節減収入の増加。こういったものが、事務改善になるような内容につい

て提言をしてくれというふうにという内容の規程でございます。これもせっかくあ

るその規程でございますので、本年度ですね、私も重点的に提案を受けられるよう

な環境づくりに努めたいと思っております。 

私も職員さん、特に若い方のご意見、これを広く取り入れたいと思っております
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ので、なるべくそういった若い方のグループに入って意見を聞いたりとかはしてお

りますが、ちょっとなかなか今回のコロナウイルスではございませんが、非常にそ

の緊急性があるような事案が最近多ございますので、ちょっと進んでない状況は正

直ございます。 

ただ、令和２年度からは、こういった職場環境の改善については、進めてまいり

たいと思っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

平成18年に業務改善のそういうのができたとおっしゃいましたが、話を聞きなが

ら思ったのは、このとき行財政改革がありまして、アウトソーシングを進めるとい

う内容があったんですね。だから、それだけではなくて職員自身にも業務改善をと

いう形で、規則というか要綱みたいなのが作られたのかなと思っているところです。 

実際それが運用の点で、ちょっと今町長は少し滞っているところがあるような内

容のお話をされました。私いつも予算書を見るときに思うのは、今現在509人の職

員がいますね、非正規正規合わせて。その方たちが、この粕屋町の職場でほんとに

自由濶達に、意見が述べ合えて仕事ができる環境づくりをということで研修費を重

きにしています。 

ところがこの研修費がですね、ほとんど変わらない。そして補正のときは必ず

100万円近く減額という状況がございます。今年の研修費の内容、職員研修費事業

の内容を見たら、前の年とほとんど変わっていない。この状況はどういうことなの

か。やっぱり研修を飛び出せ公務員と言って外に出ても出るための財源は必要です

し、費用はいろいろ要ると思うんですね。その辺をまず町長がちゃんと担保してそ

の上で職員に言われるならともかく、そういうことなしにただ、飛び出せ飛び出せ

と言われても職員が困るんですね。 

その辺を町長自身は、どのように考えておられるのか、お願いいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

研修、これはですね、非常に多岐にわたっております。 

今回、ちょっと不祥事もございましたので、コンプライアンスについての研修を

重点的に今年は行いたいと思っております。若い方はもちろんですけれども、年配

の職員に対しても、コンプライアンスの徹底。以前はやってたんですが、ちょっと

滞ってたといいますか、あまり頻度としては密じゃなかったということで、その辺
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の反省の上に、コンプライアンス研修を重点的に行います。 

私は、外に飛び出せっていうのは職員に無理を強いてるわけじゃございません。

それぞれの生活の中で、自分ができる範囲でやりなさいよということを言っており

ます。調査も以前行っておりますが、それによって職員には一人一人呼び出して、

誰がっていうことはやっておりません。ただそういった調査をしながら、私の気持

ちを職員に伝えたいのが第一歩です。 

従いまして、これは費用が云々っていうことじゃなくて、職員の意識改革をまず

やりたいということでございます。その上で、研修についても議員がご指摘のとお

り、費用として上げながら、外に飛び出して情報収集をし、全体的に粕屋町のレベ

ルを上げるんだという意味の研修は必要だろうとは思いますが、まずは、職員の意

識改革、それを行っている最中でございます。 

ご意見ありがとうございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

私も議員として研修が必要だと思うので、昨年２回ほど滋賀県の研修所に行きま

した。費用は12、3万かかってると思います。それからこれはありがたいんですけ

ど海外にも行かせていただきました。私はこの辺の福岡県内におけるいろんな講演

会とか研修会には参加しておりますが、そことは違った内容が受けられます。 

やはり粕屋町は、今から５万人の町づくり、市制をどうするかというところなの

で、ただ単にこの糟屋郡とか福岡県内だけの状況ではなくて、日本全体、あるいは

地球全体の内容を考えながら SDGsのこともありますので、だからそういう研修を

外部で受けてきて、帰ってきてそれを職員の皆さんに広めるというのが私の研修の

考え方ですが。町長の研修の考え方と少しその点が違うような気がいたしますので、

それはそれでまた分かりましたということで。ただやっぱ研修費があまりにも私に

は少ないと思えるし、補正で削っておられますので、その辺は今後も注意しながら

注視して意見を申し上げたいと思います。 

それでは次にいきます。今町長がコンプライアンスのことに関してお話をされま

したので、ちょうどいい流れかなというふうに思いますが、ここの内容に書いてあ

るのは当然もう皆さん御存じなので、改めて読む必要はないと思います。それでは、

コンプライアンスとそれからコンプライアンス委員会っていうのは違うと思うんで

すね。 

だからその辺を違いを含めた上で、説明を職員にはどのような研修をしようとい

うふうに思っておられるのか、その点をお願いいたします。 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

まずはご質問にある、コンプライアンス委員会の取組みについてのご紹介をした

いと思います。 

職場におけるハラスメント防止につきましては、平成22年度に定めました粕屋町

職員の職場におけるセクシャルハラスメント防止に関する要綱に基づき、対策に努

めておりましたけれども、対象はセクシャルハラスメントに限定されており、相談

窓口や対応する委員会は、内部の職員のみの体制とその当時はなっておりました。 

近年は、御存じのとおりパワーハラスメント、モラルハラスメント、マタニティ

ーハラスメント、数々のハラスメントの種類が増えております。また、職員のみの

相談体制では相談しずらい、これは当然ですよね。身近な職員に対して、なかなか

自分の秘密といいますか、プライバシーについて披露するようなことはしにくい。

そしてまたその披露したことで、披露といいますか、その情報を出したことで、公

平性が保たれるかどうかという、その担保しにくいなどの課題がありましたので、

新たに粕屋町職員の職場におけるハラスメント防止に関する要綱を制定しておりま

す。 

私が就任して、この制定をしたんですけれども、昨年の４月から制度を改めたと

ころでございます。この新しい制度では、対象をハラスメント全般に拡大すると共

に、相談員及び委員には、外部の専門家。これはもう法律家、弁護士でございます

が、この弁護士にも入っていただき、制度の利用のしやすさ、対応の確実性を向上

させております。 

これは具体的に言いますと、外部ですので役場の中では、披露できなかった、披

露といいますか相談できなかった内容も、気楽に外部ですのでお話に行ける。行っ

たことについても、秘匿性は保たれると。そしてまた直接、役場の職員ではござい

ませんので、内容についても本当の意味で、すべてのことを話せるというような、

そういう効果がございます。その弁護士にも入ってもらいます。 

そしてまた、制度の大まかな流れとしましては、相談を受けた相談員からの報告

によって、委員会が必要に応じて調査審議を行います。私への報告とかですね、今

後の対応に関する助言を行います。また、この相談の中にも単に上司、職員だけで

はなくて、内容のメンバーにも若い方にも入っていただくということにもしており

ます。そういったことで、コンプライアンス委員会は、様々多岐にわたるそのハラ

スメントに対しての採用ができるだろうというふうに私も思っておるところでござ

います。 
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コンプライアンスというのは、議員がコンプライアンスと委員会は違うよと言い

ますが、同じでございます。これコンプライアンスを保つためには、どういった制

度をするかというのが重要でございます。 

ただ、コンプライアンスを保て保てと私は言っても、やはりそれはできないと。

組織として制度として確立することが、こういったコンプライアンスの保てる、そ

してまた、ハラスメントがなくなる状況を作れるんじゃないかと思っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

コンプライアンスについての考え方でございますが、町長は地方公務員でいらっ

しゃるので当然、これは自分の仕事上の必須のこととして分かっているというふう

に思っておられるし、それから職員もそうだろうというふうに考えておられますが。 

外部の私などのような委員会が、コンプライアンスといえば法令遵守。法令遵守

のその委員会って何なのか。私が特に問題にしたいのは、粕屋町の役場におけるコ

ンプライアンス委員会の目標、目的、それはどういうことなのか。法律を守るとい

うことはですね、地方公務員の使命がありますよね。住民の福祉の増進を図ること、

もちろんその職員も住民でございます。福祉の増進を図るっていうことはどういう

ことなのかといいますと、だから今回の内容に踏み込んでいくんですが。 

その前に、２番に行きます。コンプライアンス委員会をしたとありましたが、そ

の審議事項は何か。その結果の報告は、相談者にどのように伝わっているのかとい

うことを質問して、そのお答えをいただいてお話をしたいと思いますが、この件に

関してお願いいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

審議そのものには、私自身は入っておりませんので、総務部長のほうにお答えさ

せます。 

◎１１番（本田芳枝君）  

代表者。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ちょっと待って。箱田町長、総務部長から答えていただいていいですか。 

山野総務部長。 

◎総務部長（山野勝寛君）  

このコンプライアンス委員会の審議事項と結果の内容の報告ということでござい
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ますけれども、コンプライアンス委員会におけます審議事項につきましては、御承

知のとおり、関係者のプライバシーの保護及び秘密の保持というのがございますの

で、個々の内容には、ほぼ申し上げることはできませんが、当然、このコンプライ

アンス委員会の制度にのっとりまして、ハラスメントに関する相談に対応して、慎

重に審議を行っております。 

また、委員会の結果の報告ということでございますけれども、相談者に、どのよ

うな相談者にとってどのようになされているのかという内容ということでございま

すけれども、これにつきましても、個別あるいは詳細な内容は、申し上げられるこ

とがありませんけれども。委員会での調査審議が、十分に完結したときには、その

内容、相手方っていうかですね、終了の通知を実際行ってきておりますので。そう

いう形の流れの中でやっております。 

以上でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

このコンプライアンス委員会の代表者は総務部長ですか。私は代表者にお話を聞

きたいんですね。 

一応町長がですね、委員会に諮問されてると思うんですが、代表者から聞きたい。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君）  

代表者というか、委員長は私でございますけれども。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

それでは委員長に申し上げます。 

私は情報公開条例で役場のほうに、この委員会が何回行われたのかという調査を

資料いただきました。それだけでは分からないので、新聞に出された記事の方に、

どういう形でちょっとその辺を聞きたいなと思ったときに、個別に聞くわけにはい

かないので、ある方を通して資料をいただきました。その資料で、コンプライアン

ス委員会の中で何を話され、そしてその結果、どういうふうになってるのか、本人

にその通知がどう行っているのか。終了したのが10月の最後のほうですけど、それ

からもう半年近くたっていますよね。その辺の動きなどはどうなのか。 

これは、この件だけではなくて今後も続くだろうと思うので申し上げますが、そ
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の話し合う内容を相談者と話し合う。それでいいのかという確認をして、コンプラ

イアンス委員会にかける。そして終わったら終わったでこういうふうに終わったん

だけれど、これでいいのか。今後はこういうふうにするという、そういうやりとり

がですね、ないような感じがするんです。私が受け取った資料で向こうから。だか

ら、新聞記事になったんじゃないかなと私は推測するんです。 

せっかくコンプライアンス委員会を開いているのなら、その内容がですね、相手

の方にもきちんと把握でき、納得のできるものでないと意味がないと思うんです。 

だからその辺はどうされたのか、それをお尋ねします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君）  

コンプライアンス委員会で話したということですね、相手方にはですね、ちゃん

とお伝えはしております。相手方にはちゃんとお伝えはしております。 

どういうことで、あなたが言ってきているのはどういうことかということで、う

ちのほうで調査してちゃんというふうにこういうふうな結果になりましたと。それ

はちゃんとやってます。だけど、表に出すのは、個別の内容があるんでですね、公

表できないことですね。 

だから個人さんにはちゃんと話をしてますよ。やっております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

本当はここで町長にですね、そういう過程を踏みながらなぜ新聞記事になったの

かっていうのをお尋ねしたいと思うけど、これは新聞社のですね、勝手な意向です

よね。記事をするかしないか、だからこの記事が本当にどの程度正しいものかどう

か分かりませんよね。 

私は、これは両方、町側と本人側と見た上で判断をしないといけないと思うので、

本人に直接アクセスができないんですけれども、陳述書も読ませていただきました。

内容も把握、ある程度の把握はしています。ただそれは完全ではありません。ただ

私は、法令遵守のコンプライアンス委員会、粕屋町にとってこの法令遵守というの

が、セクシャルハラスメントあるいは業務改善をどのようにするかというのがテー

マだと思うんです。そのテーマをですね、きちんと話し合っておられるのかどうか、

現時点では不明確なので、このお話をさせていただきました。 

個人情報があるから、個別には話はされないというのはよく分かります。 

ただ、現時点では非常に不十分です。やはり、５万人の町づくりを510人の職員
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が一生懸命頑張っているんだから、その職員が伸びやかに自分の思いを発言できて、

安心安全の職場でないといけない。ところが、現時点では昨年から町は不祥事がい

っぱいあります。新聞記事にも３件も載っています。 

そういうことを踏まえた上で、皆さんに何とかしてもらいたいっていうのが今の

私の議員としての仕事で、じゃあこの要綱の周知は一般の509名の職員にどのよう

にしてあるのか、町長にお尋ねします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

要綱の周知といいますか、具体的にはこういったハラスメント委員会がある、こ

ういった内容でやってるということの周知でございますが。 

昨年４月の制度開始に際して、この制度の内容あるいは相談員、委員の指名、こ

れは外部の弁護士と言いましたけれども、その連絡先も網羅しながら通知をしてお

ります。こういったもしあれば、弁護士にとりあえず電話して相談できるよ、とい

うような雰囲気を作っております。というか制度を作っております。で、それを庁

舎内メールで職員個人個人に通知を行っておるところでございます。 

また、先ほど冒頭で私が若い職員も相談員にあると。これは職員組合のですね、

これはもう本当に職員組合ですから若い方が多いです、管理職は抜けますので。そ

ういった職員組合の代表から出してもらった相談員もおります。 

非常に気安く相談できる、そういった方も名前とか、交替したらその相談員が変

わりましたというようなことで、それも周知をしておるところでございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

実は私今、非正規雇用の職員から相談を受けているんですけど、こういうのがあ

るよっていう話をしたら知らないって言ったんですね。だから、どの程度それが徹

底しているのか分からないなと思っています。 

１回や２回やだめで、その都度ですね、この内容を周知していただかないと。し

かもですね、コンプライアンス委員会で若い方が入っておられると言いますが、そ

の方の考えは、現在の日本の法的な流れに沿ったものなのか。やっぱりそこ全体が

研修をして、コンプライアンス委員会のメンバーが研修を受けて、今の世の中の、

例えば Me Tooのような動きがありますよね、性暴力についても職場環境について

も、そういう研修をですねしてないと、若い方の意見、個人的な意見に偏る可能性

もあるんですよ。だからその辺。 
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それから情報公開、このコンプライアンス委員会をどう情報を本人の個人情報に

関わらない形で取り上げるのか。それがとても大事です。そういうことがきちんと

なされている町であれば、職員はある意味で伸びやかに自分の仕事ができるという

ところがあります。 

私が調べたらもう過去の問題ですけど、週に、月に120時間も残業があって、そ

の残業の中で起こっていることもあっています。だからその辺も、今度その残業を

どのようにしているのか、私いろんなところで聞きたいと思うんですけれど、そう

いうことが起こらないような仕組み、あるいは起こってもちゃんと相談できる場所。

それからそれがきちんと機能する。 

終了したっていうだけでそのあと何の返答もないわけですよ、私が聞いてる範囲

では。10月の10何日かに終わりましたっていうことだけなんです。それ以降コンプ

ライアンス委員会での結果が、どう繋がってどうなっているのか全然本人はいって

ないんです。だから、そういうことも踏まえてですね、環境整備をきちんとしてい

ただきたいと思って今日取り上げました。 

どう思われます、町長。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

コンプライアンス、これはもう法令ですね。ハラスメントに関するコンプライア

ンスについては先ほど冒頭に申し上げましたように、研修は進めていきたいと思い

ます。 

ただ、非常に多岐にわたっております。最近ではですね、LGBT。こういった新し

い世の中の流れもございます。セクハラ、マタハラ、パワハラ以外でもですね、人

種、あるいはその同性愛とかですね。新たなことについても研修を深めないといけ

ないなと思ってるのは実感でございますが、議員ご指摘のとおり、研修があってこ

そそれぞれの意識の向上があるというふうに私も理解しておりますので、今後進め

ていきたいと思っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

よろしくお願いします。 

次に３番目に行きます。男女共同参画推進条例における推進体制と相談窓口につ

いてということで、全文はもう見ていただければ分かると思うので、もう時間もあ

りませんが、相談窓口ということに問題を集中してお話をしたいと思います。計画
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が先にできて条例が後なんですね。相談窓口をきちんと設置してくださいというこ

とで、平成27年だったと思うんです。条例案が出たときに継続審査をして、そして

そのあとこれを入れていただいて、全員賛成で通った経緯がございます。 

もう既にそのときは、計画ができていましたので、今回その相談窓口に対する後

期計画についてもちょっと不透明なところはありますが。 

いろんな意味でですね、相談窓口っていうのはとても重要だろうと思うので、そ

の辺についてのお考えをお願いいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

男女共同参画に関するご相談、これはですね、配偶者等に関する暴力や児童虐待、

高齢者虐待等の複合的に発生する暴力や、先ほどからあります、セクハラ、そして

またストーカー事案ですね、今申し上げました LGBT、非常に多岐にわたっており

ます。 

単独の窓口ではですね、その対応は非常に困難だと考えております。 

町の役割としましては、一時的な相談窓口として、町内の関係各課の職員が男女

共同参画の視点を持って、主体的に相談対応し、速やかに専門機関へ繋ぐことが重

要と考えております。そのための体制づくりとして、協働のまちづくり課を中心に、

町内に連絡会議を組織し、情報発信や共有、研修等によって、それぞれの職員の相

談スキルを高め、そして第三者機関の協力をながら問題を解決を図っていくことが

望ましいんじゃなかろうかと思っております。 

前期基本計画でも取組みを行っておりますが、今年度、本年度に策定中の後期基

本計画でも重要な取組みをしておりますので、より一層粕屋地区女性ホットライン

の周知、そして活用を一層推進してまいりたいと思っておるところでございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

今の話を聞きますと物事がスムーズにいっているように受けとめられるんですけ

れども、そこでも研修が問題になるんですね。 

前期計画の中で研修をどうしていくかということに関しては、総合窓口と介護福

祉課、しかも努力目標なんですね。実際男女共同参画の研修をされてはいますけど、

私が把握しているのは職員全体に人権、社会教育課に人権関係の方がいらっしゃい

ますよね。その方の研修を受けるぐらいで、あと具体的な研修もあっていないよう

な気がいたします。私が把握してないかもしれないんですけど。 
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この男女共同参画に関しても、世の中のスピードはものすごいものがあって、私

自身も、ここまで進んでるのかっていう考えがあります。それはやっぱり女性が、

女性の職員が増えた、うちの町は係長クラスは半分が女性だと伺っています。そう

いった中で、余りにも女性がまた多過ぎるとね、これまた問題であろうと思います。

やっぱり偏らない形でですね、何事も、決定は。だからそういう意味で研修が必要

だと思います。 

それは人権研修でもあるんですけど、その辺の研修のあり方が総務部と住民福祉

部で、もっと更にしてほしいというふうに思っていますが、今の男女共同参画の研

修はどのようにしてありますか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

ちょっと用意をしてませんので、担当課のほうが答えられるんですが、研修は非

常に大事です。 

これはもう私が言うまでもなくですね、研修してこそ、その動機づけといいます

か、その参加した職員がこれじゃあいかん、現状のままではいかん、考えないとい

けないっていうその動機づけになる。これは基本だろうと思います。 

そしてまた、どうしたらいいかっていうのを、検討委員会で諮るべきと思うんで

すね。その検討委員会を、検討委員会は男女共同参画の中でずっと、委員として、

委員会として、これは審議されておりますけども、男女共同参画条例第20条に、実

は規定しております町の施策に対する苦情や相談員の相談窓口、この苦情処理委員

会を設置したいと考えております。 

苦情や相談の受付方法の整備、そしてまた、現行の男女共同参画審議会委員との

協議を行いながら苦情処理委員を選出し、この組織の構築を今年度は進めたいなと

思っておるところです。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

それは現状ではなくて、新たに今年の事業として取組むということですか。 

◎議長（鞭馬直澄君） 

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君） 

今申し上げましたとおり今年度、新しく組織の構築を進めていくと。 

今ありませんので、今後進めていくということでございます。 
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◎議長（鞭馬直澄君） 

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

実はこの設問に、前期計画の取組みについての評価はということで、私は評価報

告書を見さしていただきました。 

それがきちんとですね、平成27年度分が28年度に出されて、ちゃんと今までの内

容は昨年の部分があってあるんですけれど、その内容を見てちょっと驚いたのは、

ちょっと申し上げますけど、どこかというと３の１の５なんですが。その内容は、

基本目標３の男女の人権が尊重され、共に健康で安心して暮らせる環境づくり。そ

して１にですね、性に関するあらゆる暴力の根絶。そして５になるんですけど５が、

事業になるんですけど、セクシャルハラスメントを許容しない意識が醸成されるよ

う正しい知識の啓発を進め、相談窓口などの情報提供を行いますというところで、

今まで４年間の内容がほとんど同じなんですよ。 

それでちょっとびっくりしたのは、粕屋町職員の職場におけるハラスメント防止

に関する要綱を整備し、相談窓口及び苦情処理委員会の配置を行うと共にっていう

のは、もう平成28年度から実際にその答えの中に書いてあるんですよ。ところが私

が承知しているのは、昨年の３月30日にできたというところなんですけど。この辺

の内容が、それは前からあったと今初めて聞いたんですけどね。今度去年作り直し

たという話。それから苦情処理委員会もあったような感じなんですよ。 

その辺はどういうことなのか、説明していただけますか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

豊福協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（豊福健司君）  

先ほど町長のほうが申し上げました苦情処理委員会のほうを設置するお話なんで

すが、苦情処理委員会につきましては、協働のまちづくり課で今考えておるのが、

町民の方から町の施策に対する苦情とか相談を受け付ける組織として、苦情処理委

員会を組織してまいりたいと考えております。 

職員の、中の職員につきましては、再度、うちのほうから研修等の働きかけを行

いまして、できる限り男女共同参画の視点に立った相談を、職員間でも柔軟にこう

やっていく、というような体制を作っていきたいと思っております。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君） 

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  
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ありがたいことです。 

まず職員の皆さんが、その視点でもって業務に当たられる。町民は分からないこ

とはたくさんありますので、その流れの中で、町民の意識を変えていくという。そ

ういう形に進むというふうな方向性を決めておられるということに関して、感謝し

たいと思います。 

予算措置が大丈夫かっていうのが、ちょっと私が気になるんですけれども、それ

はまた予算審議のときに申し上げます。 

それでその次、女性リーダーの育成についての取組みを質問いたしております。 

お願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

男女共同参画を推進するにあたってはですね、まさに女性リーダーの育成は非常

に重要な課題と思っております。 

令和２年度は、県が行う講座とかセミナーの情報を広く住民の方に発信して、女

性リーダーの積極的な参加を促進してまいります。これはもう基本だろうと思いま

す。それにあわせて町としましても、リーダーを発掘し育成するための具体的な施

策として、町主催の講座あるいはセミナーの開催を秋頃に計画をしております。ま

た、そのほかにはリーダー発掘のための人材登録制度の導入、先進自治体等の事例

の調査研究を進めてまいりたいと思っております。ただ、その女性が活躍するため

にはいうまでもなく、周囲の理解や協力、これ必要条件でございます。 

今後も引き続き、全町民に向けた男女共同参画条例や、計画の理解を求めるよう

な施策、取組みを行ってまいりたいと思っております。また、これ昨今非常に注目

されていますが、男性が家事、育児、介護に積極的に参加しようと、そしてそれに

よって女性のワークライフバランスの総合的な調整をするんだというふうに、そう

いった側面で切り口で、私ども男女共同参画については進めてまいりたいと思って

おります。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

今の町長のお答えを聞いて、少し光が見えてきたなというふうに思っております。 

実は町民の皆さんに申し訳ないなと思ってるのは、私が女性議員として15年間活

動していながら、この男女共同参画に関してはどちらかといえば前面に出せてない

状況がございました。それを昨年、その前の年からほかの議員の頑張りがあって、
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ここまでしてあるんだったら私頑張らないといけないんじゃないかとすごく思い直

しておりますので、私の任期はあと１年、その中で、この件を中心に議員活動させ

ていただきたいと思いますので、今後も質問をさせていただきます。 

今日はありがとうございました。 

以上でございます。 

（11番 本田芳枝君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今から暫時休憩といたします。 

再開を10時45分といたします。 

（休憩 午前10時32分） 

（再開 午前10時45分） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

それでは、再開いたします。 

議席番号８番、田川正治議員。 

（８番 田川正治君 登壇） 

◎８番（田川正治君）  

おはようございます。 

議席番号８番、日本共産党田川正治です。通告書に基づき一般質問を行います。 

まず最初にコロナウイルスの問題で、町のほうの学校関係も含めて、体制をとっ

て取組まれてるわけですが、私が相談を受けたということもありますので、その点

についての体制がどうなってるのかということを質問をさせていただきます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

田川議員。すいません、通告書にありませんけど。 

◎８番（田川正治君）  

いや、それで先日この点について、議員に全員協議会で説明されたことについて

になります。それは、小学校の学童保育とか、幼稚園保育園は受け入れがあるんで

すが、小学校の学童保育に入ってない人たちの子どもが、どのような受け皿でこれ

が対応できるようになるのか、ということが聞かれたりしてるんです。 

私も全協のときに、一言そのことは言いましたけど、その後、対策といいますか、

何か手当てができてれば説明を求めたいということです。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

田川議員。今朝ほど議員控室で、町はホームページ出されてる内容については、

お渡しをしておりますけども。 

はい、それを見ていただければ分かると思います。 
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◎８番（田川正治君）  

では、それは資料に目を通すようにします。 

いずれにしてもこの問題について、今言いましたように、国も予算を組むという

ことではなく、できず、予備費で対応するというようなことなどもあるし、いろん

な財政問題含めて、子どもの受入れという問題がありますので、是非、力を入れて

一緒に解決していく方向を目指していきたいというふうに思いますので、このこと

も含めて質問に入り、これで終わりまして質問に入ります。 

質問項目は３つあるわけですが、１つは、消費税10％増税。 

このことにより、町民生活への影響が大きくなっております。さらなる社会保障

費の切り捨てにより、負担増が進められるというような状況にもなってきておりま

す。町民への負担軽減のための町の予算編成と施策について質問をいたします。 

１番目は、介護保険利用料原則２割負担、要介護１・２の保険給付外し、ケアプ

ラン作成の有料化、また、介護施設の食費居住費の利用者負担。 

これらの負担増が国会でも話がなされ、町として、このことについて具体的に対

応すべきことなどが施策なりを考えられてる点について説明を求めます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

議会のルールがございますので、コロナに関しては、全力で粕屋町は今取組んで

おるということをちょっと申し述べておきます。 

以後、今ご質問の件につきましては所管課のほうからお答えします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中小原住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（中小原浩臣君）  

介護保険制度の持続可能性の向上、負担の世代間格差の問題を考慮した、現在、

国が検討をしておる改正案に対するご質問かと思います。 

利用者負担割合を原則２割とすること。要介護１・２の方々の生活援助サービス

等を地域支援事業へ移行すること。ケアマネジメントの利用者負担を導入すること

は、令和元年12月27日の厚生労働省の社会保障審議会において、引き続き検討を行

うことが適当と意見が付され、導入が見送られるということになっております。 

介護施設の食費や居住費については、平成18年度より住民税非課税世帯の低所得

者を対象に軽減されておるものですが、食費居住費という性質上、在宅で暮らす

方々との公平性の観点から、前述の社会保障審議会において、制度の精緻化を図る

べきものと意見が付され、見直しが行われる予定となっております。 
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消費税増税によります町民への負担軽減につきましては、介護保険料の段階、第

１段階から第３段階の低所得者層を対象に、介護保険料の軽減を強化する、町も予

定としております。国が行う介護保険法施行令の改正が、現在大変遅れており、条

例の改正及び当初予算の計上は、今のところ行っておりませんけれども、状況が整

い次第、条例を改正いたしまして、補正予算に財源を計上する予定にいたしており

ます。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

田川議員。 

◎８番（田川正治君）  

はい。特にこの介護保険の問題につきましては、いろいろ初め、導入されたとき

には、介護保険の大事な点について、非常に役割が求められとったわけですけど、

今は介護保険そのものの制度が保険料を払っても、利用できないというような状況

が続いてきて、責められてるということから、国家的詐欺だと、保険あって介護な

しと言われるほどの内容に後退してきてるということがあります。そういう点から

いっても、今後この点についての予算化も含め、町としての対策を求めまして次の

質問に入ります。 

２番目は、国保の都道府県化による国保税の値上げの押しつけ、法定外繰り入れ

へのペナルティなどへの今後の対策について説明を求めます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中小原住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（中小原浩臣君）  

国民健康保険を維持可能な制度として、安定的に運営することを目的といたしま

した平成30年度の大規模な制度改革により、県単位化が開始されております。 

それによりまして国民健康保険は、市町村と県との共同運営となりまして、給付

に必要な費用は全額県が市町村に交付するかわりに、市町村は県から示された納付

金を納める運用に変わっております。財政運営の主体が県になったことによりまし

て、被保険者の負担増が見込まれるため、制度施行後５年間は激変緩和財源が投じ

られていますが、それでもなお、市町村は納付金を納めるため、保険料引き上げを

余儀なくされております。 

加えまして、県内の保険料率の統一に向けて、決算補填目的の一般会計からの法

定外繰り入れは解消が推進されており、今後補助金制度において、点数のマイナス

評価が導入され、解消できない場合は補助金が減額というふうにされます。また繰

入分は解消すべき赤字へ加算となり、その解消には保険税による財源が必要となる
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ため、更に税率を上げる必要が生じることになります。つまり、制度改正によりま

して、決算補填目的の一般会計からの法定外繰り入れが以前より大変難しくなった

ということでございます。 

このような状況の中、国保運営協議会の答申を受けまして、来年度は保険税率を

据え置くということに決定しております。しかし、来年度の決算見込みでは約１億

円程度の赤字が見込まれることで、国民健康保険財政は更に厳しいものとなると考

えております。 

この制度改正を受けて県内の市町村が一保険者としてできることは、医療費の適

正化、医療費の削減への取組みであり、それが県全体の国保財政の安定、ひいては

被保険者の負担軽減に繋がるものと思っております。まずは、健診の受診率の向上。

町を挙げて取組むなど、県事業の推進に今以上、なお一層力を入れてまいりたいと

いうふうに考えております。 

以上でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

田川議員。 

◎８番（田川正治君）  

国保については、都道府県化によって、今説明されたように、県からの納付金を

町が保険料を集めて、納めなければならないという状況で、努力支援制度によって、

この収納率とか、一般会計からの繰り入れの問題とか、そういう点も含めてペナル

ティをかけてくるというような制度ですから、そういう点では、先行き破綻してい

くことが否めないという制度化になってるというふうに思うんです。 

福岡県は、激変緩和措置を来年度、20年度は、60自治体のうち25自治体しか援助

をするということで、支援がないんですね。それはもう100％、去年は100％以上の

健康保険料の値上げをしたところには、激変緩和をつけるということだったんです

が、激変緩和そのものの予算も含めて、国、県の責任が果たさないということによ

って、いわゆる町自治体に対するしわ寄せをそういう点で、押しつけてきてるとい

う事態になってきてるというふうに思います。そういう点から、今後、私も資料見

て思ったのは、後期高齢者医療制度については、ついに国が広域連合、全国の後期

高齢者の広域連合の団体として後期高齢者の制度そのものは、このままやったら破

綻すると。国からの交付金も含めて出してでもね、この制度を広域化として維持す

るならば、やるべきだということを述べてるんですね。 

そういう点からは、県の広域化によって行われることがそういう自治体の役割と

しての、自らの自治体、地方自治としての役割を果たしてるということに、非常に

厳しい制度化ということになってるというふうに思います。そういう点では今後も、
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この国保財政の問題も含めて、制度そのものについてもですね、私は強く今後も取

り上げていきたいというふうに思います。 

次は、町立保育所の保育料無償化の財源。今年度は、６月から町のほうが公立保

育所、町立保育所については、保育料無償化のための財源を作らなければならない

というようなことがありました。 

これについての予算化とか、どういうふうにされてるのかということとあわせて

今後、保育に対する公定価格。土曜日と平日の差をつけて、土曜日の公定価格につ

いて、引き下げていくというようなことなどが出されてるんですね。 

この点についても含め、答弁を求めます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中小原住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（中小原浩臣君）  

昨年の10月に議員も御存じのとおり、開始されました幼児教育保育の無償化によ

る町の負担は、現在のところ、令和元年度につきましては、町立・私立を問わず全

額国費による負担とされており、令和２年度からの地方負担分については、地方交

付税が算定される際の基準財政需要額に算入される予定となっております。 

また、保育に対する公定価格の引き下げなどへの今後の対策というご質問でござ

いますが、この引き下げは副食費部分ではありますが、昨年の12月議会での一般質

問のときにもお答えさせていただきましたけれども、副食費はこれまでも無料とい

うことはなく、今までも無料ではなく、保育料の中に含まれて、保護者の方に負担

していただいておりました。 

国と国の方針といたしましても、これまでの考えを維持していくというふうにさ

れておりますので、公定価格の引き下げ分、すなわち副食費に対する予算措置は、

現在のところ考えておりません。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

田川議員。 

◎８番（田川正治君）  

保育料の問題については、地方交付税措置するということは言われてるわけです

が、今まで町立保育所、公立の場合は全部一般財源化で結局保育所に目的としての

交付ということでなくて、そういう趣旨での町立保育所に対する、国からお金出し

てるんだというようなことの位置づけとして今までもやってきてるわけです。 

これが同じように、今度の町立保育所に対する無料化に対してのお金、財源を町

が国から来たけどこの中身をどう使うかと。色がついてるわけやないか、どう使う
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かという判断になってくるんですね。そういう点では非常に今までと変わらない、

財政援助を国がしてるが如くやりながらね、実際はそれに回せないというのは、地

方自治体のほうでの財政の実態だということがあるわけですね。そういう点ではこ

の問題については、国の制度との関係もありますが、非常に消費税絡みの保育所の

保育料の無料化ということが、いかに根拠のないものとして露呈しているかという

ことが言えると思います。 

それともう１つは公定価格の問題について。これは私が説明した質問したのとち

ょっと違うんですが、先ほどの副食費の問題でなく、今回は土曜日の保育所につい

て、平日の公定価格の分と違う、引き下げると。土曜日は。いうようなことなどが

言われてるということなんですね。これは、運営費やら含めていろいろ、保育士の

問題なども含めて関係してくると思いますけど、こういうことも含めて今、起きて

きてるということについての質問だったわけです。その点についてはまた今後も明

らかにしながらしていきたいというように思います。 

次は、福岡県は子どもの医療費の助成、来年度から中学３年生まで実施するとい

うことを表明しております。町としても小学校、小中学生まで助成していた予算を

活用して、18歳まで医療費の助成を行うべきではないかということです。 

これについては古賀市ですかね、高校までの無料化、助成制度というのを作って

おります。そういう点からも全国的にも、高校までというのが増えてきてる状況の

もとでの県が引き上げたこの制度を生かして、中学生までというのを検討したらど

うかということについて、答弁を求めます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中小原住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（中小原浩臣君）  

現在町では、通院については小学生まで、入院につきましては中学生まで、子ど

も医療費の助成を行っております。 

福岡県の助成制度が小学生の入院、通院までとなっていることから、中学生の入

院は町の単費、町単独の事業により助成いたしております。令和３年４月から福岡

県子供医療費支給制度の改正が行われる予定で、中学生の入院通院が助成対象に引

き上げられます予定であります。県の制度改正に伴い、中学生の入院分の町の負担

分は半分となりますけれども、中学生の通院が新たに助成対象となるため、県の試

算では制度改正後、入院、通院を合わせた町の負担は現状より増加する見込みでご

ざいます。 

町におきましても、より一層安心して子育てできるまちづくりを目指していると

ころではございますけれども、社会保障費は年々増加しておりまして、さらなる助
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成の拡大は将来にわたり大きな負担に繋がることから、慎重な検討が必要かと思わ

れます。 

今後は、近隣、いろんな情報を踏まえて勘案しながら、検討していきたいという

ふうに考えております。 

以上でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

田川議員。 

◎８番（田川正治君）  

はい、是非前向きに検討してもらいたいと思います。 

５番目は、公営住宅。粕屋町の場合は町営住宅ですが。 

連帯保証人制度を福岡県福岡市は廃止することになりました。東京都も、これは

もう廃止をするということになっております。連帯保証人を廃止してどういうふう

な後の、いわゆる入居者に対する対応についてどうなのかという点については、東

京都は、連絡者とか、そういう保証人、連帯保証人じゃなくて、その人と連絡でき

るそういう繋がってる、そういう人たちの必要なところは、可能なところは出して

もらうというようなことになってるということなんですが。 

粕屋町でも、何年前ですかね、３、４年前、５年ぐらい前ですかね。２人から１

人という連帯保証人の問題での条例が出たわけですが、粕屋町としても今これを国

土交通省がこの方向で指導しているわけであります。 

そういう点で、是非、連帯保証人制度の問題について検討をしていくべきじゃな

いかと思いますが、答弁を求めます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中小原住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（中小原浩臣君）  

民法の一部を改正する法律が令和２年４月より施行され、民法における債権関係

の規定が改正されることになっております。 

議員が言われますとおり、福岡県や福岡市は公営住宅の連帯保証人制度の廃止を

決定いたしております。粕屋町におきましても、議会開会日に町長が提案理由で申

しましたように、低所得者や身寄りのない高齢者等の住宅確保という町営住宅の目

的を鑑み、連帯保証人に関する規定を削除する方針でございますが、この件は、こ

の後の厚生常任委員会に付託いたしておりますので、詳しいお話はここでは控えさ

せていただきますけれども、このことについてはまた後説明させていただきます。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  
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田川議員。 

◎８番（田川正治君）  

次に移ります。国保滞納者への差し押さえ件数が増加しております。 

私も相談を受けるのは、国保滞納者の方々が非常に多くあります。そういう点で、

各種税金、料金ですね、滞納者の生活実態などを考慮して、憲法25条の趣旨に基づ

いて最低限度の生活を営める、そういう点での、町民に対する保証をしていくべき

だというふうに思います。 

これについて、まず国保税など、税金の滞納世帯と差押え件数、滞納換価と件数、

所得別滞納世帯数について、説明を求めます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

詳しいことは所管のほうからご説明いたしますが、あくまでその差し押さえとい

うのは違法ではございません。 

もちろん差し押さえに至るまでは、それぞれの納めていただくための努力を

100％を行っております。その後、どうしてもその差し押さえするというふうに移

行になるわけですが、法律に基づいた適正な執行しているものと思います。 

詳細につきましては、担当のほうからご説明いたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

臼井収納課長。 

◎収納課長（臼井賢太郎君）  

議員のご質問にお答えさせていただきます。 

１番のご質問ですけれども、まず滞納世帯数ですけれども、国保税は世帯主に課

税されておりますので、ほかの税とあわせまして、滞納者数という形でお答えをさ

せていただきたいと思います。 

直近の年度末であります、平成30年度の滞納者の数につきましては、2,333人、

差押え件数が1,246件、滞納換価の金額が5,436万８千円、換価件数は1,024件でご

ざいます。次の所得別滞納世帯につきましては、調査をしました直近での滞納者の

うち、町外者など所得が分からない方を除きまして、100万未満の方が908人、

100万以上200万未満の方が720人、200万以上300万未満の方が357人、300万円以上

400万未満の方が129人、400万以上500万未満が54人。そして総括してもう500万以

上ということが93人ということで、数字を見ますと、所得が低い方ほどちょっと滞

納の数が多くなっているのかなというふうに思っております。 

糟屋地区の自治体の状況につきましては、これ公表されているものがありまして、
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これは差押え件数になるんですけれども、そちらについて回答させていただきたい

と思います。 

１番新しいもので平成29年度の状況になりますけれども、順番に言うと、古賀市

のほうが772件、新宮町が248件、久山町が21件、篠栗町が60件、志免町が159件、

須恵町80件、宇美町195件、粕屋町が1,023件です。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

田川議員。 

◎８番（田川正治君）  

今説明があり、所管の課長の説明からも低所得者ほど国保税などの滞納が増える

という状況にあるということが言われております。 

これはもう当然税金を納めるためには収入がいると、必要な収入ですね。そうい

う点では倒産とか失業とか、いろんな病気とか事故など起きて所得が減るという状

況のもとで、この国保税を納めるためのいろんな負担が増えるという状況が生まれ

てきてるということが言えます。 

それともう一つは、私は相談に乗っていろいろ思うのは、やっぱり金融業者とか、

そういうサラ金絡みのような関係の人たちがいたりします。それは遊びに使うとい

うことじゃなくて、生活に困った場合に借りれる。すぐ借りれるってったらやっぱ

りもうサラ金とか、そういう金融いう関係のものに手を出す。そうしないと、人に

お願いしてとか、銀行から借りるとか、そういう手だてがないということによって

生まれてるというのがあります。そういう中から、その滞納してる人たちの生活実

態も含めて、どういうふうに解決をしていくかというのがあるわけです。 

その点についてですけど、２番目になりますが、憲法25条や国税徴収法は滞納者

の給与に係る債権については、差し押さえ禁止を定めております。 

銀行口座に振り込まれる給与を同時に差し押さえるというようなことが、全国的

にも問題になってきてるわけですが、この点についてはどのような根拠で差押えを

するのか。これいうことについて説明を求めます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

臼井収納課長。 

◎収納課長（臼井賢太郎君）  

はい、２番についてのご質問ですが、議員言われますように国税徴収法の中に給

与の差し押さえ禁止という規定がございます。 

内容は、生活保護の基準となるような金額などは差し押さえすることができない

というふうになっておりまして、それを上回るものについては、差押えというもの
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は一応可能ということになっておりますので、給与の一部差押え禁止というような

規定になると思います。 

後、給与が銀行口座に振り込まれると同時に差し押さえる根拠ということになり

ますけれども、これも直接的な規定というのはないんですけれども、これも国税徴

収法に、条文の中に、滞納者が督促を受け、督促に係る税を督促状を発した日から

起算して、10日を経過した日までに完納されないときは、滞納者の財産を差し押さ

えしなければならないというふうに規定されておりますので、これは地方税にも規

定されてありますので、これに基づいて一応連絡がない方とかには、生活保護の基

準となるような金額などは、先ほど言いましたように除きまして、あとは納期内に

納税してあります皆さまとの平等性っていうものがありますので、そこが不平等に

ならないように、生じないように可能な限り迅速に、預金債権の差し押さえを行っ

ているところであります。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

田川議員。 

◎８番（田川正治君） 

差押えについて、今言われた徴収法の関係から見ても、生活に支障がないような

形で差し押さえるということがある。当然のことだと思います。 

今、その差し押さえた給料として必要な分、生活で必要な分が保障されて、そし

て残った分の差押えをどうするかという形での差押え方になると思うんですね。例

えば、20万、25万でもいいんですが、25万の場合だったら、差し押さえ禁止の金額

は本人10万と家族が２人いる場合は９万、３人になったら、それに13万５千円にな

るわけですね。それだけの分を生活として保証すると、差し押さえ禁止ということ

になってるんですね。それがなかなか今相談を受けるときに、金額で生活できると

いう状況は、そのときそのときの給料の結局、日給月給のような形で働いてる人た

ちが会社のほうの仕事の具合、そして自分の病気の具合とかいろんなこと、家庭の

こと。収入は減るというようなことなどもあるんですね。 

それは、そうなった場合にはその次、差し押さえするときについて、その家族、

本人の給料の状況など含めてしっかり掴んで、そして必要な金額、生活費を保障し

て、そして差し押さえするということを必要だということなんです。当然そういう

立場から、担当のほうの職員の人たちはやってるわけですが、なかなかそこが、な

かなか苦労するとこですね。結局、その残ったお金の部分での支払いが、定額で３

万とかいう金額で支払うという分割払いという形の税金の支払いをするというよう

なことなどがあっとるわけですけど。実際はその３万円の所得の分が税金として納
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める分が足らなくなるという事態にもなるということがあって、相談受けたりする

んです。そういう点では変動という形で、金額を少なくして差し押さえ金額を減ら

すということなどもやって、職員のほうが取組んであるわけですけど。なかなかそ

こんところは、それだけがうまくいかないということなどで、何度もお話をつめて

してあるという状況があるんです。 

私も一緒に参加して、ファイナンシャルプランナーの人たちも一緒になって解決

しようとするわけですが。そのときに問題になってくるのが先ほど言いましたよう

に、サラ金とかいろんな支払いの問題も含めて、結局生活実態をその人の状況を解

決していかなければ、なかなか今後もそういう税金の滞納を作らないという形を援

助していくということができないということになるわけですね。そういう点からも、

この差押えということについて、給料についての生活費も含めた金額を保障できる

ようにしっかり取組んでもらいたいというふうに思います。 

もう一つは、最後に、国税徴収法による滞納世帯の徴収限度額と生活困窮者など

の滞納処分の停止条件について説明を求めます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

臼井収納課長。 

◎収納課長（臼井賢太郎君）  

はい。３番の質問についてご回答させていただきます。 

まず徴収限度額ということですが、２番でも少し述べさせていただきましたけれ

ども、差押え禁止財産を除けば、徴収限度額というものはありませんけれども、議

員言われましたように滞納されている方の生活状況なども窓口などでお聞きしたり、

ファイナンシャルプランナーと、相談会を設けながら考慮しながら、生活状況を考

えながら徴収を行っているところであります。 

あと、生活困窮者などの滞納処分の停止条件につきましては、これはもう国税徴

収法、地方税法にもありますけれども、３点ございまして、１点目が、滞納処分を

することができる財産がないとき。２番目が、滞納処分をすることによって、その

生活を著しく窮迫させる恐れがあるとき。３番目が、その所在及び滞納処分をする

ことができる財産が共に不明であるときになります。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

田川議員。 

◎８番（田川正治君）  

そこで生活困窮者の人たちの問題をどう解決していくかというのがあるんです。 

私は先日、前の委員会にも、野洲市、滋賀県の野洲市に行ったんですね。くらし
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支え合い条例の問題についての質問をいたしました。ここは、まさに生活困窮者も

含めた、税金を滞納してる人たちは窓口に来て是非相談してください、一緒に解決

しましょうという、そういう立場でですね。今、私も言いましたようなファイナン

シャルプランナーになるわけですが、いろんな関係の所管課も含めての対応をして

ですね、解決しているということがあるわけです。 

そういう点では、生活を再建していくこととあわして、滞納整理をするという方

向をしっかり粕屋町としてもこの方向、制度化をっちゅうですか、体制も含めて持

っていくべきだということがあります。それは何でかって先ほど話しました、例に

出しましたところ、小学校の子どもが、１年生の子どもがおるんですが、入学する

ときの入学や就学援助とか含めた制度化を知らなかったんですね。話したらこれは

担当所管の課の職員も一緒に、ファイナンシャルプランナーと話してたんですが。

そしたらその借りたお金返さないかんでしょ。いわゆる借りる、貸付制度として就

学援助があるというふうに思ってたというふうに言われたんです。私もこの相談受

けてから２回ぐらいそのことを話したんです。担当職員と一緒に、なかなか理解し

ていただけなくてですね。やっと話ができて、そういう制度があったらもう入学す

るときのね、支度金なんかも使えるようになったんやからよかったっていう、助か

ったんですけどという話になりました。そこの人はですね、児童手当も含めて、結

局つぎ込まなければ生活できないという状況は当然あるわけですけど。 

そういう点からも私は、この制度、体制上も含めてですが、そういうセクション

の人たちも一緒になった解決方向があれば１回で終わると。そうやなかったら、そ

こでお話をして今度は学校教育課に連れていかなければということなど含めて生ま

れてくるわけです。ほかのことでもあります。仕事を探すためには、県の相談セン

ターのグリーンコープですか。県がやってるそこに行って相談するとか、いうよう

なことなどもあるわけです。 

そういう点からも、私は、この生活再建と生活困窮者の問題については、一つは

どういう点からこれはきてるのかというのもはっきりさせて、そして解決していく、

援助をするように是非体制もとっていくようにしてもらいたいというふうに思いま

す。これは町長も粕屋町はそういう体制で臨んでおりますというのは前回の議会で

の説明でしたけど、もう少し、そういう点ではですね、更に制度化も含めて研究し

てもらってですね、是非生かしていってもらいたいと。 

これはもう全国的にもこの野洲のですね、野洲市のこの制度というのはですね、

すばらしい内容である、全国からも、視察が多く来てるというところですので、是

非これをですね、参考にしてまいりたいと思いますが、町長の答弁を。 

◎議長（鞭馬直澄君）  
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箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

税金の滞納はですね、確かにもう生活困窮に至った経緯、その中に問題点があろ

うかと思います。 

今おっしゃるようにサラ金とか、その生活費として、要するにお金がなくなった

ということがありますけども、これはもう今収納課長が申し上げますとおり、ファ

イナンシャルプランナー、専門家の意見もいれながら対応当たっておりますが、そ

れぞれ所管で様々なアドバイスができると思います。総合的な窓口体制、相談体制

を作るようには、今後検討してまいりたいと思っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

田川議員。 

◎８番（田川正治君）  

はい、じゃあ次に移ります。 

公立学校の先生に１年単位の変形労働制っていうのを導入を可能とする法案が強

行成立されます。今後は都道府県や市町村の学校で導入の是非が問われます。教育

委員会などでの協議の進捗状況について説明を求めるわけですが、まず最初１番目

ですが、この１年単位の変形労働時間制について現在の長時間過労勤務や、教員不

足などを抱える学校教育現場、どのように変わるのですか。 

変わるのかということについての答弁を求めます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

田川議員のご質問にお答えいたします。 

まず、この１年単位の変形労働時間制と言いますのは、１か月を超えて１年以内

の期間に１週間あたりの労働時間が平均40時間を超えないことを条件としまして、

業務の繁忙期と閑散期で、労働時間や連続労働日数を割り振ることを認める制度で

ございます。これを１年単位のこの変形労働時間制を適用することにより、学校教

育の中では教育成果を維持し、向上させるため、教師のこれまでの働き方を見直し、

子どもたちに対して効果的な教育活動を行うことができるようになります。そして

学期中の業務の縮減に加えて、夏休みの休日のまとめ取りのように、集中して休日

を確保することが可能にはなります。 

また、夏休み等児童生徒の長期休業期間の教師の業務時間は、学期中よりも短く

なる傾向にあります。ただし、これからメリット・デメリット等を調査した上で、

令和３年度を目処に今後検討してまいりたいとは思っております。 
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以上でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

田川議員。 

◎８番（田川正治君）  

今言われたのは、国が方向を示した内容での説明だったというふうに思います。 

実態はしかし、学校現場とはかけ離れた制度の導入ということで問題になってる

わけですね。何でなのかというのは、今言われました点の一つでありますが、１日

８時間労働の原則がまず崩れるんですね。そして、忙しいときには集中して働いて

る、暇なときにまとめて休みなさいと。こんなこの人間が、やれない、生理的にも

ですね。そしてこの寝だめ食いだめですよ。同じようなこういうことを教員、まあ

ほかの労働者も一緒ですが、教員に押しつけて、本当にこの今の教員不足とか、長

時間労働で働いてることについて解決するのかという問題があるわけです。 

そういう点から見て、この45時間/月、そして年間360時間。この時間を実際、今

守ってる教員がどれだけおるのかということなんですよ。実際は、全国から見ても、

福岡県でもそうですけど、この時間をオーバーして働いてるという状況です。１週

間の学校の勤務は、持ち帰り含まなくて小学校で57時間29分、中学校63時間20分と

いう統計があります。そういう点では、かなり無理なこの学校の現場なんです。そ

れを休みの取り方を変えるだけで、実際に解決するのかという問題があるわけです

けど。 

この２番目の問題として、今言いました１年単位の変形労働時間制について、教

育委員会でも話をして進めるべきだというのは国の指導なんですね、文科省の。 

実際このことについてはどういうふうにやられてるのか、教育長に説明を。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

平成30年に働き方改革、そのガイドラインの中でこの法律のほうも見直すべきや

ないかということで出てきたことだろうというふうに私も思っておりますし、また

教育委員会としてもこの件を議題にしながら、県、国の動向見ながらやっていきた

いというふうに考えております。 

また、校長たちにもこういうふうに制度が変わってるぞということは、情報提供

として、しております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

田川議員。 

◎８番（田川正治君）  
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はい、またそしたらこのことについて、現場での状況ということも含めて、どれ

だけ掴んでいるかということについて、関連して質問していきます。厚労省の通知

では、恒常的な残業はないことが、変形労働時間制導入の前提条件としております。 

現行のタイムカードによる勤務時間で月45時間以下、年360時間以下の教員の割

合はどのくらいなのかについて説明を。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

タイムカードにつきましては、昨年の11月から導入をしております。 

ので、年360時間以下の教員の割合はまだちょっと抽出はできておりませんが、

月45時間以下の教員の割合は、小学校と中学校の教員を合計いたしまして、今11月

と12月出しております。11月が約79％で、12月はですね、年末休日もありますので

一応92％に増加はしております。 

以上でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

田川議員。 

◎８番（田川正治君）  

45時間以下の教員が79％ということはですね、ちょっとこれは、状況の掌握が十

分じゃないと思いますね。先ほど言いましたこの福岡県のですね、糟屋地区の組合

が掌握した分で見ても、見たら小学校で50％、そして中学校は63％ということでの

説明、アンケートで掴んだのがあるんですね。これ違いがどう出てるのかっていう

のはいろいろな見解があるかと思います。 

ただしかし、この残業の状況を今の現状を正確に掴んでこれを報告し、これが今

言った時間以下であるというのを前提に導入すべきだと。そういうことになったん

だというのは国からの指導、文科省の。ですからこれを目指さないかんですよね。

しかし今言われたような形で、中身はそれどういうふうにつかんであるか分かりま

せんけど、タイムカードで掴んだ場合でも、それを直接文書で書いてもらうという

こともあるでしょう。メモでいうこともあるでしょうけど、タイムカードを使えと

いうこと含めて言ってるわけですね。 

これを、今言われたのを聞いたら、私はちょっと問題があるので、今後はっきり

させていかないかんなと思うのは、この勤務時間の中身、時間について。これは曖

昧にできないんですよ。労働基準法に関わる問題としてですね。この勤務時間が今

後、労務災害とかいろんなことが起きたときにこのタイムカード打った、打つ前か、

これによって事故を起こしたことについて、タイムカード打つ前の事故だったら、
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労災でないと。そういうことも含めて、関係するような大事な内容なんですよ。で

すからこの虚偽報告したら懲戒処分になるぞということまでも指導してるんです。

だから正確に使いなさいと。その上に立って、制度を導入するかどうかについて、

検討しちゃっていこうというような内容なんですね。 

そういう点から見ても今のような掌握の仕方は、今までは学校の先生たちは給特

法といいますかね、今度の給料特別措置法の関係で４％の残業代出すから、長時間

どんどん働けというて働かされてきてるんですよ。だから４％以上の働きを実際残

業でしてるんですよね。それは払わせない、出さないいうことで４％で抑えてきて、

長時間働かしてるから今のような問題点が出てきて、国もこれは働き改革も含めて

変えていかないかんということを示してきてるんですが。しかし、この変形労働時

間制というのは、本来民間で製造業とか含めてそういうところでやるのとして、制

度化された内容なんですね。だから教員の現場で子どもと面して、教育も含めてや

っていくようなこういうところで、この一律的にこういう制度を持ち込んだら、子

どもにも責任持てない、先生たちも大変だという事態になってくるわけです。 

そういう点で言えば、単価の問題については、今話をしましたけど、今後この制

度を導入するに当たっては、全教員の勤務表、シフト表を作らないかんです。そし

たらその制度、これを作るために校長、管理職、事務職の人達がこれを３月ぐらい

にまとめて作って４月から勤務に合わせていかないかん。こういうこともあって、

大変だと管理職の人たちも。校長先生も含めてね。仕事量としてやることが、学校

の教育の問題じゃなくて、こういう点について力を注がないかんということでいろ

いろ意見も出てるということは言われております。 

そういう点で、この今言いました管理職の人たちが勤務シフト表を作るに当たっ

て、業務負担が増えると思いますけど、どのような内容のものがどういうふうに増

えるのかについて説明を求めます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

勤務シフト表のことでございますが、短期的な視野で見ますと、システムを変え

ることは一時的に業務量を増やすことにつながると思います。 

しかし、長期的な視野で見ると、管理職や事務職員等もこのシステムにのっとる

ことで、業務改善に繋がるとも考えられると思います。 

また、この新システムを導入した次年度以降は勤務シフト表作成についても、ス

ムーズに行うことができることも予想されるとも思います。 

以上でございます。 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

田川議員。 

◎８番（田川正治君）  

その通り一遍のような回答で中身が実際、現実的にどうなるのかというのを掴ん

だ上での説明というのが、私は欲しかったというふうに思います。 

ただ、この今言いました管理職の人たちの、このシフト表を作っていくに当たっ

ては、一人一人の教員の子育て、介護、家のこと含めて家庭状況の中で、時間がと

れるかとれんかっていう問題も含めて出てくるんですね。それを前提にした勤務表

を今度作ることを言われてるわけですが、その内容を一人一人が変形労働時間制に

ついて、職場の過半数、そして一人一人の人の同意を得て、これが進めていくこと

になるということになるわけですけど、実際は教員の人たちがいろんな条件で、働

く中で問題も抱えて、働いてるわけですね。そういうのが一時的、画一的な形でこ

の制度を導入して、そしていくということにならないようにですね、しなきゃなら

ない。 

それが今から問題になっていく中での、この導入問題についての問題になってい

く中での一つの大きな点だというふうに思います。 

それと最後に、学校現場の負担の軽減、過大な授業日数の見直し、研究事業や行

政研修の簡素化など、教育委員会での協議と見解。 

これは本来、教育委員会でもしっかり審議されているものだというふうに思いま

すが、それについての説明を。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

教育委員会の研修等は昨年度精選し、大きな縮減を図りました。 

具体的には研修自体の削減、あと集合研修の削減、教職員が役場に来て受ける研

修ではなくて必要に応じて、指導主事やスクールカウンセラーが学校に出向いたり

するなどが挙げられます。 

また、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、スクールロイヤー

の活用など、人的活動を通じて教職員の業務負担の軽減を行っております。更に学

校行事については可能な限り精選、縮減するよう、学校のほうには指示をしており

ます。 

以上でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

田川議員。 
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◎８番（田川正治君）  

この点について、研修については、国もこの研修の見直しについて文科省が出し

てるのもあるし、今回、附帯決議で特別措置法の内容で盛り込まれた内容も含めて

あります。 

結局、今の教員の働き方は長時間になってることから、この問題を解決するため

に導入していくんだということで、この変形労働時間制の問題を持ち込んできてる

わけです。しかし、私先ほどからも話をしてきましたけど、夏の休日のまとめ取り、

これが一つさっき１番初めに話しましたけど、忙しいときには10時間でも11時間働

けとね。３月頃の忙しいときには。そして休むのは、夏休み休み取りなさいという

ことについて。この点については、文科大臣もこのことについては、指摘してるん

ですね。国会の質問で現在でも実際に休日確保のために、週休日の振替えや、年次

有給休暇の取得によって長時間の学校閉庁日を実施している自治体の例もあると。

これらの重要なことであるということで答弁しておりますが、要はこのまとめ取り

を何もですね、夏休みにしなくても、この変形労働時間制の導入によってしなくて

も、今でもこういうやり方をしているという自治体もあるんだということなんです。 

その点については、結局、行政研修や部活動の各種大会などの夏の業務、こうい

うのを大幅に削減して、業務のない期間を設けて教員が実際に夏休みをとれるよう

な条件を作るそれとあわせて休日出勤や、超勤に対する代休保障を厳格に行うと。

そして年休の取得とあわせてまとまった休みが取れるようにして、このようなこと

をやれば夏の休みは取れるんです。夏休みをまとめてとることができるようにする

ために、忙しいとき頑張れと。こういうやり方が今言われてってるんだ。しかし実

際は、年休で今20日ですかね、年休のうちの10日しか取ってない。 

この前話を教員の人と話したら、５日しか取ってないという人もあります。まさ

に年休は取らなくて、そして休ませなくて、そして今度は長時間働かせて。そして

その分を、結局教員を増やすということじゃなくて、乗り切ろうという方向がある

わけです。私はこの点については、学校現場の人たちの話も聞いたり、アンケート

を見たりしました。本当に、今のままでももう過労死状況だと。３年生の進路指導

する人たちなどは、もう休みもとれないでいうことでの意見は出ておりました。 

そういう点では、学級担任をして、部活動をして進路指導。こうなったら本当に

１人の教員の方がやるだけの能力以上のことを実際に今でも起きているということ

なんです。ですからそういう点から言えば、先ほど言いました、その変形労働時間

制の問題導入のよりも、今の年休ですね。ちゃんととる、そしてそういう必要であ

るどうしても必要なものである研修とかそういうのはあるわけですけど、やっぱり

そこは精査して、そして部活動については部外者も含めての指導員をお願いしてい
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くと、これも国もそういう方向目指せというふうに言ってるわけです。 

そういう点から教員の、生徒に対する教育をですね、十分やっていけるようなそ

ういう環境を整えていくということを是非できるようにしていくように、私も今後

取組んでいきたいと思います。 

以上、述べまして一般質問を終わります。 

（８番 田川正治君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今から暫時休憩といたします。 

午後の始まりは、午後１時ちょうどといたします。 

（休憩 午前11時46分） 

（再開 午後１時00分） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

それでは、再開いたします。 

本日、13番、木村優子議員から所用のため午前中の欠席届が提出をされておりま

したが、先ほどご連絡がありまして、終日の欠席に変更になりました。また、８番、

田川正治議員から体調不良のため午後からの欠席届が提出をされました。 

以上２件、合わせてご報告をいたしておきます。 

議席番号14番、山𦚰秀隆議員。 

（14番 山𦚰秀隆君 登壇） 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

議席番号14番、山𦚰秀隆でございます。通告書に従い、質問いたします。 

まず、質問に入る前に、世界経済をも揺るがしかねないこの新型コロナウイルス

が、全世界にその猛威を奮って、多くの感染者と死者が拡大し続けております。亡

くなられた方に哀悼の意を表します。 

日本におきましても、各地でその猛威を奮い始め、感染者が出始めております。

政府は集団感染を押さえ込むため、ここ数週間の活動の自粛を告知し、公立、私立

の小中高校の一斉休校を要請いたしました。スポーツ界におきましても、開催のや

り方を変更して対応している現況であります。このような状況から、粕屋町におい

ても、十分な対応で事に当たっているという発言が、先ほども町長のほうからあり

ました。今回の新型コロナウイルス感染拡大の早期終結を願うものであります。 

それでは早速、本題に入ってまいりたいと思います。 

現在、粕屋町の人口は１月末時点でございますけども、４万7,856人と市制に移

行できる５万人を超えようとしております。粕屋町の将来像を考え、今取組むべき

施策は、どのように打てるのかが問われる時期に来ているというふうに思っており
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ます。町長は、市制に移行することに対しまして、ただ単に市制に移行することだ

けにとらわれず、様々なまちのあり方を模索すると、かねがね発言をされておりま

す。そして町の若手職員で作る市制塾を庁舎内に設け、今後のまちのあり方を市制

にとらわれず、調査研究するとしております。そのことは、必ず市制に移行すると

は断言していないとも受けとめられます。市制塾は開設より１年が過ぎようとして

おります。 

そこで、市制塾ではどのようなことが話し合われ、今後、話し合われたことはど

のように発展させていくのか、経過報告とあわせて聞きたいと思います。 

よろしくお願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

市制塾は、昨年、一昨年ですね、平成30年11月15日に第１回の市制塾の開校をし

ております。それ以後、概ね１月に１回程度のペースなんですが、月としてはでき

ない月もございましたので、先月２月26日に第12回の市制塾の開催をしております。

メンバーは、10人の構成でしておりまして、男性職員が８名、女性職員が２名の構

成でございます。それぞれの所属、これは全くフリーで募集をし、応募をしており

ますので結果なんですけれども、総務部が３名・住民福祉部が３名、都市政策部が

３名、教育委員会から１名というふうに割と均衡が取れたような所属でございます。

年齢的には40代が４名、30代が４名、20代が２名と、平均的に30代の年齢層で構成

しております。 

メンバーにつきましては省略いたしますけれども、中身は当初こういった研究グ

ループはなかなかこの粕屋町にとっては、初めての試みでございました。特定のこ

とについて、研究する小委員会的なものは当然ワーキンググループございますが、

市制塾っていうのは非常に大きなテーマで広範囲にわたる。そしてまた、資料収集

につきましても全国的なことで収集しないといけないようなことで、初めは、右往

左往したような経過がございます。 

数回経るにあたって、そのテーマを絞っていき、それぞれのこの市制塾の中でグ

ループ分けをしまして、それぞれの担当ということで、市制を引いてある、引かれ

た市。ですから、旧町ですね、旧町村。そして５万人を超えても、まだ市制を引い

てないような町もございます。そちらのほうの研究。また今は、その市制を引くメ

リット・デメリットにつきましても、研究を重ねておるようでございます。 

一昨年の11月から始まったものですから、その都度報告は私のほうは見ておるん

ですが、そろそろその研究、検討、経過並びに結果については公表する時期にある
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かなとは思っております。それを今後どのように繋いでいくかというのはですね、

私もこの研究グループの成果が非常に評価しております。全くその今まで考えもし

なかったような、自分自身が興味持たなかったようなことについて、精力的に新鮮

な気持ちでやっておる内容でございます。 

この研究の経過並びに結果をですね、今後の市制を考えるにあたっては、非常に

私も参考にさせていただきたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

今のお話だと、市制に向かってっていう意向を考えてっていうふうにとらえられ

るんですけども。 

通告書にも私片仮名でシセイというふうに書かしていただいてます。このシセイ、

先ほども申したように、町長は市制にとらわれてないということで、この市制塾の

今後のデメリット・メリットに対して、どうこうしていこうかっていうのを研究し

て参考にしていこうというふうなことだろうと思うんですけど。 

この市制塾のシセイっていうのがですね、漢字に当てはめたら、普通の市制、市

に移行するための市制。もう一つは、庶民の意味をあらわす市井。市に井戸の井。

市井っていうのも考えて町民主体のまちづくりしてるのかな、そういった軸にする

のかな。もう一つは、誠に至るで至誠っていうのがあって、人材育成をするのかな

っていうふうな、そういったいろんなものがちょっとこのシセイの中に想起できま

したんで、何が１番適当なのかっていうのを聞きたいんですけど。それは市制なん

でしょうけどね。当てはめるとすれば、何が１番いいのかなっていうふうにちょっ

と思ったのと、あと、これを今後、調査研究した分をしていろんな調査研究をして

いくっていうのは答弁でしたけれども、何のために、目的ですね。これが本当に市

に移行するためのものなのか。 

その目的をちょっと明確にして、お答えいただければと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

市制を施行するにあたっては、基本的な人口の基盤、人口の基数がございます。 

それは御存じのように５万人。その５万人というのは、国勢調査でカウントされ

た、その町の人数でございますけれども、これは御存じのとおり今年の10月に、５

年に１回の国勢調査がございます。今議員が御案内されたようにですね、４万８千

弱人、弱ということですから、ちょっと無理だろうとは想像しております。ですか
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らその５年後にはですね、今町内で幾つかの開発もございます。マンション分譲住

宅についてもですね、増加する傾向ございますので、５年後には５万人を超えるだ

ろうと思われます。 

従いまして、過去市制を市制に移行された町村見ますと、やはり国勢調査を基準

にやっぱり考えてありますね。スパンでいうと10年若しくは５年というふうなスパ

ンで考えてありますので、ちょうど粕屋町はですね、その位置にあるだろうと思わ

れます。ただ、市制ありきのこの市制塾ではございません。これ私が当初ですね、

市制塾をご披露したときに申し上げましたけれども、市制を見据えてということで

考えております。あくまでその市制に向かって、市制を狙ってとかですねそういう

ことではございません。先ほど言いましたように、その町の状況ですが５万人にな

ってもなかなか市制にはなってないような町もございますので、それはなぜかとい

うような研究も今しております。 

あくまでですね、市制というのは、私個人、当然リーダーシップを持ってですね、

この町を引っ張っていく責務がございます。ただ、この市制についてはですね、や

はり町民の意向、住民のご意向が大きく左右するものと思われます。市制に移行さ

れたところですね、この市制塾のほうでいろいろ調べたんですが、やはり住民アン

ケート当然してあります。その結果によって、この市制に移行すると。やはり、首

長がトップダウンでするべきことではないからですね。 

ただし、リーダーシップはとって、その方向性が決まったらぐいぐい引っ張って

いくというようなことは必要かと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

後でも、関連したちょっと質問があるので、似たような答弁になるかと思います

けども、またその節はよろしくお願いします。 

次に、令和２年度施政方針を今議会発表されました。 

頻繁に起こる自然災害や世界経済を踏まえた新たな激動の時代というふうに言わ

れたと思いますけども、変化に即した防災や減災、住民が安心して暮らせるサービ

スを提供できるまちづくりを主体に事業を組んでおられます。単年度だけの施策で

はなく、中長期をにらんだ基礎固めの予算編成でもあると思います。町長も10年、

20年先も幸福感を実感できるまちづくりを目指していくと示されております。 

将来を見据えたまちのあり方を見て、具体的にどのように施政方針に生かされて

るのかを聞きたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  
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箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

施政方針の５ページの下段のほうに触れております。 

その中の説明の前に、実はその第10回目の市制塾をしたときに、これは昨年の

10月に開催した市制塾でございますけども、その中に粕屋町に似通った特徴がある

団体をですね、実は市制塾で調べております。そこは、やはり市制に移行するため

には、市制をここも見据えたような動きがあったんですが、やはり市制を見据える、

市制に移行するためには、財政力が非常に必要だと。財政基盤の確立こそが、この

市制に移行するための必要条件だという観点から、各企業の誘致、立地対策を考え

てあるようです。ちょっと特定の名称はこの場ではご披露いたしませんけども、ち

ょうど４万８千人ぐらいだったときに、これが４万８千人まで実はいったんですよ。

そこが、実は今ちょっと下降ぎみで、５万には至らないような見通しもあるようで

ございますが、ちょうど粕屋町と同じような地理的条件、人口の条件でございます

ので。 

このように、やはり財政基盤が確定してないといけない。また、それに付随して

インフラ整備、様々なインフラの整備がそのときにはなってないと、名前だけの市

になってはその中身がないし、住民の幸福度を味わえないだろうと。やはり、潤沢

な予算、財政によって、住民のニーズに沿ったそれぞれの施策が十分に発揮できる。

こういう環境は非常に必要だろうと思いますので、これは１日でも早く企業立地、

誘致の関係は進めたいと思いまして、５ページの下段のほうにありますけども、新

たな企業立地対策事業に着手し、産業の振興、雇用の創出により、将来の財源確保

に繋げる。 

まさにこれが、持続可能な財政基盤の確立を図った予算ということで、市制を見

据えたこの市制塾の研究成果をですね、参考にしながらうたったものでございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

今、５ページの下のほう、私もこの辺に注目していますけれども、この基礎とな

るのはやはり、人口であるというふうに思っております。 

過去の人口動態予測では、2020年の人口は、４万９千人を超えていたと思います。

あともう少しで今年、５万人になるんだなっていうふうに思ってました。しかし、

先ほども言いましたように、４万８千人足らずで人口の鈍化が見てとれるのかなと

いうふうに思ってます。 

この結果は国勢調査の本年に向けた取組みが足らないというより、自然増に頼っ
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ていた感があるのかなというふうに判断してます。市制に向けた人口を増やす取組

みを考えていたら、本年ですね、国勢調査が行われる本年に、５万人を超えていた

かもしれないなあというふうに振り返っているところであります。今のところ、粕

屋町の人口が増加している要因は、立地の良さや子育て支援や障がい者福祉の施策

によるところが大きいというふうに思ってます。その理由は、子育て支援や粕屋町

の平均年齢が39歳と若い町であることからも判断できるのではないかなっていうふ

うに思ってます。今のままでは施政方針に述べられた新たな企業立地対策事業に着

手し、産業の振興、雇用の創出する財政の確保につながる持続可能な財政基盤を図

る。このことを、町税の根幹となる人口増や企業誘致が頭打ちになり、いずれ少子

高齢化の波が訪れるのではないのかな、将来を考えた施策が、今必要なのではない

かなというふうに感じております。 

そのために、平成21年に策定された都市計画マスタープランの見直しが求められ

ております。当時は2030年の人口目標を４万８千人としたマスタープランでした。

現在では、町の人口や環境が大きく変わってきております。粕屋町の調整区域は、

14平方キロメートルの半分と、限られた面積の半分を占める状態をこの後どう改善

していくのかが問われてきます。 

町長に聞きます。この辺をどういうふうに思われますか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

市制ということに限らずですね、この町を発展させていくためには、やはり、こ

れ従来から私も言っておりますが、都市計画がキーワードだろうと思います。都市

計画の変更がキーワードだろうと思います。 

ゾーニング、住宅の中に、例えば倉庫物流関係が入っちゃ、その生活に支障を来

たす。ですから、粕屋町をやはりゾーニングしながら、都市計画を張りつけていく

と、都市計画のゾーニングをやっていくっていうことを基本に、企業の立地、誘致

をそちらに誘導するというような形で考えております。幸い、粕屋町は全域都市計

画区域でございますので、虫食い状態は、大分ほかの町という表現はちょっと正し

くないかもしれませんが、防がれてるというふうに私も思っております。広大な空

地も調整区域の中にございます。ですから、そういった空地を生かしながら、粕屋

町の将来のあるべき姿を都市計画マスタープランの中で描いていきたいと思ってお

ります。 

それと、都市計画マスタープランでだけではなくて普通のといいますか、総合計

画、この中にも将来の人口増、まち・ひと、しごとの人口の将来計画もございます
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ので、その連動しながら、総合的にこれからのまちづくり、市制を見据えたまちづ

くりに頑張っていきたいと思っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

箱田町長になってもう２年が経過しようとしてるんですけれども、今、どちらか

というと受け身っていうふうにとられてもしょうがないのかなというふうにちょっ

と思ってますけど、市制に限らずと、市制になることにこだわらずということが、

やっぱり何回も今の答弁の中でも出てきてるんですけどね。 

市制に向けたっていう部分も含めて、言葉は発せられてるんで、僕らとしてはど

っちなのかなっていうふうなことをちょっとやっぱ考えてしまうんですね。私は町

長の方針次第ではですね、同じことをやる同じ施策にしてもですね、取組み方が変

わってくるんではないかなっていうふうに思ってます。例えば町長がもう市制でい

くよということではっきり決断していただければですね、当然、市制に向けた対応、

取組み方っていうのがあると思うんですね。ところがこれ曖昧だと、どっちにして

いいのかなとなると、やっぱりどうしても受け身に、外からの外的要因によってや

っぱ変わってきてしまうみたいなことになってしまうのかな。だからその方針次第

では、役場職員の取組み方が大きく変わってくると思うんですね。やはりそこには

やっぱり明確な粕屋町の町長の施政の方針というのをやっぱり示していかなければ

いけない。先ほどはまぁそんなに示さないでいきますよ、町民の意向を酌んでって

いうふうなお話もございましたけれども。 

単刀直入に、町長は、市制の意向を考えてるのか。それとも町制のままでいこう

と考えているのか。 

ここら辺をちょっと明確にするのは難しいと思いますけど、できたらちょっと方

針を決めてね。というのも私たちも、議員いろいろ発言しますけど、市制に向けて、

こういった取組みをとか、いろいろ発言してると思うんですよ。ところが、これが、

いやちょっとねってなると、ちょっと曖昧に聞こえてしまう部分もあるので。それ

によっては私たちの考え方もやっぱり大きく変わってくる。議員の考え方もやっぱ

大きく変わってくると思うんですよ。町長がこうだと。私は町制でいくんだ、そう

ですかと。そしたら、私たちも町制に向かってどういうことができるか、将来人口

が増えたときにどうしていくべきかという、そういう取組みができる、考え方でき

ると思うんですよ。 

だから、ここちょっと厳しいかもしれませんけど、市制でいくのか、町制でいく

のか。この明確にできたら、ご返答していただきたいと思います。 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

前段はですね、非常に参考となるようなご意見いただきましたが、後半のほうは

喉元に短刀を突きつけられたような、そういった雰囲気でございますが。 

先ほどアンケート調査と言いましたけれども、その住民に対してですね、意向を

ご意向はどうなのか、町制のままでいいんですか、市制のほうがいいんですかって

いうのは、これは昔、平成の大合併がございましたけれども、大合併のときに、功

罪をやはり示してないんですね。 

メリット・デメリット、合併したときにこういったメリットがありますよ、こう

いったデメリットがありますよということを、やはりこれ住民に示すことが、施政

者、首長としての最低の何ですかね、条件だろうと思うんです。 

様々あります、メリット・デメリット。今まさに市制塾のほうで研究をしており

ますが、それを披露しながら、私としては、町制のままがいい、市制に移行したい

ということ。それにご意見はどうですかっていうのは、大前提だろうと思います。 

ただ、これの期間をいままさに今年10月に国勢調査があって、その基礎的な数値

を見ながら、検討してまいります。 

せっかくの申し出ですが、この場ではちょっと、お答えはできかねます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

いずれにしてもですね、市になろうが町になろうが、その意向っていうのはです

ね、私は聞くべきだろうというふうに思ってます。 

那珂川市も市制を引く上においてですね、住民投票をして、約８割の方が賛成を

したっていうことがありました。町民に対して、そういったことをやっぱりやって

いくっていうことは大事なので、アンケートじゃなくて住民投票とか、思い切って

そういった行動で意向を感じるっていうのは必要かなというふうに思ってます。 

そこで今大事なのは、その結果を重視し、町民の意向を尊重するというような感

じに受けとめました。 

町長ですね。違いましたっけ。違いました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

従前からですね、私も情報発信ということをですね、やはり非常に粕屋町が不得
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手としてた部分だと思います。そういった意味では、この市制について、住民が考

えるような気運を作りたいとは思っております。 

粕屋町のアピール、いいとこ。こんな粕屋町ですよ、こんなまちですよっていう

アピールを、最近は私はしているつもりなんです。実はもうすぐ出るんですが、財

界九州っていう雑誌もございます。そちらのほうに、これは仮でしょうかね。仮称

なんですが、「新市を見据え整備を急ぐ粕屋町」っていうようなタイトルで実は掲

載予定なんですね。その中で、最終的には箱田町長の今後の舵取りが注目されると

いうふうになっておりますけれども。 

その前段では粕屋町のいろんな今までの成り立ち、そして今大規模開発があって

いる。そして、新たな企業の誘致、立地を考えてるっていうようなくだりで、粕屋

町が動き出してるんだよと。住民の方々に対する提供といいますか、粕屋町の今の

状況を提供しながら、住民の町民の皆さんの、市がいいのか町がいいのかっていう

喚起をですね、今から行ってはいきたいと思いますが。 

先ほど言いますように、やはり国勢調査が基本です。５年前の今の数字ですから

ね。ですから今後10月でどうなるのか。 

それを起点に、今後展開していきたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

町民の意向に従うっていうのは、ポピュリズムっていうふうな、悪い言い方すれ

ばそういうふうに見られることもあります。結果が、それに対して判断したことが

いいか悪いかっていうのは、時間が必要だというふうに思ってます。 

私は、もうあと次の国勢調査、５年後でございますので、そのときに５万人超え

てたら、当然市になるのかどうかっていう議論はですね、町民のほうからも上がっ

てくるんじゃないかなと思いますし、その前からもう５万人になった時点で通すん

だっていうような意向もね、出てくると思いますんで。 

私は、町民に意向を聞いてからっていうよりは、町長が道を示してですね、先に

道を示していけばですね、町の町民の方もその方向にいくんじゃないかなと。逆に

ですね、思います。だから、先ほども企業誘致するにしても調整区域の問題にして

も、ここ大きくやっぱり関わってくるんですね、市制に向かう上で。これ町のまま

やったらいいですよ。いいと思うんですよ、受け身で。僕は町のままでいくんやっ

たら受け身でいいと思います。当然、町の財政を考えながらやっていけばいいと思

いますし。 

ただ、市に移行することになれば、さまざまな権限、移譲とかですね。いろんな
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部分でやらなきゃいけない。職員の教育も必要ですし、いろんなことをやらなけれ

ばいけない時期にもう来てますんで、早く、やっぱり道を示してやったほうがです

ね。スムーズにいくんではないかなというふうに思っている次第であります。 

今回ちょっと無理な答弁をお願いしましたけれども、私は、やっぱり町長が道を

示すべきだというふうに思いまして、それによって、自分たち議員の動きも違うし、

町民の動きも違ってくるというふうに判断しましたので、こういった質問をさせて

いただきました。 

次に移ります。平成28年度の文部科学省の教員勤務実態調査の結果を見ると、小

学校の教師は年間800時間、中学校は1,100時間程度の時間外勤務を行っていること

が分かりました。前回、午前中、田川議員のほうからも同じ質問、５条関係の質問

だったと思いますけど。私はどちらかというと７条関係、要するに基本となるべき

部分ですね、やるべきことのほうで質問をしていきたいというふうに思ってます。 

最近の傾向として、子どもに関することはすべて学校で対応してほしい、といっ

た保護者や地域の意識や期待に教師が応える中で、今、学校はブラック企業ならぬ

ブラック職場として認知されるようになりました。そうした環境の中、教職という

崇高な職業につき、人一倍努力されていることは、先の学校経営発表会でもかいま

見ることができましたし、無駄に時間外勤務をしているのではないことは明らかで

あることは判断できました。 

昨年の200回臨時国会においては、公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等

に関する特別措置法が改正されました。これは給特法というらしいですね。この給

特法では、時間外勤務時間を月45時間、年360時間以内とする上限ガイドラインが

法的な根拠ある指針となりました。ここで重要なのは、法的な根拠ある指針となっ

たということであります。衆参両院における附帯決議におきまして、各地方公共団

体に対して指針を参酌した上で、現在ある条例規則等そのものに、教育職員の在校

等時間の上限時間数を定めるよう求めることが盛り込まれました。これは月45時間

年360時間という数字を入れなさいっていうふうに思っております。学校における

働き方改革は、行政・学校・保護者・地域が認識を共有してあたらなければならな

い総力戦であります。 

粕屋町の現状と課題を聞きます。まず、学校における働き方改革の前提である学

校職場における在校等時間の客観的な把握と管理であります。 

文部科学省の令和元年度教育委員会における学校の働き方改革のための取組み状

況調査では、ICTの活用やタイムカードなどにより、勤務時間を客観的に把握して

いると回答した教育委員会は、都道府県で66％、政令市で75％、市町村では47.4％

という状況です。 
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ちょっと息が苦しくなった。息継ぎがすごく大変な、ちょっと外させてもらって

いいですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

どうぞ。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

適切な在校等時間の把握と管理がなされなければ、長時間勤務を止めることがで

きません。同時に、勤務時間の把握に際しては、できる限り管理職や教師に負担が

かからないようにすることも重要であります。先の田川議員もこういうことを言っ

ておられました。 

粕屋町における ICTの活用やタイムカードなどの客観的方法の導入等を通じた在

校等時間の適正な把握の状況はどうなってるのかを聞きます。 

この在校等時間っていう言葉自体も出てきますので、これも含めて説明しながら

答弁願います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

確かに、今働き方改革の中で、この長時間勤務をどう縮小していくのか。また客

観的なデータとして、どう実態を把握するのかということで、昨年度はやっと粕屋

町も小・中学校にタイムカードのほうを導入したところでございます。 

11月・12月分も今集計が終わって、今１月分を集計しているところでございます

が。これは紙媒体でタイムカードを押して、それが自動的に USBのほうに蓄積され

まして、パソコンのほうで一覧表、それから計算等ができるというふうなものを導

入しております。もう一つ迷ったのがパソコンのほうで起動すれば、出勤。パソコ

ンを消せば、オフにすれば、退勤という形のもありましたけど。それはもうかなり

のシステムの変更を要しましたので、金額的にも高うございましたので、タイムカ

ードにしております。 

これは今おっしゃるように、労務災害等々のやっぱり客観的な事実にこれはなる

ということで、国が再三、町のほうにも要求しておりましたので、やっと導入でき

ました。ただ、今おっしゃってるように、労働基準法では労働時間と言うんでしょ

う。地方公務員法では勤務時間という言い方をします。 

で、先ほどの田川議員の話ではありませんけど、勤務時間の後の超過勤務で計算

をしているのか、在勤時間として計算をしているのか。在勤というのは、結局来て

から帰るまでの時間ということ。そこいら辺でやっぱ数字が変わってきます。それ

を先ほど田川議員は、県とちょっと粕屋町随分開きがあるなとおっしゃったんです



－ 80 － 

が、私のほうのこの導入の過程で、校長会、随分審議をした結果ですね、勤務時間

外の時間を超過勤務としてするということで、ただしその際出張とか云々の場合は

ですね、その分を差し引くというようなことで考えておりますので、実質の超過勤

務時間というのが、数字として上がってきます。 

なお、11月・12月についての数字については、学校教育課長のほうから報告をさ

せたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

すみません、そしたらタイムカードで今ちょっと確認できることをご報告いたし

ます。 

一応、小学校で先ほど田川議員のご質問でもちょっとお答えしましたけど、月

45時間以下の教員のですね割合なんですけど、小学校では４校で11月が84％、12月

が90％でした。そして中学校では、11月が71％、12月が94％に上がっております。

それであとこの勤務時間なんですが、勤務時間のですね、一応１番11月・12月合わ

せて１番その勤務時間が多い時間は、85時間30分という先生がいらっしゃいました。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

先ほど聞いたんで、ちょっと細かに言ってくれたんでよかったと思いますけど、

これは勤務超過をしていない人の数というふうに再確認させてもらってよろしいで

すか。上限以内ということですね。分かりました。 

今、タイムカードで管理をして USBに落として、パソコンに入れて計算式に入れ

て数値を出しますよというお話でございました。教育職員の服務を監督する教育委

員会が講ずべき処置として、教育職員が在校している時間は客観的に計測する責務

があります、というふうに書かれてます。そしてあと公文書としてその管理及び保

存を適切に行うというふうにあります。 

ここで留意することは、先ほども田川議員の中でもあったんですけれども、虚偽

の記録をさせてはならないっていうことだというふうに思ってます。 

この辺の対策はどういうふうな対策がしてあるか、あります。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  
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11月から導入しまして、いろいろこういう場合はこういう場合はっていうのは今

出てきておりますので、それを随時取り入れながら修正をしているところでござい

ます。 

例えば土日については、タイムカードを押せという指示はしておりません。これ

は自分の都合で来る先生もいらっしゃるし、学校で印刷をしに来る先生がいらっし

ゃる。また部活動以外で、例えばそのあと昼食取りいってまた帰ってきて、今度は

自分の時間を持つとかということでですね。なかなかその辺がこうタイムカードを

押されますといろんなことで不具合が出てきますので、平日で、月曜日から金曜日

までの時間帯でを一応基本として、今のところ進めております。 

またこの件については、いや土日も押させてくれという意見も上がってきており

ますので、その都度その都度、より客観性を持たせるように修正はしてまいるつも

りでございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

在校等時間っていうふうなちょっと説明がなかったんで、後でちょっとその辺も

含めて、説明しますけれども。 

現行では、勤務時間以外で働く場合、公立学校の教師については、時間外勤務命

令は超勤４項目以外のことで、時間外勤務命令を命じることはちょっと分かりにく

いんですけど。要するに、時間外勤務命令は超勤４項目に限りますよということだ

というふうに思います。それ以外は、命令することができないと。 

例えば、平日いや休日出てきて、部活ちょっと面倒見てねとか、学校教育以外の

ことで、命じることはできないっていうふうになってますよね。ちょうどその超勤

４項目っていうのはどういうもんかというと、生徒の実習関連業務、学校行事関連

業務、職員会議、災害等での緊急措置などというふうに定められているというふう

に書かれております。 

公立の義務教育小学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法、給特法では、

教育職員については、時間外勤務手当及び休日勤務手当は支給しない。これは田川

議員が言われたことだというふうに思ってます。そのかわりに教員の給料の４％を

一律追加支給する。これはすべて、学校の先生に４％プラスされて、給与として支

払われてるというふうに、これを教職調整額というふうに、言うということになっ

てました。この超勤４項目以外で時間外労働を命じることができない時間外労働の

規制を行っております。要するに超勤４項目以外、時間外勤務をしても、もうそれ

は、時間外労働ではありませんよと。あなたたちが勝手にやってるんでしょうと。



－ 82 － 

悪い言い方するとですね、そういうふうになってるという。ということで部活動顧

問は、ここに含まれていないため、部活動顧問業務で残業や休日出勤を命じること

は不可能です。不可能となってますね、今でもそうと思います。 

現行制度では超勤４項目以外の教員の時間外労働はすべて教員の自発的行為とし

て整理されているからです。しかし、学校教育活動に関する業務であることには変

わりなく、こうした業務を行う時間も含めて、時間を管理することが、学校におけ

る働き方改革を進める上で必要不可欠なことであるんですね。今回この法改正で超

勤４項目以外の業務を行う時間も含め、教職員が学校教育活動に関する業務を行っ

ている時間として、外形的に把握することができる時間を在校等時間として、勤務

時間管理の対象としてるんです。ここまで勤務時間管理しなさいよと。言われてる

わけですよね。先ほどは、タイムカードにピピっとやって、パソコンおとしてぽっ

とこれです。じゃいけませんよと。これからは、時間外、要するに学校業務活動に

付随しているものに関しては、それも把握しなさいというふうに言われてるんです

ね。ですから、部活動顧問についても、勤務時間管理の対象となるっていうことで

あります。 

今回の改正では、効果的な教育活動を行い、教員の健康及び福祉の確保を図るた

め、この外勤を減らして、勤務時間管理を徹底する方策であります。今回ですね。

だから留意することは、上限時間を遵守しようとして、自宅に持ち帰って業務を行

う時間が増加することであります。本来、業務の持ち帰りは行わないことが原則で

あります。しかし、持ち帰る場合もあると思います。 

どのようにして、この実態把握がされているか。学校業務に携わるですね、時間

をどう把握するのか。 

その辺を聞かせてもらっていいですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

少し超勤の部分と重なるかと思いますが、例えば修学旅行でしたらこれは超勤の

４項目などに入るんですけども。 

１日５時間までの延長は、勤務時間外の延長は可能だというのは、今現在まだ生

きてる条件です。それから、朝、いえ夜10時から朝５時までは勤務を命じてはいけ

ないというのも今生きてる条文でもあります。それ以外の時間台で、もし７時間

45分というのが今教員の勤務時間っていう時間枠なんですが。昔は８時間でしたけ

ど今７時間45分。これを超える部分についてはですね、割り振り簿というのを作っ

て、１週間の間にできるだけ散らばせなさいと。その分を超過した分がその分早め
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て帰ってもらうとかいう形をですね、それが１週間で無理だったら１か月単位。い

わゆる４週間以内でそれをやんなさいというのも今現在あります。 

今議員がおっしゃってるように、特に部活動については、特殊勤務手当っていう

のがついておりますので、これは１時間幾らということで今２時間若しくは３時間

の部活ということなので、昔は４時間以上８時間とかそういったちょっと大きなく

くりでしたけど、今もう２時間単位、２時間とか３時間とかでも手当がもらえます

ので。それも一つの勤務体制だろうと思います。 

それと外形的とおっしゃいましたが、これは今まさにそのことでは研修のことで

すね。学校の内の勤務ではなくて外で研修を受けてくる。これが県の研修であった

り、例えば国の研修であったり、例えば町が命じてどこどこに先進校の視察に行っ

てこいとかいうのも、これも外形的な勤務にありますので、これはタイムカードで

できませんけど、研修をしていいかという伺い簿っていうのがあります。これは何

時から何時まで、どんな内容でどこで研修しますという伺い書を出しますので、そ

こで時間は把握はできております。 

そういった意味で、持ち帰りについてはもう自己申告しかないんですけど、それ

をどうやって記録するかというのは、確かに方法はございません。ということもで

すかね。それともう一つは、それを条文化しなさいということは私たちも通知が来

ておりますが、県のほうにも恐らく今年中には、それが法律っていうかな、条例と

してでき上がるんだろうと思います。 

それを受けて私たちもそれを明文化して、来年の令和３年４月１日からの施行に

なっておりますので、それに間に合うようには準備をするつもりでございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

明文化する、法的根拠のあるものにしていくっていうのは、今回の目的でありま

すので。そうしないと、幾ら書いてあっても、法的根拠がなければ自由度が発生し

てしまうし、解釈の仕方ではいかようにも使えるということだろうというふうに思

ってます。 

この学校業務にかかわる在校等時間の上限を月に45時間、年360時間以内とした

指針は、今回の働き方改革の大きな部分であります。在校等時間の上限を、条例や

規則等で明確に位置づけることが求められております。教師の在校等時間の上限を

月45時間、年360時間と設定した上限ガイドラインが法的根拠のある指針に格上げ

されたことは、これから教師を目指す者にとって、我が国が人手不足が生じている

中で、民間企業と同等の上限目安を設定することになります。 
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優秀な人材に教師を目指してもらうためにも必要なことであります。粕屋町立学

校に関する学校管理規則若しくは教育委員会規則において、今、具体的な条文を明

記する準備を用意してるっていう返答でございましたけれども。 

この法的根拠を格上げしたっていうことだったんですけど、この時間っていうの

は現在入れてあるんですかね、条例とか規則。全くないということは、これからそ

れを作って、議会に出していくっていう条例ですから、条例は、議会議決案件です

よね。違うんですかね。ちょっと言って。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

２番の質問になると思うんですけど、先月ですね、２月にですね、県の教育委員

会のほうからですね、在校時間の上限等に関する方針を教育委員会の規則等に定め

るとの通知がございました。 

それによりますとですね、福岡県においては本年度中に、教職員の働き方改革取

組指針を改定しまして、条例及び規則については次年度に整備して、条例及び規則

の整備後、改めて市町村の教育委員会における上限方針の策定について依頼する予

定としております。 

それで、粕屋町といたしましても、県の策定内容をですね、確認してからですね、

それから粕屋町の教育委員会の規則を定めたいと考えております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

ということは福岡県が条例で決めて、粕屋町においては規則と。で定めるという

ことなん、規則なんで、議会議決は要りませんよという話ですね。分かりました。 

先ほども言いましたように、福岡県においても、今２月定例議会におきまして、

条例の改正が行われたというふうに聞いております。教師の今回の給特法に定める

指針を踏まえた業務改善が進むことを願うものであります。多分、それ以外に、先

ほど田川議員の質問の中での５条関係。５条関係の変形労働時間制の導入につきま

しては、これは条例は粕屋町で条例を作るってことですか。 

ちょっとその辺だけちょっと質問。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

すみません、変形労働時間制の条例化等については、今のところ県のほうから言
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ってはきていないです。 

それちょっと今後のちょっとまた動向見ながら、それは検討していきたいと思い

ますけど。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

言ってきてないというのはですね、この通知はおりてきております。こういうふ

うに今年からいくぞと。そして４月１日から施行になっておりますので。 

ただ、それを条文化させるという通知は来ておりませんので、そのことを今課長

のほうから言っていただきました。これは勤務体制になりますので、県のほうが、

職員の勤務、いわゆる学校事務は大体それをやってるんですけど、それの中の変更

で済むと思いますので、これは対応できるかと思いますし、うちのほうもそれでい

きます。 

ただ、先ほどちょっと発言できませんでしたので、多忙期については勤務時間を

現在今17時までしとるのを18時にして、仮にです。夏休みはそれを16時にするとい

うことが可能だということを、法律でやっと言っていただいたわけです。学校は今

までそれができませんでした。ある時間帯超過勤務すると、これが８週以内でやん

なさいとか16週以内でその分を消化しなさいということやったんですけど、これは

年単位に広がりましたので、ある意味楽にはなったのかなというそこの改正ですの

で、条文化まではいかないと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

多分、県の条例制定が必要ということでの、これは資料だというふうに思ってま

す。 

７条関係、私の言った在校時間等の時間の上限関係は、今年の４月１日から施行

というなってます。変形型、要するに第５条関係、田川議員が質問した変形型は来

年、来年ですね、になっておりますので。それの僕はその条例の制定が必要なのか

なと思ったら、これは県というふうに解釈していいですね。町のほうはそれに対応

するという形でやるということですね、分かりました。 

最後に、条例や規則に定められた在校等時間の上限を踏まえた業務の適正化の徹

底であります。 

文部科学省の取組状況調査によれば、全国の教育委員会が在校等時間の縮減に効

果が高いと考えている上位５項目は、部活動ガイドラインの実効性の担保、学校閉
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庁日の設定、ICTを活用した事務作業の負担軽減、留守番電話の設置やメールによ

る連絡対応の体制整備、部活動への外部人材の参加ということでありました。 

この調査の結果は、文部科学省のホームページで公表されているということであ

ります。その中には、全国の学校や教育委員会の効果的な取組みも具体的に掲載さ

れているようです。 

来年度学校における働き方改革を具体的にどのように進め、そのために、教育委

員会や学校をどのように支援していくのか。これは町長になりますので、町長にお

答えしていただきたい。やっぱり、うちからしっかり応援をしていくっていうのが

大事どういう施策を打っていくかをですね。 

もし分かれば教えていただきます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

教育現場はですね、ファーストはやはり子どもたちの教育だろうと思います。 

我々公務員としてできる限りのことをやるべきだろうと思いますが、なにせその

財政的な問題が生じたときには、いろいろ慎重に協議をし、どれが１番効果的かと

いうようなことを、これは教育委員会と密接に私設置者の責任者でございますので、

これ密接に教育委員会でも協議し、前向きな検討していきたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

結構、学校教育現場、今のこの５条７条関係を支援していくには、例えば実態調

査であるとか、そういった費用が出てくるっていうふうな部分もありますんで。し

っかりその辺は、学校教育関係の費用を使うんではなくて、しっかり町が支援をし

ていくということが大事である。 

また、ICT関連、要するにインターネット関係、コミュニケーションテクノロジ

ーを使った関係ですね。やっぱり支援していかなきゃいけない。町、国のほうも１

人、６年生ですかね、子ども１人に対して５万から７万ぐらい、５万か６万ぐらい

の補助を出すというようなのも出てますから。そういうのを活用しながらですね、

粕屋町の子どもが、このインターネット環境に遅れてはならんわけですよ。しっか

りその辺も含めて、支援をしていくっていう町の姿勢がですね、やっぱり重要かと

思ってますんで。働き方改革も含めて、そういったこともやれば、当然働き方も変

わってくる、軽減できるというふうに思ってますんで、その辺の支援もしっかりお

願いしたいと思いますんでよろしくお願いいたします。 
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以上です、以上で一般質問を終わります。 

（14番 山𦚰秀隆君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

それでは、暫時休憩といたします。再開を２時５分、従いまして10分間の休憩と

いたします。 

（休憩 午後１時55分） 

（再開 午後２時５分） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

それでは、再開いたします。 

議席番号６番、太田健策議員。 

（６番 太田健策君 登壇） 

◎６番（太田健策君）  

議席番号６番、太田健策です。通告書によりまして質問をいたしますが、金曜日

の議会の初日に、町長より新型コロナウイルスの対策について、町の対応を報告さ

れましたので、そのダブるような質問はやめて、いくらか質問したいことがありま

すので、質問をさせていただきたいと思います。 

町長が言われましたとおり、新型コロナウイルスは国難であると、事案であると

いうようなこと言われましたが、私もそう思っております。それにつきまして、ち

ょっと質問をさせていただきます。 

先日から税務申告に来たんですが、申告に来たときに、課長からマスクつけてく

ださいよって言われまして、マスクをいただきまして、マスクを付けさせていただ

きました。それと今日も傍聴席にはマスクをちゃんとつけるようにって準備をされ

ておりましたけん、なるほど町長がすかっと指示をされとるなと思っておりました。 

今朝、町議会に来まして、玄関入って思いついたのは、庁舎に来られておる町民

の皆さんがマスクを付けたり、付けんやったりしとう人がちょっと目につきました。

それで、おっと思いついたとが、そういや職員の方は、全部マスクをつけておられ

るなと。それで、町民の方は付けたり、付けんやったり。税務課に来た人はマスク

をもらったり、議会傍聴にきてマスクをもらったりというとこで、何でこういう違

いが出るとかなあと思いました。それでこれはちょっと町長にお聞きせないかんな

ということで、お聞きしとるんですけど。 

一般来庁舎の方のマスクはどういうふうに考えてあるんですかね。 

町長お願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 
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◎町長（箱田 彰君）  

今回の新型コロナウイルスの感染防止対策。 

基本はよく数日前から言ってますが、クラスターの集団を作らないように。とい

うのが密室で風の対流がないような、そういった空間で多人数がそこに集合する、

これが１番最悪の状態らしいです。そのときに非常に感染リスクが高いということ

ですので、例えば、税の申告あたりはもう長時間、大会議室の中でですね、過ごさ

れますので、もうこれは非常にリスクが高いということでマスクを配っております、

ない方についてはですね。 

あと必要があればお申し出いただければ、マスクはお渡ししてますが、これは世

の中、今よく騒がれてますが、マスクの供給量がやっぱり少ないんです。うちも在

庫が当初１万枚を超えた数字があったんですが、もう半分ぐらいに今なっておりま

して、これから先の感染拡大によって、非常にその枚数が要るだろうということが

ありますので、積極的にお客様にこれはお渡しはしてませんが、必要な方々につい

てはお配りをしております。 

役場の窓口については、玄関が出たり入ったり、寒いというぐらいにちょっと風

もありますので、今のところそんなにリスクはないだろうということで、積極的な

配布はしておりません。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

太田議員。 

◎６番（太田健策君）  

町長はやはり、国難であるという事案であるということを言われた限りはやはり、

どの町民にも職員は真ん中におるわけですから、そうやって皆さんマスクつけてあ

りますから、外から入ってきた人がやはり持ち込むというようなことも考えられま

すですね。そう言われるとやはり、外から入ってきて、中にばらまいて帰るという

こともあり得ると思うんですが、やっぱりそこ辺は同じ粕屋役場に来れるんですか

ら町民でありますね、当然。 

やはり町民にはやっぱりそういう、町長がこの施政方針でも言われておりますよ

うにですね、やはり町民の皆さんにやっぱり安心して住めるまちづくりというふう

なこともうたってありますので、やはり玄関の先にもマスク置いてると取る人取ら

ん人おられましょうけど、それをやっぱり何もなかったということになると、やは

りいずれ町民の間から文句が出るっちゃないかと。そうすると、役場職員はみんな

されておるが、それは予算組んで自分のお金でマスク付けとうとかと。町会議員は

どげんしとうとかって言われた場合、私は全部自分たちで買うてきて付けよります。 

そういうたときに、いや役場の職員はこれは役場が支給しよりますよというよう
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なことでは、町民に申し開きができないじゃないかなと思いますけど、その辺は町

長どうですかね。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

若干誤解してあるようなので説明いたしますが、職員は支給じゃございません。 

基本的に私もですが、家から持ってきた、家に在庫があった分をしております。

基本的には、家庭で用意できるものについてはすると、これはもう一般の住民も同

じなんです。ただ、そのマスクをオープンなスペースに置いておけば、今ちょっと

いろいろトイレットペーパー騒ぎもございましたが、ガスっと持っていかれるよう

な、せっかく本当に必要な方について配布できないような状況もございますので、

必要な方についてお配りしてると。 

それは全く拒否はしておりませんので、ご理解をお願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

太田議員。 

◎６番（太田健策君）  

そういう考え方を持ったのは、町長先日説明された中に感染症対策用の備蓄、マ

スク、消毒等は総務課が購入等を行っていますと、いうことが書いてありましたか

らね。当然、これは備蓄用のということは、職員に配るほうのマスクをそこで備蓄

して、配ってあるんじゃないかなと思いましたからね。こういう質問させていただ

いた。 

そういう理解を町民が誤解をしないように、やはりちゃんとしていかないとです

ね。役場としてもプラスにならん、マイナスになっていくような状況になりますの

で、その辺の理解も一つするようにできたらお願いしたいと思いますが。 

それと当然、町長、マスクが足らないっていうことはもう御存じですね。そこの

足らないっていうことに対して、町として何か方法はとられてるんですかね。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

マスクの増産もシャープさんが、全く異業種のシャープさんが増産体制に入ると

いうようなことで、国を挙げてマスクの増産は今取組んでおります。 

ただこの九州、福岡、粕屋町について非常に入手が困難の状況がございます。 

ちょっとその辺の詳細につきましては、総務課長のほうからご説明いたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  
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堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

はい。マスクでございますけれども、まず町長が先ほど申されましたように、職

員、必ずマスクするようにということで特に窓口には重点的に周知をしておるとこ

ろでございまして、28日全協のほうで説明をさせていただきましたように、まず基

本的には、自分で個人で準備をするということを徹底をしております。 

マスクにつきまして、今現在、在庫のほうが個包装の分のが、６千枚ちょっとと

いうところになっておりまして、普段から取引があります薬局関係、若しくは協定

等、これはあくまで災害の協定なんですけれども、結んでおります大規模な商店等

で、複数の箇所に在庫がないか、これはマスクに限らず消毒液も含めてでございま

すけども、問い合わせをしまして、追加の購入のほうに図っておるところでござい

ますけども、やはりなかなかもう全国的に在庫がないということで、手に入りにく

い状態でございます。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

太田議員。 

◎６番（太田健策君）  

それで昨日、私の娘、嫁さんあたりが買い物に行ったら、トイレットペーパーも

ないし、マスクも一つもなかったと。ポケットティッシュも何もないというような

ことで、帰ってきたら、お父さん明日議会のあるとならね、その辺をしっかり町の

ほうに報告しとってよ、って。町民はね、１番もうこれ困りよりますよというよう

なことで言われたから特にですね。 

その辺のやはり商工業者も700社ぐらいありますね。商工業者ですから、工業の

ほうも入っておりましょうけど、やはりそこらと連絡をとって、とにかくマスクと

トイレットペーパー等がなくならないような。町民の間に販売できるような方法を

とってくれというようなこと、お願いもされてから、手配をお願いされたほうがい

いっちゃないかな。それでは当然、役場に人が来られたが何もなかったというよう

なことで、無いときはならどんなするのかと。役場でそういうストックがあるから

役場でこれは安くても、どの店に行けば販売しますよというようなことも各区長さ

んたちあたりに知らせちゃって、マスクの購入がやっぱり自由に手に入るようにし

てやらないと。 

町長が言われるクラスター、広がるっていうとこまでどうしてもせないかん場合

は、やっぱりマスクをつけていかないと、いかないと思うんでですね。是非とも、

そういうそのマスクが手に入るようなシステムをですね、早急に提案していただき
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たいと思っております。 

いかがですかね。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

私がお願いできるのは、特に町内の商工業者さん。 

商工会を通じてマスクなどの取り扱いをしている、薬局や薬剤店あたり、そして

日用品のことだろうと思いますが、そちらには実は、商工会のほうには今回のコロ

ナウイルスの関係で、子どもさんがいて、どうしてもその仕事が休めないというよ

うな、そういう状態ができたらいけませんので、商工会のほうにも今日付けで支援

を、親が休めるような環境を作ってくださいというふうにお願いをしているところ

です。 

あわせて、今議員がおっしゃるように、マスク、トイレットペーパー、日用品の

供給について、供給できるような状態を作ってくださいというふうに私の名前でも、

これは要請したいと思います。 

ありがとうございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

太田議員。 

◎６番（太田健策君）  

次になりますけど、粕屋町に在住の中国人ほか、外人がたくさんおられると聞い

ておりますが、そういう外国人あたりが里に帰ったり、里から向こうのほうから訪

ねてきたりとかいうことをされると、やはりまたウイルスが拡散されることにも繋

がらないと思うんですが、その辺は何か調査かなんかされとうとですかね。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

今おっしゃったのは、今現在中国人の方が、粕屋町にどれだけ在留してあるかと

いう、そう調査する手段がございません。 

それは予定もしておりません。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

太田議員。 

◎６番（太田健策君）  

私は、前の質問あたりのときに、中国人が、外国人が、粕屋町何人おられるかっ

ちゅうことの確か方法からですね、報告は聞きましたけど、そのとき人数の把握は
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されとったぐらいですから、住所が分からないような調査はなかったっちゃないか

と思うんですが。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

お答えする前段でお聞きしましたが、今おられるっていうことをお聞きしますと。

それは分かりませんと。 

ただ、外国人登録の数は分かります。登録ですのでこれ住民票と同じで、今現在

粕屋町におられるかどうかは把握はできませんので、そういった意味での外国人登

録の数は分かります。 

お伝えしたほうがいいですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

太田議員。 

◎６番（太田健策君）  

もう、数やなくしてやっぱ登録してある方にはがきの一通でも出して、移動され

る場合には移動方法の報告かなんか受けて、そのウイルスの拡散を防止するような

方法も、なんかとれる方法あるとやないかなと思いましたからね。何か町のほうで

もそういう手配ができればということで質問しましたけど、どうせあのそういう方

法もとっとかないといずれ今粕屋町にウイルス患者がゼロにしたちゃ、いずれは入

ってくる可能性はあると思いますね。何らかの方法でやはり、防ぐ方法、国難と言

われるような状態ですから。国難を防ごうとするなら、それぐらいのことは何とか

力を発揮してやらないと、いやそれは分かりませんからされませんとか、そんなら

広がったときはどうするかと。誰が責任とるとか、とかいうような問題にもなって

こうかと思いますので。 

是非これは役場内でも話し合いされまして、町長から何か方法ないかと。それで

安心させられる方法をなんか選んでいただきたいと思います。 

それとこれ付随して、ダイヤモンドシティルクルですかね、今ルクル、ダイヤモ

ンドシティって言わんですかね。大型商業施設に多くの外人も来られておりますね。

まあ日本人も行きよりましょうけど。 

しかし、そういう人たちの中にも、やはりウイルスを持った人が来られようとい

うこともあると思います。結局、やはりルクルの商業施設の方とそういう感染の拡

大の対策はどうしとうかと、いうぐらいの打ち合わせは何かされておりますか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 
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◎町長（箱田 彰君）  

まず前段の中国人の方というのはですね、私自身はそれはちょっとできません。 

できませんというよりも、中国人じゃなくて今患者はですね、日本人の方なんで

すね。福岡から出てるのは。ですから、外国の方限定なんていうのはできかねます。 

それとまた、渡航の中止命令、命令といいますか要請ですね。それは外務省のほ

うからも出ております。もう行き来ができない、実質的には行き来できないような

状況になっておりますので、それは安心していいんじゃなかろうかと思います。 

そしてまた大型商業施設。これは、常々いろんな防災関係の話でもしておるんで

すけれども、やはり同じように公共施設的な感じで手洗い、アルコール消毒、そし

てマスクを付けてくださいというような商業施設内での掲示、告示をしてあるよう

です。 

そういったことは大型商業施設だからこそ、そのそこそこの本部がございまして、

全国的な組織ですので、その辺は徹底してしてあるようでございます。 

それは確認しました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

太田議員。 

◎６番（太田健策君）  

そういった大型施設とは変わりますけど、やっぱ町内にあるそのコンビニなどで

すね。これも、そういうウイルスの感染についての、やはり対策あたりの打ち合わ

せも、町が忙しければ、やっぱり商工会にさして、ウイルスの感染の対策をどうや

って防ぐかというようなことを商工会などにお願いされて、やはり完全にこのウイ

ルス対策をやっていかないと。 

本当、町長の言われるとおり国難ていうことですから。国難ですから、普通のな

んともせんようなことしよって国難って。そんな口ばかり言いよったちゃ何かいな、

国難国難言うたからって、国難と言えや済むかいなと思っていうなことに、町民の

間から言葉が出らんとも限りませんので、是非ともその辺もしかと商工会のほうに

言うて、やはりコンビニなども完全にウイルスの対策をやるように、指示されとっ

たがいいかなと思っております。 

それから今のところ感染者は出ておりませんけど、ひょっとしてですね、感染者

が見つかった場合、どういうふうに対処されるふうに考えてありますか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

今、福岡県内で感染者が福岡市内、そして北九州市内でございます。 
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これは非常に参考になるんですが、それの同じレベルで今粕屋町も推移しており

ます。感染症対策について、粕屋町で感染が出た場合なんですが、例えば学校。特

に子どもさんを媒介して家庭に持ち込むような、要するに学校の中でクラスター集

団ができるようなことになっちゃいけないので、それの解消のために休校措置もし

ておりますが、仮に粕屋町で出た場合は、これ以前から言ってるんですが、もうそ

の時点で休校だということは考えておりました。もう既にいち早く国のほう、総理

大臣のほうが要請をしましたので、粕屋町も対応を即座に決め、また今日お配りし

ましたように、ホームページでも発表しておりますが、それに伴う親御さんの非常

に困った状況になられるのを支援する、そういった体制もひいております。 

ただ今後、これが感染者が出た場合には、もう国、県、保健所とも協議しながら、

多分より一層のステージが上がるだろうと思っております。 

参考までに、北海道は昨日一昨日と外出の禁止の呼びかけもしております。まさ

にこれはもう国難に近い、いまだかつてないような、感染症に対していまだかつて

ないような対策を地方自治体がとったということは、非常に特徴的ではないでしょ

うか。それが粕屋町の場合は、14平方キロの町ですので、これはもう、ほかの町か

らのいろいろ入り込みまで、何ですかね、人の交流、流通があるんですね。 

ですから、これはもう粕屋町だけでは、対応できないようなことじゃなかろうか

と私は思ってます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

太田議員。 

◎６番（太田健策君）  

これは、この問題の中にも一部質問条項として載せておりませんけど、給食が明

日からなくなりますね。学校は休みですから。 

その給食の給食費と、今まで頼まれとう給食センターが注文してある品物とか、

そういうものの弁償とかいうのは発生するんですかね。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

教育委員会のほうでお答えします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

吉村給食センター所長。 

◎給食センター所長（吉村健二君）  

給食で今頼んでる分は、急遽入ってきてる分でキャンセルできる分はキャンセル

しております。キャンセルできない分は、うちの支払いになります。 
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あと、給食費のほうは、返還を考えております。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

太田議員。 

◎６番（太田健策君）  

返還をね、変化って聞こえたけん。返還ですね、返すように考えておるというこ

とですね。 

小さい子どもさんたちの親もそうしていただくとですね、皆さん安心されると思

いますので、その辺もよろしくお願いいたします。 

それから、続きまして生活困窮者自立支援制度等の推進についてっていうことな

んですが、私もこういうのを生活困窮者自立支援等というのはあんまり勉強したこ

とないもんで、教えていただきたいと思うんですけど。 

皆さん方もよう知ってあると思いますが、私が住んでおる朝日区は、300ちょっ

とぐらいの所帯の区なんですが、その中にも自分で自宅を持っておられるというの

は50所帯ぐらいですね。あとは低所得者住宅に住まれておるか、それはアパート、

貸しアパート、賃貸アパートに住んである方というようなことになっております。

それで、このところ低所得者住宅の中でも、何人も死人が出ております。死人が出

た中でも、死人が出たところの人から、太田議員さん、町のほうから、家のほうば

修繕せれっていうて言われましたっていうて私のとこへ駆け込んで来られました。 

そらーそれなことはないが、そんなことあったら私が言うてあげるから、言うて

こんねと子どもさんが何か、福岡県外に住んであるということで、なかなか仕事を

休んで来るわけにはいかんもんですから、というようなことで心配して言われてお

りましたが、そうした中でやはり、そういう困窮者はどの程度からがその困窮者に

なるのかということを、書類の中でうたってありませんので、大体どの子もあんま

り公にはできんかなと思いますけど、生活困窮者というのは、大体どの辺の所得か

なんかで判断されるのでしょうかね。 

ちょっとその辺ちょっと教えていただきたいと。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

担当所管課のほうでお答えします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

石川介護福祉課長。 

◎介護福祉課長（石川弘一君）  
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生活困窮者につきましては、通常の三つの仕組みになりまして、第１は通常の社

会保険とか労働保険で働いてある方で、１番下の第３ネットとしては生活保護制度

の適用を受けられてる方、その間の生活制度の見直しによって受給保護世帯になる

前に、ある程度そういうふうな形にならないように、対処するためのその間の世帯

のことを言いまして、生活保護とかにならないように、なる前に、いろいろ対策を

講じていこうということで、今回できた制度でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

太田議員。 

◎６番（太田健策君）  

それは国も県もこの生活困窮者自立支援制度推進っていうのはやっておると聞い

ておりますけど、粕屋町では、そすとそういう生活困窮者自立支援あたりを、介護

福祉課で担当されてやられとるんですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中小原住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（中小原浩臣君）  

はい、介護支援課のほうが担当しております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

太田議員。 

◎６番（太田健策君）  

介護支援課で対応されているような生活困窮者支援自立法というのが、平成30年

度に対応されておりますね。 

それについて、介護福祉課でどういった私んとこのように死人が出るまでもほっ

たらかされとって、何もできなかったというようなこともありはせんですが、そう

いう方々にはそういう自立支援方法等か、生活保護支援の適正化、社会福祉という

ようなことが動きがあってないみたいなんですが、普通どういう対策を立てて動い

てあるですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中小原住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（中小原浩臣君）  

取組みは、という１番の質問でよろしいですか。 

生活困窮者への支援は、最後のセーフティーネットである生活保護に至る前の段

階として、生活困窮者の就労自立を促進すべく、生活困窮者自立支援法が2013年、

平成25年12月に公布、2015年４月に施行されております。 

その後、生活困窮者の一層の自立促進を図るために、平成30年10月に、一部改正
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がされ、その中で主な改正は、次のとおりとなっております。 

１点目は、生活困窮者の自立支援の強化ということでございます。今回の支援強

化の中には、町の生活困窮に関する部局において、生活困窮者を把握した場合には、

これはあくまで把握した場合などでございますけども、自立相談支援事務所等関係

機関との連携強化とあり、福祉事務所設置自治体であります福岡県、経済的に困窮

している方をはじめ、生活のことでお困りの方々の様々な悩みや困りごとに対する

相談窓口として、自立相談支援事務所、これは通称「困りごと相談室」と呼んでお

りますけど、設置し、糟屋郡内では、その事務所、粕屋町の中にあります。 

粕屋町におきましても役場窓口、電話相談などで生活困窮を抱える相談者に対し

まして、困りごと相談室と連携し、支援を行っております。また、平成31年１月に

は、生活困窮者自立支援にかかわる会議を町、県の保護援護課、自立相談支援事務

所と合同で実施いたしておりまして、庁舎内だけでなく、関係機関との更なる包括

的な支援体制の取組みを現在行っているところでございます。 

以上でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

太田議員。 

◎６番（太田健策君）  

そのほかにですね、やっぱ、生活保護制度における自立支援の強化、適正化っち

ゅうのがありますね。その中でですね、やはり今回亡くなられた人が福祉委員なん

ですよ。民生委員の下におられるね。福祉委員が亡くなるっていうのは、もう亡く

なって１週間ぐらいして、テレビつけっぱなしで、こたつもつけっぱなしで。だか

ら安心しとったら、亡くなられとったちゅうようなことだから。そういう方法は機

能してないんじゃないかと思われますね。そういう役員をしとった人が亡くなって

分からんやったっちゅうことやなあと。 

そういうところもやっぱり、30年度に法律改正がなっとりますから、やはり現状

に見合った、やはり方法をとっていただかないと。その前にも亡くなった人も結局

まだ空き家のまま、もう２年ぐらいになりますかね。そこがこの頃また火事になっ

て、それは保険があったから、今改装中ということなんですけれどね。あるいはそ

ういう問題が立て続けに起きて、問題として、やはり地元に住んである人達の不安

をみんな持ってあるんですね。何でも、議員さんなんだか方法一つとってください

よというようなことで、近所の方がうちに話に来られますけど。老人会もなければ、

何もないから寄って話し合う機会もないと。 

それと、やはりそういう低所得者の団地ですから、子ども会にも入りたくても子

ども会に払う会費が惜しいので、子ども会にも入ってないという方もたくさんおら
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れる。そういうとこに日の当たるようなやはり、法律のためにこれ作られたと思う

んですよ。だから、こういうやつが効率的にやっぱ動けるような、やっぱり組織に

していただかないと。我々そこに住んどってものすごく不安なるんですよ。50所帯

しか持った家がない、あとはもう。だから考え方も全く指示を出してもそのとおり

動きんしゃれん。町とは関係ないというような感覚でおられますから。じゃあ是非

とも何か、そういう町長が言われるように市制に向かってっていう、そういうね、

低所得所帯をそのまま残して市制になっていくっちゅうのは、私は粕屋町の恥と思

いますよ。 

だからもう少し手の届くような、町政をお願いしたいと思ってこの質問をしてお

ります。 

町長何かありますか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

先ほど担当のほうが申し上げました「困り事相談室」、これは実績としても非常

に多ございます。 

29年183件、30年度が185件で、令和元年度といいますか31年、令和元年度ですね。

これ今現在、12月末で135件ということで、多分同じぐらいのご相談件数だろうと

思います。ただ、これに満足することなく、困られた方はどんどん相談してくださ

いという啓発が大事だろうと思います。今後、より皆さんに浸透するようにこの啓

発を行って、相談に対する。いろいろ相談に応じる、そういう体制を整えていきた

いと思っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

太田議員。 

◎６番（太田健策君）  

生活困窮者の自立支援について、私はちょっと不満に思ったのはですね、先ほど

の税金の差押えですかね。粕屋町は２千件、２千人やったですかね。１番多かった

ですね。それからしたら、やはり粕屋町がこの生活困窮者支援については、やはり

支援が徹底してないやないかというようなことを思いまして、是非とも、今後また

勉強してこの質問にしたいと思いますが、やはりそういう小さな部落だけをぽつん

と残して、やはり町政がやっていかれるっちゅうのは、やはり住んである所の町民

としましてはやはり、住民不安で不安で堪りませんから。 

是非ともそういうとこにっていうのは、日の当たるような町政を一つ町長にお願

いしたいと思いますけど、これはひとり親家庭の生活の安定と自立の促進というこ
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とで、児童扶養手当が今度支払いの回数の見直しになっておりますね。 

それについて福祉部長、分かりますか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

渋田課長。 

◎総合窓口課長（渋田香奈子君）  

まず、児童扶養手当っていうのは、ひとり親家庭等の生活の安定と児童の福祉の

向上のために、18歳に達する日以降の年度末まで児童を監護、養育している方に県

から支給される手当なんですね。こちらが認定も県で全額県費や国庫補助の負担に

なるんですけど、先ほど議員さんが言われた分、利便性の向上や家計の安定を図る

観点から手当てが今までは、４月、８月、12月って年３回だったのが、今までとい

いますか、平成３年の10月から児童手当法の改正がありまして、各月の奇数月の支

給、年６回の支給になりましたっていうことではあります。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

太田議員。 

◎６番（太田健策君）  

はい。どうもありがとうございました。 

それでは時間も迫ってきておりますので、次の質問に移らせていただきますが、

今まで質問してきましたとおりに、やはり小さな区でありますし、低所得な区であ

りますから、区の集会所についても皆さん不安があるんですね。 

もう町営住宅も建替えの時期がくるという時期に、朝日区の公民館がどういう目

的で建設されたのか。時期がいつだったのか、建替え時期も、建てた時期によって

変わりますので、それと工事費がどこから出たのか。名義は誰の名義なのかという

ことが、全然書類だけ残っておりませんので分かりません。 

それで、その辺の町長にお尋ねしたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

まず建設された目的、時期としましては、これはもう議員御存じと思いますが、

朝日町営住宅の集会所として昭和53年に建築され、再度、平成２年度に増築もして

あります。建築工事費ですが当時、昭和53年度で1,532万４千円、平成２年度の増

築工事ですが、768万円で工事をされてあります。 

名義は粕屋町の所有でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  
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太田議員。 

◎６番（太田健策君）  

ということになるとこれ公共施設になぜ含まれていないのか。 

町の名義ということになれば、公共施設として町の登録がされとかな。土地も町

の土地でしょ。朝日区にやっとんしゃあとですか。そうじゃないでしょ。 

だから、これ公共施設として町の公共施設に登録なっとかないかんちゃなかろう

かと思いますが、なっております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

今申し上げましたように、粕屋町の所有でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

太田議員。 

◎６番（太田健策君）  

粕屋町の公共施設にはなんで、公共施設の管理計画書の中には何も載ってないん

ですかね。何で載ってないんですかね。粕屋町のものやったら粕屋町のものという

ことで、ぴしゃっと登録されておかないかんちゃないかなと思いますけど。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

平成３年の３月に、粕屋町と当時朝日区との間で、粕屋町有財産使用貸借契約が

締結されております。その契約書の中で維持管理は地元で行うと、大まかに言うと

そういうことなんです。その契約の中でいろいろあるんですが、用途指定としては、

朝日集会所の用に供さなければならないと。朝日集会所ですね。維持管理について

は、朝日区、朝日区長が代表でおられますので、その朝日区が維持管理を行う。そ

して、修理及び増改築工事が必要となったときには、粕屋町公民館整備費補助金交

付規程、これは公民館の整備に際しての補助金なんですが。それを、その規定を運

用し、すべて、乙っていいますか、これは朝日区の負担となると。運用し、補助金

の交付を行って、朝日区が行う。そしてまた通常の維持管理、これは朝日区のほう

で負担するというふうに、そういった契約がなされております。 

そういったことで公共施設ですけども、中の修理及び増改築工事については、公

民館の補助金規定を採用するというふうに契約されておるようです。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

太田議員。 
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◎６番（太田健策君）  

それはどの区長さんの時代に契約されたか分かりませんけど、私も何期も区長を

やりましたけど、そういう町との契約書なんて一切持っておらんのですよね。 

それで例えば、これは第３の住宅と一緒の時期に建てられとうと思うんですが、

その当時建てられたとなるとその当時の任期が建替えの任期が一緒になろうと思う

んですよね。そのときに、今鉄筋コンクリートで最初のとが建っておりますもんね。 

先ほどよりも何回も申した低所得者住宅の中で、それを建替える費用をね、出せ

と言われたときには、とてもやないから出し切らんて思いますよ。 

そういう場合は、町長どういうふうなことになりますかね。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

今申し上げました増築改築あたりについては、もう公民館の補助規程を使うとい

うことで、この修理実績としても、いろいろ様々23年度から28年度まで、トイレ、

壁、それとか網戸とか畳の総替えとかされてるんですが、これはそれぞれ公民館の

補助規程で行っております。 

従いまして、今後その建替えについては、全く白紙の状態ですね、実は。ですか

ら、これ今太田議員がおっしゃるように、その町の施設じゃないか、町の建物じゃ

ないかと言いながらも、公民館の補助規程を使ってるんです。ですから、これはあ

くまで今から先の協議になろうかと思います。公共施設の整備計画の中に入ってな

いじゃないかというご指摘があります。それはもう今言ったように、通常の公民館

と同じ扱いをしてますので入ってません。 

これは建替えについては当時、この集会所を建てたときの経緯もございますので、

また地元の区長さんとも協議しながら、地元の方と協議しながら行っていくべきだ

ろうと思っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

太田議員。 

◎６番（太田健策君）  

地元の方とお話ししながらっていう、もう地元にも私が１番長老みたいになって

しもうて、昔のことを知ってある人はもうね、ほとんどいないんで。 

今の区長にしたってよそから来ておりますから、前のことをいろいろ言うたちゃ、

全く知らんから、分からんと思いますんですよ。それで私が聞いておったのは、や

はりあれだけの80個の町営住宅をあそこに建てたと。それの集会所として公民館を、

あの集会所を建てるというふうな理由で、そんときにちょうど今度崩されるといい
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ます、焼却場もできる約束の中に入っとうっちゅうようなことで、私は前の長老か

ら聞いておりました。 

書類としては何も残っておりませんが、そういう利用で、町長は今後の課題とい

うことで言われますんで、今日ははっきりしないで、今後の課題で考えていただき

たいと思いますけど。是非とも、やはり今の三百何十件ある朝日区の中では、そう

いう金額、幾らかお金があるのは、元公民館があそこ前原商店てあっとりますね。

あれを売ったんですね。あそこ火事になりましたから。そんときに土地代が、区の

ほうになんぼか入っとうお金があったから、そのお金の中から払ったんです。そう

いうことで、それをずっと今までつこうてきておりますから、もうそんなまた出せ

と言われても、そんな金を出しきるような余裕は恐らくないと思います。 

是非とも、そういうまた生活困窮者支援法とかいうようなことも考えて利用して

いただいてですよ、是非とも、そういうやはり部落を残さないためにも、ひとつ、

町長のご配慮をお願いしまして、私の挨拶とします。 

ありがとうございました。 

（６番 太田健策君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今から暫時休憩といたします。再開を３時10分といたします。 

（休憩 午後２時59分） 

（再開 午後３時10分） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

再開いたします。 

議席番号５番、中野敏郎議員。 

◎５番（中野敏郎君）  

議席番号５番、中野敏郎、早速始めさせていただきたいと思います。 

先ほどからもうここに踏ん反り返って、もう４時には終わりたいなというふうな

自分の意識でっていうか。淡々というか、昨日も多分、一昨日も教育長にしろ、町

長にしろあるいは早川課長にしろ、もうバタバタバタバタされたんじゃないかと。

副町長にしろね、というふうなことを思いますし、早川課長もね、今日来てくれん

じゃないかなと、僕はね、全協でも言っておりましたが。今日みえて、すいません、

もう酸欠になりました。 

早速始めさせていただきたいと思うんですが、初日に町長のほうから施政方針の

ほうがございまして、それをじっくり見ながらですね、結構いろいろ答えてもらっ

てるななんて思いながら、それに対して私も施政方針をしたいなというふうなとこ

ろで。真面目なこれは答えと繋がってくるようなところで、お話をさせていただき
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たいと思うんですが、この期間、３か月の期間の中で、加古川市と総務でですね。

それから、議会運営委員会のほうで会津若松のほうに行って、いろいろ勉強させて

いただきました。そういう勉強させていただいたことをせっかくですからここで、

いっぱい出したいと思って私も事前にいっぱい勉強したんですね。議会事務局、古

賀局長が「この本を皆で読んどけ。」そういう命令じゃありません、すいません。

読みましょうということで回し読みしようということになって、もう私は早速これ

すぐ買いました。買おうとしたらこっちもあるということで、すごいですよね。１

つの市議会が２冊ももう本を出してるんですよね、素晴らしい。このタイトルが読

めないかもしれませんが、議会からの政策形成ですよ。これは町長に対してのです

ね、ライバル心ですよね。そこの中に素晴らしいことが書いてあって、私はその時

に視察で１番最初に質問させていただいたんですよ。その言葉、えっと、ちょっと

だけ読みます。ほんのちょっとですよ。 

榊原先生っていう人が、大学の先生ですが、結構議会やら来られて指導っていう

か、研修されてるんですが、その方が言ってることなんです。「自治体議会には、

与党野党は存在し得ず、議会全体が野党的機能を果たせるか否かが２元代表制の生

死を分けるほど重い。」まだずっとあるんですよね。そう思いながら、私はこの言

葉がすごくひっかかって、そん時すぐ質問して今もそれは、精神は続いてるんです

かって言ったら、今も会津若松市議会はそうやってやっておりますというふうな話

だったんですね。じゃあうちの町はどうかとか、そういうふうなところになります

が、いろいろこれができるとこ、できないところあるかなあと思いましたが、私は

自分の立ち位置をそんな所に持っていったほうがいいんじゃないかなって、いうふ

うなことを思ったんですよね。そういうことを思った事前に、私ずっと去年のラグ

ビー大会、ラグビーのあの頃から思いよったんですよ。何を思ってたか。 

ここで、私今日５人目、５人目ですね、わざと強調しますけど５人目です。もう

体力ありませんが、ただ、ラグビーの世界っていうのは、５人目というか、５フェ

ーズというのがございますよね。１つの攻撃やっていって、１回ラックやらやって

から、また次にパスしたりしてからやって行く。そういうのを一つ一つ、一歩一歩

前に前進さして最終的には、トライを取って行く訳ですが、そういうふうなトライ

するためには、やっぱり誰かが少しでも前に行って、それをバックアップしてくれ

るっちゅうか、がいるっていうか。だから変な話やったら、僕らのこういうふうな

ところの中に福岡堅樹君がいて、彼がボール持ってパーッと行っても彼がどっかで

倒されたら、誰もフォローしてないから、次が続かないんですよね。じゃなくて何

を言いたいかと分かりますよね。 

議会もここで出したことを、次から次にフォローして、やっぱりやっていかない
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と。ラグビーの試合で、執行部対議会で負けてしまうな、逆に言うたら安心してく

ださい。ね、議会はそういうふうなまとまりないから。ね、今までずっと連戦連勝

だったんじゃないかなというふうな思い持つんですね。だからこそ私はこれ形変え

なきゃいけないよね。何をしたいかって言ったら、勝ちたい訳じゃないんです、負

けたい訳でもないんですよね。試合が終わったら、ノーサイドですよね、ラグビー

の世界。ノーサイドで僕らの、この町のレベルを高めるというか。ヘボ試合とヘボ

試合やったら全然上がらないけど、僕らも上げてどちらも上げていい試合やって行

く。そのためには一人一人がやって行こうし、グループとしてもやっていこうと、

そんなことを会津若松で思ったんですね。それ余計なことかも知れないけど、やっ

ぱりそうだよな、そういうところで学んだことは生かして、僕はこの姿勢でやって

いこうと思いますので、いろんなところで箱田町長に厳しくなんて言いきりません、

先輩ですしね、歳の上での。先輩ですので言いきりませんけど、いいアイデアは大

いに出して、何かレベルアップをして行きたいなというふうなところを思っており

ます。 

早速ですが、もう今のところも施政方針というふうなところなんですが、町長の

今回の防災減災の強化はということで、施政方針の中に結構ね、いろんなことが取

込んでありました。ただ、こういうタイトルで書いてますので、ばっちりとまとめ

てもらっているかと思いますので、そんな長くならなくて結構ですので、私も４時

で終わりたいと思いますのでお願いいたします。 

◎町長（箱田 彰君）  

折角のご質問の答弁ですので、長くなりませんけども丁寧に答弁したいと思いま

す。 

この防災・減災対策については、常に町の重要課題の１つでございますが、いや、

そうじゃなくて、国の国土強靱化という近年、度重なる災害が襲っております。 

地震が１番大きいでしょうか。後、３年続きで北部九州に大雨、豪雨がもたらさ

れたというようなことで、防災・減災については、これもう全国の自治体の課題の

喫緊の課題だろうと思います。ただ、これが昨今の気象変動によって非常に予知で

きない。前は台風がよく粕屋町でも、災害対策の大きな問題としてありましたけれ

ども、それはある程度予知できるんですね。若干外れたとしても予測はできるので、

例えば住民に対する危険の回避の放送なり、あらかじめ用意することはできるんで

すが、非常にその、いつ、何どき、どこで、どういった規模が起こるか分からない

ような災害でございます。そしてまた激甚化もしております。ですから地方自治体

レベルでのですね、ハードの整備というのは非常に困難性があると、財政的なもの、

ボリューム的なものも含めてありますが、国も国土強靱化計画が３年で終わるんで
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すが、延伸するというふうに私も内々では聞いております。３年では終わりません。

３年をまた延期するべきだろうと私も思っております。 

そういった関連で、国・県からの補助金も受けながら、河川あるいは内水面の整

備を今後行ってまいりたいと思います。これは今言いましたように、その財源的な

面があるんですけども。いや、財源がそんなに要らないソフト面ですね、これは地

域の防災体制を強化したりとか、そういったその自助共助の意識、これは自主防災

組織を中心とした、地域住民の皆さまの防災意識を高めて、総合力を上げるんだと

いうのがやはり、自治体に担わされる１つの大きな責務だろうと思っております。 

来年度からはですね、令和２年度ですが６月の時期を防災強調月間と定めて、こ

れ私以前から防災の日を定めたいと言いますが、６月を防災の月というふうにとら

えて、様々な防災講演会も開催する予定にしております。それも予算にも組んでま

す。 

また講演会、それ以外の啓発活動についても機会あるごとに、防災意識の向上を

目指して、この対策を強化していく予定にしております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中野議員。 

◎５番（中野敏郎君）  

はい、もう確かに町長おっしゃるような形で、次から次にっていうか、いろんな

問題が起こってくる、天災が。私も国会中継が最近面白いと言ったら言葉が悪いん

ですが、あれだったんでずっと聞いてたら、ある国会議員の方が「天災は忘れた頃

にやってくる。」という有名な寺田寅彦の言葉がございますが、もう本当忘れる前

にっていうか、次から次に起こってくる。これ何に引っ掛けてるんだろうかと。人

災もっていうかですね、モリカケ、あるいは桜、あるいは黒川長官とか、そういう

ふうな形で人災で次から次に国会とかそういうふうなこともありますが、余計なこ

とは置いときますが、余計じゃないんですけど実はですね。 

その防災のところで私も前から言っててよく覚えててっていうか、町長ついに月

間、月のってされたなあと。前はですね、防災の日って、確かに自分でもおっしゃ

ってて、防災の日っていうのをするんだったら私はハザードマップの日に、あの中

にボンとですね、数値を入れて何月何日は粕屋町の防災の日です、この日はって思

ってたんですが、月、そうやってから月間の中でいろんなことを取組まれるという

ことは、それはそれでっていうかですね、素晴らしいことやないかなとは思います

ので、１つの流れとしてっていうですかね、月間の中で、いろんな勉強ができるよ

うな形を設定してやってもらいたいと思います。 

今言ったところの中に、どこまで出てくるんだろうかと思いながら、防災とか防
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犯とか私も昨日ずっと考えながらですね、悩んだんですね。何を悩んだかって言っ

たら、防災とかいう時にはどこまでが防災なんだろうか。コロナウイルス、そうい

うところももう防災になってくるんだろうか。そういうことまで今日は含めません

けど、例えば防災という災はね、火とそれから、上のほうのこのサンサン。これは

水が止まるとか、そういうふうな意味合いみたいですけど、そういう水害とかね、

火災とか、そういうことが主にっていうふうな形になるんですが、そういうふうな

災害ということと、もう１つは、やっぱりそれをちゃんとしていなかったら何にな

るかといったら、それが後の項目の質問なっております。 

人的災害、ちゅうか人災ですよね。そういうことになるんですが、これはってい

うか今からいうことはどちらで答えていただけるんだろうかというふうなところで

も思ってたんですが、今の町長の中ではないんですよ。私は以前ここで何回も質問

したから、もう、私の出番かと思ってる方もいるかと思いますが、ついこの間です

か。ね、交通安全プログラムというのがございますよね、こういうふうなことは言

葉から言ったら小っちゃことかも知れんけど、家庭にとっては個人にとっては大き

な出来事ですね。そういうふうなところの報告は、後のほうでくるのかそれともこ

こに来るのか、これ全協の中で報告は何ちゃ出てなかったんで、どこで出るかなあ

というふうなところ、それから誰が答えるんかなあというところも、私もある意味

は期待ちゅうか思ってるんですが、ところ交通安全プログラムのことについて、一

言でも何かありましたら、どなたか答えていただきたいんですが。 

◎町長（箱田 彰君）  

防災安全プログラム、これあの教育委員会の所管で行っておりますので、教育委

員会のほうでお願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

すいません。そしたら教育委員会のほうからお答えします。 

２月の７日に交通安全プログラム会議を開きました。一応今回、これ２年に１回

あっておりまして、今回14件ほど町内の危険箇所を関連の警察、後県土事務所と後、

関連課で一緒に回っております。そんな中で、町でできるところは町でして、後県

のほうには、以前中野議員さんが言われてありました、大川小学校の件も再度また

要望で県土事務所のほうに要望はしております。 

一応そういうふうな状況でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中野議員。 
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◎５番（中野敏郎君）  

もっと詳しくは知りたいとこありますが、最後にっていうか、私はボールを投げ

たいと思うんですが、末若議員がこちらのほうを質問しますので、またその時にで

もじっくり期待しております。ということでお願いしたいと思います。 

私もっていうかですね、人災か天災かというふうなところに要望してたつもりだ

ったんですけどね、何を要望してたかと言ったらやっぱりですね、あの１番ピーク

の時の100人ぐらいの時に、ちょっと見に来てくださいよ、どなたでもいいです、

いろんなね、所管関係なくてでもいいしっていうかですね。そういうところで、ど

ういう危機意識を持つかとか、だって前も言いましたように、戸原区あのあたりの

人たちは、毎日５人ぐらいの保護者の方出られて、あそこの交差点。公民館前に２

人、それから踏切のとこに３名の方、毎日立ってあります。私は大川小学校のとこ

に立つんですが、ある意味で大川小学校のとこは立っても苦痛じゃないんですよね。

子どもたちと会話ができて楽しいし、もう１つ言えば信号というのがあるから、信

号にちゃんと従って私は指示すればいいだけなんですね。ただ、あの交差点にいる

方々は、プロでも何でもない、そんな方が車を停めるというのは、すごい勇気の要

ることなんですよね。そういうふうな思いもありますので是非、そういうところが

なるべくならないように、いろんな形でいい方向に行くように、ご努力というか見

ていただいて、現場主義というかそういうことをお願いしたいと思いますが、いい

返事が出てくれると思いますが、どなたか。 

町長どうですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

もう私もですね昨今、コロナの関係もありまして多忙なために、現場のほうには

ちょっと出向けませんでしたが、所管のほうから検討した結果もございますので、

お答えします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山本都市政策部長。 

◎都市政策部長（山本 浩君）  

前回の、前々回ですかね、中野議員さんのほうからのご指摘を受けまして、私の

ほうは一応現場のほうは交通の多い時間帯ではありませんけど、別の時間帯で見に

行かしていただいております。 

所管のほうの道路環境整備課のほうが所管になりますが、県土整備事務所のほう

と打ち合わせをいたしまして、現在３本ほどポールが立っておりますが、そのうち
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の１本は水路上に立っておりますので、どうしても強固なものには変えられません

が、残り２本についてはある程度強固な状態のものに変えられるということで、県

のほうの施工を現在待っておるという、そういう状況でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中野議員。 

◎５番（中野敏郎君）  

是非なんか私たちもっていうか、急な時に「はい、あそこに行けよ」っていうの

をね、作りたいし、自分の身もやっぱ守らないといけないと思うんですよね、立場

上。そういうことで、それがあるといいかなと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

(2)番行きます。これは施政方針を受けてのというふうなことなんですが、企業

誘致を踏まえた「室」、これ町長どう言われたんだったかな、前回の時ですね。そ

ういうものを進めて行きますというふうな話で言ってありました。 

今度の施政方針でも出ております、町長のほうから何らかのですね、方向性もう

１回まとめていただきたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

企業立地・企業誘致の関係の所管でございますが、これは部まではご披露します。

都市政策部のほうで所管するようになると思います。 

ただ、今はまずどういった手だてがあるか、あるいはその法律、条例関係も必要

でございます。例えば企業誘致するために、優遇する政策とかそういったものもご

ざいます。そしてまた、実際そのコネクションを取らないといけないんですね、企

業さんとのその情報交換も含めた、その方法論あるいはそのやり方については、勉

強する時間がやっぱ若干必要でございますので、まずは係を決めて、決めてという

か係を設置して、そしていずれ今議員がおっしゃる「室」の昇格まで行きたいなと

は思っております。 

今のところそういうことです。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中野議員。 

◎５番（中野敏郎君）  

それで事前にというかですね、町長のほうにはこれをお渡ししたんですが、さっ

き会津若松市に行きましたが、その２日目に先端 ICT関連産業・企業の集積という

ことで、スマートシティーアイクト言うのを、会津若松市がやってるんですよね。
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町長に、これ資料を見せていただいて、反問されてもいいんですが、大して勉強し

てませんが、何を言いたいかといったら、会津若松の市議会というのが素晴らしい

評価得ている。で、彼らはねぇ、反っていうかかも知れませんけど、市長がこれを

提案した時に、最初これは全員が反対されたそうなんです。その後っていうか、し

っかりまた町長も練り直してっていうか、もともと JTの土地があってそこを買っ

て、そこに倉庫っていうか、建物、事務所を作って、東京やらいろんな IT企業が

来てくれるようにというふうなことしていくんですが、これは観光事業課でしたっ

け。すいません。観光商工部企業立地課っていうものを作っております。でやって

いるのはもう中心になってるのは、副市長と課長とこの時僕らに挨拶来た、説明し

てくれたのは主査だったんですが、そのぐらいでやってっていうふうな世界だった

んですが、反対されたんで、やっぱり市長のほうもやっぱり研究されていってから、

２回目どうにかこうにか OK出した。何でこんなことが経営成り立つもんかという

ふうなところをつかれて、市長のほうも頑張ってやった。そういうふうなところで

っていうか、ある意味で言ったら言葉で言ったら、やる気の問題なんかなっていう

か、それは計画性っていうところで今ですね、町長も言ってありますようにですね、

じっくり検討されてっていうか、うちの町にとってのこういうものっていうのはね。 

何ができるのか。とりあえず私この町にとって、この市にとってライバルどこで

すかって聞いたんですね。たら、ありませんって言いんしゃったんですよね。そう

なんですか、ほかにもちょっと、いろいろ和歌山であるとか、どうのこうのもある

んだけど、簡単に言えば、そんなのライバルと思ってないということかも知れませ

ん。そうおっしゃったんですね、中国の深圳市なんていうのはですね、もうすごい

ですよね。町全体がこの ICTの世界ですよね。もうそういうふうなことをやってて、

粕屋町もやるんだったら、そんな夢持った形。 

誰かがさっき言いましたよね、なんか若い人がそういうふうな目持ってるってい

うか、市制塾の中でですね。職員の中にそういう人をたててあげてですね、是非こ

んなものを推進するような「室」というものをですね、作っていただきたいなとい

うふうなことを思います。 

なければ、次行きます。どうぞ。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

私自身はですね会津若松のほうに行っておりませんが、今いただいた資料、昼休

みの間ですがちょっと熟読させていただきました。 

基本的に動機は、やっぱり人口減少ですね。特に、生産年齢人口が非常に減って
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きてると、会津大学がありますよね。会津大学が中心で ICTの専門大学ということ

で、従来は ICT産業が非常に盛んだったと。千億を超えるような出荷があったんで

すけど、今はもう300億ぐらいに減少してる。これは死活問題だと。会津若松市さ

んが、市長さん並びにその市の幹部の方が考えられたんだろうと思います。我々が

生きる道は ICTだろうと。折角そういう母体がありますので。そういった基礎的な

要因の中で、方法論をいろいろ考えられて、用地も買われ、そして ICT集積企業を、

500人だったですかね。500人規模のそういった言うなれば、昔からいうソーホーと

いうやり方ですね。いろんな企業を集めてやると、そういったことを考えてあるよ

うでございます。 

自治体は、やはり自分たちが行く道を、どこに活路を見出すかというのがやはり

生命線だろうと思います。粕屋町も物流産業は、今もう受け身の部分がございます

が、物流は非常に盛んでございます。地の利がございます。そういったことも、粕

屋町の１つのヒントだろうと思うし、反面ですね、この生産年齢人口の減少という

のはもう、日本の全国津々浦々で囁かれ、もう声を結構大きく叫ばれております。 

粕屋町も例外ではないと思いますので、若者がやはり来れるようなまちづくりも、

ひとつ考えられる。だから、ある議員さんも言われましたけれども、大学等の文化

施設あたりも、学問のそういった施設も必要だろうとおっしゃってます。私自身も

これから先は ICTの時代だろうとは思っております。 

これも１つの方向・選択肢として考えてまいりたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中野議員。 

◎５番（中野敏郎君）  

はい。いろいろと詳しくありがとうございました。 

前も私も言いましたけど、やっぱ糟屋郡この辺の周辺の町。みんななんか、同じ

ような思いで何かそういう企業立地、特に食品産業。もうその辺はもうライバルば

っかりですよね。そのあたりの中で何か個性出す。ね、それって何だろうかな、や

っぱ頭脳、頭脳、頭脳をなんか集積していくっていう世界のもの。あぁいいなと、

会津若松大学があっていいなと思ったんですよね。 

ただそこにいっぱい東大生やら卒業したものや、そういう連中が来て、一緒に食

事しながらまたいろんな発想を浮かべれると。そんなこと言ってあった、うらやま

しいな。ね、そんな知的な空間というのができたらうれしいかと思いますので、是

非ともよろしく進行してください。 

じゃ、２番目に入っていきます。人的災害というふうに先ほどちょっと言いまし

たが、どこまでがね、天災でどこまでが人災なのか。そういうふうな区分けってい
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うんですかね、防災であるとかそういうふうなことについて、我々が日々できるこ

とっていうのをやっぱりちゃんとしていた。形の中でやっぱりそういうことを、防

げるんじゃないかなと思うんですが、１番のタイトルで質問で、通常業務における

安全点検その対応について、どういうふうな形でされているんか、いろいろね私も

気づくところがあるんです。 

具体的なこともいいんですが、これ答えろっちゅうたら、いろんなところの範囲

が広過ぎてですね。難しいんかなあと思いますが、コンパクトな形でどなたか、こ

の辺の点検業務。 

はい、お願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

人災。これは人が作った災なんですけれども、それを防ぐには、やはりマニュア

ル化することが必要だろうと思います。 

日常の点検、そしてまた定期的な法的な点検、それを含めた点検のやり方のマニ

ュアル化、これは既に各課にも指示しておりますし、各施設でも実施をしていただ

いております。ちょっと具体例と言いますか、代表的な事例として、介護福祉課あ

たりが管理してます福祉センターとか上大隈会館、柚須文化センター、この施設に

ついては非常にそのサークル活動でたくさんの方が、もう人が来られるということ

は当然災害の可能性が、可能性といいますか、頻度が高いだろうと思われますので、

それぞれの館長とか担当が日々これは点検し、その問題があればすぐ役場の担当の

ほうと協議しながら問題の解決に努めております。 

町営住宅に関しても団地ごとに、それぞれ管理人を指定しておりますので、管理

人が日常点検し、見守りをやりながら、修理すべき、危ないような箇所があれば、

報告を受け、現地を確認してすぐ迅速な対応を進めておる、これに尽きるだろうと

思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中野議員。 

◎５番（中野敏郎君）  

はい、マニュアル化っていうのが１番最初に出てきて確かにそうだろうな、その

あたりで私も責めたいと思うんですが、この庁舎を管理している総務課。 

課長のほうか部長のほうでいいんですが、例えばの話、これは危ないなというふ

うな形で、そこの私毎日バイクを停めるからね、あそこに街灯があってね、もう１

年ぐらいになりますね。ガムテープというかテープ貼ってですね、養生してるよね。
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こういうふうなので言ったら、マニュアルで言ったら、例えばこれ危ないようなっ

て言ってから１年置いてたら、これ何だろうかっていうふうな形になりますね。 

マニュアルにあるかどうか。その辺と、次のもう今度の予算に入ってますって言

われれば、もうそれでいいかなと思いますけど、どうですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

はい、いわゆる街灯が傾いてないかというような点検するマニュアルというのは

ございませんけれども、当然、庁舎内部はもちろん周辺も含めて、管財係のほうで

常日頃見回っております。 

その中で発見いたしまして、今現在ちょっとシート等で隠しておるような状況で

すけれども、実際自分たちで触ってみて簡単に転倒するようなものではないと、い

うことで、ただ見栄え等もありますし、なるだけ早く修繕をしたいというところで

考えておるところでございます。 

今年度内にはですね、修繕をする予定としております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中野議員。 

◎５番（中野敏郎君）  

そうですよね、見栄え悪いですよね。１年もそういうふうな形であるというとこ

ろです。 

もう１つ堺課長、これ私ね思ったことは、すぐ堺課長にもう言ってますもんね。

何かといったら、私はいつもスーパーカブで来ますが、下の駐車場の健康センター

の前にいっぱい車が停まってて、一応倉庫がある前は道路みたいなライン引きして

あるんですよね。右左の左右ね、あってからそこを通って行くんですよ。ただ、私

も多分そうなるんかなあと思うんですが、健康福祉センターに来た、あそこ駐車場

探した、ぐるぐる回って、あらない、もう１回回って外に出りんしゃあんですよね。

そうしたら、その人たちは、あの部分は道みたいな部分で、パーと出りんしゃるん

ですね、僕は真面目にね、スーパーカブでこう行ってたら、パーと出りんしゃると

いうことがあったから頭にあってこの間、１階入り口のところ、駅に近いほうの入

り口は、ラインをきれいにされたんですね。 

スピード出すなーとかあったからね、何でこっちのほうしないんかとか、こっち

のほうも危ないやんとか言ったんですよね。これ僕がただそこで言うよりも、こう

いうふうな場で一つ一つ言ってもしょうがないんだけど、やっぱりそういう目を見

てもらいたいということでっていうかですね。やっぱ危ないよね、ほかにもあっ、
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危なかったねっていう人もいるかも知れないしですね、あの辺りもやっぱり私にし

てみたら危ないと思うんですが、そのあたり、どなたでもいいです。 

はい、お願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山野総務部長。 

◎総務部長（山野勝寛君）  

ありがとうございます。 

やはり先ほど課長申しましたように、職員でいろいろな点検をしておりますけれ

ども、やはり一部、やはり気が付かないところもございますので、そういう点は町

民の皆さまからも、時々意見を言っていただくこともございます。 

そういうことも含めて気が付いたところ。既に先ほど言われました街灯の件もそ

うですけれども、早々にですね、取組んでまいりたいというふうに思っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中野議員。 

◎５番（中野敏郎君）  

そういう悪いほうばっかり言った私もさっき最初からね、建設的なことをどうの

と言ってたんでですね。 

何かいいアイデアというのはいろんなところにあるんかなあと思って、私今度の

議会始まってから毎日っていうか、もう絶対階段を上がってくるわけですが、あそ

この階段に私のためにステッカーを張ってくれてるんです。頷くのは何か複雑な思

いをしますが、どこにね、頷くかっていうところですが、私が１番気に入ったのは、

このジャケット、脂肪のジャケット着ていませんかっていうやつですね、いいアイ

デアですよね。すいません、私だけかも知れませんが、そうやねって思いながら自

分の身を振り返るんですね。 

そんなアイデアっていうのが、庁舎とかいろんなところに、積極的な意味での安

全であるとか、安心であるとかね、健康であるとかね、あるんじゃないかなと思う

んですが、せっかくいいこと。そんなのいろんな町もしてるけど、でもうちの町で

あんなことしてくれたらうれしいなと思うんです。 

せっかくやってるんですから、誰が発起人であれをやられたんかぐらいまでも、

聞きたいんですがどなたでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長、 

◎町長（箱田 彰君）  

私もですね、あのアイデア非常に気に入っております。 
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議会が終わればですね、何ですかね、まぁお呼びして、慰労も兼ねた感謝の気持

ちを申し上げたいと思いますが。 

多分なかなか個別名称は言えませんが、多分健康づくり課のほうの担当と思いま

す。 

課長のほうから言える範囲、お答えします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

古賀健康づくり課長。 

◎健康づくり課長（古賀みづほ君）  

はい、気付いていただいてありがとうございます。 

これはですね、健康づくり課だけではありませんで、健康づくり課と介護福祉課

と、それから総合窓口課３課でですね、健康づくりを延伸、健康寿命の延伸という

ところで、今３課でいろんな横の繋がりで、いろんな取組みを考えております。 

その中の一部のアイデアで、今回やっと張ることができました。 

ありがとうございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中野議員。 

◎５番（中野敏郎君）  

はい、何かうれしいかなと思います。 

以前、健康センターに呼ばれていっていうかですね。はい、あなたはメタボです

とかいうふうなね、そういうふうな時代がありましたよね、10年前ぐらい。そうい

うことも確かにですねあれだけど、ああやって本当ジャケット脱ぎたいなという、

思いをいつも持つっていうのは、効果的じゃないかなと思っております。 

じゃあ、２番目に行きたいと思います。２番目のほうは、人的トラブルの解決に

ついてということですが、これは、先ほどもっていうか午前中ですね、本田議員の

ほうが、職場環境づくりというふうな形でですね、一つの話がありました。それか

ら、明日も福永議員のほうがですね、このあたりっていうのですね、追及してくれ

る。追及というかね、出されるんじゃないかなと思います。 

私なんか全く別な角度でっていうかですね、このあたりのことを、意見というか

質問なんですが、質問をしたいと思うんですが、これって、例えばいろんな新聞沙

汰になったようなことがありますね。加害者であるとか、被害者であるとか、そう

いうふうなことに直接的に私が余り知るわけでもない。そういう中での、どうのこ

うのというのは、私自身はなかなかそこまで勉強してませんので追及しないけど、

それに至る以前のというかですね、日ごろのというか、いろんな形でのそういう対

策はできるんじゃないかというふうなことを思って、私がちょっとだけしゃべりま
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すので、意見願いたいと思うんですが、私も教師やって６年、７年やったんですが、

もう辞めたというか、やりきらなかったと。もう、僕は、僕はって言ったらあれで

すが。教師には向いているとは思ってたんです。思ってる、ちゅうか案外思ってる

んですね。だけどもう、やりきらんかったんですよね。もう７年やって何がそうか

といったら、７年やったらもう頭がもう疲れて、精神的に疲れて、これは自分の身

を守るためにはってね、と思ったんですよね。その頃には退職しかないんだろうな。

僕からしたら現業的なていうか、毎日仕事をした、終わった、ビール飲んでと。こ

んな世界もいいよなとか思ったりしたんですよね。 

何を言いたいか、役場の場合は違うよね。何が違うか、役場の中っていうのは、

すべての町の活動をみんな集積したような世界ですよね。いろんな世界がある、学

校もありゃ、保健もありゃというか、道路整備もあったり、いろんな形であるんだ

から、部署がいっぱいあるんですよね。じゃあ何を言いたいんか。職員がそこの世

界の中でふんづまった時、当然のごとくやられてると思うんですけどね、例えば１

年たってとか、いろんな季節の中で人事異動というふうな形で、適材適所とかです

ね、そういう言葉で、そんなところがいっぱいあるよね、そういうふうなところに

変わって、新しくやれるんじゃないかとか、いうふうなことを単純に思うんですよ

ね。 

そんなことは当然やってると思うんですが、やっててそれが起こってしまうとい

うのはまだ足りないのか。人的な把握が足りないのか。前、副町長っていう方おら

れてから、あの人が全員のどうのこうの聞くなんていうふうなことを言ってありま

したけど、そういうことも必要なのか。どうなのか分かりませんが、そういうふう

なことを含めて、いろんな形でこう配置もやれるしっていうか、そういう部分での

役場の職場としての有利性というのは、僕は持ってると思うんです。 

そりゃ、役場は役場で問題ありますよとかね、そういうのはあるかと思いますが、

私のこういうふうな思いを聞かれて。 

町長でしょうね、町長どう思われます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

この問題はですね、様々な分野にあります。 

解決方法も含めてよくあるのが、やっぱり採用された職員が１年ぐらいで、壁に

ぶち当たるんですよね。自分が理想としているような公務員像とは違う仕事。これ

は様々なセクションがございます。一般の企業の場合は、営業とか設計とか経理と

か、大体大きく分けてそれぐらいじゃなかろうかと思いますが、役場の場合はもち
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ろん現業的な仕事から高度な計画まで、どれが上とか下とかいう意味じゃなくて、

広範囲な分野でいろんな業種があります。ですから、自分が希望しているような業

種になれない時には、非常にその壁にぶち当たると、いったこともございます。 

従いまして、その時には最初に、前の年以前に入った職員がサポートしてですね、

サポーター制度っていうんですが、いろいろもう日々いろんな相談を持ちかけなが

ら、気安く相談できるような体制を組んでおります。それとまたですね、通常本人

が申し出れば秘匿して、要するに秘密を保護しながら、相談できる体制も外部の先

生に相談できる体制も組んでおります。これは私も報告を受けるんですが、やはり

ちょっと最近多くなってきてますね。ただ、これはですね、非常に重要なことで、

やはり大きな問題になる前にですね、解決策があれば解決すべきだろうと思います。 

ですからそのスタンスで、もう何でもいいからとにかく相談してください。それ

は精神面もありますし、体力面、健康的な面もございます。先ほど言われたメタボ

についてもこれは何がありますか。やっぱり心配される方おられるんですね。心配

しない人のほうが問題かも知れません。心配しない人に対して強制的に、あなた相

談しなさいよというようなことも総務課のほうから働きかけることもしてます。 

ですから、大きな問題になる前に、やはり積極的にそこは働きかけて、相談体制

をひいてるということもございます。そしてまた、もう一つは人事異動の関係です

が、これはご本人がこの今の職が向かないというふうなことがあれば、これは毎年

１回は調査をするんですね。本人の希望調査。これは今の仕事に満足しているかと

か、あるいは何かこう要望があるかとか、というようなことも、そういった調査内

容。まぁ、いろいろありますけれども、その中で、本人が希望される方もおられま

す。それは、可能な限り優先してやりたいと思いますが、もちろんほとんどの方が、

今のとこで頑張りたいと、いうような意気込みで記述をしてあります。中にはおら

れるということです。 

ですから、様々な方法で本人のそういった人的なトラブルを解決する方策を考え

ておりますし、今後もですね、専門家の意見も聞きながら、何らかの方法があれば

取入れていきたいと思っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中野議員。 

◎５番（中野敏郎君）  

今の回答に対しては、３番目も合わせてっていうかね、共通するような部分は持

ってますので、していきたいと思うんですが。 

西村教育長どう思ってるかななんて思いながら、いや別に答弁いらないんですけ

ど、学校の先生の場合は、異動というのがあったなあって。要するにですね、全く
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違う小学校で別の町とか、そういうふうな部分での新しいなんか出発っていうか、

そういう部分はですよね。あるというふうな部分あるかと思います。どっかでって

いうんですかね、カンフル。だけど根本的に、もう私の場合、根本的に駄目やった。

おいおいおいおい、うちのクラスの子が誰か。例えば、事故でとか自殺で。あぁ、

そんなの嫌やなぁっていうふうなことが、なんかえらく思ってきたっていうか、そ

れはみんな思ってある。 

それに比べたらもう私、植木屋になって気楽になりました。木は枯らしても、OK

ちゅうか。もう本当悪いんですけど、木に悪いんですけど、もうお金で一応は解決

するような世界っちゅうか。こんな言い方したら植木屋のね、風上にも置けないか

もしれないけど、そうよね、なんでこんなんして。で、もう一つ言ったら、逆に言

うたら木は、素直に何か育つ分は育つという。人間なかなか難しい、自分の思いと、

もう教育長が反応するぐらいにあるんですよね。そういうふうな思いというのはあ

ります。話がぐちゃぐちゃになりますので、３番のほうも併せてっていうか、関係

すると私思うんですね。 

何かっていったら、私が議員になって純粋な頃、今も純粋ですが、何思ったか、

おいおいって。役場に来て職員の人たちが、昼休みちゃんと休み取ってんだろうか。

そういうふうなところを思った。自分の人生の中で、学校の先生って、なかなかも

う今はそうですよね。私が新任のころは昼休みは、外に出てサッカーしてました。

みんなそうやったですよね、若いもんは。そうやってしてました。それが３年経ち、

４年たつとクターっとなって、私は授乳室っていうとこに行ってから、いつもそこ

でクチューっと寝てから５時間目までさぼったことがあります、寝てしまってです

ね。もうそれは不可避やったんですが、そういうふうなぐらいに、クターとなって

おりました。疲れておりました。 

何を言いたいか、昼休みとか、そういうふうな形で健康増進して、次やろうとい

うふうなことが、本当当たり前にあったらいいな。そんなのっていうのは、もっと

もっと積極的な形で、ついこの間か、昨日か一昨日ぐらいボッチャの大会っていう

か、障がい者のね、オリンピック向けのあれがね関係者だけでやったというふうな

ことだったんですけど。役場の中にあんなのがいつでもできたらいいよね、と僕は

思うんですよね。思うんだけど、誰がするんだろうと。ね、職員なかなかね、今の

状況で。毎日というか、議会があるころ階段を降りていったら、ちょうど総務課が

見える。また、堺課長のほうに振るんですが、彼がいつもあそこで見えるんですよ

ね。そしたら、もう昼休みになってるのに、彼だけじゃなくて、職員の人たちは何

かそこで作業してるのか弁当食べてんのか、ずっとおんしゃるというか、はっきり

休みじゃないなあと。ていうような感じを思うんですよね、誰が休んでるんだろう
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と。休んでる人、ちゅうな感じですね。今日は外に出てってよく会うんですけど、

誰々君というのがいつもね、12時になったら外走ってるような人いますよね。会社

員のころ、やっぱり市役所とか県庁とか行ったら、12時になるとパーッと出てきて、

今もそうでしょうね、職員の人が何人も出てきてからランニング始めんしゃるんで

すよね。そういう世界というのありますよね。はっきりともう、公私が分かれてい

るような部署もある。全部が全部できないんじゃないかなと思うんですが、堺課長

のほうが一応は総括してるんじゃないかな。 

自信あるほかの課長、誰か言ってもらってもいいんですが、うちの課はみんなき

ちんと45分とってますよとか言えたらうれしいなと思うんですが、堺課長どうです

か、総務課のほうは。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

まず、どこの課というのはちょっとなかなか名前を上げづらいところがあります

ので、総務課についてでございますけれども、やはり窓口対応ですとか、住民のた

くさん来られる部署ではないので、そういう意味では、住民対応の窓口はあまり多

くはないんですけれども、やはりそれなりに電話対応、窓口対応ございます。結構、

昼休みしなければならない作業というのもどうしても時間かかる、出てまいります

んで、なかなか当番制とかで、昼休みに交代交代で入るということがやはり難しゅ

うございます。これ人数の多さとかにも、課のそれぞれの職員数とかにもよるかと

思いますけども、そういう状態がございますので、デスクで弁当を食べておしゃべ

りをしながら、電話とかが入れば、対応できるという形での休憩ということになっ

ております。 

理想的なもの、昼休みではないかもしれませんけども、職員それぞれが工夫をし

ながらですね、それなりのリフレッシュをしているというふうに感じております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中野議員。 

◎５番（中野敏郎君）  

まぁ、さっきは褒めたんですが、健康づくり課はね、健康づくりですからどうで

すか、課のほうとしては。なかなかいかないけど、女の園にはですね。どうです。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

古賀健康づくり課長。 

◎健康づくり課長（古賀みづほ君）  

課の状態としてはですね、なるだけちょっと昼休みは、横のほうに集まってみん
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なで、お食事をとったりしてるんですけれども、どうしても課の行事がありまして、

乳幼児健診等がある時は、昼休みがなかなかこう、きちっとはとれないような状態

がございます。それで、早くお食事入る人とかそういったものを少し決めて、なる

だけ、時間は取れるようにというふうに工夫はしております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中野議員。 

◎５番（中野敏郎君）  

最後、社会教育課に締めていただきたいんですが。 

いや、社会教育課はいろいろ仕事が、日中ちゅうか夜とか日曜とかあって、なか

なか取れないところと思うんですね。それに対して、わざわざ言ってるのは何かっ

ていったら、軽スポーツ大会がなかったことが私も悔しくて、誰に悔しさをぶつけ

るかっちゅうのは難しいんですが。ね、あぁいうものを開くという目的っていうか。

ね、意識っていうのは、何なのかって。そういうのをやっぱり、町の中で何かリー

ドできないかなという思いもあるんですよね。 

ちょっとね、そういうふうなことを含めて休憩とかいうふうなところで、今度ち

ょっと軽スポーツの庁舎内大会をしますよとかね、そういうプランが出ても今ちょ

っとね、置いといて。ね、面白い、面白いっちゅうか、健康かなぁとは思うんです

が。そんなことも多分アイデアの中にあるんじゃないかな。あなたになくても若い

者にはあるかもしれないし。 

そういうふうなところでのまとめの言葉をお願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

新宅社会教育課長。 

◎社会教育課長（新宅信久君）  

はい、最後締めろということですので。 

一つは昨日ですかね、軽スポーツ大会を予定しておりました。今年は私もですね、

ある面で楽しみにしてる部分があったんです。実はボッチャ。先ほどお話出されて

ましたけども、ボッチャを今年取入れてですね、いろんな方々に体験して欲しかっ

たというのがございます。一つはですね、これ軽スポーツ大会は、うち、粕屋町は

職員互助会を持っておりますので、その中でも、是非、職員に取組んでほしいなと

いう競技の一つでもございます。 

もう一つは、先ほど職場の昼休みの過ごし方といいますか。私自身はなるべく、

昼休み時間中は職員に仕事の話をしないという自分自身でそういう意識でおります。

なるべく職員には、社会教育は、議員さんご指摘のように土日も大変業務が多い課

でございますので、そこら辺で職員にもリフレッシュしてほしいなという気構えで、
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日頃から取組んでおります。 

以上でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中野議員。 

◎５番（中野敏郎君）  

暗にですね、議員は昼休みにはですね、所管のほうにあんまり行くなよっていう

こともあるかもしれませんですしね。そういうことを含めて、案外うなずいていた

だいていいですよ、みんな見てますから。 

最後に●●したいと思いますが、町長が所信表明の中にね、書いてあった言葉が

すごく私もひっかかってて、「一隅を照らす」っていうか、中村さんがよく利用さ

れてた言葉ですが、そうだよね。だから私の立場から言ってもっていうか、こんな、

今度、毎日交通あれしてたけど、しばらくはできないかな、できるかなっていうあ

れもあったりして、今悩んでるとこなんですが、方策ちょっと小耳に挟んだんで、

それはいいとして、４月から別な方がもう１人立ちんしゃるから、僕は町内のいろ

んな交通のね、危ないところチェックして回りたいなと。いろんな一隅。一隅いろ

んなところに、いろんな思いと思い。あるいは事故の場所かもしれないけど、いい

場所もあるし。そんなのを発見してっていうか、こんな中で行って、そしてから僕

のね、言ったことを次の人にバトンを渡して何か攻めていきたいと。それに対して、

そちらのほうからも攻撃をねっ、ばっちりやっていただきたいなというふうに思い

ます。 

終わります。ちょうど４時となりました。 

（５番 中野敏郎君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

これにて本日の「一般質問」を終結いたします。 

傍聴にこられてありがとうございました。本日は５名をもって終了いたしますが、

明日３日、火曜日に５名、明後日４日、水曜日に１名の一般質問を実施予定です。

時間のご都合がよろしければ、明日、明後日も引き続きお越しいただきますよう御

案内を申し上げます。 

また、傍聴の際には新型コロナウイルス感染防止、拡大防止のため、マスクの着

用、入り口での消毒液による手指の消毒をお願いいたしております。 

ご協力ありがとうございました。 

以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれにて散会といたします。 

（散会 午後４時02分） 
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（開議 午前９時30分） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

改めましておはようございます。 

本日、８番、田川正治議員から病気入院中のため今週欠席との連絡が入っており

ますことをご報告いたします。 

ただ今の出席議員数は15名であります。定足数に達しておりますので、ただ今か

ら本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

それでは、ただ今から「一般質問」を行います。 

発言に関しましては、質問者は会議規則を遵守し、更に、文書通告。主旨にのっ

とり簡単明瞭に、答弁者の発言に関しましても質問にそれることなく的確に、しか

も簡潔にされますことを議事進行上強くお願いする次第であります。 

なお、答弁側におかれましては、答弁者が誰か明確となるよう声に出して挙手さ

れますよう併せてお願いを申し上げます。 

それでは、通告順に従い質問を許します。 

議席番号７番、川口晃議員。 

（７番 川口 晃君 登壇） 

◎７番（川口 晃君）  

おはようございます。 

声は聞こえいけますか。議席番号７番、日本共産党の川口晃です。これより一般

質問を始めさせていただきます。 

さて、新型コロナウイルスの感染が広まっています。今日から対策も１段階、上

がりました。粕屋町職員の方々も、私たち議員も万全の体制で感染の広がりを防ぎ

たいものです。 

さて１番目に質問に移ります。須恵川土手の草木の伐採問題です。これは直接は

町とは関係ないんですが、経緯について質問をしていきたいと思います。 

須恵川の浚渫については、昨年の12月議会でも質問いたしました。つい最近入っ

たニュースによりますと、今年の２月中旬に福岡県において入札があり、地元業者

が仕事を受けたようであります。箱田町長をはじめ、担当課においては大変な働き

をいただきました。浚渫を要望していた関係住民にとっては大変な喜びになると思

います。 

さて、今回の質問は須恵川土手の草木伐採の問題です。これは古くから経緯があ

ります。柚須区には40歳から65歳までで構成する友人会という組織があります。柚
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須区や柚須文化センター応援するという組織です。なにか地域のために貢献しよう

ということで、須恵川土手の草木の伐採が始まりました。私は39歳で友人会に入っ

たんですが、草木の伐採はその２、３年前から始められたと思います。 

今から36、7年前のことです。私の前の議員でありました川口學前議員が、造園

業者からたまたまいただいた、イチョウの木を友人会の役員さんたちが50本ほど川

土手に植えられました。恒例の川土手の伐採のときはこのイチョウの木を切らない

ように注意して、伸びていくのを楽しみながら作業していたもんです。しかし、２、

３年後、誰も知らないうちに切られてしまいました。こんなことができるのは、県

ではないかという噂になりました。 

その後、私が粕屋中学校の PTA会長をしていたとき、県内の学校で不幸な事件が

発生しました。西村教育長はご存じですよね。７月ごろになりますと、須恵川土手

は萱で覆われ、対岸の阿恵区側が見えないほど伸びてしまいます。PTAから、その

とき役場のほうにお願いしまして、道路から下１ｍを毎年切っていただくようにな

りました。もちろんこれは粕屋町の事業です。今もこれは続いています。友人会で、

７月の暑い時期に行っていた草木の伐採は、農業している人が少なくなったり、他

地域で伐採していて、川に落ちて亡くなる事故が発生したりで、十数年間続いた須

恵川土手の草木の伐採も取りやめることになりました。扇橋から篠栗線の鉄橋まで

の東西土手は、以前から乙仲原西区の農区の方が刈ってありました。ここも十数年

前ですが、一度10本ぐらい桜の木が植えられました。 

しかし、これも２、３年後に見事に切られてしまいます。誰が切ってしまったの

か。想像はつきます。こういう経緯を私は知ってるんですけども。 

担当課として、須恵川土手の草木の伐採について掴んであることがありましたら、

説明ができる内容を持ってありましたら、短時間で説明をお願いしたいと思います

が、よろしいですか。 

あんまり気にしないで説明してください。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山本都市政策部長。 

◎都市政策部長（山本 浩君）  

有志の方で除草等していただいておったことに対しては、厚くお礼を申し上げた

いと思います。 

基本的に先ほど議員も言われましたように、河川の堤防ということになりますの

で、管理は県のほうになります。ただ堤防の上の道路を町道認定している場合は、

道路としての管理ということで二重に管理するような形にはなってくるんですが、

そういった場合、町のほうも町道の管理ということで、路肩の部分の草刈り、大体
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路肩から１ｍ程度の草刈りということで対応をさせていただいておるところでござ

います。今回案件でありましたイチョウの木、桜の木、こういったものについては、

恐らく堤防の維持管理上というようなことがあって、切られたものではないかとい

うふうに推測します。 

ですので今後こういう植栽をする場合は、管理者である県と、協議をした上で植

栽することによって、目的のほうが達成できる道ができるのかなというふうには思

います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

川口議員。 

◎７番（川口 晃君）  

２番３番は、もう一緒にひっくるめてですね、質問したいと思います。 

２、昨年の12月から今年の２月中旬くらいの伐採について、分かっていることを

述べます。須恵川右岸、阿恵区側阿恵橋から上流は乙仲原西区のＹさんという、皆

さんもご存じの方が刈りました。下流は県からの委託業者で、Ｙ業者が刈りました。

須恵川左岸、日守側は、上流は県の委託業者です。下流は柚須区のほうはそのまま

です。 

私が知りたいのは、これ以前どこが刈っていたのかということです。阿恵側のほ

うの上流下流とも大体夏ごろ１回刈って、秋頃ですね、どこか業者が刈ってるよう

な気がするんですが。 

分かっていたら答えていただきたいなと思います。分からなくても結構です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山本都市政策部長。 

◎都市政策部長（山本 浩君）  

須恵川の伐採について過去のということで、ご質問のようですのでお答えさせて

いただきます。 

平成29年度は扇上井堰付近、右岸側ですね。こちらのほうの除草、それから竹、

こちらの伐採等を行っておるようです。それから平成30年度につきましては、篠栗

線の上流側の右岸、それから下流側の右岸も行っておるようですし、篠栗線から阿

恵橋までの左岸についても、河川のほうの伐採のほうを実施しておるようです。 

これは県のほうでした分については、先ほど言われたように業者のほうがやって

るということで、それ以外の上流側の部分は、沿線の農家の方あたりのご協力で、

伐採されているようでございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

川口議員。 
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◎７番（川口 晃君）  

それは町はやってないということですか、草木の伐採は。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山本都市政策部長。 

◎都市政策部長（山本 浩君）  

言葉が足りずに申し訳ありません。 

町のほうでも路肩概ね１ｍ程度、これにつきましては、伐採のほうを町から発注

してやっております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

川口議員。 

◎７番（川口 晃君）  

それは柚須区と同様な形でやってるということですね、柚須区側と同様の様に、

ということですね。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山本都市政策部長。 

◎都市政策部長（山本 浩君）  

今言われましたように、町道名で言いますと、土井の内～砂子田線というような

ことで認定してある区間がありますので、こちら等については町のほうで行ってお

ります。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

川口議員。 

◎７番（川口 晃君）  

大体12月頃になりますと、阿恵橋から下流、東側ですね、阿恵区側。あそこは毎

年、毎年いうかここ２、３年ですけど、どっか業者が入って、刈ってるような感じ

がするんですが、それについてはご存じないでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山本都市政策部長。 

◎都市政策部長（山本 浩君）  

阿恵橋の上流側、東側の JR篠栗線まで、この間と西側の先ほど言いました土井

の内～砂子田線、それから、町道として認定しておりますので、この分については

町のほうで年に２回ほど草刈りを行っております。 

また阿恵橋から西幼稚園までの間、こちらにつきましては地元の方が行っており

ます。あと２番３番ということでしたので、阿恵橋下流西側の、先ほども出ました

けど、同じ路線名ですが、土井の内～砂子田線及び東側の阿恵橋から120ｍ程度の
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ところに町道で上下線というのがございますので、こちらの認定道路の区間につき

ましては、年に２回ほど、除草のほうの伐採のほうを入れさせていただいておりま

す。１ｍの分の草刈りのほうを行わさせて、町でです、これは。 

町道認定の分は町で行っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

川口議員。 

◎７番（川口 晃君）  

ちょっとそれ、私は疑問に感じているのは、阿恵橋から下流域、東側ですね、あ

そこはのり下まで刈っているような気がします。いや、それはもう御存じなければ

結構です。はい。 

それでは４番目に移ります。阿恵橋下流左岸西側土手、これは柚須区側です。草

木の伐採は県が責任を持って行うべきだと私は思ってます。12月に入ってからでし

ょうか。阿恵橋の上流下流の草木の伐採が行われました。 

１月24日、我が党の東区の県議、立川県議の取り成しで福岡県土事務所に須恵川

の浚渫と、東側土手のリサイクル物品整理の問題で折衝に行きました。そのときの

説明では、今回の阿恵橋東側の草木の伐採は上流がⅠ業者、これ粕屋町の業者、下

流はＹ業者だと回答がありました。しかしこれちょっと、違うような気がしますね、

やっぱね、説明と。すなわち、県の予算でこれは伐採したんです。私はそのときは

左岸の西側土手、柚須側の土手についてはあまり気にしていませんでしたけど、し

かし家に帰ってみてですね、なぜ県は西側土手も同時に伐採しなかったのかなあ、

と不思議に思えてきました。 

確かに県があまりにも伐採しないし、我々の言葉で言いますとほったらかしにし

ているので、昨年２月にですね、柚須区のほうで84万円をかけて地元業者に伐採を

依頼したと聞いています。今日は区長残念ながら来てないかもしれませんが。それ

でも、いろいろな金属類とか布類などが土手に埋められていたので、区の役員さん

が３月に片づけ作業をされたと聞いています。これは大変骨折ったそうです。今は

萱などの草が枯れて、柚須区側だけがぼうぼうとしています。川土手を見ると不思

議な光景です。何で柚須区側だけ残したのか分からんと疑問を感じてある方は、柚

須区民だけではありませんと。他地区の方も憤ってあります。柚須区側だけ伐採し

ないのはある意味では差別ではないかと。区民だけでも、私たちは率直に思ってい

ます。県の考えを推し量ることはできませんけども、 

県はどう考えてるのか。例えば、須恵川土手の伐採についての情報は町の担当課

にあったのかどうか、そういうことも含めて、もし回答ができるようであればお願

いします。 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

山本都市政策部長。 

◎都市政策部長（山本 浩君）  

県土整備事務所に対する要望に関しましては、年度ごとに取りまとめを行いまし

て、９月に県土整備事務所のほうに町のほうから出しております。 

その中に河川のこういった浚渫であったり伐採であったり、実際事業化されてい

る内容もありますけど、道路の整備についてなど、こういったことを概ね15案件程

度毎年出しております。その後、出した内容について県土整備事務所と協議をする

中で、実際に行われる部分というようなことで報告があって、最終的に実施される

というふうに、そういうふうな大まかな流れにはなっております。 

今回言われてあるところは実際残っておるということでありましたら、是非、今

後そういうふうな取組みに入っていただくように、町のほうからも要望のほうを上

げていきたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

川口議員。 

◎７番（川口 晃君）  

それについてはよろしくお願いしたいと思います。 

私たちも県土事務所と交渉してみることも可能だと思いますので、やってみよう

かと思います。 

３番目に移ります。次に移ります。洪水時対策の具体例について、最初に、洪水

時の浸水想定区域図の作成の問題です。 

赤旗の機関誌に、昨年の11月12日の記事によりますと、内水氾濫が各地で起きた

ことを受けて、すべての都道府県と市町村に対し、浸水想定区域を示した内水ハザ

ードマップの作成を進めるよう通知したと述べています。また、後日の記事では雨

水の、雨水ですね、雨水の貯留排水設備を全国で新たに整備する方針を固めた、既

存施設の補修や改修も支援する、2019年度補正予算に関連経費を計上すると述べて

います。この前、予算通りましたよね。また、今回の通知、11月12日の通知なんで

すが、内水ハザードマップを作っていない市町村にも作成呼びかけましたとも言っ

ています。 

現在、町で作成されている粕屋町の防災マップは、洪水時の浸水マップというこ

とですよね、確か。 

今回以降は内水氾濫を考慮した浸水想定区域図も含んだ図になっていくという、

私は思ってるんですけど、その解釈について説明してください。 

箱田町長。 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

はい、粕屋町におきます洪水関係、もちろん内水面もございますが、まずはその

送水、洪水の想定されるハザードマップ、これの全体的なものは作りました。 

昨年の５月でございますが、それを今度は小学校区別のハザードマップを、対象

校区ごとに、今月中に配布する予定でございます。また、議員がご指摘の内水面。

これにつきましては、実は国土交通省より策定する旨の通知は出されているようで

ございます。今おっしゃるようにですね。ただ、具体的に県等の通知がですね、ま

だ確認できておりません。 

従いまして、今後そういった通知等を確認しながら、激甚化していく恐れのある

台風や洪水等による水害を、内水面に関して、判断対策用のハザードマップ作成に

向けた対策準備を進めてまいる所存でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

川口議員。 

◎７番（川口 晃君）  

国土交通省の通知では、何か５月ぐらいに指針を作って、地方自治体に送るとか

なんかいうことでしたので、よろしくお願いしたいと思います。 

続きまして、止水板の設置に対する補助金創設の考えです。こういう家の駐輪場

の中、この板を設置するこれ、これを言ってるんですが、止水板はもう皆さん御存

じのことと思います。家や屋敷に水が侵入しないように、一時板で、一時、板でせ

き止めるものです。これ土嚢と組み合わせて有効な働きをするものと思います。広

島の福山市で最近補助金を作ったようです。限度額が50万円で、その補助金を20万

から25万かまで限度額で出すとかという話でした。 

街なかでは、例えば地下鉄の入り口とか地下街、地下駐車場の入り口を塞いだり

するのは、これもう必須のものとなっています。それから商店街とかいろいろ、街

なかの家では、道路に面したとこなんかはこういうことを作ってあります。 

粕屋町ではどう生かすか。家や屋敷によっては、また地形によって非常に難しい

とこもありますけれども、例えば長者原とか原町とか若宮とか、何か適合するよう

なところがあるとすれば、こういう措置も必要じゃないかなということを思います。 

今後の課題として検討されてはどうでしょうかねという提案です。 

答弁をお願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 
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◎町長（箱田 彰君）  

全国的には今、福山とおっしゃいましたが、そういう補助金制度を持った自治体

はございます。 

ただ、この止水板というのはそれ以外の、設置するための工事費が非常に高価な

工事費になりますので、上限額を決めてやっておられるようですが、なかなか負担、

個人負担が大きいということで、この推移を今後見守ってはいきたいと思いますが、

全額出したりとか、あるいはその広範囲にわたるようなことにつきましては、財政

的な問題もございますので、総合的に勘案してまいりたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

川口議員。 

◎７番（川口 晃君）  

そう急ぐことやないので、時期にあわせてですね、財政も見ながら検討していた

だければいいと思います。 

３番目は、越水しても破堤しない堤防の強化、ということです。これもちょっと

直接は県に該当するんですが、私ども現場の人間ですから、ちょっと質問していき

たいと思います。 

一昨年でしたか、鬼怒川堤防の破堤は、越水破堤じゃないかということが言われ

ています。昨年の千曲川とか、例えば阿武隈川、それから中小の河川、これも大体

同じような形式で破堤したということらしいです。川の水が堤防を越えて、町側に

流れ込みます。堤防の町側が削りとられて、それで町側のほうから壊れていく。堤

防が破壊することを、こういう破壊の構造を越水破壊というというふうに規定され

ています。 

なぜこういう現象が起こるのか。もともと土でできていた堤防は、土を使って普

通補修してあります。堤防そのものが弱い構造で、現在でも強度に問題があるとい

うふうに言われているそうです。日本中の約８割の堤防は、想定の水位に耐え切れ

ないのではないかとも言われているそうです。関東のほうでは今スーパー堤防の構

築がなんか言われていましたが、これはもう金がものすごくかかるので、これはち

ょっと無理です。多々良川も須恵川も２級河川で管理は県に責任がありますが、被

害を受けるのは川筋の市町村の住民ですね。 

私ちょっと工法を調べたんですが、一つはやっぱり北九州市の村上川のように三

面をコンクリートブロックで覆ってしまう、こういう構造。それから２番目は、先

日亡くなられた中村哲氏が、アフガニスタンで採用してあった鉄製の網かごですね。

網かごに石を入れて、護岸に敷いて、それで固めていく方法ですね。これは相当強

度があると。それから３番目は、最近では、土手を遮水シートで覆ってしまって、
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その上に植生ですね、植物のあれ、付いたあれを植え付けていって。そして天井の

道路ですね、ここはもうアスファルトで囲うと。そういう工法もあるそうです。私

が調べた中にはいろいろあるんですが、例えば、ドレーン工法とか何かこう、断面

拡幅工法とか何かこういろいろあります。最近、いろいろなことが研究されておる

ようです。県としてどのような破堤しない土手の構築に関して、県としてどのよう

な工法が考えられているのか。 

御存じでしたら、答えていただきたいなと思うんですが、大丈夫ですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山本都市政策部長。 

◎都市政策部長（山本 浩君）  

ただ今議員が言われましたように、堤防の浸水対策っていうようなことで、大き

くは河川面の強化というのと、あとは流れてきた水を宅地側っちゅうか、裏側で逃

がすというような方法と、あと、先ほど言われましたスーパー堤防とか、そういっ

たような方法で堤防自体の宅地側、住居側の敷地とかをかなり高くして、長い距離

を使って、堤防の強化をやるというようなことで、これはもう先ほど言われたかな

りの費用がかかりますし、用地もかかりますので、大変難しい工法になってくるか

と思います。 

県のほうで実際今やられているものに関しましては、現地調査を行いまして、根

固工や、護岸工。だからやっぱり河川面の強化、こういったもので浸食防止シート

工などを施工して、堤体ののり面のほう、表のり面ですね。河川側ののり面の侵食

耐力の強化、侵食外力からの軽減、こういった工法で行っておるというようなこと

で伺っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

川口議員。 

◎７番（川口 晃君）  

やはりあの、県だけを頼りにしててもあんまりあてにならない言うたらいかんで

すけど、当てにならない。第一現地に出てこない。だから、やはり自分たち自身で

やっぱり努力して、なんかいろいろ県に提案するようなことをやらないとだめだな

というふうに私は思っております。はい。 

じゃあ、次に移ります。３番目の各種補助事業の復活及び削減された、町職員の

派遣研修についてです。過去５年間でカットされた生活扶助事業は、どのようなも

のがあるかということです。安倍政権になって、福祉教育予算が削減されてきてい

ます。それは、高齢者が増大する中での医療費等の費用の増大もありますが、大型

開発、軍事費、大企業への税制優遇の予算が増大したのが大きな原因だと思ってい
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ます。最近生活保護に関する解説を読んだりしてるんですが、それによりますと、

８種類の扶助があると記述されています。 

数年前、生活保護の金額が減らされたと聞きました。中身は、これらの扶助のど

こかが減らされたと思うんですが、粕屋町でも私の記憶では、幾つかの扶助事業が

カット、または減額されたように思っています。 

過去５年間でそういう扶助事業のカット、または減額されたものがあれば、ちょ

っと教えていただきたいなと思うんですが。 

箱田町長よろしくお願いいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

これは１番だけの回答でよろしいですかね。 

はい、所管のほうから詳しい内容をお答えいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中小原住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（中小原浩臣君）  

過去５年間カットされた扶助費がということですけれども、住民福祉部において

は、介護福祉課所管の事業におきまして幾つかあります。 

まず、粕屋町障害者福祉手当を廃止いたしております。経緯といたしましては、

総合支援法の改正によりまして、グループホームの利用や事業所増加など、障がい

福祉サービスが充実していきました。また、糟屋地区におきましても、すべての市

町におきまして、廃止していることもありまして、町の行財政改革推進委員会に諮

り、平成28年度から廃止いたしております。 

次に、粕屋町寝たきり重度心身障害者介護手当を廃止いたしております。経緯と

いたしましては、県に同様の手当がありまして、対象が重複している方がおられる

ことなどから、町の行財政改革推進委員会に諮り、段階的に縮小し、平成31年度か

らすべて廃止をいたしております。 

次に、粕屋町寝具洗濯乾燥消毒サービス事業を廃止いたしております。経緯につ

きましては、障がい福祉サービスが充実してきたことに伴い、大変利用者が少なく

なりまして、この制度に見直しの必要が生じましたため、検討を行い、平成29年度

から廃止をいたしております。 

そのほか、粕屋町訪問理髪サービス事業を平成29年度から廃止いたしております。

総合窓口課、子ども未来課、健康づくり課についてはご質問の対象となる事業はご

ざいません。 
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以上でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

川口議員。 

◎７番（川口 晃君）  

ほかの課ではありませんでしょうか。ほかの課ではありませんか。なければいい

んですが。ないですね、じゃあ分かりました。 

扶助事業っていうのは何かこう、もう条例では規定されてないし、ということで

報告だけでカットできるというふうに聞いておったんで、中身がよく分からなかっ

たんで、こういう質問をいたしました。 

２番目は、補聴器購入に対する扶助の拡大の問題です。これは復活です。補聴器

購入の補助については、以前は障がいにより難聴になった人、それから65歳か70歳

でしたか、その年齢に達すると補助がされるという二本立てになっていました。し

かし数年前に、後者の年齢によるものが対象から外されました。私にも補聴器購入

の補助についての相談がありましたんで、担当課に行きましたけども、その方が、

障がい認定がされていないということで、補助ができないという回答でした。 

皆さんも御存じのように、補聴器は非常に高い金額です。えっと１週間ほど前に、

新聞に折り込みが入ってたんで、ちょっとどういうもんかなあと思って見ました。

これはこういうチラシですが、何か体験会をするというこれはチラシです。これを

見ますと、１番安いのが両耳で12万2,400円、方耳で６万８千円、１番大きい最高

のものは、両耳で91万８千円、方耳で51万円。大体普通の人はですね、大体15万円

ぐらいのから20万円ぐらいの補聴器をつけてあります。私の父もですね、15万か

18万ぐらいかな、その程度をつけていましたけども。何かもう金属音なんかに弱く

て、すぐ外したりしてましたけど、今相当よくなったんだというふうに思います。 

人は歳と共に難聴になります。今日傍聴に来てるかなと思ったんですけど、来て

ないみたいですけど、私の後輩も障がいの認定はされてませんけど、ちゃんとつけ

てるんですね、耳に。それで、障がい者の認定が難しい高齢者でも結構難聴の人は

多いもんです。多くの方がつけてあります。耳が聞こえにくくなると人とのコミュ

ニケーションができにくくなり、外に出るのがおっくうになって、次第に認知症化

していく危険性もあります。これは医学的にも言われています。 

以前のデータを持ちませんけども、一度元に戻してですね、年齢に達すれば申請

に応じて補助ができる制度に戻してはどうでしょうか。要求は非常にこれ多いんで

す。 

箱田町長の見解をお願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  
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箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

補聴器の購入の補助につきましては、議員が今おっしゃるように障がい者に対す

る補聴器の給付はございます。 

しかしながら、高齢者の補聴器購入補助につきましては、基本的に、加齢による

聴力の低下ということで、視力の低下による眼鏡、老眼ですね、それとか歯の、義

歯っていうんでしょうか。それと同じように考えまして、平成29年度から廃止をし

ておる状況でございます。 

今後、高齢者の増加もどんどん増えていくと思います。非常に財政負担が大きく

なる予想はしておりますので、今のところその補聴器購入だけに限ってのことで言

えば、そういう補助の復活は検討はしていない状況でございます。 

ご理解をどうぞお願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

川口議員。 

◎７番（川口 晃君）  

粕屋町は子どもにはよく金を使うけど、高齢者には使わないといって老人クラブ、

今老人クラブじゃなくて、シルバーなんか寿の会か何か名前なんですけど。そうい

うところが私は不満ばっかり言われますけども。高齢者向けのですね、施策も今後

検討していっていただきたいなと思います。補聴器はやはり、家族の会話もね、大

事やから。そういう面で重要に考えていただければと思います。 

それでは次に、小・中学生に対する就学援助事業についてです。これは不満とい

うことじゃありません。私たち日本共産党は、この件については幾度も質問してき

ました。粕屋町のほうでもですね、PTA会費の補助とか、いろいろ努力されてきま

した。それらに関しては尊敬するところです。 

１月30日にいただきました、2020年度の予算編成にあたっての要望書の回答では、

次のように書かれています。就学援助については、新基準で対象外となった場合、

旧基準で再審査を行う経過措置を実施していますということです。確かに現状に合

わせた措置で、町側の配慮を感じています。12月議会で、私は単身青年の貧困状況

をデータを示して述べてきましたが、福岡県労連といって労働組合がありますけれ

ども、そこで調査した結果でもやはり１か月に23数万円必要だそうです。標準的な

家庭で無収入の場合の生活保護基準額が決められていると思うんですけど、私が調

べた範囲内ではいくらやったかな。これは、町が生活保護に認定するに当たっての

説明書ですかね、何かホームページに掲載されてるんですけど。それによりますと、

大体50代夫婦、子供11歳と７歳ということでは大体14万1,270円というのが書かれ
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ています。それから母子家庭の場合、女性の方が37歳、子供４歳、子供２歳。この

方は大体生活保護が11万4,200円ぐらい出るそうです。 

大体こういうのがホームページで掲載されていますけど、大体この辺でよろしい

んでしょうか。どなたに質問したらいいんですかね、これは。介護福祉課ですか。

どこですか。 

回答をお願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

教育委員会のほうでそれはお答えいたします。 

◎７番（川口 晃君）  

県の福祉課のほうらしいですから、これは、大体、私が聞いてるのも大体そうい

う感じでした。だから、就学援助の基準は生活保護基準のほぼ1.3倍です。政府が

数年前に生活保護基準額を減額しましたんで、就学援助基準額も当然下がることに

なります。粕屋町はここのところ、旧基準で計算されるわけですね。 

私たち日本共産党は、現在の生活保護基準額の1.5倍にすることをずっと主張し

ています。確かに旧基準と新基準の1.5倍との間にどれほどの額の違いがあるかど

うかはちょっと私も判断できませんけども、ひょっとしたら旧基準のほうが高い可

能性もあるし。しかし、旧基準というのはもはや廃棄されたものですね、廃棄され

たものです。 

さしたる違いがないようであれば、生活保護基準額の1.5倍という措置が妥当じ

ゃないかというふうに私は思うんですが、その辺のことを、西村教育長のお伺いし

たいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

学校教育課長のほうからお答えいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

現在、就学援助に該当するのは、前年中の平均年収が生活保護基準生活費の

1.3倍以下であることが該当事項の一つになっております。 

今現在近隣の町とかも生活基準の1.3倍以下であります。で、町の財政状況等に

鑑みますと、やはり生活保護基準生活費を1.5倍に引き上げることにつきましては、
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ちょっと今現在厳しい状況ではございます。 

以上でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

川口議員。 

◎７番（川口 晃君）  

それその事情はよく分かりますが、やっぱり旧基準を採用して救っているってい

うことですので、その意味はちょっと分かります。 

しかし、いずれは国からの指示が来るかもしれません。そうしたときに、どうい

う対処をしていくかが今後問題になってくると思います。これは検討課題として検

討しておいてください。 

それでは次に移ります。過去５年間で削減された各団体が開催してる研修事業へ

の、町職員の派遣研修の問題です。 

これはフェイスブックから引き出した日本青年団協議会が主催する、第65回青年

団青年問題研究集会の呼びかけのチラシです。皆さん馴染みがないと思います。後

ろにいらっしゃる末若議員は、青年団の団長をしてあったと思います。期日は３月

７日、土曜日から８日、日曜日です。会場は日本青年館です。国立競技場の道挟ん

で西側にあります。１等地です。 

私たちの時代は、この研究集会は二泊三日でありました。福岡県の青年団では

20数名が参加していました。補助金の別枠で派遣費が組まれておりました。12名程

度の予算がちゃんと組まれていました、派遣費として。これには、県教委の青少年

係はもちろん、各分野町村の社会教育課の青少年担当の職員の方々も、町村から派

遣されてきていました。初めて行ったときはもうびっくりしました。同じ日本人で

もですね、言葉が通じない青年がうじゃうじゃして。長野、福島とか東北の各県。

ずうずう弁は何言ってるかさっぱり分かりません。百聞は一見にしかず、日本は広

いなあと、そんとき思いました。一緒に参加された教育委員会の方たちも、分科会

に入ったり、分散会に入ったり、いろいろな専門分野の先生方の講演を聞いたり、

こうして全国の優れた経験を学んで、教育委員会の担当者と団員が意識や理論を共

有していくことになっていました。 

もちろんいろんな活動、盲従するんじゃなくて批判的に学んできました。これが

地域のまちづくりに結実していったんです。こうした派遣事業は、青年団だけでは

ありませんでした。例えば農業団体の４Ｈクラブとか、それから婦人会、商工団体

などもあったでしょうし、環境団体もありました。人権運動団体の研修派遣もあり

ました。 

過去５年間ぐらいで削減された、社会教育団体とか人権団体、農業団体、各種団
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体の研修事業への町職員の研修派遣事業がどれぐらいあるのか。削減されたのがあ

ると調査しておられましたら、報告をお願いしたいと思います。 

箱田町長お願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

ここ数年、やはり物件費の抑制等も鑑みながら財政の、緊迫した財政状況の検討

する時期がずっと続いております。 

その中で、監査委員さんからもご指摘がいろいろありまして、必要最小限という

ことでのご指摘もございます。それでも私自身はやはり、外に飛び出せ公務員じゃ

ないですが、粕屋町役場内だけで留まるんじゃなくて、外の空気を吸いながらいろ

んな情報、意見を仕入れてくるというのも非常に重要でございますが、今後はその

辺は厳選しながら、派遣については検討してまいりますが、今現在の状況というこ

とですので、担当のほうからお答えいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

新宅社会教育課長。 

◎社会教育課長（新宅信久君）  

社会教育所管では、人権教育研修の一環として全国や九州大会への職員派遣、こ

れそれぞれ２名、実施しておりましたが、先ほど町長からの答弁ございましたとお

り、予算の縮減や見直しの観点から、平成29年度から職員の研修の参加をしており

ません。 

それと先ほど議員言われました青年団を含む、社会教育関係団体７団体ございま

すけれども、全国や九州大会への参加を実施している団体は、町 PTA連絡協議会が

九州大会、それと、学校園人権教育研究会という会がございまして、これは幼保、

小・中学校それと魁誠高校の教職員で組織された会なんですが、この会は全国、九

州大会へ、おのおの２名ずつ派遣しているような状況になっております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

川口議員。 

◎７番（川口 晃君）  

はい、分かりました。社会教育団体以外はないみたいですね。はい。 

私はこう思います、人材の育成は内部の研修だけで終わるものではありません。

世間にはいろいろな団体や組織があります。それらの組織の研修などにも派遣し、

そこから学ぶことは生きた学習にもなると思うんです。人を見分ける力が生まれま

す、団体を見分ける力もつきます。こうした派遣研修に関してですね、やはり、町
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の努力をお願いしてここは終わりたいと思います。 

最後に生活困窮者自立支援法に基づく支援制度についてということで、残り時間

質問していきます。 

昨日、これに制度の問題については、同僚の太田議員が質問されましたが、私は

法の問題に関係していくところを、質問していきたいと思います。 

2015年、平成27年４月施行で、生活困窮者自立支援法という法律が成立しました。

施行されたんですかね、施行しました。昨日の説明では、2018年、平成30年に一部

の改正があったように報告を聞いております。第１条の目的で生活困窮者自立支援

事業の実施と生活困窮者住居確保給付金の支給事業、それから、そのほか生活困窮

者に対する自立の支援に関する措置の実行が規定されております。そして１条では

必須事業として、自立相談支援事業と住居確保給付金の支給事業とが、位置付けら

れました。この場合の生活困窮者とはどういうものか、ということが第３条でこの

ように規定されています。 

現に経済的に困窮し、最低限度の生活を維持することができなくなる恐れのある

ものと定義づけられています。第３条の２ではですね、生活困窮者自立支援事業と

その３項で生活困窮者住居確保給付金について説明があります。それから４項以降

はですね、任意事業が規定されておりまして、任意の事業ですね、５つあります。

就労準備支援事業、家計改善支援事業、一時生活支援事業、それから子供の学習生

活支援事業、就業訓練事業っていうのは、１の就労準備支援事業の中に含まれて、

５つ任意事業がありました。羅列しただけではちょっと分からないと思います。 

まさにこの制度は、生活保護に至る前の第２のセーフティネットとも呼ばれてい

る所以です。バブル崩壊後の就職難を経験した30代半ばから40代半ばの社会参加や、

就労に意欲をなくした人達を対象にして実施をすることを期待した施策だそうです。 

県や市町村は国の補助を受けて、これらの事業に任意で取り組めます。補助率は

現行３分の２ですけども、全国知事会は全額補助に引き上げるように要望している

そうです。今年要望した、去年かな、要望したようです。 

粕屋町はこうした支援事業がどの程度実施されているんでしょうか、箱田町長答

弁お願いします。 

昨日なんか言われたような気がするんですけど、お願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

支援事業なんですが、これは生活困窮者に対する相談事の窓口は、もちろん昨日

お答えしたようにございます。 
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実際の相談の窓口もですね、180件程度は毎年ございます。ただ、今議員がお示

しされた、例えば就職氷河期あたりの経験された方々への対策につきましては、粕

屋町のほうで今行っておりません。 

今後、それは検討していくべき課題だとは思いますが、今のところ実施はしてな

い状況でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

川口議員。 

◎７番（川口 晃君）  

それでは次に移ります。制度メニューについてですけれども、就労準備支援事業

というのが、さっき言いましたように２事業としてあります。それを通じてですね、

質問していきたいと思います。ここでは就労準備支援事業を取り上げます。 

この事業は、引きこもっている人や生活リズムが崩れているなど、就労に向けた

準備が整っていない者に対して、就労に向けた準備として基礎能力の形成から、支

援を計画的かつ一貫して実施する事業です、というふうに説明されています。支援

期間は最長で１年間、対象者の状態で３段階に分類されて、段階に応じた訓練がさ

れるそうです。 

１つは生活自立段階。生活リズムをつけるということでしょうね。２番目は、社

会自立段階。何か人との交流を馴らすという事業ですか。そして３番目に、やっと

就労自立段階というふうに進んでいくそうです。就労後もですね、これはフォロー

アップされるという制度。このような事業があることはあまり知られていないと思

います。ひきこもりの青年を抱えた家庭などの親御さんは大変です。いつも子供の

ことを心配し、不安な日々を送ってあります。このような人たちが就労すれば、家

庭も潤います。また、社会としても消費は増えるだろうし、国や自治体も税や各種

の保険料の保険などの料金も入ってきます。立ち上がらせるための費用はかかりま

すが、その見返りも多大です。 

これらの事業には SDGs、すなわち１人も取り残さないと。温かい思想が貫かれ

ていると思います。 

まず、これらの就労相談支援事業について、どの程度利用されてるのか、数字的

なこれデータがあれば、町のほうに伺いたいと思いますが、ありますでしょうか。 

箱田町長お願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

石川介護福祉課長。 

◎介護福祉課長（石川弘一君）  

就労準備支援事業のほうは、粕屋町のほうで行っておりませんですが、こちらは
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２事業ということでありますが、粕屋保健福祉事務所のほうで平成30年度から行っ

ていただいておるようでございます。人数につきましては、すいませんがちょっと

把握はしておりませんが、数件はあってるっていう話のほうは福祉事務所からは聞

いております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

川口議員。 

◎７番（川口 晃君）  

大体どの程度かっちゅうのは後でまたよかったら、報告をお願いしたいですが。

よろしいですか。それでは更に進めていきます。 

支援法の第４条では、市及び福祉事務所を設置する町村などの責務というふうに

なっております。これは福祉事務所を持っているとこですね、粕屋町持ってないん

ですけども。つまり町村でも福祉事務所を設置することができるということです。

この項に都道府県はこの法律の実施に関し、生活困窮者に対する自立の支援を適切

に行うために、必要な人員を配置するように努めるものとするということで、人員

の配置が努力義務としてつけ加えられています。 

これは町村で福祉事務所の設備を持ったとしても、人件費の交付金が交付される

というものだと思いますけども、そういう点についてはどのように思われますか、

担当者、回答をお願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山野総務部長。 

◎総務部長（山野勝寛君）  

失礼しました。議員のほうからは今、町の段階で福祉事務所の設置ということが

ございましたけれども、今私どもでその状況を把握をしておりません。で、また交

付税措置の関連も情報等まだ入手しておりませんので、調べまして報告さしあげた

いと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

川口議員。 

◎７番（川口 晃君）  

この件について調整はしておりませんでしたので、後でお知らせください。 

それでは、最後の質問に移ります。第11条は福祉事務所を設置していない町村に

よる相談等の項というのがあります。生活困窮者自立相談事業の利用の勧奨、これ

は勧めですね。そのほか、必要な援助を行う事業を行うことができるというふうに

なっています。粕屋町は現在人口は約４万８千人、市への昇格を目指しても不思議

でない位置にあります。市になれば、福祉事務所は置かなきゃならないというふう
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に聞いています。介護福祉の分野、それから健康管理の分野との統合で福祉事務所

が形づくられていくでしょう。その準備を進めるべきではないかなというふうに思

います。 

提案されている定数条例の改正案は、その辺の考慮がされているかどうかもあり

ますけども、福祉事務所の設置についてはどのように考えてありますか。 

箱田町長の見解を伺います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

市制施行したときには、これは義務づけはされます。近隣では、那珂川市さんが

市制に移行されましたが、福祉関係で20数名のケースワーカーも含めて、非常に職

員の増強があったということなんですが、当然議員が今おっしゃるように、交付税

措置がございます。 

市になった場合の交付税の基準財政需要額、そちらのほうで市になったことへの

上乗せがございまして、また、この福祉事務所を設置することに対しての単位費用

といいまして、基礎的な数字なんですが、それもございます。しかしながら、交付

税ですべて賄えるものではなくて、新しい市の負担額は、当然それに加わってまい

ります。その辺のことはあるんですが、今の町の段階では私の私見なんですが、な

かなか市並みの交付税措置があるとは思えないんですね。 

あればちょっと制度的におかしい部分がございます。市制を考えるときには、ま

さに市制塾でその辺のことも検討はしておりまして、何人がいるのか、人件費がい

くら要るのか、それに対する財政的な支援が、財政援助が国のほうからどれだけく

るのかっていうのも研究をしてまいりたいと思います。まさに市政になったときに

大きく変わる地方公共団体の施策の根幹だろうとは思います。 

それによって、議員が今ご指摘のように福祉政策はより高まるというふうなメリ

ットは、非常に大きいものと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

川口議員。 

◎７番（川口 晃君）  

最後に、私の質問は終わるんですが、やはり、将来を見据えた上での政策が必要

ではないかということは常に思っております。 

これで私の一般質問を終わらせていただきます。 

どうもありがとうございました。 

（７番 川口 晃君 降壇） 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

暫時休憩といたします。 

再開を10時40分といたします。 

（休憩 午前10時30分） 

（再開 午前10時40分） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

それでは、再開いたします。 

議席番号９番、福永善之議員。 

（９番 福永善之君 登壇） 

◎９番（福永善之君）  

議席番号９番、福永善之です。通告書に従い、一般質問を行います。 

今回２問、通告として上げさせていただいてます。まず１問目が、幹部職員に対

する処分ということ。もう１問目が、役場内でのハラスメントということ、の２問

です。では、始めます。 

令和元年の12月25日付、これは地元の西日本新聞社ですね、後藤記者という方が

取材をされております。給食センターの住民訴訟において、都市政策部長が原告側

への補助参加を申し立てた町民３名に、電話連絡をした事案について質問をいたし

ます。 

まず、処分に至った経緯をお聞きします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

処分に至った経緯というご質問ですが、その前段のどういったことだったかって

いうのは、今議員がおっしゃったこと。そしてまた当時の全員協議会でご説明して

おりますので、それは省略させていただきます。 

本人がとったこの不適切な行為、その内容とか程度、与えた影響、本人の職責な

どに鑑みて、これは非違行為と言いますけども、懲戒処分の指針っていうのが、粕

屋町で決めております。その指針に沿って、総合的に判断し処分を決定したもので

ございます。 

またこれは、職員の懲戒分限審査の関係の観点からも、その処分についての判断

をしたものでございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  
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続きまして、２番目の条例、規程とか規則に沿った処分であったのかっていうこ

とをお聞きします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

条例等の手順に沿った処分であったかというご質問ですが、これは粕屋町職員の

分限及び懲戒等に関する取扱規程、これ平成18年の11月に制定したものですが、そ

の規程に沿って処分を行っております。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

今、町長のほうから答弁されました、粕屋町職員の分限及び懲戒等に関する取扱

規程。これの第４条に、訓告というものがあって、その中で、町長は職員の規律違

反が軽微なものにあって、懲戒処分を要しないと認めるときは訓告行う。 

このことで、町長自身が訓告という処分の判断をしたということでよろしいです

か。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

結果的な判断の前に、先ほどちょっと述べましたが、先ほどの質問の中で述べま

したが、懲戒処分分限審査委員でもあります法律の専門家、これ弁護士の先生です

が、にも協議をして、この規程に基づいた取扱規程に基づいた処分についての相談

はしております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

一方では、職員の懲戒処分にかかわる調査等に関する規則っていうのが、平成

17年12月５日付で出されています。その中で、第３条、これ調査という項目ですね。

任命権者は、町民などからの職員の非違法、非違行為に関する連絡を受けたときは、

速やかに当該事案の事実関係について調査をし、証拠保全を行わなければならない

というふうに書かれております。 

今回の事案に関して、補助参加人という３名の方が、町を経由してではなくて、

直接新聞社のほうに情報を投げられたということであると思うんですけど、この規
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則と照らし合わせるとですね、当該者の３名の方が、職員の非違行為に関する連絡

を任命権者のほうに受けたということで考えることはできないでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

該当される方が直接私のほうに、そういった申し出をされたわけでもございませ

ん。新聞社のほうの発表によって、私自身も知っております。 

ただ、現実的にはその事実関係、どういった内容であったかという調査的なこと

を本人に事情聴取をし、調査をしております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

分かりました。続きまして、今回の事案に関して、都市政策部長は、競争入札参

加者選考委員の委員になられてると思うんですよね。今回の補助参加人３名の方に

関しては、新聞報道によると、町の入札に登録をされてる方だということだったと

思います。道義的にそういう非違行為を行った方が、入札の指名委員会に入ってる

っていうことに対して、町長はどのような感じでお考になられますか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

調査の結果でも訓告処分にはしておりますが、全くその他意はなかったとという

ことで、こういった訓告処分にしておりますが。 

実際その指名委員会の中身、私自身もその知りません。指名委員会の中でどうい

った手続でどういったこういうその権限があるかというのもありませんが、その指

名委員会の１人であるという判断はしております。指名委員会の委員長は、横にお

ります副町長がしております。 

もし、中身についてご質問があればお答えいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

対外的な一般的常識的な見方なんですよね。３名の方が先ほど申しましたように、

工事に関する登録業者だと。今回都市政策部長は、競争入札の委員になられている

と。で、先ほど町長言われましたように、委員会の構成というのが、副町長を頭と

して、３部長ですね、３人の部長と総務課長が入られてるということです。３、４、
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５名で構成されてるんですよね。その中のお１人が今回、非違行為を行ったと。役

場内としては、問題ないという認識かもしれませんが、ただ対外的に、例えば本当

にちゃんと審査されるのだろうかとかですね。 

もしその方たちが競争入札の中に入ったときに、入ったときにっていうか選ばれ

たときに、ちゃんとした審議ができるのだろうかという、疑義がやっぱり発生する

と思うんですけど、その辺は副町長、いかがでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君）  

その件に関しては指名委員会、これは競争入札参加者選考委員会ですね。 

今言われました私、そして総務部長、住民福祉部長、都市政策部長、総務の課長、

その委員からなっとって１名の委員によって、不適切な運営とか決定がなされるこ

とはないんですよね。 

それぞれ相互チェックの機能を持っておりますので、１人が恣意的にこの業者が

いいとかということはございませんので。実際にこの後、指名入札ありまして業者、

指名のほうにもちゃんと入っておりますし受注もしておりますので、全然問題はな

いと思っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

役場内では問題ないということではあると思うんですよ。ただ、対外的に見た場

合に、ちょっとおかしいんじゃないかっていうことが思われると思うんですよね。 

そうならないですか。役場としては問題ないと。ただ対外的に見た場合に、関連

のある方が決定をする場にいるということが、果たしてどう映るのかっていうとこ

ろは考えられないでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君）  

だから本人が本当に深い反省の色を見せて、全協でも議員の皆さまに謝罪をしま

したし、そのときに問題があれば、議員のほうからでも言ってもらえばよかったん

じゃないかと思いますけど。 

実際に指名入札をやって、その業者が受注とかしてます。これがだめですよとい

うことで、この業者に指名になど入れないとか、そういうことをしておれば、問題

があるかと思いますけど、実際にやってますので。 
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参加もしてますので、問題はないと思っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

分かりました。私は、問題があるという立場なので、何らかの訓告処分というの

が出ましたが、ただ、訓告処分は処分として、競争入札の指名委員としての、やは

りそこはやっぱりけじめをつけるべきだなということで、やっぱり変えるべきだな

という感じで私は考えてます。 

では次４番ですね。処分結果、これ先ほど町長のほうから弁護士のほうと相談さ

れたということを言われたと思います。で、先ほど私が申しました中で、これ、職

員の懲戒処分に係る調査等に関する規則の中で、町民などから職員の非違行為に関

する連絡を受けたときっていうのが任命権者として、事情聴取の調書をとらないと

いけないというふうに、ここに書いてあります。 

その調書というのは、とられたということであったと思うんですけど。弁護士、

の意見というのは紙ベースで抑えられてるんですか。 

その調書をもとに、弁護士はその調書を見られて、問題ないよねっていうそうい

う判断をされたということでよろしいんでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

弁護士といいますか、ちょっと誤解されてはいけませんので言いますが、懲戒処

分分限審査委員である法律の専門家の弁護士でございます。 

従いまして、紙ベースといいますか、口頭での緊急を要するようなことにつきま

しては、電話で相談することもありますが、基本的には弁護士の場合は、紙ベース

でどういった相談があるかと、どういった協議をしたいかというようなことを、手

続上必要でございますので、そういった紙はございます。 

また、資料としても弁護士、その専門家と話すときには、提出したりはしており

ます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

私がこの件に関しまして、情報開示請求をしています。 

知りたかったのが、住民訴訟における、都市政策部長に対する処分に至った経緯、

またそれに至った判断理由ということで、顧問弁護士の意見や懲戒分限審査委員会
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の議事録を含むという感じで書かせていただいておりましたが。 

その中で、町からの回答というのが不存在ということであったんですよね。不存

在であるということだと、仮にその事案をどのような感じでプロセスで、訓告まで

持っていったかっていうのを、知るゆえがないんですよね、第三者が。仮に情報開

示しても不存在ですよという感じ。 

だから、先ほど、法律の弁護士さんですかね。その方の意見っていうやつ、若し

くは判断いただき、議事録ですね。町の中で話し合った議事録、そういうのが抜け

てるっていうのは、ちょっとプロセスが見えにくいんじゃないかなという感じで考

えてますが、いかがでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

直接その弁護士と協議した、担当課のほうからお答えいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

今回の事案、私のほうが弁護士のほうとのやりとりをさしていただいたんですけ

ども、対応に緊急を要するという点もございまして、電話でのご相談。で、一度確

か、すいません日にちをちょっと控えてきておりませんけれども、弁護士事務所の

ほうにお伺いをしてですね、口頭でお話をさせていただいたりしております。 

そういったやりとり一部を、FAX等でちょっとやりとりした紙というのは残って

おりますけれども、それ以外についてきちんと議事録のような形で、一連のものが

残っているものはないということでございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

弁護士のほうと総務課長のほうでやりとりをした FAX、ファクシミリですね。 

やりとりした紙ベースのものがあるということですよね。私が情報開示請求をし

ました。ただ、その中では、存在しないというふうにですね、回答があったんです

けど、その辺は矛盾はしないんですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

開示請求いただいた際には、顧問弁護士等との意見、若しくは懲戒分限審査委員
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会の議事録というような形でご請求をいただいております。 

いわゆるその意見として、こうこうこうですよという、弁護士が出された意見を

しっかりこう書かれたものがない。FAX等で資料等のやりとりをしたものしかあり

ませんので、不存在ということでお答えをさせていただいたところでございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

弁護士の意見を求めて、弁護士に弁護士の意見を聞いたっていうのはもう口頭ベ

ースで、堺課長がただ聞いたということになるんでしょうか。 

要するに、弁護士の話を聞いた人を信用していいのかっていうところなんですよ。

紙ベースでやっぱり押さえとかないと、こうやって第三者がですね、どうしてこう

いう結果に至ったのかっていう、その中のプロセスを知るのに、ある１人の職員が

口頭で聞きました、って終わって。それでいいのかっていうところなんですよね。

全然見えないじゃないですか。中身がどういうプロセスで決まってきましたよって

いう。 

ただ、１番肝心なところの法律の専門家の弁護士はこう言ってましたっていうと

ころを、ちゃんと押さえてないから。そうなってくると、聞いた本人の堺課長に、

本当ですかってやっぱりなってくると思うんですよ。その辺いかがですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

口頭ベースでございますけれども、私が１人で行ったわけではございません。 

総務部長も、一緒に複数で伺ってお話を聞いてきておりますので、その点は私が

自分で言うのはあれでございますけども、信用ならない情報ということはないかな

というふうには考えております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

もう、ちゃんと今後押さえておきましょうよ、そういうのは。口頭でとか必ずそ

の役場であったことっていうのは、開示請求というのも当たり前にあるんだという

ことを認識しておれば、必ずそういうところは紙ベースで押さえないといけないよ

っていうところを考えておかないと。 

口頭で聞きました、２人、複数人聞いているから大丈夫ですとか、そういうのは

役場の論理ですよ。第三者から見て、それで通用しますかっていうところ、押さえ
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といてください。この問題はこれで終わりにします。 

続きまして、これは令和２年１月31日付。これも地元の西日本新聞社ですね。こ

れも後藤記者という方が、取材をされておるようです。その中で、女性職員へのハ

ラスメントの事案について質問をします。 

まず、１月31日付の新聞の切り抜き、ちょっと読ませていただきますね。 

粕屋町役場40代女性ハラスメント被害かということで、今３年間休職っていう感

じで書かれています。福岡県粕屋町役場の40代女性職員が、役場内でセクハラやパ

ワハラ被害を受け続けた影響でうつ病を発症したとして、３年近く休職しているこ

とが分かった。町は事実、その分も含めて、個別案件についてはコメントできない

としている。女性によると、約20年前の入庁以来、先輩の男性職員からセクハラな

どを受け続け、２年後に約２か月間、自律神経失調症で休職したという。復職後も、

男性職員からのハラスメント行為は継続。2016年には別の先輩職員からパワハラ受

けたことをきっかけに再び体調を崩し、15年５月から休職しているという。女性は

18年、町に男性職員の懲戒処分申立書を提出。昨年４月に自身の公務災害を地方公

務員災害補償基金福岡県支部に申請した。女性は、大声で罵倒されファイルを投げ

つけられたり、頭を叩かれたりした。胸を触られたり、抱きつかれたりもしたと説

明。上司に何度も報告したが改善されず、20年間も苦しい思いに耐えてきた。役場

人生を狂わされたことが許せないと話しているという感じで、記事に載っておりま

す。 

では、まず１問目にですね、コンプライアンス相談員とコンプライアンス委員会

委員の選考方法についてを質問します。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

今議員がおっしゃったコンプライアンス委員会、これは私自身も本人と会ってお

話をしております。その中で、事実関係の究明については、それまで、そういった

調査はなかったということで、私も真摯に受けとめて、コンプライアンス委員会の

設立をしております。 

ただ、そのコンプライアンス委員会では、粕屋町職員の職場におけるハラスメン

ト防止に関する要綱、それに定めるとおりで構成を、その委員を構成をしておりま

す。まず相談員につきましては、従来から職員の相談先になっております総務課の

庶務人事係長。これ今現在、女性です。職員以外の専門的な知識経験を有する者と

しての弁護士、ですね。そして、より職員目線で気軽に相談しやすいものとして、

職員団体、職員労働組合からですね、当然若い方です、男女それぞれ１名ずつ２名
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を推薦してもらい構成しております。次に委員でございます。先ほどは相談員でご

ざいます。委員につきましては、管理監督の責任のある者として、副町長が委員長

でございますが、教育長、総務部長、総務課長に加え、相談員と同じく職員以外の

専門的な知識経験を有する者として、法律の専門家、弁護士で構成をしております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

今町長のほうからありましたように、職員の職場におけるハラスメント防止に関

する要綱というのが、平成31年３月30日。これは、前にあったやつをちょっとグレ

ードアップさせてですね、作り直したということだと思います。 

その中で、この要綱における定義というのをですね、幾つか述べられております。

その中の二つちょっと読みさせていただきます。セクシャルハラスメント、職員が

職場において、ほかの職員を不当に不快にさせる性的な行動を繰り返し行うこと。

これは、ハラスメントですよと。もう一つ、ハラスメントに起因する問題。ハラス

メントに起因して、職員が労働意欲を低下させられ、職場環境を害され、または勤

務条件につき不利益を受けることっていう、この２点ですね。この２点がハラスメ

ントに値しますよと。 

先ほど町長のほうからありました、コンプライアンス相談員。これが、４名から

構成されていると。１人が人事係長、総務課のですね。もう１人が専門的な法律家

というか、弁護士、それから職員団体が推薦する男女１名ずつということです。コ

ンプライアンス委員会に関しましては、副町長、それから教育長、それから総務部

長、総務課長。それから、同じように法律を専門にする弁護士。それから、職員団

体の男女１名ずつという感じで、７名で構成されてますということです。 

その中で昨日、町長のほうから、本田議員の質問の中で、同じような関連する質

問されましたので、その中の答弁としては、このコンプライアンス相談員とコンプ

ライアンス相談員ですかね、相談員に関しては、職員に一斉メールでどこに連絡し

ていいのかとかですね。そのお名前と連絡先というか電話番号を、一斉メールで配

信したっていうふうな感じで私は受け取ったんですけど、それでよろしいでしょう

か。確認です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

具体的にその行為をしたのは、総務課長でございますので詳しくご説明します。 

◎議長（鞭馬直澄君）  
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堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

その際、この制度を定めました当初でもございましたので、こういう制度を定め

ましたよ、ということで要綱、それから一連の流れですね。フロー図を作っておる

んですけれども、そういったものを含めまして、職員のほうに周知をさせていただ

いております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

それは、４名の方のお名前と連絡先も含めてということで考えてよろしいですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

職員ついては連絡先は職員ですので書いておりませんけれども、弁護士の相談先、

住所と電話番号、お名前はもちろんです。それから、相談員だけではなくて委員の

ほうも、誰が委員であるかといったこともあわせて周知をしております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

今回、相談の対象になられた女性の方っていうほうがですね、当時の上司の方に、

こういうコンプライアンス相談員というのを、誰なんですかというふうな感じで、

お伺いを立てましたと。その中で、その上司の方が答えられたのが、あんまり教え

たら●●相談者ですね、●●あんたが直接コンタクトをとるから、何を吹き込んだ

ら、何を吹き込まれるか分からんからっていう感じで、そのときに教えてもらわな

かったという感じで言われておりますが。 

私はそう聞きましたが、その辺はどうなんでしょうか。 

私は事実関係を知りたいのですね、質問しております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

私が相手方に対して何を吹き込むか分からんから教えんと言ったということでご

ざいましょうか。であれば、そういった事実は私はございません。言った記憶がな

いというか言っていません。 

◎議長（鞭馬直澄君）  
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福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

それからその方言われるには、第三者の弁護士に連絡をとったそうです。ただ、

その弁護士の方は、私は一応委員にはなってますが、役場に言ってくださいという

ふうに対応されたというふうに言われておりますが、その辺はどうなんでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

すみません、個別の事案についてちょっとお答えしにくい部分がありますのであ

れですけれども、例えば弁護士の方、相談員でございますので、相談をされるとい

うのであれば、当然受けていただけるものと思います。 

例えば、委員会そのものの中身、審議状況について尋ねられたりとか、そういう

ことであれば１委員としてはお答えできないということもありうるかなと思います。 

制度上そういう答えは、弁護士さんのほうはされるんじゃなかろうかと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

人選をなされたとき、この要綱を新たにグレードアップされて、改正されたとき

に、こういうコンプライアンス相談員という立ち位置というのも、ちゃんと内輪内

で話し合われてされたのでしょうか。というのが、先ほど申しましたように、この

方だけが、その４名の構成員の中では外部の方なので、第三者的に見れば、１番相

談しやすいのはやっぱり、内部の人間ではなくて外部の人間だと思うんですよ。私

ももし当事者としてだったら、内部の人間じゃなくてやっぱり外部の人間に相談し

に行くと思うんですよね。第三者という感じですね。ただ、その方が言われるには、

弁護士が初めて恐らく相談持って行かれたんでしょう。そのときに、私は一応委員

にはなってますよと。ただ、役場に持っていってくださいという感じで言われたと

言われてるんですよ。 

だから、委員を選考されたとき、その後、こういう仕事ですよと、こういう立ち

位置ですよということを、ちゃんとその法律の専門家のほうに言われましたかって

いうところをちょっとお聞きしたいです。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

もちろん制度ができまして、委員若しくは相談員をお願いする際には、こういう
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お仕事内容、そもそもこの制度の趣旨から含めまして、打ち合わせはさせていただ

いております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

通常ですね、一般常識的に考えて、法律の専門家ですよ。守秘義務がありますよ。

その方が相談者がありました。それを役場に持ち帰ってくださいっていうこと自体

が私はおかしいと思うんですよ。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

ちょっとなんか、言った言わないっちゅう話になりますが、その事実関係、役場

のほうにはそういったことを言ったっていう報告ないですね。 

ですから、その事実はどうなのかっていうことを、今追求されてもちょっとお答

えができない状況。総務課長もその辺は報告ありませんので、今言ったように、当

然相談員外部の相談員として、十分な機能を果たすという人選を私どももしており

ます。議員が言われるように、外部が相談しやすい体制、ましてや法律の専門家の

弁護士ですよ。これはもう中立公正法律にのっとった相談をするはずです。 

全くその関係は私は知らんよっていうことは、普通一般的な常識で考えると、弁

護士からそういう対応しないんじゃなかろうかと私は思います。ただ、事実関係は

分かりません。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

分かりました。では２番目、これは今もう弁護士、どういった位置づけでってい

うことはお聞きしましたので、３番目に移らせていただきます。 

新聞記事には様々なことが掲載されていたと。コンプライアンス委員会は、全て

を調査しましたかということをお聞きします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君）  

委員会の審議事項につきましては、関係者のプライバシーにかかわりますので申

し上げられませんが、ハラスメント防止の制度にのっとり、相談に対応して審議を

行っているものでございます。 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

委員会開催に関して、私も情報開示を請求をしております。 

その中で今回、４回ですね、委員会を開催したということで、資料の開示があっ

ております。まず１回目が５月27日。これは被害者といっていうんですかね、相談

者っていう方が投げられた事案に関して、１回そのコンプライアンス委員会開いて、

今後どういう流れでいきましょうかという、この打ち合わせ会みたいな感じですね。

それを５月27日に行われております。 

７月４日と７月５日、２日間にわたって相談者が投げられた申立書ですね、申立

書の中に固有名詞があったんでしょう。その固有名詞にあった方たちを事情聴取、

聞き取りですね。聞き取りを行ったというふうになっております。それから、９月

17日、審査、審議結果の決定についてということで行われております。 

この３回目のときにおそらく、もう相談者が投げられた事案を、ここでもう結論

を出したということで考えてよろしいでしょうか。副町長。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君）  

今言われてるのは、３回目ということですか。 

それは聞き取りですよね。聞き取りで終わってます。第３回は。 

９月17日、そうですね、そのときに調査、審議結果の決定をいたしております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

では、その結論が出たことを相談者のほうには、昨日の答弁では副町長のほうか

ら、本田議員の質問ですね。副町長のほうから、説明済みというふうに言われてお

りますが、相談者のほうからは、そういうことはないということだったんですけど、

いかがでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山野総務部長。 

◎総務部長（山野勝寛君）  

この今、議員おっしゃいました９月17日にコンプライアンス委員会を開催して、

私も入っておりますので。その中でですね、審議結果をこのとき決めまして。そし

てもう、申告書を相手方のほうには終わりましたと。 
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審議が最終的に終わったという旨の報告を行っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

報告が終わったっていうのは、確かに受け取っておられます。 

ただ、どういう結論に至ったのかというところが全く明記されてない。どういう

委員会の中で、どういう、結果でもいいと思うんですけど、どういう流れでこうこ

うなりました。最終的にはこうなりましたっていうところが、明記されてないと。

ただ、相談者に送られてきたやつは、委員会の調査、審議結果に応じ関係法令及び

関係例規に基づいて必要かつ適切な措置を講じます、ということだけしか書いてな

いみたいなんですよ。これで本当に何を審議したのっていうことにならないでしょ

うか。役場としてはちゃんと審議しましたと言いますが、ただ相談された方からす

るとですね、いろいろな事案抱えてたと思うんですよね。その事案が果たしてどの

ような審議を経て、そういう結果に至ったのかっていうところは全く書かれてなく

て。ただ単に形式的に必要かつ適切な措置を講じます、だけで終わってるんですよ。 

これでいいんでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山野総務部長。 

◎総務部長（山野勝寛君）  

先ほど委員会の中身についてということで、少し副町長のほうも申し上げたと思

いますけれども。２日間によって、聞き取り調査も実際しております。いろいろな

方々から聞き取りもしておりますし、その旨の内容を等々に書いて申し述べるって

いうことは、やはり関係者のそれがそもそも関係者のいろいろなことのプライバシ

ーという形にかかわる。あるいは秘密保持ということにもかかわると私は思うとこ

ろでございます。 

なので、関係法令で慎重審議して終わりましたという形を報告したというところ

でございます。と思っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

９月17日のコンプライアンス委員会で決定した調査、審議結果の決定の翌日に相

談者のほうから９月18日付けで、今度は陳情書が出とると思うんですよ。陳情書。

これはもう、自分の書式で、役場にそういうフォーマットっていうか雛形がないの

で、自分の書式で出されていると。その中には、この３回のコンプライアンス委員
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会で審議されたやつも、添付した状態で出されているという感じですよね。で、

10月の９日にコンプライアンス委員会を開かれて、９月18日付けの陳述書について

ということで、委員会を持たれております。 

そのあとがないんですけど、そのあとはどうなっとるんでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

もうほぼ個別の中身になりますので、ちょっとお答えを非常にしにくいんですけ

れども、先ほど申し上げました９月17日に結論を出すということで一旦委員会とし

ての結論をここで作っておるわけですけれども。 

言われますとおり翌日に陳情書が出されたということで、その内容を含めてもう

一度、協議をし直したというところでございます。 

当然その協議をし直したものまで含めて、最終的な結論をこの当日にそこまで出

したというところでございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

すいません。時系列的には９月17日に委員会を開催されて、そこで一回決を出さ

れてますよね。その決によって、本人が決の内容を知ることによって、９月18日に

陳情書をまた出されてると思うんですよ。 

納得いかなくて、違いますか。ちょっといいですか、もう一回。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

まだ９月17日の段階、結論、委員会としての結論を作っておりますんですけども、

その情報が即日、ご本人のとこに流れるということは、もうこれ時間的に不可能で

ございます。なので、それとは関係なしに、タイミング的には翌日出してこられた

というものでございますので、１回決めておりました結論、新しい陳述書が出まし

たので、そこ一旦破棄といいますか一時保留しまして、再度もう１回、会議をもっ

てやり直したという形でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

ではですね、次にこれは条例等のです、条例というか要綱です、要綱ですかね。
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要綱の手順に従って、関係者と思われる方たちへの調書は行いましたかというとこ

ろをちょっと質問します。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君）  

条例の手順に沿って職場におけるハラスメント防止に関する要綱に基づいて、委

員会にて対応しております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

ハラスメント防止を要する関する要綱の第４条には、所属長の責務ということに

なっております。今回女性の方の所属長っていうのがいらっしゃって、その方がそ

の方に通常この要綱で言うならば、その所属長は良好な職場環境を実現するために

必要に応じハラスメント防止するための監督及び指導を行う。職員の言動に留意し

ハラスメントまたこれを誘発する言動があった場合は注意を喚起する。ハラスメン

トに起因する問題が生じた場合は速やかにこれに対応すると共に、ハラスメント相

談員コンプライアンス相談員に相談を行うというふうに書かれておりますが、今回

その所属長は、この要綱に照らして、行動されたのでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

所属課を限定しますと、もう非常にご本人の限定に繋がってまいりますので、ど

この課とは申し上げませんけれども、所属長がご本人が相談に来られませんので、

所属長が第三者という形で、相談を上げているという形になります。 

１番最初ですね、取っかかりにつきましては。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

相談者が所属長に出したやつが、懲戒処分申立書ということでよろしいですか。

これ確認です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

別のものです。 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

別のものということだと、職場環境改善要望書でよろしいですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

それとも別のものになります。最初のものは、いわゆるタイトルらしきものは書

かれておりませんので。何を出してきたというものではなく、相談の文書がしたた

められてあったという形になります。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

その方がおっしゃるには、これ確認ですよ。ご自身が所属長に出された書面が、

コンプライアンス委員会で諮られるときには、書き換えられたというふうに言われ

ておりますが、それはいかがでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

相談員である弁護士、このハラスメントの制度上でございますけども、相談員が

相談を受けましたものについてはですね、改ざんですとか隠蔽がされないように、

外部の弁護士、それと内部の委員、職員ですね、に両方２か所同時に報告をするよ

うになっております。 

報告をしないとか何らかの判断が相談員をする、相談員がそういう判断をするこ

ともございません。相談がありましたということを、そのまま委員のほうに２か所

同時にお伝えをします。その際に、出された文書のコピーをそのままお渡しをして

おりますので、そこで改ざんがなされたということはございません。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

私が言ってるのが、相談員からコンプライアンス委員会に対する文書の流れとし

ての改ざんではなくて、所属長にまず、女性の方が出されましたと。その所属長が、

相談員に流す文章を流すときに、そこで改ざんがされたというふうに聞いてるんで

すけど、そこの確認です。 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

ご本人が証明された文書のコピーを、そのままお渡しされてあるものと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

あると思いますではなくて、あると断言はできないですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

すいません、先ほど申しましたようにちょっと所属課が分からないようにしたい

というところがございまして、ちょっと誰がどうしたという断言がしにくいところ

があります。そこを隠したところで断言して構わないと思います。されてそのまま

コピーを渡しております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

その方はですね、警察の相談窓口にも相談をされております。 

いろいろな関係機関にも対してですね。その中で、警察から言われたのが、民事

それから刑事に関しては時効がありますので。時効があります、時効があると、期

間によってですね。ただ、強制わいせつ罪に関しては、被害届が出れば、警察とし

ては捜査に入りますという感じで聞かれております。 

私が申したいのは、１人の女性がですね、組織の中で大変なことだと思うんです

よ。こうやってですね、特にセクハラを受けましたということを、公に公表すると

いうことはですね。もうこれは大変なことだと思うんですよ、私も自分の娘もって

ますよ。まだ20いってないですね。もう正直申しますよ。私の娘がそういう立場置

かれたら、私もどうするか分かりませんよっていう感じですよ。その加害者に対し

て。何でもしますよっていう感じですよ。そこまで勇気をもって告白した。それか

ら、今回の調書の件でも、ちゃんと録音にも押さえられたということで言われてい

ますよ。ちゃんと本人も認めたと。誠意ですよ、誠意、ね。この方も、もう休職し

てるんでしょう、３年間も。で、地方公務員の災害補償基金生活かかってるんです

よ、この方も。ね。そういうところで、役場がですね、組織防衛っていう感じにで

すね、この方が言われることが本当だったらですよ、私もそう思いますよ。これは
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悪かったっていうことをちゃんと言えるような、やっぱり組織にしていかないとか

わいそうじゃないですか。違いますか。ね、この方言われるのは、新聞記事で一つ

不満がありますと。言われたのが、大声で罵倒され、ファイルを投げつけられ、頭

を叩かれたりした。胸を触られたり、抱きつかれたりもした。そのほかにですね、

地面に叩きつけられて肩越しにまたぐられてとかですね。そういうこともあるんで

すよ。そこを書いてなくて悔しいっていうふうにですね、言われましたよ。そうい

うのが事実であればですね、やっぱり反省しないといけないですよそれは。ね。時

効とかそういう問題ではなくて、彼女も生活かかってますよ。ね、役場の中でもま

だそういうことを受けてる方もいらっしゃるでしょう。言えなくて、公にできなく

て、公にした状態で、今度例えば復帰されますということで、皆さんどう思います。 

こういう小さな自治体でですね。人と人との関係がもすぐ分かるような小さな自

治体で、相当勇気あると思いますよ。こうやってですね、公にしたということはで

すね。ただ、誠意、誠意、なぜ誠意そういう誠意がないのかと。悪いことには悪い

という謝罪ね。ここまでつき進まれた、なぜここまで彼女を追い込んだのかという

ところをですね、やっぱり考えないと。ただただ、組織防衛みたいにですね、第三

者から見るとしてるような状態。いかがですかということですよ。仮にですね、彼

女が被害届を警察出しました。そっちのほうが役場として大変でしょう、不名誉じ

ゃないんですか。違いますか。誠意ですよ誠意。人間関係なんだから。そういうと

ころを忘れたらですね、先にも行きますよ、ほんとに。彼女がまた、体調戻って復

帰できるような体制に持っていくような、そういう空気、雰囲気にしておかないと。

持っていかれますよ、本当に。警察、捜査入りますよ。ね、私たちに対しては不開

示請求とかですね、文書見せられないとか、黒塗りできますけど、捜査機関にそう

いうことできませんよ。そういうことを考えないと。 

これだけ言ってですね、あとは皆さんでですね、もう１回話し合ってください。

彼女の立ち位置とかですね、やはり皆さんにも言い分あるかもしれないけど、彼女

の立ち位置もやっぱり考えてやらんと、やっぱかわいそうじゃないですか。 

何かありますか、町長。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君）  

議員がおっしゃるようにそういう事実があればですよ、そのために令和元年の７

月４日、５日に関係者に聞き取りを行ってるんですよ。そういうとこでそこまでは、

これはもうプライバシーになりますんで、その名前挙げられませんけど。 

そういう聞き取りやってます。で、うちは企業、うちの組織の防衛とかですね、
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そんなことは考えてませんよ。ちゃんとやっぱハラスメントがあったらですね、そ

ういうふうな処分をしないといけないということで、そういうことで、コンプライ

アンス委員があるんですから。決してその彼女が、その方がどういうふうに考えて

あるか、十分考えてますよ。 

決してうちのほうがですね、隠蔽するとかそういうことは絶対ありません。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

それ言われてまたこちらが言わないといけないんですけど。その方が言われるに

はですね、その所属長のほうから、事情聴取をしましたよね２日間にわたって。 

その中で、音声記録と共に証拠が残ってますというふうに、その所属長のほうか

ら言われたと。ハラスメントに関しては、本人も認めていると。ほかの職員に対し

てもやったということを認めているというふうに、所属長のほうから聞きましたと

いうふうに言われとるんですよ。それは事実ではないんですか、では。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君）  

所属長から言われているとはそういう事実を私知りませんけどね。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

福永議員。 

◎９番（福永善之君）  

所属長はどうですか。所属長って言ったら個人が特定されますね。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

議員おっしゃる所属長を明確にちょっとしづらいところがございますので、あく

まで制度的なお話としてでございますけれども、今回のこのコンプライアンス委員

会、関係者からの聴取を行っております。その中でですね、ご本人が認めた、ある

いは第三者が目撃をしたといったような証拠が上がっておりますが、複数の人間が、

職労の委員や弁護士含めまして、聞いておりますので、そこを組織が完全に隠蔽す

るっていうことは不可能ではないかと思います。 

何らか不適切な対応がされているということは当然上がってくるものと思います

し、私ども全員ですね、同じ職場で働く職員として、その職員が早く元気になって

復帰してくれるように、もう前々から望んでおるところでございます。 
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そのために、委員会等を立ち上げて、対応しておるところでございます。 

最後に１点だけ、警察の関係で議員が言われましたけれども、もし事情聴取等警

察のほうに上げられて、こちらに捜査等が入ることがあれば包み隠すことなく、積

極的に協力をさせていただきたいというふうに思います。 

以上です。 

◎９番（福永善之君）  

一般質問を終わります。 

（９番 福永善之君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今から暫時休憩といたします。 

再開を午後１時といたします。 

（休憩 午前11時41分） 

（再開 午後１時00分） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

再開いたします。 

西村教育長から教育長会出席のため、午後からの欠席届が提出されておりますこ

とを、御報告をいたしておきます。 

それでは、議席番号10番、久我純治議員。 

（10番 久我純治君 登壇） 

◎１０番（久我純治君）  

すいません。最初からマスクはずさせてもらいます。議席番号10番、通告書に従

いまして、久我純治、質問いたします。 

酒殿地区の区画整理に伴い、駕与丁公園側の道路の拡張、また南側区画整理横の

JRのガードの改善は。 

酒殿地区で須恵町に面したところに保育所ができます。マイクロバスなどにより、

園児の送迎が考えられますが、どの道も狭く離合できない。長者原から大型施設に

回る道は渋滞が発生しているが、対策を問う。２問目、企業誘致するには、九州大

学との提携を。町長は、企業誘致に対して専門セクションを作りますとの答弁でし

たが、いろんな意味で九州大学と提携を結び、共に学び、企業誘致に取組むべきと

考えますが、の考えに問うの２問を質問します。 

まず、酒殿地区の区画整理に伴い、駕与丁園側の道も狭く、また、南側の行った

区画整理側の横の JRのガードも狭い。数年前から酒殿地区の区画整理があってお

りますが、当初私たちも起工式に呼ばれました。当初説明●●●●においても、区

画整理によって500戸の戸建ての家が建つるように説明を受けました。その中に、
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保育所定員105名や病院やミニスーパー、公園、また、電柱のない無電柱に、都市

ガス、何と素晴らしい街ができるかと考えておりました。しかし、いつの間にか戸

建ては、320戸で残地にアパートか知れませんが、借家が建つそうで、最初の説明

とは違う。それで、保育所が建つとかなく急遽、酒殿地区の隅っこの須恵側に、保

育園に建つことになったとはいいのですが、まず、区画整理しないで、まず最初か

ら保育所は建つようなことはなかったのでしょうか。 

また、今、決まった須恵側の保育園に行くには道路がありません。皆さんもよく

知ってあると思いますが、公園側のガードも狭く、また駕与丁公園の横の道も狭く、

結局、水町側から行く道しかできないと思います。この道も踏切があります。やっ

とマイクロバスが通るような道しかありません。 

また、長者原からイオンの抜ける道は、時間帯によった大渋滞ですが、何か方法

を考えてあるならお答えください。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

まず、新しい保育園ができた経緯のほうから、ちょっとお話ししたいと思います。 

これは町内で、粕屋町で、待機児童が非常に増えた、増えているというそういっ

た現状を踏まえ、新たな保育所がいるという観点から、これは応募をさせていただ

きました。その応募している時点で議員がおっしゃるように、確かに酒殿区域内で

ある程度その予定があるということも私は、情報として入っておりましたが、結果

的には、今回の開発予定地の中に、点をおろした形での応募はございませんでした。 

数箇所の保育所用地として提案された中で、結果的には、今建設をしてあります、

酒殿の今回の区画整理事業地と離れたところではございますが、酒殿区域内に新た

な保育園が建設される予定になっております。 

この保育園は確かに仲原校区と言いますか、旧仲原校区の中に非常にその保育園

がないという状況のもとで募集した。そういった条件の中で、非常に適地だろうと

思いますが、議員がおっしゃるように、確かに交通アクセス面の不安はございます。 

その点は、具体的に所管部長のほうからお答えいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山本都市政策部長。 

◎都市政策部長（山本 浩君）  

議員御存じのように、粕屋町は交通の便がいいというようなことで、一般的にも

思われております。その要因といたしましては、やはり九州最大の都市であります

福岡市、こちらに隣接していることがあろうかと思いますが、逆にそういった面か
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ら、福岡都市圏を初めといたしまして、他圏域から多くの通過交通が流入する。そ

ういった点から、慢性的な渋滞が発生している箇所があるというのが状況でござい

ます。 

議員が申されております、長者原から大型商業施設に向かう道路、現道の福岡東

環状線になりますが、こちらにつきましても、たびたび渋滞が発生しております。

渋滞を緩和させるためにも、広域的な道路交通網の整備が不可欠なものになってお

ります。現在、町内では門松交差点を迂回する、筑紫野古賀線のバイパス建設、並

びに扇橋交差点から広田交差点までの新たな福岡東環状線、及びその先になります

が、広田交差点から粕屋～久山線、こういった整備が行われております。 

整備が進められております、新たな福岡東環状線。こちらは福岡市を走る、福岡

外環状線と一体的に環状型のネットワークを形成することで、自動車交通の円滑化、

利便性の向上、福岡都市圏のアクセス性の向上が望まれております。また、町内を

南北に走ります、通過交通が整備が進められている、福岡東環状線が完成すること

によりまして、長者原から酒殿区域を通ります、現在の東環状線。こちらの渋滞緩

和に、大きく寄与するものではないかというふうに考えております。 

町におきましては、事業主体であります福岡県と協力しながら、早期完成を目指

し、国等への要望活動等を行っておる現状でございます。先月におきましても、福

岡県議会の県土整備委員会、こちらのほうへ主要地方道福岡東環状線の整備促進と

いうような、要望活動等も行ったところでございます。 

広域的な回答内容となりますが、こういったネットワークの整備が、こういった

部分的な渋滞の緩和にも繋がるものというふうに考えております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

久我議員。 

◎１０番（久我純治君）  

あんまり広域すぎて、私はよく分からんとですけどね。 

私が言うのは、ここの保育園ができるところなんですよ。要するに水町まわって

いく、あの踏切通られること多いと思うんですが、マイクロバス通ります、あそこ。

ギリギリですよ。あれしか道ないんですよ。だから言ってるんですよね。環状線が

できろうが、二又瀬ができろうが、実際できるのは、もうすぐなんで。10月なんで

すね、開園するのは。だから言ってるんですよ。何か考えがあるんですかって。 

それと今言うように、区画整理横のガードですよね。JRんとやから、勝手にで

きんって言うのは分かりますよ。だけど、あそこは通りますよみんな。保育園に行

かん人でも。あそこ320件建った上に、アパートできれば結局裏を通って、篠栗抜

けたり、東区に抜ける道、あの狭い道ありますよね。駕与丁公園とちょっと湖のみ



－ 166 － 

たいなとの細い道がありますよね、一方通行みたいになる。あれは抜け道ですよね、

今でも須恵からの。あれが早いんですよ、どっちか言うたら。抜け道なんですよね、

要するに酒殿からの。混まない。 

ところがあそこは、１台しか通らんとですよ、いっつも言うように。だから、こ

んな区画整理するんやったらですね。もう少し広く道をするか、ガードをこうしま

すとか、駕与丁池の横、あの今狭いですね、公園の横も。今でも狭い、離合しにく

いですよね、あそこ。要するに、酒殿駅の今裏になってますけど、突き当たりのと

こで須恵に抜ける道ですよね。あそこ１番早いんですよ、保育園に行くとには。そ

れもできないんですよ。だから言ってるんですよね。本当に計画性があるのかって。 

よく粕屋町は計画性のない町って、よく言われます私。実際、私も40何年おりま

すけど、土地があったら先に家建つんですよ。その後に道を考えるから、道が狭い

んですよね。そして今、道がどんどんどんどん値段が上がってますよね。だから

10㎝でも引っ込めないんですよ。 

だからさっき言われた、町長おっしゃいましたが、私たちは、今でもみんな

500件建つと思ってあるんですよ。その中に保育園もできるもんじゃと思うとった

ところが、今おっしゃったように、募集したらそこへ、結局区域外にってに言われ

たけど、私は逆と思ったんですよね。建てるところなかったから、外に場所を選ん

だと思うんですよ。 

それはどっちなんです、本当は。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

保育園の建設候補地っていうのは、私どもがここに点を降ろすわけじゃございま

せん。 

それぞれの民間事業者が自分の建設予定地を用意しながら、もちろんその建設費

用も準備しながら、提案されてわけでございます。決して、何ですか、酒殿の今回

の開発予定地ありきで、事が進んだわけでございません。 

私自身は、どういった経緯で、そんなふうに変遷したかというのはありませんが、

計画はやはりいろんな計画を最初に出されるわけですね。それが、表に出て、それ

ひとり歩きするっていうのもあるでしょう。ただ、結果的にいろいろ吟味された結

果、酒殿区の開発予定地の中には点は下されなかったと。いうふうに理解をしてお

ります。 

何でかっていうのを私自身は、全く調査する権限もございませんし、そこありき

ということじゃございません。また、公平・公正に候補地を提案していただいただ
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けでございます。 

道路の関係はちょっと、部長のほうからお答えします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山本都市政策部長。 

◎都市政策部長（山本 浩君）  

議員が言われております、あのガード。あの部分につきましては、都市計画道路

が計画としてかかっておりますので、実際に整備をするのであれば都市計画道路の

整備時期になろうかと思います。 

新たに保育所が建ちます、保育所のほうの送迎関係の内容については、また別の

所管のほうからの回答ということでお願いしたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

神近子ども未来課長。 

◎子ども未来課長（神近秀敏君）  

新しくできます保育園の周辺道路に関しましては、議員が言われるとおり、狭い

部分も確かにございます。従いまして、園児の送迎に関して、園が準備を予定して

おります、マイクロバス等の送迎ルートにつきましては、実際の利用者の方、決ま

りましたらそのルートが自然と見えてくるのかなというふうには思っております。 

また保護者の方の自動車の送迎時には、十分ちょっと注意を払っていただいて、

通行していただくと共に、路上駐車を行わないようなお願いを、していきたいと考

えております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

久我議員。 

◎１０番（久我純治君）  

言うのは、もともと道が狭いって言ってるんですよ。だからそれを考えて、あそ

こに保育園を建てさせたとかって、言いたかったんですよ、本当は。 

実際、マイクロバスが通って行けるならいいんですよ。送迎の人は上から来ます

よ。そりゃ注意します、事故を起こしたらいかんから。それはもう言われんで分か

ってることなんですよ。ただ、本当に計画性があって、するんやったら一緒に道も

広げますとか、いう回答やったら私何も言いませんよ。だけど、今のまんまで何と

かやっていかないかんようなこと言われるから、だから心配なんですよ。 

渋滞にぶつかったころなったら、それは今から考えますじゃ、間に合わんじゃな

いですか。東環状線もいつか分からんやないですか。扇橋からんとでも、もう10年

遅れてますよね、最初からの計画から。大体もう平成では、29年頃できるようなこ

とを言ってましたよ、昔は。今からまだ７、８年後でしょ。要するにできるのが、
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あっちは。扇橋から広田に抜ける道は。 

だから言うんです、もう少し建てるなら建てていいから、一緒に道も広げますと

か、そこを考えてやってやらんと、行き当たりばったりになってしもうて、行かれ

てバスは通りません。それじゃあ困るからですよ。だからもう少し計画的にやって

ほしいというのが、私の質問なんですよ。そうせんとですね、それは向こうに建て

たからしょうがないけん、どうかしますよ。せないかんから。そこで建ってたんで

すから、自分たちで。だからそれに協力するように、結局公園の横の道を広げると

か、それとか、あそこのガードんとこでも道が狭いですよね。要するにガードがあ

るから狭いちゃろうけど。もう少しあそこは、結局法面をうまくして広げるとか、

何か対策を考えんとですね。建てました、渋滞しました、困りますって言われた時

に、どうしようもないでしょう。だから言うんですよ。もう少し、やることに対し

て、計画性で一緒に進めてほしいんです。そこを言いたいんですよ。 

そうせんとですね、昔粕屋町もそうやけど、私30年ほど前宇美へ抜けて、大野城

に抜けよったら乙金というとこがありましたよね。あそこんとこに、大きな百姓が

してたんですよ。昔はね田園やったですもんね全部。ところがあそこんとこも、企

業誘致か何か知らんけど、どんどんどんどん田んぼが埋まって最終的には、この人

頑張りよったけど、田んぼされんごとなったんですよ。そしたら、今もう地主さん

で金もうけのほうばっかり必死になってあります。小郡もそうです。だから土地が、

どんどんどんどんのうなってるんですね、粕屋町も。 

これは12月の時も言われたように、25年ぐらいで農地が半分に減ったって言われ

ましたよね。今から先、まだ今いろんな区画整理じゃ何か開発じゃ言うて考えてあ

りますよね。全部農地ですよ、大体。それは反面逆に、農地の後継者がおらんと言

われるけど、これは自分たちでしよう事やないかなと、私思うんですよ。私なんか

糸島なんですけど、百姓しかされないんですよ。何にもされないんです。したくな

くても百姓しかないんですね、あそこは。だから、博多に出てきて働いてるんです、

みんな。だからあそこは過疎なんです、糸島市になりましたけど。 

粕屋町は、私に言わしたら贅沢な町といつも思います。だから、もう少し田んぼ

を埋めるなら埋めていいけど、計画性を持って先に道広くとってですよ、やってほ

しいんです。今後、今後のこと言いたいんですよ、また。 

町長、どんなふうですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

そういった開発がある、予定がされているような時には、当然町といろいろ協議



－ 169 － 

がございます。町も、その開発については支援をしておりますので、当然、道路イ

ンフラについては開発予定地にあれば、町の要望もしますし、なるべく幅員がとれ

るような、交通障害が将来的には起こらないような、そういった指導をしながらや

っております。 

ただ、現況の今狭隘のある道路というのは、いろいろその私有権もございます。

けども、それはなかなか困難性があるということでご理解願いたい。ただ、１点、

今マイクロバスの関係、子ども未来課のほうが言いましたが、狭隘で通れなければ、

通れないんですから。だから、時間がかかっても大きなほうで迂回するっていう方

法もあると思うんですよ。ですから、１点が駄目だからすべて駄目ということじゃ

なくて、ほかの方法も考えていきます。 

それは今後の協議になります。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

久我議員。 

◎１０番（久我純治君）  

迂回路が１か所しかないんですよ、言うように。 

それが踏み切り狭いんですよ、あそこは。知ってあるとおり、須恵との駅の右側

の踏切なんですよ。水町から行くところ。あれしかないんですよね、道は。マイク

ロバスが通るようなところっていうのは。だから言ってるんですよ。だから普通の

送迎は、上か下か通っていいんですよ、乗用車やから。それも狭いから、できたら

先に道路も広くしますようなこと言うとかんと、迂回路を作って１か所しかないか

ら、あの道自身が私言うようにマイクロバスやっと通るか通らんか。私いつも通る

けど、狭いと通らんと思うんですね、マイクロバスがあれ。だから言ってるんです

よ。だからもう少し計画性を持って、保育園作るときもそうやろうけど、ちゃんと

して、それを見てですね、やっていかんと、とりあえずあそこ土地あったからしま

したじゃ、今後のことが困ると思うんですよね。 

だから今言ったように今後は、もうこれ言うたって同じことですから、今後は、

やはり道路を確保して、それから、何でも物事を進めてほしい。と要望残しまして、

２問目に移ります。 

２問目、企業誘致にするには、九州大学との提携を。 

箱田町長は、企業誘致の専門セクションを作りますとの、12月答弁でした。いろ

いろな意味でも九州大学と提携を結び、共に結び企業誘致を取組むべきと私は考え

ますが、私たち議会運営委員会で、６月７日、福島県会津若松市議を視察にするこ

とになりました。会津若松市は福島県内で初めての市制を引いたところで、明治

32年４月１日で、今年市制120年目になるそうです。片道は飛行機で、また新幹線、
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在来線、乗換乗継で７時間半かかりました。全国的に暖冬とはいえ、会津若松市は

当日は１番寒い日で、－１℃で、初雪もあり、道路が凍って歩くことが、大変でし

た。全国有数の先進地である、会津若松市議なので、胸をときめかされて施設に伺

いました。 

まず、驚いたことに歴史的かとも知れませんが、皆さん郷土愛がすごく強いとい

うことでした。横山議員の熱弁で、時間も大幅にオーバーしましたが、議会、また

行政にとって、市民の声がいかに大切かということでした。白虎隊や会津藩士と有

名で、会津藩校日新館創設以来で、人づくりこそ地域発展の礎と考えのもと、教育

に力を入れてこられ、歴史と伝統があり、市民共通の行動指針として、「あいづっ

こ宣言」があり、一つ、人をいたわります。二つ、ありがとうごめんなさい。三つ、

がまんをします。四つ、卑怯な振る舞いはしません。五つ、会津を誇りに年上の人

を敬います。六つ、夢に向かってがんばります。やってはならぬ、やらねばならぬ。

ならぬことは、ならぬものです。この言葉を保育園の朝礼の時に、みんなで言う場

面がありました。とにかく郷土愛が強いところだと、いろんな場面で出会うことが

できました。中には、市民、住民の声が１番大切だということをつくづく強調され、

議会も行政も、市民が住民が１番で、これをいかに声を反映させるかが、先進地の

市議会でした。 

我が町に置きかえて考えますと、果たして町民、住民の声を本当に大切にしてい

るのかといえば、私は置き去りにしているのではないかと思います。選挙の投票率

に表れていることだと思います。議会も悪いし、行政のほうにも諦めているのでは

ないでしょうか。 

２日目、会津若松市議が取組んでいる、先端 ICT 関連産業企業の集積あるスマー

トシティーに行きました。アイクト、言うんですかね。議会事務局の、間柄さんと

市役所の原さんと２人きりで説明されました。この事業も、最初はトップダウンで

したが、１年目は反対が多く、２年目で行われたそうです。２年目は、賛成多数で

可決したとのことです。 

この事業の中には、会津大学の ITC専門の大学もかかわっているそうです。いわ

ゆる、企業誘致です。会津大学関連企業、行政のタッグです。普通企業誘致とは、

行政が出向いて行き説明するのが手順ですが、この場合は企業のほうを現地に来て

もらい、現地を見てもらい、話し合いになるそうです。東京から３時間半かかりま

す。１区画33坪で、坪単価は１万２千円。２年目ですが、18社の入居者企業があり、

私も知っている、凸版印刷とか三菱商事、日本電池、三菱 UFJとかが入っておりま

した。２階、３階にはサロン、ラウンジがあり、自由に使い企業間の話合いの場に

なっているそうです。 
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我が町粕屋町も、今は九州大学農学部跡地問題で、九州大学に接する機会が多い

と思われます。どこの企業誘致にしろ、地元の有名大学と提携を持ってあります。 

町の考えはいかがでしょうか。町長、お願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

１番最後におっしゃった九州大学との提携は、九州大学の知恵を使いなさいとい

う、趣旨のご質問でよろしいですかね。 

はい、その前に今、久我議員がおっしゃった、昨日も中野議員がおっしゃった、

会津若松の取組み。素晴らしいと思います。まさにその時代の先端って言う意味も、

これから先の日本を背負っていく。企業・産業形態は、やはり ICTだろうと私も思

います。そういった意味で、先見性のある取組みで、ICTを集積された、ICTの関

連の産業を集積したアイクト。これを設立されて、非常に中身も、私パンフレット

しか見てませんけども、自由にビジネス的な協議もされるし、いろんな企画とかプ

ランニングもできるような、公共スペースも用意されて、なおかつ広大な建物の中

にそういった企業集積するというふうに非常に素晴らしいコンセプトの企業だと思

います。私も理想なんですよ、それが。 

じゃあ、何がそのために必要かというと、産学官が必要と思います。当然、自治

体だけではなしえません。また企業等の個別の交渉でも、これはなし得ません。な

ぜかというとですね、最初のプランニングが大事だろうと思うんですね。そうなる

と専門家の意見を入れたところでプランニングすると。専門家はじゃ、誰かという

とやはり学問関係だろうと思います。 

これ別に九州大学、あそこは農場用地だったからっていうわけじゃありませんけ

ども。九州大学だけではなくて、例えば福岡大学も素晴らしいです。九州産業大学

も素晴らしいし、今現在、我々の委員会、いろんな組織の中にそういったお知恵を

持たれた先生にも入っていただいて、アドバイス等も受けておりますし、既に私ど

もと大学との間には、もう提携状態にあることがもう事実でございます。 

従いまして、そういった関係をもっと昇華させて、今から先の企業誘致・企業立

地に関しては、そういった学問的なお知恵を拝借する、アドバイスを受ける。そう

いった取組みといいますか、スキームを作ってやっていくつもりでございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

久我議員。 

◎１０番（久我純治君）  

大変ありがたいお言葉なんですが、緑と太陽のまちですよね、粕屋町は。 
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さっき言ったように、どんどんどんどん田んぼがなくなってますよね、緑のとこ

ろが。そうすると私12月の議会でも言いましたように、駕与丁公園というのが１番

魅力的なとこなんですよね、町長おっしゃるように。あそこの周りの土地がですね、

このまま行くといつの間にか、乱開発されるんじゃないかと、私は危惧してるんで

すよ。だから、できれば早く方針を出して、ここはこんなふうにしますようなこと

をしていきよかんと、どこどこで開発、どこどこで開発されると、それこそ虫食い

状態で、土地がなくなると思うんですよね。 

私は、なぜあそこを選んだか言ったら、いつも言うように大濠公園より１番私が

１番あそこはいいと思うんですよ、駕与丁公園が。だからいつも駕与丁公園出すん

ですけど。あの周り今やったら土地があるんですよね、まだたくさん。だけどこの

ままほっておくと、開発とか区画整理の名前のもと、どんどん乱開発されるんじゃ

ないかと私はいっつも思ってるんですよ。だから逆に言うと、町主導でここはこん

なとしますよと、ちゅうようなあれを持っていきながら、並行して進めていかんと

ですね。間に合わんじゃないかなと思うんですよ。 

計画的に土地がのうなってしもうて、ここ建てますって言うたって、昔原町駅の

この再開発出しておかしいんですけど、再開発します言うたって、もう家は建っと

って、道は引っ込まんというようなふうで、当時８千万ぐらい使こうたって駄目に

なったっちゅうことありますよね。あんなふうになっても困るから、ある程度もう

町がこんなとこは、ここの区域はこんなふうにしますようなこと、やっていきよか

んと、それこそ都市計画かマスタープランか、どっちにひっかかるか私もよう分か

りませんけど、もう町は町でやっていくと、民間地は民間地でどんどんどんどん自

分たちの考えでやっていかれると思うんですからね。 

そこをやっぱ私どうにか考えてほしいと言ってるんです。どうですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

議員も御存じのとおり、粕屋町は都市計画区域を設定しております。勝手にはで

きません。 

例えば農地を勝手に潰して、例えば調整区域とか、潰してそしてそこに工場を建

てたりっていうのは、県の許可なくできません。これは都市計画区域は、全域指定

しております。なおかつですね、これはもう以前っていうか今回の一般質問でも、

お答えしたと思いますが、ゾーニング。粕屋町をゾーニング化する。これは生活的

な担保をとると言いますか、生活者が自分の生活に支障を及ぼすようなことではい

かん。 
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具体的に言うと、生活道路にどんどんトラックが入ってくるような状態は避けた

い。ですから、生活する部分と、産業の部分、そしてなおかつ今、議員がおっしゃ

ったように、緑の保全。これもう緑の保全するゾーニングをしております、過去か

らもしております。今後もですね、そういった緑の保全地域というのは、残してい

きたいと思います。 

ただ１点、駕与丁公園が非常に粕屋町のこれはもう、シンボルだろうと思います。

90％の方がですね、粕屋町で何があるかというと、駕与丁公園が１番自慢できると

いうふうにおっしゃってます。私もそう思います。 

従いまして、粕屋町のシンボルである駕与丁公園を、今後そういったゾーニング

の中でも位置付けて、より住民の方々が楽しめ、そしてまた魅力のある公園にした

いという観点は全く一緒と思いますので、例えばそれを乱開発させるようなことは、

もう絶対ありません。 

それだけちょっと申し上げます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

久我議員。 

◎１０番（久我純治君）  

今までいろいろ見てきますけど、大体農地のほうは悪いけど、今計画されようと

いろんなと聞くとやっぱり農地だけなんですよね。計画されようとこ。自分たちで

それ勝手にしござあかどうか知りませんけど、耳に入ってくるところはみんなそう

なんですよ。買い占めたり何たりして。あるとこもありますけど、だから、危惧し

ておったんですけどね。 

町長がそんな考えやったら、それ自由にならんと思いますけど、ただ、今から先、

やっぱ駕与丁公園は町長がいつもおっしゃるように、やはり粕屋町のシンボルであ

って、私たちはよそ行ったら必ず言いますもんね。駅が６つあること、駕与丁公園。

博多駅に近い、空港に近い、それが自慢なんですよ。 

ただ、一つは、郷土愛がないのが１番欠点なんですよね、私。私みたいによそか

ら来たと多いから、これはしょうがないんですよ。だけど、その人たちが住んで、

今この粕屋町の基礎になっとるんですよね。45年、50年住んできて。私が来たころ、

２万人足らずやったですもんね。４万８千になってる、40何年たって。だから、そ

の人たちもやはり住んでもらってるからこそ粕屋町なんですよ。だから、その人た

ちの意見も今後、やっぱいろいろ取入れてもらって、やっぱり郷土愛を伸ばしてい

ってほしい。だから行政も、私たち議員としても今後とも、やはり町民の声をいか

に吸い上げていくかにかかってると思うんですよ。 

町長もよく知ってあると思うんですが、町長どうですか、私が言うようなこと。 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

新しい方々の意見をと言いますか、これ実際とってます。 

今おっしゃるように２万人足らず、数十年前２万人足らずでした。もう今は５万

人に迫るような人口で、今現在もアンケートもその度に取ってまして、そんな中に

も、今２万人から５万人と言いましたけど、当然新しい方がどんどん入ってあるわ

けですよ。 

だから、新しい方っていう言い方も私もそれは非常に嫌いなんですけど、住めば

もうそこはふるさとと思います。ですから、住んである方に対する郷土愛の醸成っ

ていうのは、私、首長の責任だと思います。ですから、粕屋町に住んで良かった、

これから先も住み続けたいと思われるようなまちづくりをするのが、私の責務だと

思います。その責務の実施のためには、粕屋町で何が重要なのかというと、駕与丁

公園、そしてまた自然との調和をとれた、今言うように博多駅から近い、空港に近

い、交通利便性が非常に高い、という相反するといいますか、両面性を大事にこれ

からの粕屋町のまちづくりを行う予定でございます。 

ただ、そういったまちづくりを行うことに対しても、財政的な問題が必ずネック

になってきます。今まで過去の首長が、もう、多分１人残らずっていうか、例外な

くお金がない、財政的にきつい。私自身もそれは申し上げております。これを何と

か解消したいんですね、将来的に。ですから、企業誘致・企業立地がこれからの粕

屋町が生き残るためには、必要だろうと思います。 

今おっしゃるように農地が潰れていく。いやそれは、もう粕屋町14㎢の中に農地

しかないんですよ、空き地は。で、市街化区域も50％ありますけども、ほとんど端

切れ地ぐらいしかないような状態ですので、まちづくりのため、調和のとれたまち

づくり、生活に支障がないようなまちづくり、ゾーニング化をやって農地が潰れる

のは、これは農地をお持ちの方々の協力を得ながら、また、農地を持たれる方々が、

自ら発案された開発の計画もございます。 

ですから、その辺を協議しながら、このまちづくり、そして、粕屋町の財政基盤

の確立のために、頑張っていきたいと思っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

久我議員。 

◎１０番（久我純治君）  

町長の思いは、昔からよく知ってるんですけどね。私も郷土愛負けんくらい、粕

屋町の郷土愛が強いんですけども。それでいろいろやってるんですが、とにかく今
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後ともも町長のおっしゃるとおり、進めてほしいし、皆さんも協力して、私たちも

協力してやっていきたいと思っております。 

最後にですね、これはちょっとこの通告書外なんですが、コンプライアンス委員

会を作ってもらいましたよね、一昨年。私質問において、町長が作ってもらったん

ですが、実はいろいろある中に、昨年ある人にそれに対しての講演会か何かをして

もらえんですかっちゅうことを頼んだんですがね。 

結局、セクハラ・パワハラ結局町全体で聞くような場所を今後ともあることです

から、そんな講演会やってもらえないですかっちゅう頼んだんですが、いまだに返

事がないんですが、町長どんなふうですかね、質問外ですけど。 

このコンプライアンス委員会を作ってもらったのは私なんですけど、だからそれ

に対しての講演会なんかを。要するにいろんなありますよね、セクハラ・パワハラ。

それに対しての講演会みたいなの申し込んだんですが、いまだに返事はないんです

が、町長どんなふうですかっていう。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

執行部回答できます。箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

コンプライアンス委員会、数々の様々なハラスメントにおけるですね、対応とい

うか自覚ですね、まずは職員のほうから、自覚を促さないといけないし、知る必要

がある、それが基本と思います。 

これから先の、どういったふうな展開にしていくかというのは、今後決めていき

たいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

久我議員。 

◎１０番（久我純治君）  

私言ってるのは、今度から決めるじゃなくて、要するに、している本人、される

本人じゃなくて、こんなのはいかんとですよとか、こんな講習会ありますよという

ことをしてほしいっていうだけなんですよ。 

それで今、委員会でしてあることは私も口出しませんけど、ただ、今後のことが

あるから、そんなふうの、それに対しての講演会か何かしてもらえませんかという

要望なんです。 

要するに、パワハラ・セクハラいろいろありますから。それだけです。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

通告書にありませんので、これで止めます。 

◎１０番（久我純治君）  
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それを要望して、私の質問を終わります。 

（10番 久我純治君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今から暫時休憩といたします。 

再開を13時50分といたします。 

（休憩 午後１時40分） 

（再開 午後１時50分） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

再開いたします。 

議席番号２番、井上正宏議員。 

（２番 井上正宏君 登壇） 

◎２番（井上正宏君）  

こんにちは。議席番号２番、井上正宏でございます。通告書に従いまして、一般

質問をします。 

まず最初に、防災と交通安全対策についてということで質問しますが、私の質問

は、ほかの同僚議員の質問とかぶってるところがかなりありますが、重複になると

思いますけれども、執行部の答弁をお願いいたします。 

須恵川、多々良川の浚渫工事はいつから始まりますか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

いつからというお答えの前に、この浚渫につきましては、私も就任早々、県の土

木事務所に挨拶かたがた行って強い要望をしてまいりました。 

それから、なかなか事業化にはならなかったんですが、ちょうど国のほうの施策、

国土強靱化計画の中で、河川の有効水量の確保ということで、ちょっとそれ乗っか

ったんでしょうね。須恵川、多々良川の浚渫についての具体的な御案内がありまし

た。今後、これについては取組みをするということです。 

具体的なことにつきましては、担当のほうからご説明申し上げます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山本都市政策部長。 

◎都市政策部長（山本 浩君）  

須恵川、それから多々良川。こちらは２級河川ということで、先ほど議員も言わ

れましたように、管理者は福岡県となっております。 

町といたしましては、先ほども答弁させていただきましたが、９月に毎年要望と
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いうような形で、浚渫等もお願いをしておるところでございます。 

浚渫工事の具体的な内容といたしましては、須恵川につきましては、本年度、県

道607号線扇橋下流域の一部と阿恵橋上流域の一部、河道掘削工事を本年２月に発

注ということで確認しております。浚渫工事が間もなく着工されると思います。福

岡東環状線、仲原大橋上流域にも土砂の堆積のほう確認しておりますので、令和２

年度以降、計画的に随時されていくものと思っております。 

多々良川につきましても、福岡県事業といたしまして、粕屋町の給食センター付

近の浚渫を昨年11月に発注されて、２月末で完了ということになっております。今

後は、雨水橋付近や大川橋付近、及び丸山橋付近の除草工事を行い、河道内の堆積

状況の把握をした後に、浚渫を実施していくというような報告を受けておるところ

でございます。 

また、河川巡回を強化して、緊急性の高いところから対応をしていくという報告

を、県の県土整備事務所のほうより受けておるところでございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

井上議員。 

◎２番（井上正宏君）  

須恵川の浚渫については、私が議員になりましても再三、先輩議員が質問してあ

りました。昨年の11月に開催されました、公民館での議会報告会でも、町民の方か

ら須恵川での工事を１日でも早く始めていただかないと、河川の水が土手まで来て

非常に危なかったということで、地域の皆さんが言われてましたけれども。 

そのときに須恵川ばっかりじゃないよということで、多々良川もちょっとしっか

り見てくれんかということで。最近ですが、須恵川の上流、また、多々良川の上流

からの視察、その足で南里水路も視察してきました。これはもう河川としての役割

を果たすことができない河川ということで、当然浚渫工事は、これはもう喫緊の課

題ですが、これはもう県の事業になるのかも分かりませんが、土手の草木の伐採と

か、ごみの不法投棄など、様々な川への投げ込みを目の当たりにしてきました。 

そこで先ほど令和２年からそういう浚渫を始めていかれますと、いうことですけ

れども、やはりいつどこで、次から次に来る災害ということで、町長も言われてま

したけれども、１日でも早い浚渫工事をお願いしたいと思うんですけれども。 

最後、大体このぐらいからできますよということを、これはもう当然須恵川も言

われましたけれども、多々良川。特に多々良川の上流、篠栗のほうからこう見てき

ましたけれども、あの門松あたりから魁誠高校の裏。これは当然そこだけじゃあり

ませんけれども、草木の生え方、草木の生え方を見ると、当然そういう災害のとき

にもそういうのが一つネックになって、二次災害、三次災害なども起きそうな今の
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こういう、一般的に今毎年あってる災害が起こらないとも限りませんので。 

大体、須恵川、多々良川については、この日ぐらいからできますよ、という答弁

いただきたいと思いますが。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山本都市政策部長。 

◎都市政策部長（山本 浩君）  

先ほどの説明がちょっと足りなかったのかと思います。 

多々良川についても浚渫を行っていくということで、県のほうからの回答は既に

いただいておるんですが、その中で昨年11月来、発注などを行うということで、県

のほうも動いてはおるんですが、不調等に終わってなかなか進んでないという状況

もあります。多々良川だけで申しますと、２月、先月になりますが、２月の17日に

入札が行われまして、位置的に言いますと、雨水橋の下流域から上流側では、先ほ

ど言われました丸山橋の上流と、この全体の沿線の中でまず除草工事というような

ことで、２月に発注が既に行われております。で、その除草工事を行った後に県の

ほうの見解といたしましては、浚渫、堆積の状況を確認すると。そして、その堆積

の状況を確認した後に、浚渫を行っていくと。 

こういうふうな内容での回答をいただいておるところでございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

井上議員。 

◎２番（井上正宏君）  

詳しく説明していただきました。 

関連ですが、南里水路の件で昨年９月に同僚議員が南里水路の質問をされてまし

たけれども、この南里水路につきましては、準用河川ということで町長の所信表明

してありましたが。 

この準用河川というのは、これはもう河川の２級ということで確認よろしいんで

しょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

執行部答弁できます。山本都市政策部長。 

◎都市政策部長（山本 浩君）  

準用河川というのはですね、２級ではありません。 

まず１級河川、２級河川とありまして、それに続く河川ということで、準用河川

という位置付けはなされております。ただ、整備など、河川としての整備などを行

う場合は、２級河川に準じて行うというようなことになっております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  
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井上議員。 

◎２番（井上正宏君）  

それでは、今後の南里水路の整備改革、更に計画に沿ったそういう改修工事とか

というのは、地方債でやっていけるということでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

あの、長くなります。通告書の内容にないとこまで言ってますけど。 

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

財源的なものはまだありません。 

まず量、その堆積量あたりの調査から必要でございます。そして、設計が必要と

いうことで、ただ準用河川になると、災害時の２級河川並みの災害、補助事業が出

るというのが決定的な違いなんですが、通常の維持管理については全く町負担とい

うふうになります。 

ただ、議員がおっしゃるように、南里水路の堆積量は年々増えておりますので、

早々にはしたいと思いますが、今後の計画として検討してまいります。 

財源的にも、そのときの一般財源でするか、若しくは起債をしなくちゃいけない

かというようになろうかとは思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

井上議員。 

◎２番（井上正宏君）  

それでは次の質問に移ります。これも先ほど先輩議員が、お話の中でダブってく

ることもあるかも分かりませんが、答弁をお願いいたします。 

酒殿地区の今後の交通渋滞対策は何か考えてありますか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山本都市政策部長。 

◎都市政策部長（山本 浩君）  

先ほどの久我議員の際の答弁と同じ内容になってしまいますが、やはり本町は、

九州最大の都市であります福岡市に隣接していることから、福岡都市圏をはじめ、

他圏域からも多くの通過交通の流入があり、慢性的な渋滞が発生していることがあ

ります。 

酒殿地区におきましても、現道の福岡東環状線においてたびたび渋滞が発生して

おります。渋滞を緩和するためには、広域的な道路交通網の整備が不可欠なものと

なっており、現在町内では、筑紫野～古賀線のバイパス工事、並びに東環状線の整

備が行われております。整備が進められる新たな福岡東環状線は、福岡市を走る外
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環状線と一体に、環状型のネットワークを形成することで、自動車交通の円滑性、

利便性が向上し、福岡都市圏のアクセス性の向上が図られます。 

また、町内を南北に走る通過交通。こちらに対しましても、福岡東環状線が完成

することによって、交通量の減少により、渋滞の緩和が見込まれるものと考えてお

ります。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

井上議員。 

◎２番（井上正宏君）  

すいません、２度同じような答弁いただきました。ありがとうございます。 

基本的には、今からの緩和をしなくてはいけないというのは、やっぱり時間がか

かります。ただ、今の粕屋町の交通渋滞というのは、これはもう酒殿地区に限らず、

ここ数年の粕屋町の人口増加や、それによっての交流人口の増加、時間的には朝夕

と限らず、ありとあらゆる中での交通渋滞、更に粕屋町行政の道路インフラの整備

の遅れということで、当然これ予想される問題ですぐ解決はできないかも分かりま

せんが、何かもう粕屋町は混むんだよと、当然粕屋町だけが混んでるわけじゃあり

ませんので、道路は広域できてますので一概には言えないと思いますが。 

何かこう、行政のほうでもこういう交通渋滞になるんだとかいうような、そうい

う啓発活動か何か、考えられるようなことありませんでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

交通渋滞になるような宣伝はできません。 

これは解消するのが我々の責務だろうと思います。 

今、議員がおっしゃるように、確かに交通渋滞の解消は時間がかかります。ただ

完成したときには、千代～粕屋線のように、片側２車線、合計４車線の道路で、今

では非常に粕屋町から福岡市内に行くのにスムーズに短時間で行けるという状態を

作り出したい。あらゆる路線に対して作り出したいんですが、なにせ粕屋町は、こ

れは阿恵官衙遺跡の発掘のときに、古代から交通の要所っていうのがもう証明され

ておりますように、北部九州、そして南部に至るまで南北の大きな道路、そして東

西に渡る旧国道、そういった交通の要所でございます。 

従いまして、交通量が増大していく福岡都市圏の発達と共に、交通量が増大して

いった事実がございます。行政のほうが県も含め、国も含め、その解消について追

いついてないのが、これはもう私も認めるところでございますが、時間がかかって

も、この命題については全力で取り組んでいきたいと思います。 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

井上議員。 

◎２番（井上正宏君）  

ちょっと私の聞き方がまずかったんじゃないかなと思いますけれども、当然混む

んであるんだったら、もうやっぱりこうみんなで５分10分早く出ようね、とか、雨

の日は混むよね、とか、日頃当たり前の言葉を、もっとこう皆さんに知らせるよう

な意味がなんかないのかなというような形で、今ちょっとそういうふうな質問させ

ていただきましたけれども、今の町長が言われましたのは、よく頭の中に入れてお

きたいと思います。 

じゃあ次に、児童・生徒に関することについてということで質問させていただき

ますが、先ほどお話しした、やはり、交通渋滞の中でのことになるわけですけれど

も、通学路。 

通学路の歩道の危険な場所は確認されてますかということでお聞きいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

まず日常的には、学校から町内の通学路の危険箇所などの連絡がありましたら、

学校教育課の職員で現地を確認に行きまして、関係課と連絡をとって対策を検討し

ております。 

それとまた平成27年度より２年ごとに１回の、昨日も少しお話ししましたが、通

学路の交通安全プログラム関係機関合同会議として、危険通学路の対策箇所の合同

点検を行って、関係機関で連携して安全性の向上を図っておるとこでございます。 

また学校でも、地域の懇談会など、これは保護者や学校区長さんなどで危険な箇

所の報告や、あと下校時間等に先生が生徒と一緒に下校して、危険箇所の調査等を

行っております。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

井上議員。 

◎２番（井上正宏君）  

これだけ様々な交通渋滞の中で、車で通勤されている町民の方っていうのはやっ

ぱり、目的地に早く着かないかんということで、今まで通らなかったような裏道、

また狭い道、また危険な道をくぐり抜けて、会社なんかに向かわれているんですけ

れども。 

今まで車が通るところではない道路。これは当然通学路も含まれるんでしょうけ
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れども、朝の児童とか生徒のトラブルは、当然あると思います。その中で、今課長

のほうからも説明されてましたけれども、この通学路の見直しは２年に１回だとい

うことですけれども、もっと具体的に児童・生徒の危険な通学路の場所とかという

のは、もう教育委員会では確認されているんでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

２年に１回ので通学路のこのプログラム会議というのが、危険な箇所を関係・関

連の機関で回っております。それが危険な箇所が何箇所あるかを、各学校から抽出

していただきまして、それでいろいろ危険な箇所等はそれぞれ回っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

井上議員。 

◎２番（井上正宏君）  

日頃のご苦労されてるということもよく承知しておりますが、一つ。仲原小学校

と粕屋中学校の児童・生徒さんが通る花ヶ浦の一方通行になっているところですね。

一方通行、これは時間的になっているところと、反対側から来れば直接行けるんで

すけれども、そういう危ないところ、今幾つも危ないところはあるということでし

たけれども。 

子ども議会の中で、子どもさんたちからのアンケートの中でもこう出てきてたん

ですけれども。やはりあそこの通学路に関して、なんか当然いろんな標識とか、今

言われましたように、私もそういう話を聞いて、何度かあの辺朝早くそういう通学

路見させていただきましたけれども、花ヶ浦の交差点から細い一方通行になってお

ります。歩道がないとこですよね。 

あそこ中学生が３列になったり、前に行ってる小学校の子どもが２列ぐらいで行

っているところを、更にその中学校の後の子どもたちが、３列とかになってですね。

非常に危ないということで、ちょっと私のほうも頭の中に入っておりましたので、

あそこの地域については、学校教育課のほうでここも危ないんだよとかいうような

ことで、何か対策を立ててあるのかなということでお聞きします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

仲原小学校付近ですよね。一方通行のあの付近は、この前のプログラム合同会議

のほうで実際に回りました。実際ここは危ないということで関連課とちょっと今、

話をして対策を考えているところでございます。 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

井上議員。 

◎２番（井上正宏君）  

学校教育課も大変お忙しい中、粕屋の子どもたちのために、一生懸命汗を流して

いただいて頑張っておられてますので、少しでも何らかの形でお役に立てればとい

うことを常に思っております。 

そういう中でも、やはりこれも子ども議会のほうからとか、また、日頃地域の

方々からもよく言われるんですけれども、そういう子どもたちからの中では、やっ

ぱり自分たちの通学路とか公園、要は暗いって言うんですね。非常に自分たちが通

っている通学路とか、公園なんかが暗いということですので、街灯を増やしてくれ

ませんか、とかいうようなアンケートもたくさん出ておりましたので。 

それにつきまして、お聞きいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山野総務部長。 

◎総務部長（山野勝寛君）  

通学路並びに公園等の街灯の増設というご質問でございますけれども。 

先ほど早川学校教育課長のほうから、安全プログラムの中のお話の中に、関係機

関と連携をとっていろんな対策をしているという言葉がございました。そういった

意味では街灯というのは、いろいろな形の街灯がございまして、少しご説明を差し

上げながら回答させていただきたいと思います。 

街灯は大きく３つに分けられまして、１つは防犯を目的といたしましたいわゆる

防犯灯。こちらにつきましては、主に行政区のほうにお世話になりまして、地元か

らの設置、あるいはそれに対しての維持管理を今、行っていただいておるところで

ございます。なお、その建設費用、並びに電気代等に関しましては現在、町のほう

で補助金を交付しながら、一体となって安全確保に努めているところでございます。 

２つ目なんですけれども、これ道路照明というものが考えられると思います。こ

れは御承知のとおり、道路安全に通行できるように設置するものでございまして、

当然管理者、国道であれば国、県道であれば福岡県、そして町道であれば町のほう

で設置して、それぞれ管理をしておるものでございます。 

またもう一つ、防犯を含めた管理用の照明という形で、これは先ほど出ました公

園とか、それとそのほか公共施設に設置されたものでございます。これにつきまし

ても、それぞれの設置者のほうから管理していただくという形になっておりますの

で、このいずれの形の照明の中で、暗く危険なところとか、あるいは先ほど議員が

おっしゃいました全然、全然っていうか、ちょっと照度が少ない、要するに間隔が
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少ないとか。そういうものがあればそれぞれのところから要求が出てきますし、そ

れをまたそれぞれのところに返して、速やかな設置を促すような対応を行っており

ます。 

また、加えまして既存の照明については、いろいろな形の補助金とか、そういう

ものを財源確保をしながら、予算化をしながら、LED化とかそういうものを検討し

て、町民の安全確保に繋げていっておるような状況でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

井上議員。 

◎２番（井上正宏君）  

当然、財政が厳しい中での予算繰りということで、あとで質問させていただく中

でも、ちょっと予算について、つけていただきたいなというようなお願いをしょう

かなと思っとるんですけれども。 

昨年、私が12月議会で一般質問しました自動販売機の売り上げの一部で、防犯カ

メラの設置の提案というのが、業者と前に進んでいくというようなことを町長から

お聞きしておりますので。そういう街灯とか防犯灯なども、町の予算の負担が少な

く、取りつけていけるようなそういう方法なども、これは行政のほうにも調査して

いただくとか。また、私たち議員も町の予算を使わずに何かいい方法はないかなと

いうことで、提案させていただきたいと思っております。 

それでは、次の質問に移ります。３番目ですが、各小学校での不登校の児童・生

徒の心配があるわけですけれども。こういうですね、不登校の児童・生徒の対応は

どう対応されてますかということで、学校教育課のほうにお願いいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

不登校対策といたしまして２つ考えております。 

１つはまず未然防止です。子どもが、学校は楽しい、教室にいることは嬉しいこ

とだ、のように、日常的に子どもの居場所づくりが大切だと考えております。その

ためには、子どもたちの学習意欲を高め、学力を確実に身につけられるような授業

づくりや友達同士が仲よくなれるような活動を仕組むことなどが考えられます。 

具体的には、日々の授業、運動会や体育会のような行事を通して、この集団で活

動できるっていいな、のような所属意識を高めることで、不登校を未然に防ぐこと

ができると思います。 

それと２つは教員の共通理解でございます。不登校児童・生徒に対しては、担当

の教員だけでなく、スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラー等の専門
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家を活用して、定期的にケース会議等を行うことで、児童生徒の現状の確認をする

こと、今後の短期の目標や長期目標を立てることなど、教員同士で共通理解を図っ

ております。 

ただし、すぐに学校に行かせるべき児童・生徒の数が多い、少ないだけで不登校

に関する評価をすることは難しい場合もございます。また、全体的な対応といたし

まして、福岡県に「福岡県アクション３」という不登校対策の基本方針にのっとっ

て指導しています。このアクション３というのは福岡県のホームページのほうに載

っております。それで例えばそれは、朝は５分早く教室に行って、これは先生なん

ですけど、朝５分早く教室に行って、児童・生徒の出迎えをするとか、夕方は教室

を出るのは最後に出る、欠席１日で様子をうかがう、電話連絡をする。３日休むと

家庭訪問等の福岡県のアクション３の活用も行っております。 

以上でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

井上議員。 

◎２番（井上正宏君）  

先月の２月25日の火曜日、午後２時からサンレイクかすやで学校経営発表会が開

催されまして、各小・中学校の校長先生が１年間の取組みについての学校の現状を

お聞かせいただきました。 

各校長先生のリーダーシップのもと、生徒の学力の向上が見られ、学習意欲が高

まっているとのことで嬉しいとですね。私自身こう頑張ってる、ここ何年ずーっと

やっぱ粕屋町の子どもたちは頑張って、もう全国以上な、そういう数値を示してる

ということは、ものすごくやっぱりこれは、当然粕屋町民自体が喜ぶべきものじゃ

ないかなと思いますし、もっとうちの粕屋町の児童・生徒の学力が高いんだよとい

うことでも、もっともっとなんかこう宣伝してもらいたいなと。いや、これはもう

私の１人の気持ちなんですけれども。 

そういう発表会があった中でも、やっぱり不登校ですね。不登校につきましては、

小学校も中学校も数字を出していただいてましたので、過去の数字と比較すれば児

童。小学生は、数値的には減ってきてるなということで、これはもう学校現場です

ので、この数字だけでは表されないという、いろんなことがあると思いますけれど

も。中学校を●●に見てみますと、それはもう当然１番大変だなというときと比べ

れば、この不登校の数というのは、数値で見ますと減ってきております。 

そこで私がいつも、いろんな学校関係者もそうですけれども、地域のお母さん方

ともこうお話させていいただく中で、やはり不登校が多いのは、絶対数が多いから

とかいう言葉がやっぱりどこかで出てくるらしいんですね。ですので、絶対数が多
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いからといって、生徒が多いからといって、不登校の生徒が多いということは限ら

ないと思いますので。そういうところにつきましては、西村教育長に質問させてい

ただこうと思ってましたけれども、本日ちょっとおられませんので、またそういう

時間があれば、また、質問をしたいと思っております。 

それでは、次の質問に移ります。次はですね、学童指導員の民間委託についてと

いうことですけれども。これは令和２年４月から学童保育指導員は、民間委託とな

るわけですね。確実にもうなる方向でいってますが、この学童保育指導員の今まで

の労働条件ですね。 

民間に行くことによって、何かこう労働条件が変わるのかなということで質問い

たします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

私に、まずは質問でございますが、総括的にまず私のほうからお答えいたします。 

これは包括委託になったとしても、現状の雇用条件については何の変更もない、

という基本スタンスで考えております。学童保育所の指導員さんの雇用要件につき

ましても、同じように包括委託となりましても、運営内容が変わるだけで、運営の

主体が変わるだけで、内容は変わりません。業務時間、業務の内容、変更は発生い

たしません。給与についても同様でございます。 

あと詳細は、ちょっと学校教育課のほうからご説明いたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

学童保育所の指導員さんの雇用条件についてでございますが、先ほど町長が言わ

れましたように、包括委託となりましても、学童保育所の運営内容が変わるわけで

はございません。 

業務時間や業務の内容については変更は発生いたしておりません。給与につきま

しては、包括委託の検討時点から、現給保障の考え方を基本としておりましたが、

事業者の決定後に更に協議・検討を重ね、今後の最低賃金の上昇や指導員さんの雇

用において、なかなか応募が少なくて、必要数の採用が難しいといった状況を勘案

しまして、時給の単価を今現在上げております。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

井上議員。 



－ 187 － 

◎２番（井上正宏君）  

学童保育指導員のやっぱり確保もあるという中で、当然時給のところに、お金を

上げるということで、今答弁いただきましたけれども。上げていただくのはもう本

当、非常に、学童指導員さんの今後の励みになられるんじゃないかなと思いますが、

これは２番目の質問にもちょっと関連してきますので。 

この今まで学童指導員の給与に資格加算とか、経験加算について二度、一般質問

私してきましたけれども、町長は検討しますとの回答いただいとったんですが、こ

の学童指導員さんが、次に行かれる民間の会社、委託先にそういった要望は出され

ましたでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

結論から申し上げますと、先ほど単価を上げることでの対応しかしておりません。 

これはですね、その単価を上げることすら、扶養の関係で、いや私はちょっとっ

ていう方もおられるようなんですよ。個々の事情があるようでございます。今後、

このことについて資格加算、経験加算につきましても、協議を進めてまいりたいと

思います。全体的には人材の確保という観点からすると、今非常にその平たく言う

と、取り合いっていう状況。各種のこういった人材の登用につきましては、そうい

う状態がございます。 

そういったことで待遇の改善につきましては、今後検討してまいりたいと思いま

す。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

井上議員。 

◎２番（井上正宏君）  

学童保育所というのは、単なる児童を預かる場所でもないと。 

それはもう当然ですが、更に安心安全な保育提供をと、ここで言うまでもないん

ですけれども。やはり学童指導員さんという方は、学校の教員免許を持たれて、更

に放課後の児童支援員の資格も持たれる中で、教育現場なんだということで働いて

あるということで、再度こう認識してもらいたいと思うんですが。 

学童指導員さんそれぞれ先ほど町長言われましたけれども、やはり余計収入もら

うと、またいろいろこう、夫の扶養とかそういうのがあって、そういうのはどうか

なっていうこともあるかも分かりませんが。実際、学童指導員さん、これ昨年の９

月ですかね、学校教育課から一応現状の資料ということでいただいた中で、今分か

りません。どのぐらいの数になってあるか分かりませんが、大川保育園も入れて
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38名。その中で５年から10年働いてある方が13名、10年を超えてある方が11名とい

う、粕屋の学童保育のために頑張ってありますので、やはり今後も指導員の確保も

含めまして、指導員の資格加算とか経験加算とかいうのも、ご検討いただきまして、

次の質問にうつらさせていただきます。 

最後になりますが、中学校の英検取得状況についてということで、質問させてい

ただきます。 

令和２年４月から中学校の英検取得状況についてということで、最初になります

が、令和元年度の英検受験者合格者、３級合格者数、３級以上の合格者数は何人お

られますか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

今現在、学校から報告を受けてる分でお答えします。 

まず、令和元年度英検受験者数は236人でございます。合格者数は153人、３級の

合格者数は63人、３級以上の合格者数は67人でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

井上議員。 

◎２番（井上正宏君）  

私がこの質問は、毎年の３月のこの議会で説明を聞いてるわけですけれども、

年々受験者の数も、また合格者、更に上級の資格を取ってるということで、こうい

うシステムはどんどん応援していきたいなということで私自身は思っております。 

この英検の補助というのは、先輩議員が以前の一般質問の中の第５次粕屋町総合

計画の中で、子どもたちに英語に興味を持ってもらい、英語に自信をつけてもらっ

てこれからのグローバルな社会で生きていく中で、何か目に見える形がないかとい

うことで、３年生のみの対象だったのが１、２年生にまでこう広がってきてるわけ

ですけれども。 

この英検取得の一つの目標が、ほかの教科にも繋がっていい相乗効果をもたらし

ているんじゃないかなということを私自身感じてますが、この英検受験料の補助で、

何かこう生徒に何かこう変化が出てきてるのかなということで、お伺いいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

変化といいますか、今私がちょっと調べているのは、ちょっと去年と比較をいた

しまして今年度若干減っております。 
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その理由といたしまして、去年の２年生が３級若しくは３級以上の取得がかなり

多かったと。それとあと、今年は第１回目の開催日が中体連の日程とちょっと重な

ったとこもあって、今回少し、去年に比較したら減っておりますけど、そういう情

報は今私が確認できたところでございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

井上議員。 

◎２番（井上正宏君）  

すいません、ちょっと私の情報不足で。今早川課長が言われたのが、英検取得の

状況だということで、また、確認させていただきたいと思いますが。関連でよろし

いでしょうか。関連といいますか、いつも私は英検だけじゃなくて、もっとやっぱ

り生徒の得意な科目にもそういうことで、そういう補助費をつけていただきたいと

いうことで、西村教育長にお話ししてたんですが。 

平成30年の３月議会で、児童生徒の検定の助成の拡大ということで提案しました

が、西村教育長の答弁は、検定料補助については、受益者負担なんだと。これが基

本なんだということで、そういうスタンスというのは、変えてあられないんですけ

れども。当時の町長と今新しく箱田町長になっておられますので、そういうほかの

教科、国語とか数学などの生徒の得意な科目でも、そういう資格援助の拡大と、こ

れ予算については町長にということで、先輩議員から教わっておりますので、どう

だろうかということでお願いいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

今日本の教育で非常に重要な点は、この英会話。そしてまた、ICT教育。これは

世界的に非常に遅れてるっていう現状は現実的にございます。 

従いまして、日本の国策として今回タブレット端末等の配布によって、そういっ

たものを解消する。また、学力の向上をそれは引っ張っていくんだという観点から、

重要な施策に今年度からなっておるようでございます。 

様々な検定がございます。数検、国語検定、漢字とかあるんですが、そこまでの

ことをすべて網羅したことは、多分教育長の考えとしては、今まだそこは踏み込め

ないだろうということだろうと思います。 

ちょっとここは、まだ詳しい協議をしたわけではございませんから、それ以上は

申し上げられませんが、今、前段議員が言われたように、英語についての学力アッ

プ、これがそれと ICTの教育、これは非常に粕屋町においても例外なく、重点的に

進めるべき子どもの教育の柱だろうとは思います。 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

井上議員。 

◎２番（井上正宏君）  

町長の見解もいただきましたので、今後の流れを見ながらまたお話しさせていた

だくときには、しっかりとお話しさせていただきたいと思います。 

それでは最後になりますが、平成28年度から平成30年度までの英検受験の、受験

料補助費の予算及び執行額をお願いいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

執行額を説明します。 

平成29年度、予算32万円組んでおりました。執行額は８万8,400円でございます。

平成30年度、予算を49万円組んでおります。執行額は27万6,350円でございます。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

井上議員。 

◎２番（井上正宏君）  

当初にしっかりこう予算を、やっぱり予算が非常に厳しいという中で、予算をつ

けていただいておりますが、執行されなかった予算については、どうなってるんで

しょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

執行されない分は、もうそのまま補正のほうで落としております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

井上議員。 

◎２番（井上正宏君）  

ちょっと私の質問の仕方が悪かったかも分かりませんが、そういう補正のほうで

ということでのお話とか、何かあるんでしょうけども。 

やはりせっかくこう組んでもらってる予算ですので、もっとこういう資格につい

ては受けなさいよ、というような、そういう各中学校の先生方にはお願いしたいと

は思うんですけれども。この当初の予算で執行できなかった分は、もうそういう形

で使えませんが、できたら英検とかいうのは年に３回ありまして、大体２回ぐらい

で終わっております。ですから、昨年の表を見ると、３回ある中で、２回までしか
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実施してないというような資料を見て、私言ってるんですけれども。 

やはりその予算が余るなということで、ある程度早い時期に分かれば、なんか、

英検に使うとかいうことじゃなくて、何かやっぱり教育関係のお金に当然、やっぱ

そういう時期になれば、やっぱり何といいますかね、２回目が終わって、そのあと

の期間で、何かうまく教育費にかけれるようなお金がありましたら、そういうふう

なお金にも使っていただけないかなと思いますが。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

これは教育予算だけではなくて、すべての予算に共通する事項なんですが、事前

に予算の審議でこういったことで今年度は事業計画をしてますよということなんで

すが。 

突然発生したような事案につきましては、例えば選挙とか、そういった場合には

専決処分、私の専決処分でやったりするようなことがございますが、基本的には当

初予算で説明した内容で、その年度を考えているわけです。必要があれば、事業的

に必要があれば補正予算を作るということで。なかなか、今おっしゃるように公の、

公金ですので、その説明もしてない、全くその計画になかったようなことに流用す

るっていうのは、基本予算計上主義という形から言うと、若干逸脱したような形に

なると思います。 

ただ、内容的に類似するようなことにつきましては、これは私自身も認めて執行

はさせております。特にこういった英検とか、その年度で取組むべき重要な子ども

の教育の課題につきましては、総務委員会のほうでも説明をしておりますので、そ

れ以外で勝手に流用したというふうなご批判も招く恐れがございますので、この辺

は慎重に対応してまいりたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

井上議員。 

◎２番（井上正宏君）  

教育予算につきましてはとか、要するに予算というのはもうちゃんと年間で決め

られてるものだから使えないよと。しかし、町長が認めればという答弁もいただき

ました。 

教育費にかけるお金を財政が厳しい中でも、やっぱり20年後30年後の投資だと思

われまして、今後もこの教育の予算につきましても、いろんな形でご相談していき

たいと思っております。 

これで私の一般質問を終了いたします。 
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（２番 井上正宏君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今から暫時休憩といたします。 

少々疲れておられるだろうと思いますので、再開を15時ちょうどといたします。 

（休憩 午後２時43分） 

（再開 午後３時00分） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

再開いたします。 

議席番号３番、案浦兼敏議員。 

（３番 案浦兼敏君 登壇） 

◎３番（案浦兼敏君）  

皆さんお疲れさまです。あともうしばらくですんでお付き合いください。 

議席番号３番、案浦兼敏です。一般質問通告書に従い質問いたします。 

今回の質問は、１問目で当初予算組織等について。２問目で、交通対策について

であります。 

まず１問目の当初予算組織等のうち、当初予算についての質問です。 

箱田町長は、今回２回目の当初予算を編成されたところであります。歳入では、

税収の伸びが見込まれるものの、これに伴い、地方交付税が減額される中、基金な

どを活用し、過去最高の予算規模。一般会計で151億3,100万円の当初予算を編成さ

れました。歳出では、障がい者サービスや保育所などに関する費用が年々増加して

おり、この中で町長公約事業を組み入れることに大変ご苦労があったものと推察い

たします。 

そこでまず質問ですが、この当初予算の特色、特に町長がどこに力を入れられた

のか。また、町長公約事項、事業がどの程度盛り込まれたのか、お伺いいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

議員が今、ご紹介していただきましたように、当初予算151億3,100万円。これは

粕屋町の町政施行以来、最高の金額でございます。過去最大の予算規模となってお

ります。 

ただ、その予算につきましては、令和２年度、もう非常に様々な問題が山積して

おります。自然災害対策、そして待機児童の解消、施設の老朽化への対応。ありと

あらゆる問題が山積する中、基金からの繰り入れを増やしてでも、問題のこの課題

の解決に向けた必要な事業を実施することを観点に、可能な限り予算に盛り込みま
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した。 

その中でも私の公約事業として、先ほど冒頭初日に施政方針で申し上げましたけ

れども、住みやすいまちづくりについては、私立認可保育所の開所、ふれあいバス

の運行の充実、そして長者原酒殿駅前の整備でございます。また誇れるまちづくり

の観点からは、駕与丁公園の再生化、また安心して生活できるまちづくり、この観

点からは、ため池の耐震診断の実施とかハザードマップの作成。そしてまた、ICT

を活用した見守りサービスの導入など、様々な事業、事務事業を計上いたしておる

ところでございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

案浦議員。 

◎３番（案浦兼敏君）  

確かにいろんな公約事業の中で、いろんなことに予算つけていただいております

が、このままではやっぱ人件費や民生費、教育費など、経常的な費用が年々増加し、

政策的な費用が捻出できない状況になることを心配しております。 

町長は、予算要求を１件ごとに精査すると言われておりますけど、それはなかな

か困難なことでございます。幸い粕屋町は事業評価制度もございますし、そこで質

問ですけども、今回、事業評価などを活用して、見直し縮減した事業あるのかお尋

ねいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

まだ平成31年度、令和元年度の事務事業評価はまだ行われませんので、直近の分

についての評価はされませんが。 

従来から介護福祉課所管でございますけれども、高齢者対策。これご批判はもう

重々承知しておりますけども、敬老祝い金事業あたりがちょっとダブってるような

分もございます。昔は長寿者鶴寿祝い金等で100万円を支給したりっていうような

ことでございましたが、過去の経緯からそれを10万円に縮小したりというふうに、

なるべくそのコストカットをしてやってきた経緯もございます。 

今回、実施手段の内容を見直したり、敬老祝品の贈呈事業、お金じゃなくて祝品

の贈呈事業に見直したり。あるいは単価を見直すことと共に、アウトソーシングす

ることによって、事業費の削減を行っております。 

また、これ全般的なことなんですが、人件費もなるべく要求がありますけれども。

これについては、それぞれ喧々諤々の論議をやりながら、人件費の抑制もしており

ます。 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

案浦議員。 

◎３番（案浦兼敏君）  

確かに昨日の説明ですかね、高齢者の生きがい対策の中で、敬老祝金から敬老祝

品の支給事業ですか。そちらのほうに切り替えることによってから、縮減を図った

っていう説明があります。 

私は福岡市においても、ずっと私が現職の頃からやはりこういう見直しはずっと

年々行われてきておりましたし、やっぱりこれだけの高齢者人口を抱えた場合、な

かなかこう財源的なもんで、なかなか対応できないところはやっぱり見直しなりや

ってきた経験がございます。 

また、これまで税収、今年度税収はかなり伸びておりますけども、今後の景気で

すか。消費税増税とか今回の新型コロナウイルス対策などによってから、今後、景

気の下ぶれが懸念されるところでございます。そういうことで、町長におかれまし

てはもっと、今後もっと踏み込んだ見直しが必要になってくるんじゃないかという

ふうに考えております。 

年々厳しくなる財政状況の中で、新規に財源を確保する方策を講じることが必要

であります。ほかの市町村でも、職員がいろいろ知恵を出し、様々な方策を講じて

おります。 

そこで質問ですけども、今回当初予算に応じて講じた新規財源対策として、何が

あるのかお尋ねいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

財源の確保は伸びゆく財政需要の中で、非常にもう重要なことでございますが、

今若干、議員がお触れになった税収の関係。それで言うと１億円の税収が伸びても、

7,500万交付税カットされるというような状況ですね。これはもう交付税制度の仕

組みなんですが、１億円稼いだと言ったらちょっと語弊があると思いますが、１億

円伸びたとしても、2,500万程度の合計では、税収の財源の伸びにならないという

ようなこともございます。 

また、ふるさと納税につきましても、返礼品、そして事務的な経費で20％ほどと

られ、返礼品が30％ですので、約50％程度しか実際のふるさと納税寄附金の実入り

はないというような、制度上の資金もございます。 

従いまして、非常にストレートに財源が伸びるっていう具体的な施策は、もうは

っきりいって新しい新税を設けるしかないんですが。これもまた非常にハードルが
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多くて、大きくて、観光税とかいろいろその地方によっては考えてありますが。粕

屋町におきましてはちょっとそれは選択肢としては下位だろうと思います。 

従いまして、今やれる財源の確保ということで、まずはその短期的には、昨年落

ち込みましたけれども、ふるさと納税制度。これをやはり開拓するべき課題として、

特に幹部職員については、今年度いろんな情報を集めてこいと。私自身も営業マン

として動き回りますが、粕屋町の産品として何かその新たなものがあれば、粕屋町

の企業内に企業の方々にお声をおかけして、ふるさと納税で売り出すものがあった

ら、売るのは粕屋町がどんどん売りますよと。作ってください、開発してください

というような働きかけを積極的に今年度も行ってまいりたいと思います。 

事実、昨年度からその辺は動きがございまして、新しい産品の開発に意欲的に取

り組まれる業者さんもおられます。そういった地道ですがそういったことも考えて

おります。また、一般質問の初日から申し上げておりますが、長期的にやはり税収

のインフラといいましょうか。基盤を底上げしないといけないということで、企業

の誘致、立地についても今年度から取組んで、将来的な税収の安定を図りたいと思

っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

案浦議員。 

◎３番（案浦兼敏君）  

確かに今年度、町長のほうが新規財源対策として、企業立地対策事業というのを

新規に出してあります。 

ちょっと来年度予算規模的に、総額は28万９千円で旅費と消耗品を組んでありま

すけども、これでどれだけのことができるかなという、ちょっと心配があります。

ただ企業誘致のほうは、やっぱり実際効果が出るまでかなり時間がかかります。で

すから、例えば12月議会でも言いましたけれども、例えばほかの方法も。例えばク

ラウドファンディングの方法も、検討されたらどうですかというような。そちらの

ほうは時間かかりませんよね。やっぱり企業立地て言ったらやっぱり、いろんな仕

組み、仕掛けをしとってから来てもらってるするから、それから税収が上がるまで

かなり時間がかかりますけども。それも重要なことですけれども、もう少しほかの

方法も職員の方々のいろんな知恵を出してから、取組んでいただいたらどうかとい

うふうに考えてます。 

それと今、ふるさと納税についてからお話がありましたけれども、市町村の返礼

品競争が激化したっていうことから、総務省は要件を厳格化したと聞いてます。こ

れによりましてから、粕屋町においても本年度、ふるさとづくり寄附金が大幅に減

少したと聞いております。 
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それで、総務省はどのように要件の厳格化て図ったって言いますけども、どうい

うふうに厳格化要件を定めたのか。お願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

今までは、泉佐野市じゃございませんが、そこの産品ではなくても、例えば営業

をする会社、仲立ちをする会社が市内町内にあれば、そこを通して売るんだと。確

かに、地方自治体の中での企業としての売り上げというのは伸びますから、その意

味じゃ外してないんですね。 

但し、基本的な考え方としては、そこでその自治体、地方公共団体の区域内で算

出した、要するに創出した、生産製造したっていう産品を売ってくれというのは基

本的なスタンスでございます。ただ、これを若干今度は緩和の方向で、福岡県につ

いては博多あまおう、そしてもつ鍋、博多和牛、それと鶏もやったですかね。そう

いった指定品目については、福岡県内の自治体であればどこでもいいよというよう

な緩和措置もしております。 

あわせて、そういった緩和措置にのった形で、先ほど私若干申し上げましたが、

もつの関係とか肉の関係の加工品についても、今年度新しい取組みとして、ふるさ

と納税の返礼品として掲げていきたいとは思っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

案浦議員。 

◎３番（案浦兼敏君）  

先ほど、今年度大幅に減少したということで、元年度の今回の補正予算見ますと、

収入が8,500万見込んどったのが３千万ですか。5,500万円減ってるわけです。 

今度、２年度の当初予算見ますと、ふるさとづくり寄附金の歳入は５千万。３千

万から５千万円やけ２千万ですね。上積みされてるんですけれども、そういう対策

としまして、先ほど町長がおっしゃられましたような、そういう新たな品目を取組

みですか。そういう対策をどのような対策を講じておられるか。 

先ほどの言葉とちょっと重複するとこありますけども、再度ちょっとご説明お願

いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

先ほど説明の中で、製造されたその自治体で製造されたものと説明しましたが、

もうちょっと詳しく言いますと、ちょっとはっきり分かりません、70％ですかね、
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は、そこの自治体で製造されたものしかだめだと、総務省のほうはそんなふうにい

っているんですね。 

ですから例えば、分かりやすく言いますと、おせちがありますね。そのおせちの

内容の食材、その中でもう今までは、いろいろもういろんな自治体への粕屋町域外

からの製造されたものをかき集めて、おせちとして粕屋町の企業さんが売ってあっ

た。そういったものは、今後だめですよということだったんですよ。ですから、そ

れが大きく影響して令和元年度のふるさと返礼品の減少になりました。ふるさと納

税の減少になりました。これを、改善をしてもらうという方向で今協議中でござい

ます。70％以上のものを製造粕屋町内で製造してもらって、どうしてもその外から

の調達じゃなければできないようなものは、これしょうがないんですが、基準をク

リアしてもらうようなことで、売り上げを延ばしてくれと。ふるさと納税として基

準に適合するものとして、売り上げをしてくれというようなことを、今働きかけを

しておる最中でございます。 

それと、先ほど言いましたように、新たな産品として、もつ鍋あるいは肉あたり

のものも、そのメニューの中に入れたいと思います。ただ、非常にですね残念なこ

とはあまおう。これは、他町のことを具体的には言いませんが、１町１市ぐらいは、

非常に大きな売り上げのウエイトを占めております。これは私自身ももう直接かけ

合ったんですが、なかなか難しいみたいですね。あまおうを、どこでも誰でもでき

るっていうもんじゃなくて、やはりキャリアとか、あと土地というんでしょうかね。

そのあまおうを栽培するにあたっての畑的なものがあったり、病気とかそういった

ものに対する耐性が非常に低いということで、その栽培については難しいものがあ

るようでございます。 

ただ、私がいろいろお話しした方は、そのあまおうの栽培についてのノウハウは

教えていいと。もし手をあげる方がおれば、遠慮なく言ってくれっていうようなこ

とは、そういうお言葉をいただいておりますので、どなたかおられれば積極的には

進めてまいりたいと思います。 

事実、ある方は、それに取組まれましたが、途中で挫折されたこともございます。

先ほど言いました理由で、非常に栽培が難しいということがあったようでございま

す。しかしながら、このあまおうの売り上げというのは非常に全国的に人気が高い

ものですから、諦めずにこの辺は検討してまいりたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

案浦議員。 

◎３番（案浦兼敏君）  

今の町長の答弁では、一つ。物流の場合、大きなウエイトを占めてましたおせち
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料理ですか。国の措置で見直しで今年度はだめでしたけども、来年度はふつうに今

まで材料を集め自分のところで作らないて集めとったのを、セットして売ることが

だめだったんで。今後そういう粕屋町の工場のほうで、ある程度そこ70％ですか、

クリアする形で、50％。50％でそこで作って、ほかのところを集めて出せば、クリ

アできるということで。 

そういうことでのおせち料理の、ふるさとづくり寄附金が増えるんじゃないかと

いうことと、イチゴの話ですか。確かにイチゴについても私も市の農業振興課長し

てましたけれども、とよのかからね、あまおうに替わるときはやっぱり農家のほう

は難しいから、敬遠してました。やっぱり炭疽病とかそういう病気が入るし。そう

いうことでなかなか。ただ、あまおうは、粕屋町糟屋郡の北部のほうはたくさん作

ってますけども、中南部のほうはあまり作ってませんので。それによって粕屋町の

ほうで、そういう農業振興はできればというふうに期待しているところでございま

す。 

次に来年度の組織定数についての質問でございます。私は平成30年３月から業務

の実態を踏まえた職員定数の見直しについて、重ねて質問してまいりました。大き

く変わった業務の実態を把握せず、平成12年から職員定数が237名のままっていう

ことは信じがたいことです。 

今でこそ働き方改革ということで、過重な時間外勤務が見直されておりますが、

昔は公務員も私もひどい状況におりました。過重な時間外勤務は職員の肉体だけで

なく、精神も蝕みます。また、仕事の効率が落ち、本当にいい仕事ができません。

粕屋町の職員にいい仕事をしてほしい、このような思いから、職員定数の見直しを

言い続けてまいりました。 

幸い箱田町長になりましてから、職員の定数の見直しを具体的に検討されました

んで、今回、定数条例の改正ということで提案されておりますけども。 

そこで質問ですけども、組織、職員定数をどのように見直したのか。また、部門

ごと、特に今回町長事務部局は、180人から201名て21名増えてますけども。 

職員定数増減の理由についてお尋ねいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

ご質問の件につきましては、粕屋町職員定数条例改正の議案として今回挙げてお

ります。従いまして、総務常任委員会でのご審議になると思いますので、今回は、

概要だけお知らせしたいと思います。 

まず総数では、現状237名の定員を260名に引き上げるように見直しをしたいと考
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えております。その根拠としましては、まさに今議員がおっしゃったように、業務

の複雑、そしてボリュームアップ化、また職員の疲弊。これを少しでも軽減できる

ようにという観点でございます。 

内容の内訳の主なものとしましては、担当部局のほうからお答えいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山野総務部長。 

◎総務部長（山野勝寛君）  

詳細な内容につきましては、先ほど町長が申しましたように総務常任委員会のほ

うでご説明差し上げますので、少し概略なんですけれども。 

町長部局の事務部局のほうになりますけれども、180名から201名。それから教育

委員会部局ですけれども、53名から55名というふうな形で計画をしております。ま

た、これは全般的に国の制度の変更とか、町の政策変更に応じていろいろ状況が変

わることもございますので、その際には、総数の変更内で柔軟に対応していくとい

うふうな形もしたいというふうに協議をしているところでございます。 

以上でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

案浦議員。 

◎３番（案浦兼敏君）  

ちょっとそこで気になる点を２点ほどちょっとお聞きします。 

町長のほうが12月議会で、企業立地のためのそういう部署を設けるということで

おっしゃってましたけども、その分については、職員体制はどういうことになって

るのか。ということと昨日ですか、説明の中で、令和２年から６年度までの定員管

理計画を策定ということですけど。 

そこ辺はどうなってるのかそこ辺も、ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山野総務部長。 

◎総務部長（山野勝寛君）  

すみません。申し訳ございません、説明不足ですみません。委員会の中でもご説

明をいたしますけれども、粕屋町定員管理計画。これ令和２年から令和６年度まで

の総数の計画を出しておりますので、それを基づいて、委員会のほうで詳細にご説

明させていただければというふうに思っております。 

申し訳ございません。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

案浦議員。 
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◎３番（案浦兼敏君）  

企業立地のほうは１名だけ増員ですか、それともどういう体制なのかを言えませ

んか、今の時点で。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

まだですね、確定ではございませんが、一般質問の冒頭のほうに私が申し上げま

したように、まだ室の設置までは考えておりません。 

今の職員を増強して、これは都市政策部の中で増強してセクションを作ると。そ

して次第に、それは肉付けをずっとしてまいりたいと思います。最初、最大の、最

初から最大の職員で右往左往してもちょっとできませんので、まず核となる職員を、

作って、研究要するにキックオフっていう形で研究をし、そして以後どんどん肉付

けをしながら、最終的には室に昇格するという形でスキームを考えております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

案浦議員。 

◎３番（案浦兼敏君）  

それと定数が237から260に増えたわけですけども、昨年の12月議会で聞いたとこ

ろ、職員の採用計画ですか。退職３名に対して採用が13名ということで10名増える

ということです、て聞いた記憶がございますけども、今年４月１日は職員は何名、

職員数は何名になる予定か、お尋ねいたします。 

また、その後の採用計画、これは定員管理計画とも関連しますけどもどうなるの

か、そこについてもあわせてお尋ねいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

堺総務課長。 

◎総務課長（堺 哲弘君）  

まず４月１日現在の予定でございますけれども、今現状が、実数233名正職員お

るわけでございますけども、これに退職と新採用等を含めまして再任用の方など、

ややまだちょっと流動的な部分が残っております。 

大体236名から240名の間となる予定と計算をしております。それ以降も定員管理

計画の中で、退職予定を考慮しながらこれぐらいの採用をしていきたいというとこ

ろで数字を出させていただいております。 

あまり一時にたくさん採用しますとまた、大量退職といった弊害が出てまいりま

すんで、大体年によって７名とか５名とかいう程度の数字を検討しておるところで

ございます。 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

案浦議員。 

◎３番（案浦兼敏君）  

次に今回の目玉、見直しによって、町の人口と職員定数の割合はどうなるのかっ

ていうことですけど。 

たしかこれも12月聞いたとき現在は、１万人当たり48名ということを聞いてまし

たけども、これがどういう形でどういうふうになるのか、ちょっとお尋ねいたしま

す。 

また、近隣の町とか同じ人口規模の町との比較ではどうなのか、あわせてお尋ね

いたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山野総務部長。 

◎総務部長（山野勝寛君）  

定員の町の人口と職員定数との割合、あるいはその近隣の町の比較っていうとこ

ろでございますけれども。定員につきましてはあくまでも、先ほど、総務課長も申

しましたように上限値という形で設定をさせていただいております。そこに向けま

して町では、数年かけて定員増を毎年毎年やっていくという形になろうかと思いま

す。数年のうちに人口も変動しますし、近隣他町における人口増加、あるいは職員

数も、それぞれ変更というか変動いたしていくと思われます。 

お尋ねの職員定数との割合や、近隣市町村との比較につきましては、単純比較っ

ていうのはなかなか難しいということがございますので、参考値という形でお聞き

して答弁させていただきたいというふうに思っております。 

まず、人口と職員定数との関係でございます。平成31年１月１日現在の人口でご

ざいますが、４万7,658人。これをちょっと基準に対比させていただきたいという

ふうに思います。現定員はですね、237人でございますので、割り崩しますと、職

員１人当たりの人口は201人。それから、人口１万人当たりの職員数ということに

なりますと、49.73。ちょっと細かい数字まであります。そういうふうになります。 

これにつきましては一般職でございませんで、保育所とか専門職であります保健

師とか、そういうものの数も含んだ値となります。仮に先ほどの１月１日の現在で

すね、４万7,658人、それを将来的の260人に今度は割り崩しますと、１人当たりの

人口は、183人で18人の減というふうになります。また、１万人当たりの職員数で

いきますと、54.56人というふうになりまして、4.83人の増というふうな形になり

ます。これが人口と、職員定数との割合という形になります。 

次に、お聞きになっております他町との比較でございますけれども、自治体間に
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よりまして保有する公共施設等が、そういうふうな違いにございまして、必要な職

員数に違いが生じ、この点からも単純なやはり比較が難しいということがございま

す。先ほどのやはり１月１日、31年１月１日で計算しますと、職員数の実数をもと

に、人口規模のちょっとこう比較をしたいと思います。まぁちょっと古賀市はちょ

っと別格にありますし、申し訳ございません、久山町がちょっと人口の規模と私ど

も少し違いますので、それを除く、郡内６町で比較をさせていただきます。そうし

ますと、人口１万人当たりの職員数を比較しますと、実数であります233人が粕屋

町、今実数でございますので、それを１万人当たりに割り崩しますと、48.89人で

ございます。これは６か町の中で５番目という形になるようでございます。これか

ら逆に、この将来的な260人、目標値でございますけれども、それを計算いたしま

すと人口１万人当たり54.56人という形で、６か町では最も多い値というふうにな

ります。 

最後になりますが、将来的に参考値でございますけど５万人に仮定しますと、

52人という形になって、将来的にはすみません、３番目に多い値となるような形で、

他町との人口比較は以上のような形に仮の数字でもございますけれども、そういう

ふうになる予定でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

案浦議員。 

◎３番（案浦兼敏君）  

ありがとうございました。 

次に、来年度から会計年度任用職員の採用とか、行政サービスの包括業務委託が

実施されます。予算の概要書で行政サービス包括業務委託により、総務費が増加し

たとありますけども、本来なら通常でしたら、本来委託によってから経費の節減が

図られるからということで委託するケースが多いんですけども、今回の場合、委託

には総務費の増加と言われてますけども、その理由、そしてこの委託の目的、メリ

ットは何か。お尋ねします。 

また、会計年度任用職員の開始に伴って、人件費を大幅に増加したとありますけ

ども、人件費率は前年度からどの程度上がったのか、あわせてお尋ねいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山野総務部長。 

◎総務部長（山野勝寛君）  

予算に占める人件費の比較という数字の点をまず申し上げたいと思います。 

令和２年度一般会計予算における人件費の割合というのは、15.7％という形にな

ります。一方、元年度につきましては、12.7％という形になっておりましたので、
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約３ポイントの増加という形の結果になっております。これを金額で見てみますと、

約５億２千万円の増加となっておりますので、伸び率にしますと28．3％というふ

うな形になっております。 

この要因といたしましては、嘱託職員並びに臨時職員の一部の方々を、御承知の

通り令和２年度から、会計年度任用職員へ採用することとなっております原因が起

因となっております。また、年度により業務の違いがございますけれども、単純に

経費を比較しますと、令和２年度の会計年度任用職員の経費と包括委託します経費

と、それから元年度につきまして、臨時職員と嘱託職員のその経費だけになります

ので、それを比較しますと約１億１千万円の増加というふうな形になっております。 

この二つの金額を総括して率を計算しますと、やはり令和２年度は18.8％の伸び

というふうな形になっております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

案浦議員。 

◎３番（案浦兼敏君）  

包括業務委託、これはどういう目的なり、そこら辺はそれで委託にしたから委託

のほうはそうか、これは物件費になりますよね委託はね。会計年度任用職員のほう

は人件費に、今まで物件費のだった賃金とかそこら辺が人件費になってくるから上

がってくるということですね。分かりました。 

時間の関係で次に。次に駕与丁公園の再生化についての質問でございます。 

これについても平成30年９月から質問してまいりました。この中で駕与丁公園の

公益還元型のカフェレストランなどの収益施設の可能性について、サウンディング

型市場調査を実施しては、との提案を行いました。 

これを受けられましたのか、町では本年度に、駕与丁公園の活用調査を実施され

ておりますが、この調査の進捗状況と今後のスケジュールについてお尋ねいたしま

す。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

具体的な内容でございますので、所管課課長のほうからお答えいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

田代都市計画課長。 

◎都市計画課長（田代久嗣君）  

駕与丁公園活用調査についてでございますが、町のランドマークであります駕与

丁公園の再生化の取組みの一つといたしまして、民間事業者による活用の可能性を
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検討しております。 

公園利用者からも、公園内に飲食店や売店などの利便施設を望まれる声もござい

ますので、現在飲食事業者を対象にリサーチを行っております。対象事業者につき

ましては、売上額並びに福岡県内に本店、または支店の有無などを参考に抽出を行

いました全国の事業者500社を対象に、駕与丁公園魅力向上のアンケートとして、

現在、調査票を送付しておるところでございます。 

調査票につきましては、３月中に回収を行うようにしており、この結果をもとに、

駕与丁公園に興味のある事業者を対象に、個別のサウンディングを行い、公園の有

効な活用方法について、民間事業者から意見や提案を求め、駕与丁公園の更なる魅

力向上を図りたいと考えております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

案浦議員。 

◎３番（案浦兼敏君）  

ありがとうございました。 

次にですね、町長は来年度の施政方針の中で、町のランドマークである駕与丁公

園の再生に取組みますっていうことを言われております。 

そこで、町長が想定されております駕与丁公園の再生というのは、具体的なイメ

ージについてどういうイメージを持たれているのか、お伺いいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

今、都市計画課長が申し上げましたように、公園の利用者の利便性を図る。これ

がまず、町民が要望されている第１のことだろうと思います。それに加えて、やは

り利用者の増大を図るということは駐車場の確保が必須なんですね。正直申し上げ

まして、駕与丁公園の開園当時からの駐車場は、それほど増大はしておりません。

この駐車場の確保を、まずはやりたいなと思っております。それが大前提の再生化

の基礎的な基本的な、取組みの第一歩だろうと思います。 

そして、今ウォーキングとかジョギング、これは町内外問わず様々な方々が、ま

た土曜日曜を問わず、平日でも数多くの方々が利用しております。 

従いまして、駕与丁公園のイメージとしては、健康の健康増進のメッカだろうと

思います。あわせて、さくら・バラ。これも町の情報誌といいましょうか、九州福

岡地方で販売されているような情報誌にも数多く載せていただくようになったよう

な、非常に有名な駕与丁公園になっております。これも一つ大事にしていきながら、

もうちょっとその利便性を図りたいと。 
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先ほど言いましたように、飲食店とか楽しめるような、歩いたり走ったり、さく

ら・バラを見るだけじゃなくてそういった付加価値があるような、公園にしたいと

思っております。 

また、平成４年に遊歩道の整備が完了して、既に28年が完了しております。今後

も安心して利用できるように、営繕といいましょうか、維持管理。これに取組む必

要がございます。老朽化したものを、やはり安全安心にジョギングあるいはウォー

キングできるようなことに再生化する必要はあろうと思います。その辺も民間事業

者の活力を入れる、入れたことによって、様々なアイデアや提案があろうかと思い

ますので、選択肢の一つだろうと思います。 

先ほど申し上げましたバラの関係でございますが、今はバラ園180種、2,400株と

いうことで、春と秋年２回にわたって数多くの方々が非常に来園されておりますし、

５月にありますバラまつりも、昨年は１万２千人ほどの集客がございました。この

バラ園の、今あるバラ園の増設といいましょうか、拡大化も一つの再生化のキーワ

ードだろうとは思っております。 

また、一方先ほどのほかの議員のご質問にありましたけれども、公園の街灯が暗

いということも、駕与丁公園はやはり時々指摘を受けます。 

従いまして、この公園の照明の照度化のアップ、ナトリウム灯とか少しグレード

の高いような街灯にも神経を使いながら、夜来ても安全で快適に散歩ができるよう

な公園も、再生化の一つのイメージではないでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

案浦議員。 

◎３番（案浦兼敏君）  

ありがとうございました。そういう方向で、再生が具体化することを一刻も早く

具体化することを期待しております。 

次に２問目の交通対策についての質問です。現在都市計画マスタープランの見直

しを行われまして、これに伴い、平成30年９月から11月にかけて町民アンケート調

査は実施されております。ちょっとこれを見まして、ちょっと意外なことがあった

んですけど。 

この中で、町の将来像方向性についてっていうことで、道路が整備され駅やバス

が利用しやすい、交通利便性がよい町ということで、これが29.8％。次いで医療福

祉の町、子育ての町となってます。交通利便性がいいというふうに私どもは理解し

ておるこの粕屋町において何か交通、そういうのも更に利便性を求める声、意見が

多いというのは、今後の大きな課題じゃなかろうかと思います。また、粕屋町に住

むようになったきっかけというのは、仕事の関係というのが25％で最も多く、交通
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の便がいいからっていうのは６番目、7.7％であったし。 

また粕屋町に住みたくない理由において、交通の便が悪いとは20.3％。ついでに

買い物が不便、11.3％。これは非常に意外な感じがいたしたところでございます。

また、改善すべき景観として、橋とか道路、駅や公共施設が多く、前回と比べて駅

とか公共施設の割合が大きく増加しているということが調査であらわれております。 

JR駅につきまして、我が町は６つあると自慢してますけども、これらの駅はほ

んとに利用しやすい状況でしょうか。来年度には長者原駅の香椎線ホームのバリア

フリー化工事が予定されているようですけども、バリアフリー化工事が行われてい

るのは長者原と柚須駅の二つだけで、残る４駅は利用しにくい状況にあります。中

でも酒殿駅の状況は最悪です。 

これにつきましては昨年、久我議員がトイレのことをおっしゃってましたけれど

も、トイレだけじゃなくて、いろんな点でバリアフリー化、バリアフリー化になっ

てないということですが、町長はこの酒殿駅の状況についてどのように感じておら

れるかちょっとご感想をお尋ねします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

決して粕屋町の６つの駅を自慢してるわけじゃございません。現実的に６つの駅

があるという事実を申し上げておるんですが、ただ中身的には、香椎線がすべて無

人駅になってると。また駅の状態が昔のままだということで、機会あるごとに JR

のほうにも要望はしておりますし、私も会議などで JRの方々に会う時には、しつ

こいぐらいに言っております。 

ただ、周りの状況見ますと、どこの自治体も JR に対して不満を持っております。

これはもう事実でございます。全く動きません。ですから、何とか動くように方策

を練っておるんですが、後ほどちょっと担当のほうからご説明はいたしますが、バ

リアフリー化に関しても、非常にその枠といいますか制限が多いと。制限が多いな

がらも、何とかせめておったんですけども、何かこうはぐらかされるようなことも

ございます。 

非常に忸怩たる思いなんですけども、辛抱強く国・JR・市町村が一体となって、

このバリアフリー化を推し進めるこの施策は変わりません。 

従いまして、その観点から辛抱強く JRのほうにも要望してまいります。 

詳細は、また担当のほうからご説明いたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

田代都市計画課長。 
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◎都市計画課長（田代久嗣君）  

JR酒殿駅のバリアフリー化についてでございますが、国の移動円滑化の推進に

関する基本方針、いわゆるバリアフリーの基本方針では、１日当たりの平均利用者

数が３千人以上の鉄道駅については、駅の構造等の制約条件を踏まえ、可能な限り

エレベーターまたはスロープを設置することを初めとした、段差の解消や視覚障が

い者誘導ブロックなどの整備等を行うようになっております。 

また、整備にあたりましては、国、そして地方公共団体並びに鉄道事業者が緊密

に連携し、整備を達成することが必要であるというふうに位置付けがされておりま

す。酒殿駅を利用されている高齢者の方々などの駅のバリアフリー化、例えば駅構

内のスロープの設置は、期待値が高い要望だと認識しておりますが、町が請願駅と

して整備を行う場合は、管理区分の整理や多額の整備費用が発生し、難しい状況と

なってまいります。 

そのため町のほうといたしましても、新たなまちづくりにより、駅の利用者３千

人を超えて、国、地方公共団体、そして鉄道事業者で連携し、整備する駅のバリア

フリー化を強く望んでいるところでございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

案浦議員。 

◎３番（案浦兼敏君）  

それでは、ちょっと酒殿駅の現状についてちょっと補足させてもらいます。 

現在、酒殿駅南地区で区画整理事業を施工されております。これは来年度までで

工事が完了する予定で、来年度は町の協力によって駅前広場、駐輪場、公衆トイレ

が整備されますことは、地元関係者は大変感謝いたしております。 

しかし駅のほうは、駅舎のほうは数十年前の放火で消失したままで、ベビーカー

とか車椅子利用者がホームに入ることは非常に困難で、また反対側ホームにつきま

しては一遍階段を降りて線路を渡っていくということで、非常に危険な状況でござ

います。 

現在、通勤通学の利用者やイオンモール福岡の利用者、大体１日平均650人て乗

客数で JRの資料には載ってました。区画整理事業完成後は新しい街並みはできま

すし、更に将来的には、駅の西側北側も同様の区画整備の施工が期待されていると

ころでございます。そういうことで先ほどありましたように、国・県・JRに、地

元も一緒になって要望してまいりたいと思いますんでよろしくお願いします。 

次に道路の問題でございます。先ほど久我議員とか、井上議員からご質問があり

ましたけれども、道路についても現在の南北方向の都市計画道路。井尻～粕屋線、

粕屋～久山線、粕屋～宇美線、この整備が行われておりますけども、東西方向の都
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市計画道路の整備が遅れ、東西方向というのは、北のほうに201号線がありますけ

れども、南のほうにはそういう東西の部分の整備がありません。それと現在、須恵

町においては、都市計画区域を都市計画を設定してないんで、結構開発行為は急増

してましてからですね。須恵町方向から酒殿通ってから、これは長者原、甲仲、志

免方面と流れております。また、イオンモール福岡への車がこれ、ナンバー見ます

と、北九州とか筑豊の車が多いようですけれども、これが長者原方向を往復いたし

てるそういう状況でございます。これにまた、区画整理で住宅が増えれば、更に渋

滞が激化するんじゃないかというような懸念が住民から出てます。 

今回の都市計画マスタープランの見直し案で、町の南部を東西に横断する都市間

幹線道路として、南里新大間線の整備を検討すると、今回やっと挙がっております。

現在の土地区画整理の中では、その区間の一部がこの都市計画道路になってますん

で、幅16ｍですか。それを用地などで提供して、それを車道として一部道路として

整備する予定にしております。これは西側に展開する西側に更に区画すると、西側

のほうもずっと都市計画道路が入ってますんで、そこでも区画整理事業で道路を整

備し、南里新大間線の一部の区間がそこで繋がる形になってきます。 

そういうことで問題は、JRの線のガードが１番問題でありましてから、そこを

クリアできれば、須恵町、二日市～古賀線のほう、新大間のほうから酒殿通って、

東環状線の志免のほう、そっちのほうの東西の交通がかなりさばけると思います。

そういうことですね。先ほど久我議員とか井上議員おっしゃってましたけど、これ

はもう粕屋町だけのあれじゃなくてから、周辺から通過交通ということですから、

もう筑豊とかね、須恵とか志免とか宇美とか。そこら辺の車がずっとね通過してま

すんで、粕屋町だけの視点で見てもですね、いけないんで。 

そこは、町長は須恵町とか志免町と連携して、早期に南里～新大間線の整備につ

いて国・県のほうに、要望して早急に整備すべきと思いますけども、町長の考え方

をお伺いいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

議員が今詳しく交通、新しいその南里～新大間線の効果について、おっしゃった

とおりなんです。 

確かに今、交通渋滞、イオンモール福岡あの横の県道を、ああいう大渋滞の中で

通ったり、あるいはその狭隘な道路がまだ町内ございますので、それをすべてクリ

アできるような、新しい都市計画道路だろうというふうに私も認識しております。 

ただ、これは町だけではなくて、県・国もやはり財源的な問題で苦しんでおりま
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す。その中で優先順位をつけながら、街路整備都市計画道路の整備にそれぞれ着手

しておりますが、今はそれぞれ町で重点施策としてあるんですが。今、東環状線、

粕屋中学校の横から今度広田のほう通って、久山線のほうまで抜けるような道。こ

れを重点施策として、県・国のほうも考えておるようでございます。まさにその途

中までできて、やめになっているような道路ですので、もう一息いけばこれは非常

にその南北につながる非常に重要な道路だと。外環状線という役割もございます。 

ですから、それと並行してこの南里～新大間線の早期整備につきましても関係町

と、これは単町では、単町だけの問題ではございませんので、志免・須恵とも協議

しながら、福岡県ともこのことにつきましては、機会あるごとに交渉を進めてまい

りたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

案浦議員。 

◎３番（案浦兼敏君）  

お力強い言葉いただきましてありがとうございます。 

確かに東環状線が開通すればね、だいぶておっしゃいますし。ただ、もうそれま

でやっぱり10年近くかかるという話を昨年の質問で聞いたところ、やはり10年近く

かかるという話でしたし。それじゃちょっと渋滞がひどくなる一方で。二日市～古

賀線のほうは、たしか令和４年度ぐらいになんか完成するということも聞いてます

んで、そこが完成すれば、そこをね、二日市～古賀線から繋げていくと、志免のほ

うに東環状に繋げる線ができればいいと思うし。 

だから今後、土地区画整理事業の中で、西側はそういう形でね、展開できるんで

すけども。そん中に都市計画道路の用地を確保して、そういう整備ができますけど

も。北側のほうは、やっぱりそこの JRがネックになって。そこをしないと北側の

区画整理事業っていうのは進まないと思ってます。ですから、そこら辺について、

それと北側のほうは、さっき久我議員がおっしゃったように、そこには新しい保育

所もできてますんで。そこ辺の、保育所に送迎されるご父兄の方は、多分あそこの

ガードの下通ってから田んぼ道をね、多分行かれる方、多いと思いますけども。 

そういうことで、やはり早急に整備を求められておりますんで、町の力強いリー

ダーシップのもと、関係者を巻き込んで、国・県のほうに要望していただきたいと

思います。よろしくお願いします。 

以上をもちまして、私の一般質問を終わらせていただきます。 

どうもありがとうございました。 

（３番 案浦兼敏君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  
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これにて本日の「一般質問」を終結いたします。 

お越しいただいております傍聴者の皆さまには、最後まで傍聴をしていただきま

してありがとうございます。本日は５名をもって終了いたします。 

なお、明日、４日水曜日には１名の一般質問を実施予定でございます。時間のご

都合がよろしければ、明日も引き続きお越しいただきますよう御案内を申し上げま

す。また、コロナウイルス感染拡大防止のためマスクの着用あるいは入り口にて

手・指の消毒をお願いしております。 

ご協力をいただきましてありがとうございます。 

以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

これにて散会といたします。 

（散会 午後４時00分） 
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（開議 午前９時30分） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

改めまして、おはようございます。 

ただ今の出席議員数は15名であります。定足数に達しておりますので、ただ今か

ら本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

それでは、ただ今から「一般質問」を行います。 

発言に関しましては、質問者は会議規則を遵守し、更に、文書通告の主旨にのっ

とり簡単明瞭に、答弁者の発言に関しましても質問にそれることなく的確に、しか

も簡潔にされますことを、議事進行上強くお願いする次第であります。 

なお、答弁側におかれましては、答弁者が誰か明確となるよう声に出して挙手を

されますようあわせてお願いをいたします。 

それでは、通告順に従いまして質問を許します。 

議席番号１番、末若憲治議員。 

（１番 末若憲治君 登壇） 

◎１番（末若憲治君）  

議席番号１番、末若憲治、一般質問通告書に沿って質問させていただきます。 

まずは、改めまして、おはようございます。最後ということで、しっかりよい質

問にしていきたいと思いますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

まず、新型コロナウイルス感染拡大で、連日のように報道されております。昨日

は大分、今日朝のニュース速報では、山口にも、初めて感染者が出たということで、

新型コロナウイルス拡大でお亡くなりになられました方に、お悔やみを申し上げま

すと共に、現在ウイルスで戦っておられる皆さまに、１日も早い回復を願うばかり

であります。新型コロナウイルスの影響ですので、もうスピーディーにやっていき

たいと思いますが、もう本当に、世界中何処に行っても感染するような、まさに町

長もおっしゃったように国難と言える状況です。 

安倍総理大臣の突然といえる、小・中学校、高校の休校要請が発表され、町長、

教育長初め学校教育課長、現場の皆さま、大変ご苦労されたことと思います。ちま

たでもかなりの混乱が生じております。しかしながら、休校などの対策をとらず、

小・中学校などがクラスターになってしまえば、今以上の批判を招くことになると

思います。せちがないと言うと語弊があるかも知れませんけど、非常にいろんな施

策をやりにくい時代になってるのかと思います。しかしながら、このような状況だ

からこそ、今はラグビーの日本代表のような、ワンチームの精神で望む必要がある
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と思います。 

粕屋町におかれましても、町長の強力なリーダーシップのもと、思い切った采配

を振るっていただき、この国難と言える状況を乗り越えていければと思います。議

会といたしましても、両輪の片輪として、しっかりスピーディーに物事が進むよう

に、ご協力をしていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、質問のほうに入ってまいります。まず、粕屋町における子どもたちを

初めとする、歩行者の安全確保の取組みについてです。 

令和２年、春の全国交通安全運動が４月６日、令和２年の４月６日から15日の

10日間で期間で行われます。また、４月10日は、交通事故死ゼロを目指す日という

ことで、内閣府が定めておりますが。春というのは、やっぱり当然新１年生だった

り、幼稚園、保育所もそうですけれども、新たな児童が生まれ、事故の危険性も増

す時期でもあります。 

地元に帰りましても、すごくここが危険だとか、やっぱ修繕をしてほしいという

ことで、いろいろとご意見をいただきます。また、議会報告会でも様々なご意見を

いただいておりますので、町民の皆さんの安全のために、大事なことと思い質問を

させていただきます。 

まず、最初の質問項目ですけれども、町内歩行者が事故に巻き込まれた交通事故

の件数。また、その内登下校中の児童の事故発生件数など、詳細が分かればまず教

えていただきたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

交通事故の件数等、具体的なものにつきましては、所管のほうから後ほどお答え

いたしますが、まさに交通弱者である子どもさん、そしてまたお年寄りの方々に対

して、昨今、非常にその交通事故の発生が多ございます。要因は様々ございますが、

まずはそのブレーキ、アクセルの踏み間違えなどが、非常に悲惨な事故も起こして

おります。 

また、それぞれの交通インフラと言いますか、ハード的な問題も非常に多ござい

ますが。まずは、その自分の身を自分で守るような。特に子どもさんはですね、自

己防衛できるような、そういったその交通教育、それが必要だろうとは思います。 

これにつきましても町としては、様々な方策で対策をしておりますが、それも後

ほどご質問の中にありますが。 

交通事故ゼロを目指して、頑張っていきたいと思います。 

以後、交通事故の件数等につきましては、担当のほうからお答えいたします。 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

山野総務部長。 

◎総務部長（山野勝寛君）  

ご質問の町内で歩行者が巻き込まれた交通事故と、その内、登下校中の小学生の

みの事故件数についてでございますが、この特定した事案について、なかなか把握

は難しゅうございました。それで、町内で発生しました人身事故の件数という形で

その内の、小学校生の人身事故件数という形でお答えさせていただきます。 

これは警察のほうから資料をいただいて、数字でございます。町内で発生した人

身事故の件数というのは、令和元年度中、元年中という形の表現でございます。

380件発生しておるようでございます。その内小学生の人身事故に関しては、６件

という形で、残念ですけれども６件発生しているという状況になっております。 

あと、学校のほうで少し数字を掴んでるようですので、課長のほうから報告があ

ります。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

登下校の児童の事故発生件数ですが、本年度、去年の４月から現在までで、学校

のほうに確認したところ、２件と聞いております。 

以上でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

さすがに警察のあれになるので、どこまで町が情報を持ってるのかなというのは、

私もちょっと疑問だったんですけども。ちょっと特定の事案ということで、なかな

かお答えしづらい部分あると思うんですけど。 

事故の原因とか、そういったものまで町におりてくるのかも少し教えていただき

たいんですけれども、場所・原因とかですね。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

豊福協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（豊福健司君）  

事故の件、すいません、小学生の事故で６件、先ほど部長のほうが答弁させてい

ただいております内訳につきましては、概ね校区、それから当事者の学年、あと、

事故の起きた大まかな場所の報告は、警察のほうから受けております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  
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末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

原因なんかも、すいません分かります。何かこう、その事故が起きた要因みたい

な、原因っていうか、そういったのまで分かるんですかね。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

豊福協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（豊福健司君）  

事故が起きました原因については、警察のほうから報告のほうは受けておりませ

ん。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

当然車が通って、歩行者が通ればどこも事故の要因があると思うんですけど。 

どういうふうな、この原因かというのが分かれば、町も県も対処できるのかなと

思って、ちょっと聞いてみたんですけれども、なかなか警察の分なので難しいとは

思いますが。 

次のちょっと質問のほうに入っていきたいと思います。次に、通学路における歩

道、ごめんなさい、道路（歩道）の危険箇所の確認は定期的に行われていると思う

が、どのような方法でスパンで行われているのか。 

先日来ですね、交通安全プログラムということでお話に上がってますけれども、

最後ですのでできれば、詳細に教えていただければと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

それでは、通学路における道路（歩道）の危険箇所の確認は、学校やまず地域の

住民からの連絡を受けて、学校教育課の職員で現地に確認に行きまして、関係課と

連絡をとって、まず対策を検討しております。それと今議員が言われました、プロ

グラム会議のことですけど、これが２年に１回、通学路の交通安全プログラム関係

機関合同会議というものを、関係機関で連携して安全性の向上を図っております。

で、流れといたしましては、まず、各学校から通学路の危険箇所を報告してもらい

ます。それをこちらのほうで集約しまして、道路環境整備課、協働のまちづくり課、

学校教育課で現地調査。それで関係資料を作成しまして、あと関連機関を招集しま

す。それで合同点検を行います。 

合同会議では、関係機関が連携して、危険箇所の改善・充実を検討していきます。
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原則２年に１回ですが、緊急を要する場合などは、学校の要望によりその都度実施

をしております。ちなみに29年度は12件の通学路の対策箇所が上がっておりまして、

９件は30年度に完了しております。残りの３件につきましても、まだ県のほうと協

議中でございます。それと今年度２月に行いました。それでは14件の対策箇所が、

今現在上がっておるところでございます。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

ありがとうございます。２月の７日に行われたっていうふうな感じで、それはも

う、その場では会議が行われたんですか。 

もう現場まで確認が終わってる状況なんですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

まず会議を行いまして、それからもう、その後すぐ現場を確認に行っております。 

それで一応14件という件数が上がっております。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

結構、やっぱりその、先ほども申したとおり、道路（歩道）の危険箇所っていう

のは、すごく町民の皆さんからもお話を聞くので、１件でも多く解消できればいい

なと思いますが。 

29年、２年前行われたやつでは、12件中９件が既に解決済みで、あと３件が今取

組んでいらっしゃるという認識でよろしいかったですかね。ありがとうございます。 

また、平時より危険箇所などの報告。所管課にどういった方法で、年間どれぐら

い入るのかということで、これ聞いてますけども。学校教育課も今、通常緊急を要

する場合だったりとか、日ごろから情報が入ってきてるっていうふうにご意見いた

だきました。ちなみに学校教育課ではどれぐらい入ってるかって分かります。 

通常、緊急っていうか、急に、普通に、日頃から入ってる件数なんかっていうの

は分かりますか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

早川学校教育課長。 
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◎学校教育課長（早川良一君）  

すいません、その件数に関しては、今ちょっとここで把握はしておりません。 

ただ、プログラム会議等でそん中から吸い上げをしまして、それで危険箇所と件

数をある程度優先的にやっております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

ただ今のご質問の回答の中に、２年間で１回しかしてないような、ちょっとニュ

アンスとられたらちょっとまずいので、ちょっとお話しさせていただきますが。 

通常的に子どもたちが、こういった危険な目に遭ったっていうのは、例えばドラ

イバーから、例えば交通整理をしている方々、若しくは子どもの口からですね、今

日こんなことが朝ありましたよとか。下校時間であれば、親のほうからですね、子

どもが帰ってきてその話聞いて、今日こんなことがあったって言う。そういった話

があった時は、随時学校のほうは、タイムリーに指導はしていただいてる。 

それから箇所については、非常に町民の方が窓口のほうに直接おいでいただいた

りとか、学校のほうに直接行かれる場合もありますし、また、PTAという組織を使

って、そこでお話をしていただいたりとかいうこともございますので、把握はかな

りの部分でできてると思います。 

では、町として何でそこを事前に把握しないのかっていうのは、やっぱり歩いて

くる人間の目線じゃないと分からん分がありますので。こちらとしては何かのきっ

かけがあった時に、例えば昨年ちょっと不幸な事故が扇橋の近くでありましたけど、

ああいう時には各学校、全部危険箇所、または危ないところも含めて地図を配りま

して、書き込んで出せって言ったら、かなりの数が上がってきました。 

しかし、その件数まではちょっと把握できてませんが、対応のほうに力入れさせ

ていただいておりますので、ご理解いただければと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

２年に１回が妥当なのかって言おうと思ってたところですね、先手ありがとうご

ざいます。 

やっぱ、やっぱりどうしてもタイムリーに、その時危険だからすぐ上げないと２

年後だと忘れるなと思って。私そこら辺もちょっと言いたかったんですけども、教

育長がご丁寧に言っていただいたんで、是非少しでもその上がりやすい状況という

のを作っていただいてると思いますが、今後もご尽力いただければと思います。 
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こういう書き方だとごめんなさい、通学路に限定しているような感じですけども。 

ちなみにその都市政策部のほうでも直接、町民の皆さんから危険な箇所とかって

いうような、当然いっぱいあるんですかね。 

そこいら辺もちょっと、もし回答できるんであればお願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山本都市政策部長。 

◎都市政策部長（山本 浩君）  

町道の管理自体はもちろん町にありますので、その中でも道路環境整備課では町

道の維持管理、及び周辺環境の維持・保全、こういったことをするために、巡視を

していただく臨時の職員の方を、２名雇用しております。 

随時パトロールを行っていただいておりますが、内容といたしましては、週５日

あるうちに、町道の巡視を行っていただいております。その中でも学校周辺につい

ては努めて巡視していただくように、心がけるようには指導はさせていただいてお

りますが。あと業務内容といたしましては、巡視によって見つけた軽微な舗装の補

修、こういったことはもう直接的に見つけた時点で補修をしていただくというふう

にしております。 

それから、路肩部とか歩道部。こういったところに草が生えたりして、除草の必

要があると、そういった場合も即時、その場で対応していただくようにしておりま

す。あと、放置自転車、それとか不法投棄物、こういったものがある場合も撤去・

回収を行っていただくようにしております。あと、道路上とかで鳥獣とか犬とか猫

の引かれたりとか、そういうふうなものの撤去。こういった業務を多岐にわたって

やっていただいております。 

だから巡回に出る回数も合わせますと、やっぱり年間で２千件弱ぐらいの案件を

対応していただくというふうなことになってきております。また、危険箇所につき

ましては行政区長さんのほうから、区要望というようなことで上がってくる場合も

ございますし、あと町民の方から直接的に、通報的に教えていただくという場面も

あります。そういった場合は、現場の確認を行いまして、状況に応じてできるだけ

速やかに対応するように心掛けておるところでございます。 

年間を通しての件数ということで、通学路という限定はちょっとできないんです

けれど、補修の修繕とか、安全施設の設置。こういったものを含めると大体50件ぐ

らい。３年間ぐらい平成31年度が数字ありますけど、大体50件程度の件数の区から

の要望等の対応を行ってきております。 

以上の内容が道路環境整備課としての対応ですが、あと道路環境整備課長のほう

から、職員のほうにお話をする機会がありましたので、そういった場合には通勤と
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かされる際の行き帰りのところで、道路に関するそういった補修箇所などがあった

場合は連絡を入れてほしいと。 

そういうふうな呼びかけなども行っておるところでございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

すいません。大体その50件ぐらいのところで、ご丁寧にご説明いただいたんです

けど、大体その50件情報が入ったやつは、大体概ね50件すべて対応できてるという

ことでいいんですか。 

何かご意見いただいたのは、どれぐらいクリアになってるかっていうのをちょっ

と教えていただけると。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山本都市政策部長。 

◎都市政策部長（山本 浩君）  

先ほど言いました50件というのは、行政区からの要望箇所で安全対策に係わるも

のが50件。年間、50件程度あるということのご説明をさせていただいております。

内容としては道路舗装とか、あと交通安全施設というようなことで、例えばガード

レールが悪くなってるとか、カーブミラーが設置してほしいとか、そういうふうな

内容が含まれております。 

あと外側線とかラインが薄くなってるとか。そういったことに対しての要望が上

がってきますので、そういったものに対応して実施しております。 

基本的に要望された内容については、必要であるものに関してはすべて対応して

きております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

どうしても毎年というか、予算ベースでも福祉費用が増加してて。やっぱ都市政

策部、30年度の決算ベースで言うと、大体14、約15％ぐらいの費用しか、費用しか

っていうのは妥当なのかどうかちょっと分かりませんけども。予算としてなかった

ので、どれぐらい解決できてるのかなというのもちょっとあったんで。 

詳しく教えていただいたんで、危険箇所はある程度クリアできてるっていうよう

な認識でいいかと思いますが。町民の皆さんからダイレクトに入ってくるのは、や

っぱり基本的には電話でとか、来庁されてっていうのが多いんですかね。すいませ

ん。 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

山本都市政策部長。 

◎都市政策部長（山本 浩君）  

具体的な件数としては、ちょっと把握したものがないんですが、やはり電話の通

報が多いかと思います。今後、やはりそういったことの通報のし易さとか、あと町

内を回る、例えばごみ収集車であったりとか。外部で言えば、郵便の配達者であっ

たりとか、そういった方々がおられますので、そういった方々に対する協力要請と

いったようなことも、今後検討していきたいというふうに思っております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

そうですね、やっぱ私も次の情報発信のほうので触れるんですけれども、福岡市

なんかは LINEとかでも、道路の危険箇所を通報できるようなシステムとかできて

るので、ちょっと個別の案件ですけど、道路が陥没してる、タイヤがパンクしてし

まったとかっていうのが、ちょっとあれに出てくるんで、できうる限りタイムリー

に情報を吸い上げられるような情報というのが、やっぱり今後の課題になってくる

のかなというふうに思いますので、引き続きお願いいたします。 

できうる限りですね、やっぱりその危険箇所を取り除いていくっていうのがやっ

ぱり１番大事で、ハード面を整備していくっていうのは大事なんですけど。やはり

すべて結構多いのがやっぱり信号機の設置だったりとか、歩道の設置だったりとか

っていうのは多いんですけど、なかなかやっぱり、私もやっぱそう簡単にすぐ現実

厳しいなっていうのが正直あって。 

それも町民の皆さんにも分かっていただくためにお話をするんですけど、なかな

かやっぱり歩道付けてよ、いやそう簡単にいかないんですよって話じゃないですか、

やっぱり。その中で今日今回、最初に町長も言っていただきましたけども、やっぱ

りソフト面の整備、やっぱりこれを今後、もっと重点的にやっていく必要があるん

じゃないかなということで。 

ちょうど、春の交通安全推進要領の中の第７、運動の実施要領の中に、まず自治

体が取組むべき項目として上がってる、この４つですね。私が下記に上げているこ

の４つにおいて、町としてどういうふうに取組んでいるか。要するにこう、例えば、

啓発だったりとかそういったことも含めて、そのソフト面のことについて、聞いて

いきたいというふうに思います。 

まず、最初の１項目なんですけど。地域・家庭などにおける活動ということで、

ホームページにそういうふうに書き方があったんで、ちょっと分かりにくいかも知
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れませんけども、地域や家庭などに、どういうふうな支援や啓発を行っているかっ

ていうのを、今現状分かれば教えていただきたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

以下、議員のほうがそれぞれの所管のほうでの対応、結構細かい項目であります

ので、それぞれ所管のほうから個別にお答えいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

山野総務部長。 

◎総務部長（山野勝寛君）  

私のほうから１点、地域・家庭などに活動に関する件でご報告させていただきた

いと思います。毎月、１日と８日に、地域の交通安全指導員の方々によりまして、

交通立ち番の実施を行っていただいております。また、20日には議員の皆さまもご

協力していただいておりますけれども、区長さま、それから議員の皆さま、それか

ら交通安全指導員などで。これには役場の職員も参加しておりますけれども、交通

事故をなくす、町民、本部による、街頭立ち番という形で実施しております。加え

まして、登下校中の時間帯につきましては、町で持っております、青パトを回しま

して通学路をくまなく巡回、時間がありますけれども、その時間帯だけですけれど

も、そういう形で児童・生徒の安全対策を行っております。この青パトにつきまし

ては、有事の時は臨時的にもパトロールをその時は回しております。 

また、各 PTA等の団体やボランティアさんによりまして、独自の街頭啓発とか、

そういうものを行っていただいている状況でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

そうですね、地域・家庭などにおける活動ということで、ちょっと余談ではない

ですけども。ちなみになんですけど、交通事故に生涯あう確率っていうのがちょっ

と出てて。一生涯事故にあう確率、２人に１人、事故にあう確率がある。災害でい

くと、ちょっと私が見たウェブなので、正確な情報ではもしかしたらないかも知れ

ませんけど、４人に１人なんですよね。災害にあう確率は４人に１人。災害にあう

確率よりも、やっぱり事故にあう確率のほうが高いということが書いてあったんで

すけど。 

地域において、行政区なんかでは自主防災組織。防災に対しては、すごく地域ぐ

るみで今やっていらっしゃるなという印象があるんですけど。 
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ちなみにその交通対策に関しては、行政区の中での何か取組みを要望したり支援

したりということはありますですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

豊福協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（豊福健司君）  

行政区に関しましては、先ほど部長のほうが申しましたように、行政区長さんに

は交通立ち番にご協力のほうはいただいておりますが、行政区として、例えば講習

会をするとか、そういうものは、現在のところ実施しておりません。 

ただ、老人クラブ、シルバー、高齢者の集まりとかそういうすいません、シニア

クラブですね。そういうところに交通安全教室とか、そういうものを実施で出向い

ておることはございます。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

区長さんのテーマといいますか、区長さんも大変だと思うんですけど、できれば

その自主防災組織的に地域ぐるみで交通安全にとかっていうのが、例えばながら防

犯とかはありますよね。 

町長の施政方針の中にも書いていただいてますけど、そのながら防犯とかをも、

交通安全の何ですか、それを兼ねてるんですかね。ちょっと教えていただければ。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

防犯っていう名前は付いていますが、もう自動的にこれはちょうど登下校時に先

ほどシニアクラブ等の説明しましたが、それだけではなくて、例えばご家庭におら

れる方々の散歩とか、そういった日常の生活の中で、何かをしながら防犯すると。

同時にですね、この登下校時にそれは特にやってくださいということですので、自

動的にこれ交通安全上の対策にもなると思います。 

これ、しいて交通安全というふうにうたっておりませんけども、ながら防犯は子

どもたちの登下校時の安全確保という観点ですので、交通も含まれておると思いま

す。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  
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是非、そのながら防犯をしていただける方へも、そういう意識が多分あると思う

んですけども、その徹底をしていただきたいなと。やはりこう地域、行政区なんか

も巻き込みながら、やっぱりもっと活動っていうか行動を起こしていただけるとあ

りがたいなと思います。家庭においても、当然広報やホームページなどを利用して、

啓発を行っていただいてると思いますので、引き続き、やっぱり、まず家庭でそう

いう親がやっぱりしっかりと交通安全のことについて子どもたちに指導できれば。 

やっぱり私もよく見るんですけど、お子さんを連れてて横断歩道を渡らない親御

さんとかも、結構いらっしゃいますもんね。嘘っと思って。僕でも気づいたら渡っ

てません、正直。渡ってませんということはないんですけど。渡るようにしないと

いけないな。お子さんがいらっしゃるやっぱり保護者の方、特にやっぱり気をつけ

ていただいて、横断歩道を渡らないと。やっぱり子どもたちもいいんだっていうふ

うに、思ってしまうと思うので。 

まず、当然家庭からやっぱりこう、交通安全に取組むっていうのが、大事になる

んじゃないかなと思ってます。何でも小学校とか学校任せではなくですね、まず家

庭がやっぱり根幹になるのかなと思うので、地域・家庭などにおける活動を、今後

また更に強化していただきたいなというふうに思います。 

今度は、幼稚園・保育所・小学校における活動について。交通安全の教室みたい

なものも、行われているのかなとは思いますけれども、そこら辺のまた詳しく詳細

を教えていただければと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中小原住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（中小原浩臣君）  

こども未来課所管では、昨年令和元年９月に、未就学児が日常的に集団で移動す

る経路の緊急安全点検ということで、福岡県県土整備事務所、粕屋警察署、道路環

境整備課、こども未来課、各保育園と共に合同点検を実施いたしております。 

その結果、対策が必要な箇所につきましては、随時対応を行っていく予定にして

おります。また令和２年春の全国交通安全推進要綱の実施要領に記載されておりま

す、幼稚園、保育所における活動として、園児に対する交通安全教室を毎年実施し

ております。 

例えば、粕屋警察署から指導を受けまして、横断歩道の渡り方、それから信号の

守り方など、交通ルールのいろいろな交通ルールがありますけども、分かりやすく、

警察のほうから伝えていただいている、そういったことを実施いたしております。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  
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早川学校教育課長。 

◎学校教育課長（早川良一君）  

小学校におきましては、各小学校の１年生と４年生で交通安全教室を行っており

ます。内容といたしましては、１年生は横断歩道の渡り方。４年生は自転車の乗り

方を、学校が粕屋警察署等と協力しながら児童に指導をしております。 

それとまた、集団下校や長期休業前に、全学年で安全指導等をそれぞれの小学校

で定期的に行っております。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

そうですね、考えられるというのは、やっぱそう、教室とかですもんね。 

ちなみに保護者の方、保護者の方と一緒に学ぶような機会とか、まぁ体験とか実

践する機会っていうのは、今のところないですか。いや、是非やっぱり保護者の方

がやっぱりこう歩いてて、もう何回も言いますけど。横断歩道渡らないって考えら

れないですよ。保護者の方もご一緒に、やっぱりやっていただけるような形をとっ

ていくのがいいんじゃないかなと思って。 

参観日とか土曜の参観日で、ちょっとこう教室をやっていただけるとありがたい

なと思うんですけど、いかがですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

交通マナーにつきましては、大人の方も頭では理解をしていると。しかしなかな

かそこが実践できてないっちゅうのは私もそうなんですけど。 

ただ、子どもたちと一緒にというお話ですけどね。私は現実問題、今もそうだろ

うと思いますけど、朝、親の方が連れて来ていただいてますよね、集団登校してる

中に。親御さんがいらっしゃいますよね。ビブスを羽織って。特に４月のこの春の

安全運動の時は、もう必ず新１年生になりますので、丁寧な対応を各学校やってる。

その中にかなりの親御さんが入ってあります。 

だから、親が子どもと一緒に、あぁやって動くというのが、本当の交通安全の意

識の啓発かなというふうに思っております。帰りについては先生方が途中まで１年

生を連れて帰ってありますので、そこを帰り方の安全も確保できてるんです。中に

は親御さんが途中まで迎えに来られるとこありますので、私はそういう意味では、

教室をすることが啓発の近道というよりも、実践をされてるからですね、私はそれ
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でもいいのかなっていう気はしております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

朝、結構通常時から毎日のように、保護者の方が交差点に立っていただいたりと

かしてらっしゃる方もいる反面、やっぱりどうしてもそこに一生懸命じゃない方も

やっぱりいらっしゃるので、教室とかを開いたりとか参観日を利用したりとかする

と、より参加者が多いというか、意識の高い親御さんが増えるのかなというふうに

思いますので、是非よろしくお願いいたします。 

今度は高齢者のほうの方について、福祉施設など高齢者が利用する機会が多い施

設における活動ということで書いてありますけども。こういった中で、高齢者の方

への交通安全の活動というか、支援というのはありますでしょうか。 

お願いいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中小原住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（中小原浩臣君）  

福祉施設など高齢者が利用する機会が多い施設ということで、介護福祉課所管で

は福祉センターがあります。 

議員御存じかと思いますが、入り口がありますけども、もう１つ、長者原の葛葉

側のほうから入れるような、なんて言いますかね、分かられますかね、あっち側の

ほうから入れるところもあるんですが、そこからの車の出入りは閉鎖しております。

両方から入ると、利用される方がとても危険でありますので、来庁される方の安全

配慮を行って、そこは車が入れないようにしております。 

また、昨年11月には、粕屋警察署からの交通事故の抑止等に向けた活動といたし

まして、警察署員がふれあいバスに一緒に乗ってもらって、バス利用者に交通安全

に関するチラシの配布、それから交通事故防止のためのアドバイス等。ただ、この

ふれあいバスは高齢者だけではございませんですけども、乗っておられる方の交通

安全ということで啓発をしております。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

基本的にまず、小学生だったりとか、お子さんの安全をメインに取り上げたんで

ちょっとこう、ここまで取り上げるどんどん広くなっていくなと思ったのであれな
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んですけど。 

シニアクラブのほうでもご指導していただいてて、住民福祉部のほうでもいろん

な取組みをしていただいてるということで。高齢者は本当に事故に巻き込まれると

いうか、どうしても運転のほうでもやっぱり事故起こす機会も多くなっているので、

こちらのほうも、今後より充実していく必要があるなというふうに思います。 

あと最後になりますけども、職域における活動。職域といいますか、粕屋町にあ

る会社、事業所の皆さまとの連携だったり、協力のお願いだったりっていうような

状況も教えていただければと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

豊福協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（豊福健司君）  

事業所等に対しましては、町内事業所等に対しましては、町からの直接の働きか

けっていうのは行っておりませんが、今回４月に行われます、全国交通安全運動に

つきましては、複数の業界団体が協賛しておりますので、業界団体等を通じて周知

や啓発が図られているものと考えております。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

どこまでその町が踏み込んで、やっていけるのかっていうのが私も考えて、例え

ば職域における活動ということで、考えられるのはどういうことがあるのかなと思

った。 

事業所の中でも、やっぱり営業車を使って外回りをされるところとかっていうの

はありますし、当然その会社に行くまでに車を利用する、また朝のやっぱり通勤時

間っていうのをやっぱり時間に追われているせいか、やっぱり僕たちが交差点に立

ってても、結構攻めるなっていう運転をされてらっしゃる方もやっぱり多いので。 

事業所に交通安全教室の実施を促したりとか、飲酒運転、無免許運転、あおり運

転、いわゆる危険運転等による交通事故の実態、悪質性、危険性の周知など、こう

いったのを町としてやろうと思えばできるんですかね。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

豊福協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（豊福健司君）  

議員おっしゃられましたように、事業所等に限らず、運転される方のマナーが大

変最近悪くなってきております。 

対象者に対する、その子どもたちだけに対する教室も大事かと思われますが、運
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転される方のマナーを向上していただく周知とか啓発につきまして、今後進めてい

きたいと考えております。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

どうしても避けきれないということがありますんで、やっぱり運転される方の意

識みたいなのも、商工会の方とかも連携を図られながら。 

例えば、いろいろ考えましたけど、例えば交差点にある事業所さんには少しご協

力をいただいて、朝ご一緒に子どもたちを見守っていただけるとか、そういったこ

ともできるかなと思いますし。そういうふうに子どもたちが通ってるの見れば、お

のずとなんか自分も交通安全に意識を高めようかなっていうふうになるんじゃない

かなと思いますし。ご協力をいただかないと厳しいところはありますけども、そう

いったところもできるのかなと思いますし、営業車なんかによくトラックの後ろに

は、制限速度守りますとかいろいろ書いてありますし、そういうステッカーなんか

も、営業車にポンっと張っていただければ、ちょっとした意識改革にもなるのかな

というふうに思いますので、そういったことに今後取組んでいただければなと思い

ます。 

ただ、交差点のところにちょうど事業所があるところなんかには、何かこう印刷

物がどれぐらい、例えば風でバーっとなって、かえって道路に落ちて迷惑になる可

能性とかもあるのかもしれないですけど。事業所にタペストリーというか、のぼり

とかも何か付けていただいて、ここ危険なので皆さん気をつけてくださいよとか。

何かこう、事業者の方に協力をいただきながら、交差点のところの安全なんかもで

きるんじゃないかなと思うので、いろいろちょっとご検討いただきながら、事業所

の方も巻き込んで、安全を目指していければなと思います。 

本当に歩行者、当然運転する側も注意をしないといけないし、やっぱり交通事故

でやっぱ悲惨な結果というか、急に朝、学校や会社に行ったまま、残念な帰宅をし

てしまうことっていうのがやっぱりあるので、みんなで取組んでいかないといけな

いなと思いますし。先ほども言ったとおり、災害にあう確率以上に事故にあう確率

の方が高いっていう反面もありますので。しっかりと町としてこうハード面の整備、

できればそれが１番いいんですけど、なかなかすべてを解消していくっていうのは

やっぱりそれこそ予算的な面でも厳しいと思うので、ソフト面の啓発とか、そうい

った支援というのが、少し予算的にも抑えられるんじゃないかなというふうに私は

思いますので、是非今後取組んでいっていただければというふうに思います。 
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では次ですね、ホームページなどの情報発信についてという、質問をさせていた

だいております。現在ホームページのリニューアルの最中だと思いますけども、リ

ニューアル後、何がどう変わりよくなるのか。ちょっとこう時期的なもの、いつ、

何日の日からホームページが変わりますよっていうのも分かっているんであればで

すね、そこら辺も含めてどういうふうによくなっていくのかというのをちょっと教

えていただきたいなと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

豊福協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（豊福健司君）  

ホームページにつきましては、今月10日にリニューアルを予定しております。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

すいません、リニューアルしたらどういうふうにそれが変わるか。何か売りを教

えていただきたいんですよ、ここが変わるんで、こうですよみたいな。 

お願いします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

豊福協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（豊福健司君）  

今回のホームページのリニューアルにつきましては、受け手の立場でどんな方で

も情報を見やすく、分かりやすく発信することを基本として、リニューアルを進め

ております。 

具体的な例としましては、トップページを初めとするデザインの変更、こちらは

大きめの画像を掲載し、視覚効果を高めるとともに、旬な情報などに辿りやすくし

ています。二つ目が、スマートフォンへの対応を行っております。スマートフォン

やタブレットなどで、閲覧者が利用する際に機器に合わせて、自動的に最適な画面

表示に変わるような見やすいシステムを導入しております。三つ目が、検索機能の

強化を図っております。知りたい情報を探しやすくするため、ナビゲーションの改

善とサイト内検索の強化を行いまして、サイトマップを見直ししております。新た

に子育てサイトを開設し、子育てに関する情報を探しやすくしております。四つ目

が、高齢者、障がい者を含めたすべての利用者が、どのような環境でも柔軟に利用

でき、アクセスしやすいようにしております。五つ目がこちらが防災のほうにも関

連してくるんですが、緊急時の対応としまして、トップページの目立つ位置に災害
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緊急情報を設けております。 

また、大規模災害などが発生した際に、アクセスが集中する可能性がございます

ので、アクセスが集中した際にも、安定して情報を発信できるような仕組みを取り

入れております。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

やっぱりそういうふうに、いろいろ言っていただいたらどう変わるのかなという、

興味が皆さん沸くかなと思って、次の質問にも繋がってくるんですけど。 

それがやっぱり広く町民の方にやっぱり告知をしていかないと、何かこう、今、

当然見てらっしゃる、ホームページを見ていただいてる町民の方がより見やすくな

るっていうのはやっぱり大事なんですけど、せっかくなんでアクセス数なんかもや

っぱりホームページちょっと見てみようかなとかっていうように思ってもらえるよ

うにも、やっぱり取組んでいかないといけないのかなというふうに思います。 

当然見やすくですね、使いやすいからまた当然２回目を、２回目というか、今後

も当然そのホームページ見ようと思うと思うんですけど。やっぱり取っ掛かりの部

分で、ホームページあるから粕屋町のホームページを見ようっていう。やっぱホー

ムページって何なのかなと、もう１回僕も考えたんですけど、当然そのやっぱり情

報発信をして、町民の皆さんに広く情報発信をする。また会社なんかでいうと、や

っぱりホームページが名刺代わりというか、そういった側面も書いてあってですね。 

例えば、ずっとこう今企業誘致だったりとかっていう問題が出てますけど、当然

お互いにこう面と向かってお話する機会もあれば、逆に、あぁ粕屋町どういうとこ

なんだろうって見てもらえる。名刺、まさに名刺ですよね。代わりになるような側

面もあると思うので、当然、企業誘致もそうですし、ほかのところに住んでらっし

ゃる方が、粕屋町ってどういうところなんだろう、粕屋町に今度住もうかなと思っ

た時に、やっぱりこう見ていただくようなところが、必要になってくると思うんで。 

どんどんですね、ホームページがリニューアルしていいものになってるんだよっ

ていうのは、やっぱり告知していく必要があると思いますけども、次の質問ですけ

ど。今、現状どうですか、広く告知できてますでしょうか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

豊福協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（豊福健司君）  

周知につきましては、町民の皆さまに、広く分りやすく周知するために、広報か
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すや３月号でまず、周知のほうを行っております。 

そちらのほうには、裏表紙のほうに概要のほうを記載しております。４月号につ

きましては、現在特集記事の掲載を行うために編集を進めておりますが、現状のコ

ロナウイルスの状況等もございますんで、特集がちょっと縮小する可能性はござい

ますけど、積極的に情報発信を行ってまいりたいと思っております。 

そのほかに直近ではありますが、ホームページ、フェイスブック等でもリニュー

アルの情報発信させていただいております。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

そうですね。せっかくいいリニューアルになるのと思うので、できる限りですね

町民の皆さんに告知をしていただきたいなと思います。 

また、ちょっとさっき漏れてしまったんであれですけど。皆さんの仕事の軽減に

もなる、ホームページに繋がるというか。電話などの対応などの件数が減ることも

考えられて、皆さんのお仕事の効率みたいなどにも繋がるというふうに書いてあっ

たんで。本当ですね、町民の皆さんがホームページをより見ていただけるようにな

ればいいなというふうに思います。 

ここからですね、先日、視察に行かせていただいた兵庫県加古川市のちょっと取

組みというか、紹介しながら質問していきたいと思うんですけど。当然ホームペー

ジ見ない方、残念ですけども見れない方も多分当然、その中にはいらっしゃると思

うんですけど。ホームページの中できれいに情報発信をすれば、それがすべて町民

の皆さんに情報発信できてるのかっていうと、うーんということを頭に浮かべます

が。今携帯、スマートフォンの普及により、独自のアプリなんかも作ってる自治体

の承知してまいりますし、もうアナログですけども、固定電話での音声案内なんか

も加古川市はされてましたし、マルチメディア放送なんかも使ってですね。おっし

ゃってたのが、どの各世代にも切れ目ない、どの世代にも合わせた情報発信をして

るよ、っていうことを加古川市の方もおっしゃってましたので。 

粕屋町においても、ホームページを見ない方、見れない方に対しての情報発信、

現状どういうふうに行っているかというのを、ちょっと教えていただきたいと思い

ます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

豊福協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（豊福健司君）  
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ホームページをご覧になられない方に、情報発信しておりますツールとしまして

は、全世帯に現在配布しております広報紙に、まず情報を記載することが一つの方

法と考えております。そのほかに、防災行政無線による音声での放送。こちらにつ

きましては、電話で問い合わせをいただければ、放送内容をまた復唱するというよ

うな内容もございます。 

そのほかに各組合等に出させていただいております回覧版ですね。回覧等を活用

した情報発信を行っておりまして、ホームページを見られない方にも、できる限り

情報がお手元に届くように、事務のほうを進めております。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

少しちょっと教えていただいていいですか。 

防災無線って聞き取れないなって多分あると思うんですよね。 

それをもう一度電話すると、音声で同じあれが流れたりするんですか。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

豊福協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（豊福健司君）  

番号のほうは詳しく今申し上げることはできませんが、電話のほうで問い合わせ

いただければ、防災無線の内容を録音して、発信のほうをしておりますし、ホーム

ページのほうに防災無線で発信した内容につきましては、同時掲載という形で情報

発信をしております。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

そういったものを私もちょっとごめんなさい、私も勉強不足で知らないのかもし

れません。 

町民の皆さんも知らない方がいらっしゃると思うんで、その防災無線なんかが電

話で聞けますよっていうのがあると、高齢者の方なんかも、あぁそうなんだという

ことで電話をされる機会が増えるかなと。やっぱりシニアクラブですか。私も地元

のシニアクラブにご挨拶に行ったりするんですけど、やっぱ情報持ってらっしゃら

ないんですよね、町がこんなにいい取組みをしてるのに、実際知らないとかってい

うことが結構あるので。私もこう行くたんびに宣伝できればなと思って、広報紙だ
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ったりとか印刷して持っていくんですけど。紙媒体だとタイムリーには欠けますけ

ど、やっぱり高齢者の方というのはやっぱそういったところの電話とかですね、印

刷物なんかがやっぱり、一番メインになってくるのかなと思うので、そこら辺をど

んどんですね、町がやってるよっていうのを、また PRしていただければいいなと

いうふうに思いますし。 

この３番は高齢者の方というか、なかなかホームページを見ない方に特化してっ

ていう聞き方をさせていただきましたけど、私も本当ここいいなと思ったのは、や

っぱりこう加古川市でいうと、かこ防災、加古川アプリ。一緒に見ていただきまし

たけど、携帯の中のアプリでぽんと情報が入ってくる。やっぱりこうタイムリーに

やっぱり入ってくる必要性も防災に関してはやっぱりあると思いますし、加古川ア

プリなんかは、いろんな情報が町の情報もスピーディーに入ってくるようなシステ

ムが作れているなというふうに私もちょっと思ってたし。 

福岡市なんかも、かなり情報発信にたけているなと思います。LINEなんか開く

とごみ関係のことだったりとか、先ほどの道路の関係、町民の方から市民の方から

ダイレクトに情報が入ってくるようになってますし。福岡市は LINEで、福岡市広

報戦略室というページがあると思うんですけど、そういったのをどんどん取組んで

らっしゃいます。 

ほかにも多分いろんなところで LINE、アプリを利用して、どんどん情報発信を

されてると思いますけど、この粕屋町は検討されているのかと、あと今後の展開を

ちょっと教えていただければと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

豊福協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（豊福健司君）  

現在のタイムリーな情報発信につきましては、ホームページなどもタイムリーに

情報発信できるように、現在のところ進めておりますっていう点と、フェイスブッ

ク、SNS ではフェイスブックを活用して情報発信のほうを行っておりますが、今後、

緊急時の情報発信の多重化の観点からも、先ほどもお話が出ましたけど、LINEと

かアプリを活用した情報発信。 

先進自治体等がございますので、そちらのほうの情報等をしっかり収集して、１

番重要であります費用対効果を考えながら、導入のほうを検討してまいりたいと思

います。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 



－ 235 － 

◎１番（末若憲治君）  

そうですね、フェイスブックなんかも今はフェイスブックに町長が昨日でしたで

すかね、新型コロナウイルスの新しい情報がありますよという、是非ごらんくださ

いと言ってホームページのほうに繋がるような感じで、すごく連携もできるので、

情報発信フェイスブックも当然できますし。そのホームページの連携というか、何

て言うんですかね、添付してホームページのほうに行けるようになったりとかです

ね。情報発信の発信するほうは、いろんな方法があるので、無限にあると思うんで

ですね。無限って言ったらあれですけど、かなりの幅があるんであれですけど。 

できればその町民の方の意見を、今度はもらうほうのためにも、この LINEとか

アプリなんかも、福岡市のほうでもそうですけど、その道路の危険箇所、もう何回

も言いますけどそういったところもやっぱ逆に情報もらえるような取組みも、やっ

ぱり必要なのかなと思いますし。いろんなこう相談なんか、以前も出てましたけど、

町民の方が逆に相談しやすいような状況というのもいろいろ作れると思うので、そ

ういったところの観点からも情報発信のみならず受ける側のほうも、今後検討いた

だきたいなと思います。 

実際、そのホームページなんかで町がいい発信をしても結局、先ほども言ったよ

うに、受け取っていただいてない方が結構やっぱりいらっしゃるなっていうのが実

感としてありますので。せっかくいい情報、いい取組みをやってるのにそれが町民

の方に知れ渡ってないというのが、非常に残念だなと思います。何より、町と町民

の皆さんの距離がやっぱりしっかりこう、近くないとやっぱり情報発信しても、そ

れは空振りに終わってしまう、ということがあるのかなというふうに思いますので。 

是非、粕屋町自体が、町民の皆さんにとって身近に感じていただくような情報発

信というか、取組みを今後もしていっていただきたいなというふうに思います。 

最後になりますけども、その情報発信に関しては町長、何かいただければと思い

ます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

やっと出番がまわってきました。今議員がですね、お示しいただいたように私自

身もフェイスブックを活用して情報発信、日々の出来事につきましては随時、その

折には宣伝といいますか、粕屋町はこういったことをやってますというようなこと

をしてます。 

今まさに新型コロナウイルスの関係で、多分アクセス数も相当上がってると思い

ますが、これは非常時、有事の際のことですので、それでアクセスが増えたってい
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うには私は、誇りたくはないんですが。これをきっかけに、何とかそのホームペー

ジ、あるいはフェイスブックに対する興味を持っていただく必要があると思います。 

先ほど、課長が言いましたように、広報での紙媒体での宣伝と。今回、ホームペ

ージのリニューアルをしますので、ホームページはこんなに便利なんですよ。そし

てまたおもしろいんですよ、ということをアピールするような紙面で、広報には載

せたいと思っております。重ねて、広報だけではやっぱり100％じゃありませんの

で、回覧とかチラシで分かりやすいようなパンフレットを入れて、粕屋町ホームペ

ージあったんだねっていうぐらいの感覚で、気がつかれるようなことも企画をして

おります。 

あわせて、ホームページと言いますが、ホームページのいろいろ活用方法はある

んですけれども、まずは情報発信、これが第１だろうと思います。その次にですね、

やはり飽きないホームページだろうと思うんですね。私もフェイスブックする時に

は、アクセスしていただける方に対してですね、飽きないような、とおり一遍のこ

とをただ上げるんじゃなくて、何かちょっとおもしろいようなこととか、写真もな

るべく載せて、という観点でやってるんですが、ホームページもおもしろく読まれ

るように、物語的な、粕屋町のトピックス等も載せて今後、ホームページの充実化、

そしてまた、興味を湧くようなリニューアルを行っていきたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

ありがとうございます。是非ですね、ホームページの日ごろからの情報発信が、

やっぱりその有事の際には役に立つと思うので、日ごろからの取組みも重ねてお願

いいたします。 

最初の項目、交通安全に関してもやっぱりみんなでやっぱ交通事故をなくすって

いう。やっぱり先進地に行くと、何が１番僕感じるかと言ったら、やっぱりそのと

こが熱いな、気持ちがそもそも。そのことに対する取組みが熱いなっていうふうに

思いますので、是非交通安全もホームページもですね、熱い気持ちを持って、皆さ

んで取組んでいただければと思います。 

これで一般質問を終わります。 

（１番 末若憲治君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

これにて３日間にわたりました「一般質問」を終結いたします。 

傍聴者の方におかれましては連日の傍聴、ありがとうございました。 

以上で本日の日程は全部終了いたします。 
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本日はこれにて散会といたします。 

（散会 午前10時28分） 
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令和２年第１回粕屋町議会定例会会議録（第５号） 

 

                            令和２年３月18日（水） 

                            午前９時30分開議 

                            於 役場議会議場 

 

１．議事日程 

 （追加）第１．会議録署名議員の指名 

 （追加）第２．議案等の上程 

 （追加）第３．議案等に対する質疑 

 （追加）第４．議案等の委員会付託 

 第５．委員長報告 

 第６．委員長報告に対する質疑 

 第７．討論 

 第８．採決 

 第９．委員会の閉会中の特定事件（所管事務）調査 

 

２．出席議員（16名） 

   １番 末 若 憲 治         ９番 福 永 善 之 

   ２番 井 上 正 宏         10番 久 我 純 治 

   ３番 案 浦 兼 敏         11番 本 田 芳 枝 

   ４番 安 藤 和 寿         12番 八 尋 源 治 

   ５番 中 野 敏 郎         13番 木 村 優 子 

   ６番 太 田 健 策         14番 山 𦚰 秀  

   ７番 川 口   晃         15番 小 池 弘 基 

   ８番 田 川 正 治         16番 鞭 馬 直 澄 

 

３．欠席議員（０名） 

 

４．出席した事務局職員（２名） 

 議会事務局長  古 賀 博 文    ミキシン グ  山 田 成 悟 

 

５．地方自治法第121条により説明のため出席した者の職・氏名（23名） 

 町    長  箱 田   彰    副  町  長  吉 武 信 一 
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 教  育  長  西 村 久 朝    総 務 部 長  山 野 勝 寛 

 都市政策部長  山 本   浩    住民福祉部長  中小原 浩 臣 

 総 務 課 長  堺   哲 弘    経営政策課長  今 泉 真 次 

 税 務 課 長  中 原 一 雄    収 納 課 長  臼 井 賢太郎 

 協働のまちづくり課長  豊 福 健 司    学校教育課長  早 川 良 一 

 社会教育課長  新 宅 信 久    給食センター所長  吉 村 健 二 

 都市計画課長  田 代 久 嗣    地域振興課長  八 尋 哲 男 
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（開議 午前９時30分） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今の出席議員数は、16名全員であります。定足数に達しておりますので、た

だ今から本日の会議を開きます。 

まず、ご報告をいたします。今期定例会の会議録署名議員には、２月28日の開会

日に、議長において、８番、田川正治議員及び10番、久我純治議員を指名いたしま

したが、８番、田川正治議員から、病気入院により本会議を欠席した日があったた

め、会議録署名議員を辞退したいとの申し出がありました。 

議長としましては、正当な理由と認めまして許可をいたしております。 

よって、「会議録署名議員の指名」を日程に追加し、追加日程第１として、議題

にしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ご異議なしと認めます。 

「会議録署名議員の指名」を日程に追加し、追加日程第１として議題とすること

に決定をいたしました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

追加日程第１、「会議録署名議員の指名」を議題といたします。 

今期定例会の会議録署名議員には、会議規則第127条の規定により、議長におい

て、10番、久我純治議員のほかに11番、本田芳枝議員を追加で指名をいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本日、町長より追加議案が提案されております。 

よって、「議案等の上程」、「議案等に対する質疑」、「議案等の委員会付託」

を日程に追加し、それぞれ追加日程第２、第３、第４として議題にしたいと思いま

す。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ご異議なしと認めます。 

「議案等の上程」、「議案等に対する質疑」、「議案等の委員会付託」を日程に

追加し、追加日程第２、第３、第４として議題とすることに決定いたしました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

追加日程第２、「議案等の上程」を行います。 
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お手元に配付いたしておりますように、本日町から提出されました追加議案は１

件であります。 

提案理由の説明を求めます。 

箱田町長。 

（町長 箱田 彰君 登壇） 

◎町長（箱田 彰君）  

改めまして、おはようございます。 

本日追加で提案させていただきます、議案１件につきまして提案理由をご説明申

し上げます。 

議案第36号は、「令和元年度粕屋町一般会計補正予算について」でございます。 

議案第20号の「令和元年度粕屋町一般会計補正予算について」により、一般会計

の補正予算を提案させていただいたところでございますが、国の「新型コロナウイ

ルス感染症に対する緊急対応策第２弾」に基づき、町として、緊急的に対応するた

め、令和元年度の一般会計補正予算を追加で提案させていただくものでございます。 

今回は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入・歳出それぞれ600万円を追加し、

歳入・歳出予算の総額を157億9,332万４千円とするものでございます。歳出の内容

としましては、保育所などにおけるマスク購入等の新型コロナウイルス感染症拡大

防止策に要する経費の計上により、児童福祉総務事務費を600万円増額し、その全

額が国の補助対象となるため、歳入として国庫支出金を600万円増額するものでご

ざいます。また、年度内の事業完了とならない場合を想定し、同額の繰越明許費を

計上するものでございます。 

以上で、追加する議案の提案理由の説明を終わります。 

何とぞよろしくご審議賜りますようお願いいたします。 

（町長 箱田 彰君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

追加日程第３、「議案等に対する質疑」に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

追加日程第４、「議案等の委員会付託」についてをお諮りいたします。 

本日上程されました、36号追加議案につきましては、付託表のとおり、今期定例

会で設置しております、議員全員で構成する予算特別委員会に付託したいと思いま
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す。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ご異議なしと認めます。 

よって、本日上程されました議案等につきましては、今定例会で設置しておりま

す、議員全員で構成する予算特別委員会に付託して審査することに決定をいたしま

した。 

それでは、本日追加提案されました議案を、ただ今から審査したいと思いますの

で、暫時休憩といたします。 

（休憩 午前９時36分） 

（再開 午前10時10分） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

再開いたします。 

議案第７号「粕屋町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

いて」、議案第８号「粕屋町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例

について」、議案第９号「粕屋町職員定数条例の一部を改正する条例について」、

議案第10号「粕屋町職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改正す

る条例について」、議案第11号「粕屋町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例について」、以上５件を一括して議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

安藤総務常任委員会委員長。 

（総務常任委員会委員長 安藤和寿君 登壇） 

◎４番（安藤和寿君）  

それでは、議案第７号「粕屋町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例について」でございます。付託を受けました総務常任委員会の審査の経過と

結果につきまして、報告を行います。 

改正の趣旨として、地方公務員法の一部改正に伴い、成年被後見人等に係る欠格

条項が削除されたため、所要の規定を整備するものでございます。また、地方公務

員の勤務１時間当たりの給与額の算出方法については、労働基準法の適用となるた

め、同法準拠に改めるものでございます。 

改正の概要につきましては、１、成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正

化、地方公務員法の一部改正、勤務１時間当たりの給与額の算出方法の改定、労働

基準法の適用となるため、同法準拠に改めるものです。 
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付託を受けました当委員会での審査では、所管からの説明において、成年被後見

人と成年後見人の違いや、現在の職員皆さんの今後を心配する確認の質問がありま

したが、付託を受けました総務常任委員会の審査の結果は、全員賛成にて可決すべ

きと決しましたことを報告いたします。 

続いて、議案第９号は「粕屋町職員定数条例の一部を改正する条例について」で

ございます。付託を受けました総務常任委員会の審査の経過と結果につきまして、

報告を行います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

安藤委員長、次８号ですので。今９号を言ってますので、８号に戻してください。 

◎４番（安藤和寿君）  

すみません、失礼いたしました。議案第８号は「粕屋町職員の服務の宣誓に関す

る条例の一部を改正する条例について」でございます。付託を受けました総務常任

委員会の審査の経過と結果につきまして、報告を行います。 

改正の趣旨として、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の制定に

より、会計年度任用職員制度が導入されることに伴い、所要の規定を整備する必要

があるため、本条例を改正するものです。 

改正の概要といたしましては、地方公務員法第31条の規定に基づく服務の宣誓に

ついて、会計年度任用職員は、制度導入前の任用形態や任用手続きが様々であるこ

とに鑑み、服務の宣誓をそれぞれの職員にふさわしい方法で行うことができること

を明らかにするため、宣誓に関する条例の一部を改正するものです。 

付託を受けました当委員会での審査では、所管からの説明において、宣誓書の内

容について質問などありました。 

付託を受けました総務常任委員会での審査の結果は、全員賛成にて可決すべきと

決しましたことをご報告いたします。 

続いて議案第９号は、「粕屋町の職員定数条例の一部を改正する条例について」

でございます。付託を受けました総務常任委員会の審査の経過と結果につきまして、

報告を行います。 

改正の趣旨として、人口増加や多様化する住民ニーズに対し、サービスの維持・

向上を図るため、令和２年度から令和６年度までの職員定員管理計画に基づき、職

員の定数を改正するものです。改正の概要につきましては、現在の職員定数237人

から260人とし、主な配置については、町長の事務部局の職員180人から201人、

21人増。議会事務局の職員３人から４人、１人増。教育委員会事務局及び教育機関

の職員53人から55人、２人増などです。また、規定にかかわらず、特に必要がある

場合には、全体の定数260人の範囲内において、各部局ごとでは、定数を超えるこ
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とができることでございます。 

付託を受けました当委員会での審査では、議員より、職員の人数をどうやって増

やすのか。リクルートに関すること。会計年度任用職員は含まれるのか。所管から

の説明において、ある程度民間で働き粕屋町の人材となるような人も必要である。

定数条例では、任用職員は含まれないことの説明を受け、付託を受けました総務常

任委員会での審査の結果は、全員賛成にて可決すべきと決しましたことを、ご報告

いたします。 

続いて議案第10号は、「粕屋町職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の

一部を改正する条例について」でございます。付託を受けました総務常任委員会の

審査の経過と結果につきまして報告を行います。 

改正の趣旨として、議案第７号と同じく、地方公務員法の一部改正に伴い、成年

被後見人等に係る欠格条件が削除されたため、所要の規定を整備するものでござい

ます。改正の概要としましては、成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化。

地方公務員法の一部改正として、成年被後見人等は職員となり、又は競争試験若し

くは選考を受けることができないとする規定を削除することでございます。 

付託を受けました総務常任委員会の審査の結果は、全員賛成にて可決すべきと決

しましたことを、ご報告いたします。 

議案第11号は、「粕屋町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例について」でございます。付託を受けました総務常任委員会の審

査の経過と結果につきまして、報告を行います。 

改正の趣旨として、こちらも議案第７号と同じく、地方公務員法の一部改正に伴

い、成年被後見人等に係る欠格条項が削除されたため、所要の規定を整備するもの

でございます。また、勤務１時間当たりの給与額の算出方法については、一般職の

職員と同様の取扱いとなるため、改めるものでございます。 

付託を受けました総務常任委員会での審査の結果は、全員賛成にて可決すべきと

決しましたことを、ご報告いたします。 

（総務常任委員会委員長 安藤和寿君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今の委員長報告に対する「質疑」に入ります。 

質疑は一括番号順に行います。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 
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これより、議案第７号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第７号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第７号は、委員長の報告のとおり可決いたし

ました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第８号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第８号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第８号は、委員長の報告のとおり可決いたし

ました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第９号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 
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（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第９号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第９号は、委員長の報告のとおり可決いたし

ました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第10号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第10号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第10号は、委員長の報告のとおり可決いたし

ました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第11号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  
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次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第11号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第11号は、委員長の報告のとおり可決いたし

ました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第12号「粕屋町附属機関設置に関する条例の制定について」を議題と

いたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

安藤総務常任委員会委員長。 

（総務常任委員会委員長 安藤和寿君 登壇） 

◎４番（安藤和寿君）  

議案第12号は、「粕屋町附属機関設置に関する条例の制定について」でございま

す。付託を受けました総務常任委員会の審査の経過と結果につきまして、報告を行

います。 

改正の趣旨として、「地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律」の制

定により、地方公共団体の特別職非常勤職員の任用及び報酬支払方法の制度体系が

厳格化されたことにより、各種委員会などの設置目的、位置付けを明確化し、執行

機関の附属機関として整備し直す必要が生じたため、本条例を制定するものでござ

います。 

制定の概要としましては、地方自治法第138条の規定に基づき、法律、又条例に

より設置する審査会、審議会、調査会その他の調停、審査、諮問又は調査を行うた

めの合議制の機関であります。附属機関50委員会のうち、法令又は条例で明確化さ

れていない21の委員会について、定めるため、条例を制定するものです。 

付託を受けました当委員会での審査の中で、主な質問として、区長は有償ボラン

ティアですが、21の委員会には該当するのか、などの質問が上がりました。 

付託を受けました総務常任委員会での審査の結果は、全員賛成にて可決すべきと

決しましたことを、ご報告いたします。 
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（総務常任委員会委員長 安藤和寿君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第12号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第12号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第12号は、委員長の報告のとおり可決いたし

ました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第13号「粕屋町文化材保護条例の一部を改正する条例について」を議

題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

安藤総務常任委員会委員長。 

（総務常任委員会委員長 安藤和寿君 登壇） 

◎４番（安藤和寿君）  

議案第13号は、「粕屋町文化財保護条例の一部を改正する条例について」でござ

います。付託を受けました総務常任委員会の審査の経過と結果につきまして、報告

を行います。 

今回の改正は、文化財保護法第190条の規定に従い設置をしている、粕屋町文化

財保護委員会の設置根拠、及び町指定文化財の現状変更の取扱いを明確化するため、
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所要の規定を整備するものでございます。 

付託を受けました総務常任委員会での審査の結果は、全員賛成にて可決すべきと

決しましたことを、ご報告いたします。 

以上です。 

（総務常任委員会委員長 安藤和寿君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第13号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第13号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第13号は、委員長の報告のとおり可決いたし

ました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第14号「粕屋町水道事業及び下水道事業の企業職員の給与の種類及び

基準に関する条例の一部を改正する条例について」を議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

中野建設常任委員会委員長。 

（建設常任委員会委員長 中野敏郎君 登壇） 

◎５番（中野敏郎君）  

議案第14号は、「粕屋町水道事業及び下水道事業の企業職員の給与の種類及び基
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準に関する条例の一部を改正する条例について」であります。付託を受けました建

設常任委員会における審査の経過と結果について、簡潔にご報告いたします。 

今回改正の概要といたしましては、第一に、住居手当について。人事院勧告に基

づく給与の改定に際して、先に改正されました粕屋町一般職の職員の給与に関する

条例に準じて、支給対象となる家賃額の下限を引き上げるものでございます。 

第二に、地方公務員法及び地方自治法の一部が改正され、令和２年４月１日から

施行され、会計年度任用職員制度が導入されることに伴い、粕屋町会計年度任用職

員の給与及び費用弁償に関する条例に準じて、所要の整備を行うものでございます。 

建設常任委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決すべ

きことに決しましたことを、ご報告いたします。 

（建設常任委員会委員長 中野敏郎君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第14号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第14号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は委員長の報告のとおり決

することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第14号は、委員長の報告のとおり可決いたし

ました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第15号「粕屋町水道事業給水条例の一部を改正する条例について」、
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及び議案第16号「粕屋町下水道条例の一部を改正する条例について」、以上２件を

一括して議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

中野建設常任委員会委員長。 

（建設常任委員会委員長 中野敏郎君 登壇） 

◎５番（中野敏郎君）  

議案第15号は、「粕屋町水道事業給水条例の一部を改正する条例について」でご

ざいます。付託を受けました建設常任委員会における審査の経過と結果について、

ご報告いたします。 

今回改正の概要といたしましては、水道法の一部を改正する法律の制定により、

指定給水装置工事事業者の登録が、永年であったものから５年ごとの更新制へと変

わりましたので、この更新制の導入に伴い、指定に関する審査手数料、及び指定給

水装置工事事業者証の交付手数料についての規定を整備するものでございます。な

お、糟屋地区の料金は同一で、申請・更新共に５千円となる方向でございます。 

建設常任委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決すべ

きことに決しましたことを、報告いたします。 

続きまして、議案第16号は、「粕屋町下水道条例の一部を改正する条例につい

て」でございます。付託を受けました建設常任委員会における審査の経過と結果に

ついて、ご報告いたします。 

今回の改正の概要といたしましては、受益者負担の原則により、前15号の水道事

業給水条例にあわせまして、排水設備工事店の審査、及び工事店証の交付並びに排

水設備工事責任技術者証の交付に係る手数料について、条例の整備を行うものでご

ざいます。 

建設常任委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決すべ

きことに決しましたことをご報告いたします。 

（建設常任委員会委員長 中野敏郎君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑は一括番号順に行います。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第15号の討論に入ります。 
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まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第15号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第15号は、委員長の報告のとおり可決いたし

ました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第16号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第16号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第16号は、委員長の報告のとおり可決いたし

ました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第17号「粕屋町自転車駐車場設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例について」を議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 
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中野建設常任委員会委員長。 

（建設常任委員会委員長 中野敏郎君 登壇） 

◎５番（中野敏郎君）  

議案第17号は、「粕屋町自転車駐車場設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例について」でございます。付託を受けました建設常任委員会における審査の

経過と結果について、ご報告いたします。 

昨年11月30日に酒殿の住居表示を実施いたしましたことに伴い、酒殿駅北自転車

駐車場、及び酒殿駅南自転車駐車場の所在地につきまして、位置の表示が変更され

ましたので、本条例の一部を改正するものでございます。 

建設常任委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決すべ

きことに決しましたことを、ご報告いたします。 

（建設常任委員会委員長 中野敏郎君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第17号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第17号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第17号は、委員長の報告のとおり可決いたし

ました。次に、議案第18号「粕屋町営住宅条例の一部を改正する条例について」を

議題といたします。 
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本案に関し、委員長の報告を求めます。 

久我厚生常任委員会委員長。 

（厚生常任委員会委員長 久我純治君 登壇） 

◎１０番（久我純治君）  

議案第18号は、「粕屋町営住宅条例の一部を改正する条例について」でございま

す。議案の付託を受けました厚生常任委員会の審査の経過と結果について、ご報告

いたします。 

民法の一部を改正する法律が令和２年４月１日から施行され、町営住宅への入居

に際して、今までどおり連帯保証人を必要とする場合は、補償の上限額の設定が必

要となるなど、民法における債務関係の規定が改正されます。近隣市町村の状況を

調べましたところ、福岡県や福岡市は保証人を付さないことで、既に決定しており、

糟屋郡内におきましても、保証人を付さない方針であることです。 

粕屋町におきましても、低所得者や身寄りのない高齢者等の住宅確保という町営

住宅の目的を鑑み、連帯保証人に関する規定を削除するものです。施行日は、令和

２年４月１日からです。 

良かったとか、滞納者に対する対策の仕方等の意見がありましたが、当委員会で

慎重に審査しました結果、全員賛成で原案どおり可決すべきことに決しましたこと

を、報告いたします。 

（厚生常任委員会委員長 久我純治君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第18号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第18号を採決いたします。 
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本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案、委員長の報告のとおり決

することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第18号は、委員長の報告のとおり可決いたし

ました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

続きまして、議案第19号「粕屋町鶴寿祝金条例を廃止する条例について」を議題

といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

久我厚生常任委員会委員長。 

（厚生常任委員会委員長 久我純治君 登壇） 

◎１０番（久我純治君）  

議案第19号は、「粕屋町鶴寿祝金条例を廃止する条例について」でございます。

議案の付託を受けました、厚生常任委員会の審査の経過と結果についてご報告いた

します。 

本条例は、多年に渡り社会の進展に寄与した、100歳を迎えた方に対して祝金を

贈呈し敬意を表すことを目的として、平成４年度に制定され、対象の方に鶴寿祝金

を贈呈してまいりました。今回、粕屋町鶴寿祝品贈呈要綱を策定し、鶴寿祝金から

鶴寿祝品に内容を一新するためのものです。本条例を廃止するものでございます。

施行日は、令和２年４月１日からです。 

金額を減額するとかカタログギフトとか、商品は何かとかの意見が出ましたが、

当委員会で慎重審査しました結果、全員賛成で原案どおり可決すべきことに決しま

したことをご報告いたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

委員長。賛成多数でしょ。訂正してください。 

◎１０番（久我純治君）  

申し訳ございません。結果、賛成多数で原案どおり可決しましたことをご報告い

たします。 

（厚生常任委員会委員長 久我純治君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより議案第19号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

木村議員。 

◎１３番（木村優子君）  

反対の立場から討論いたします。 

まず、日本の将来人口推計などからも、今後100歳以上の人口が急増することを

考え、この議案の提案に至ったであろうことは理解した上で意見を述べます。この

議案の廃止の提案理由は、100歳になる方の増加に伴い、今後の財源確保が難しく、

一部だけの恩恵となること。また、敬老の日と別日に鶴寿祝金の贈呈訪問を行うた

めの日程調整や、業務の効率化や本人及び家族の負担を考えると、現状は不利益と

の考えを説明されました。この条例廃止後は要綱に基づき、お花代含む２万円相当

の品となります。 

予算との関係もあって、今議会中での提案であったことは分かります。が、数年

前この条例に関しては減額での提案をされ、議会としては否決された経緯がありま

す。このことを考えても、いきなりの条例廃止の提案をされたことに対しては、所

管である厚生常任委員会へ、あらかじめの説明があってもよかったのではないかと

思います。また、他町に比べ、粕屋町と篠栗町が突出して金額が多いことにも触れ

られておりましたが、我が町においては、あえて粕屋の魅力としてこの事業を継続

し、今まで100年生きてこられた方とその家族の方への敬意と慰労の意味合いが含

まれているのではないでしょうか。いずれにしても物の豊かな現代。いろんな価値

観を考えますと、少額であっても、現金での贈呈でいいのではないでしょうか。 

執行部からの説明の中での問題点は、条例の変更で解消できます。 

もっと丁寧な議論が必要と考え、継続審査を望み、反対といたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に原案賛成の方の発言を許します。 

末若議員。 

◎１番（末若憲治君）  

賛成の立場から討論させていただきます。 

正直私も委員会の審議等で相当悩みました。やはり100歳まで生きられるという

ことは並大抵のことではありませんし、今現在あるのもやっぱりそういう先輩方が

築いてこられた、ご苦労された結果で今があると感謝をしております。しかし、こ

れがですね今、廃止するのか、それともまた将来にかけて廃止するのか、また財政
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的な問題を言えば、減額でもいいのではないか。段階を踏んで、引き下げていくこ

とも検討してはいいのではないかというような思いもありましたが、やはり町とし

て必要なこと。それは、やっぱり現金を配ることではないんじゃないかというふう

に思うようになりました。金銭を配ることが、敬老、高齢者を敬うことではないん

じゃないかと思います。 

町として本当に必要なことは、やっぱりその高齢者に寄り添い、支えること、そ

して100歳を迎えるまで、元気な姿で過ごしていけるようにサポートすること、そ

れが本当に求められる粕屋町の福祉ではないかというふうに思うようになりました。

いつかは、高齢者人口も増え、見直さないといけない時期が来ると思います。 

ですから私は、今まで以上に高齢者に寄り添うこと、支えること、そしてサポー

トすることを町側に強く求め、賛成討論とさせていただきたいと思います。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案反対の方の発言を許します。 

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

議案の提案時期に疑問がありますので、継続審議とするために反対の立場で討論

いたします。 

３月２日の私の一般質問で、令和２年度予算方針について町長に問いましたとこ

ろ、その内容はその中の項目として、昨年11月に発表された編成方針の４、既存事

業の廃止、縮小、凍結などにより、財源を確保する。この例としておっしゃいまし

た。それで、私も今回考えました。その事業として、元気高齢者支援事業における

敬老祝金事業の実施手段を見直しているとおっしゃられたので、鶴寿祝金の廃止も

この一環ではないかと思われますが、私がなぜここで反対討論するのかと申し上げ

ますと、３月の予算に組み込むものを、３月議会で上げるというその見直しの在り

方を問いたいと思います。 

平成４年に作られたこの条例、そのいきさつ。それが現状に合わなくなったとし

ても、条例の改廃は慎重に、そしてそれを確定してから予算立てをするのが筋では

ないかと思います。全体を見直し、議会、町民の皆さんにも元気高齢者の施策の有

り様に喚起を促す。 

そういった手順が必要だったのではないかと考え、継続審議をして、慎重にすべ

き内容として、反対討論をいたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案反対の方の発言を許します。 

小池議員。 

◎１５番（小池弘基君）  

ちょっと話しづらいんでマスクを外させていただきます。今、数人の方から、や

はり継続審査が望ましいといったご意見での反対討論といった形が出たと思います。 

私も所管委員会が違いまして、余り詳しくは、説明を受けておりませんけれども、

やはりもう少し丁寧な審議が必要であったんじゃないかなといった思いがございま

す。 

ここはやはり、もう少し慎重な審査、審議を経て、やはり皆さんが納得されるよ

うな形が望ましいのではないかなと思いますので、私も継続審査という立場から反

対討論とさせていただきます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第19号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

賛成少数であります。よって、議案第19号は、否決いたしました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第20号、「令和元年度粕屋町一般会計補正予算について」を議題とい

たします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

久我予算特別委員会委員長。 
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（予算特別委員会委員長 久我純治君 登壇） 

◎１０番（久我純治君）  

議案第20号は「令和元年度粕屋町一般会計補正予算について」でございます。付

託を受けました、予算特別委員会の審査の経過と結果についてご報告いたします。

なお、審査の経過につきましては、議員全員によります審査でございますので、要

点のみ報告いたします。 

今回は、既定の歳入・歳出予算の総額に歳入・歳出それぞれ４億5,032万２千円

を追加し、歳入・歳出予算の総額を157億8,732万４千円とするものでございます。

歳入の主なものといたしましては、町税を２億440万円、国庫支出金を5,678万９千

円、町債を４億240万円増額し、寄附金を5,500万円、諸収入を１億1,819万８千円

減額するものでございます。 

一方、歳出の主なものといたしましては、流域関連公共下水道事業補助金を

7,200万円、小学校施設整備事業費を４億5,765万６千円、中学校施設整備事業費を

１億1,594万６千円、町立幼稚園運営管理事業費を5,508万８千円、財政調整基金積

立金を４億5,255万５千円増額し、私立・町外保育所施設等運営事業費を１億

1,269万円、児童手当給付事業費を５千万円、広域環境衛生事務費を6,452万５千円、

プレミアム付商品券発行事業費を１億2,900万円、道路改良新設事業費を7,600万円、

ふるさとづくり基金積立金を5,495万７千円減額するものでございます。 

審査におきまして、経営政策課では、財政調整基金の説明はとか、総務課では、

県委託金の減額理由は、協働のまちづくり課では、３Pの消防組合負担金の減額の

理由、税務課では、歳入での納税額の向上分析は、収納課では、町営住宅の裁判に

ついてのこと。都市計画課では、社会保険料の増額２万円の内訳は、地域振興課で

は、プレミアム付商品券の販売減少の分析はしているのかと。社会教育課では、コ

ロナの影響で図書館が休みだが本の貸出しをして欲しいとか、学校教育課では、タ

ブレット端末の導入の件。給食センターではコロナウイルスの件で余った材料は。

会計課では、残高証明発行の手数料とか、議会事務局では、議員互助会配当金とは。

総合窓口課では、来年の当初予算の件、国民健康保険では、改修システムの進み具

合。介護福祉課では、歳入●●は。 

子ども未来課では、安全対策を徹底してほしいとか等の意見が出ましたが、付託

を受けました、当委員会におきまして慎重に審査しました結果、賛成多数にて、原

案どおり可決すべきことに決しましたことを、ご報告いたします。 

（予算特別委員会委員長 久我純治君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本議案は、委員長の報告のとおり全員で審査しましたので、質疑を省略し、これ
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より、議案第20号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  

議案第20号「令和元年度粕屋町一般会計補正予算について」、反対の立場で討論

いたします。 

内容は、学校教育課提案の10款２項１目、小・中学校運営事業備品購入費で

GIGAスクール整備のためのタブレット購入5,445万円、続いて学校通信ネットワー

ク工事費、１億7,066万円についての教育委員会の対応が反対の大きな要因です。

国庫補助で整備するのを、なぜ反対なのかと思われるかも知れませんが、ここで思

い起こしていただきたいことがございます。昨年12月補正予算議決の時に、粕屋中

学校のエレベーター設置の件で、その不備を指摘して総合的に判断して賛成討論を

しましたが、それで指摘することで、改善されるかと思いましたが、３月補正で本

工事予算の計上がありましたが、障がい児のための学校環境整備計画。このエレベ

ーター設置が６校の状況の中でどういう位置で、今後どのように計画を進めるとい

うような内容は一切なく、ただ、整備費の６千万円の金額が上げられただけでした。 

後で教育長に問い合わせたところ、心づもり、口頭による予定は教えていただき

ましたが、必要とされる中・長期における計画書は、今のところないようです。紙

ベースで計画した計画がないために、過去の学校改築計画時に設置ができず、単独

工事でバタバタとしなければならない羽目になっています。話を元に戻します。 

私が学校教育の ICT化促進の予算にあえて反対をするのは、反対をしなければこ

ちらの意図としていることが伝わらないのではないかという危機感からです。GIGA

スクールの事業は、国が2018年から進めている教育の ICT化に向けた環境整備５か

年計画の一環で行っていますが、今回その説明もなく、資料すら何もなく、資料請

求して出された資料は、文部科学省のホームページの資料を印刷したものでした。 

粕屋町の学校教育における ICT教育、またその環境整備の計画書が必要で、私は

前々から情報通信支援員の配置が必要だと考えておりました。文科省の整備計画に

沿って、粕屋町としてどのように子どもたちを導くか。先生方とも同時に協働しな

がら、各小・中学校における ICT化促進の計画を進めてほしい。その計画あってこ

そ、初めてこの事業が生きてくるのではないでしょうか。PDCAサイクルに乗せて

着実に事業が進んでいくと思われるんですが、そのような計画がないということが、

その後の当初予算審査の説明でも判明いたしました。 

町は早急に準備し、教育施策に盛り込むべきです。近隣の同規模自治体では、例

えば志免町は情報化に対する情報モラル教育及び ICT教育の推進、那珂川市が ICT
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教育環境の充実として、教育行政施策に盛り込み、目標値を決めて PDCA のサイク

ルに乗せています。また、平成31年３月、全国の教育における実態調査の結果を公

表されており、福岡県における粕屋町の状況が一目で分かるようになっています。

60市町村の中でかなり遅れている状況で、これらの文科省の施策は、2017年から公

にされ2018年からの５か年計画の発表。2019年６月には、2025年までの工程表を示

された記事があります。 

そのような流れの中で粕屋町は計画も示されず、教育行政にも盛り込まれず、結

果として PDCAのサイクルに乗らない、評価点検もできません。エレベーターに関

する障がいを持った子どもたちの整備計画の策定を、それから学校 ICT化計画を粕

屋町教育行政の目標と主要施策に掲げ、点検及び評価をする。こういう流れを是非

作って、早急に作っていただきたい。 

現状では不十分ということで、この補正予算に反対をさせていただきます。 

以上でございます。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案反対の方の発言を許します。 

中野議員。 

◎５番（中野敏郎君）  

本田議員が大部分おっしゃった、そのあたりと重なることは省略させていただき

ます。確かに GIGAスクール構想に関することに関して、対応が全くもって不十分

であったというのが、私の思いでございます。 

教育長の答弁の中に、実はこれは補正予算の中だったんですが、今から言う話は、

次年度の当初予算の中に教育長が答えられた言葉なんですよね。この GIGAスクー

ルに関して。必要だろう、はっきり言って未知数、100％理解した上ではない。こ

んな答弁が返ってきました。確かに文部省主導でぼんと来ているような形で、実は

ね、いざというか予算措置がとられて、というふうな流れてきているかと思います

が、本田議員が言われたような形での目標、そういう設定きちんとないと、結局こ

れはどこに行くのでしょうか。これまで学校教員の忙しさ。いろんな形で、法律と

か改正されてきましたが、誰にしわ寄せ行くのか。 

これを実際運営していくのは、学校の先生、あるいはそれを利用するのは子ども

たちの世界でございます。だけど、そのあたりのやっぱり目標きちんと持ってやっ

ていくというふうなことにもっと重点を置いてやっていかなければ、とんでもない
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問題が起こるんじゃないかなと思います。同僚議員が、今このコロナウイルスのこ

とが起こってるから、自分の家で。その画面見てっていうか、要するにですね、遠

隔でテレワークならぬテレスタディ。そんなこともできるようなったら、一瞬これ

いいななんて思いました。実際上テレビで２、３日前でしたか、私の田舎の田主丸

小学校というのがそれ出ておりました。学校の先生がみんな、朝の朝会をその中で

やっている、こういう形も一つの進歩した形態、私たちついて行けんかも知れない

なと思いましたが、そういう思いとかいろんなことというのをやっぱりきちんと出

してもらわないと、推進する者がきちんと出してもらわないと、次に進まないんじ

ゃないかなというふうなことを思っております。 

残念ながらこのことに対してで、補正予算全体に対しての反対討論といたします。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより議案第20号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

賛成多数であります。よって、議案第20号は委員長の報告のとおり可決いたしま

した。 

ただ今から、暫時休憩といたします。 

再開を11時25分といたします。 

（休憩 午前11時12分） 

（再開 午前11時25分） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

再開いたします。 
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議案第21号「令和元年度粕屋町国民健康保険特別会計補正予算について」、議案

第22号「令和元年度粕屋町後期高齢者医療特別会計補正予算について」、議案第

23号「令和元年度粕屋町介護保険特別会計補正予算について」、以上、特別会計３

件を一括して議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

久我予算特別委員会委員長。 

（予算特別委員会委員長 久我純治君 登壇） 

◎１０番（久我純治君）  

議案第21号は、「令和元年度粕屋町国民健康保険特別会計補正予算について」で

ございます。付託を受けました予算特別委員会の審査の経過と結果についてご報告

いたします。なお、審査の経過につきましては、議員全員による審査でございまし

たので、要点のみご報告いたします。 

今回は、既定の歳入・歳出予算の総額から歳入・歳出それぞれ２億812万５千円

を減額し、歳入・歳出予算の総額を37億8,851万８千円とするものでございます。 

歳入の主なものといたしましては、繰入金を390万円増額し、県支出金を２億

2,217万円、国庫支出金を580万４千円を減額、収支均等を図るため、歳入欠かん補

填収入を1,594万９千円を増額するものでございます。 

一方、歳出の主なものといたしましては、保険給付費を２億円、総務費を562万

５千円、保健事業費を250万円減額するものでございます。 

普通交付金や特別交付金についてとか、特定健康診査等の事業費がなぜ減額にな

ったとかの質問がありましたが、付託を受けました当委員会におきまして慎重審査

しました結果、賛成多数で原案どおり可決すべきことに決しましたことを報告いた

します。 

議案第22号は、「令和元年度粕屋町後期高齢者医療特別会計補正予算について」

でございます。付託を受けました予算特別委員会の審査の経過と結果についてご報

告いたします。なお、審査の経過につきましては、議員全員による審査でございま

したので、要点のみご報告いたします。 

今回は、既定の歳入・歳出予算の総額から歳入・歳出それぞれ348万２千円を減

額し、歳入・歳出予算の総額を５億3,563万６千円とするものでございます。歳入

は繰越金を、歳出は後期高齢者医療広域連合納付金をそれぞれ348万２千円を減額

するものでございます。 

付託を受けました当委員会におきまして慎重審査しました結果、賛成多数で原案

どおり可決すべきことに決しましたことを報告いたします。 

議案第23号は、「令和元年度粕屋町介護保険特別会計補正予算について」でござ
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います。付託を受けました予算特別委員会の審査の経過と結果についてご報告いた

します。なお、審査の経過につきましては、議員全員による審査でございましたの

で、要点のみをご報告いたします。 

保険事業勘定の補正は、勘定の歳入・歳出予算の総額から歳入・歳出それぞれ１

億2,501万４千円を減額し、歳入・歳出予算の総額を24億4,446万４千円とするもの

でございます。歳入の主なものといたしましては、保険料を4,441万４千円、国庫

支出金を1,234万６千円、支払基金交付金を3,287万５千円、繰入金を1,799万５千

円減額し、諸収入を42万６千円増額するものでございます。一方、歳出の主なもの

としていたしましては、総務費を231万７千円、保険給付費を１億1,300万円、地域

支援事業費を981万円減額し、諸支出金を11万３千円増額するものでございます。 

次に、介護サービス勘定の補正は、既定の歳入歳出の予算の総額から歳入・歳出

それぞれ142万円を減額し、歳入・歳出予算の総額を1,497万８千円とするものでご

ざいます。歳入はサービス収入を142万減額し、歳出は総務費を42万円、サービス

事業費を100万円減額するものでございます。 

福祉センターの耐震診断のこと、またゆうゆうサロン等の質問がありましたが、

付託を受けました当委員会におきまして慎重審査しました結果、全員賛成で原案ど

おり可決すべきと決しましたことを報告いたします。 

（予算特別委員会委員長 久我純治君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

これらの議案３件につきましても、委員長の報告のとおり議員全員による審査で

ございましたので、質疑を省略し、これより議案第21号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第21号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

賛成多数であります。よって、議案第21号は委員長の報告のとおり可決いたしま
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した。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第22号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第22号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

賛成多数であります。よって、議案第22号は、委員長の報告のとおり可決いたし

ました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第23号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第23号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第23号は委員長の報告のとおり、可決いたし

ました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  
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次に、議案第24号「令和元年度粕屋町流域関連公共下水道事業会計補正予算につ

いて」を議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

久我予算特別委員会委員長。 

（予算特別委員会委員長 久我純治君 登壇） 

◎１０番（久我純治君）  

議案第24号は、「令和元年度粕屋町流域関連公共下水道会計補正予算について」

でございます。付託を受けました予算特別委員会の審査の経過と結果についてご報

告いたします。なお、審査の経過につきましては、議員全員による審査でございま

したので、要点のみをご報告いたします。 

主な補正の内容は、一般会計繰入金の各項目での増額、及び設計委託料の減額、

また、設計委託料に係る債務負担行為の廃止であります。収益的収支につきまして

は、収入を7,179万５千円増額し13億3,924万５千円に、支出を1,050万５千円を減

額し13億2,460万７千円に、資本的収支につきましては、収入を20万５千円増額し

７億9,124万９千円とし、支出は増減なく10億4,328万１千円とするものでございま

す。 

下水道処理水を河川に流す食品企業のこととか、また、図書館駐車場のポンプの

修理の件の質問がありましたが、付託を受けました当委員会におきまして慎重審査

しました結果、全員賛成で原案どおり可決すべきことに決しましたことをご報告い

たします。 

（予算特別委員会委員長 久我純治君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本案も、委員長の報告のとおり議員全員での審査でございましたので、質疑を省

略し、これより、議案第24号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第24号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 
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（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第24号は委員長の報告のとおり可決いたしま

した。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第25号「令和２年度粕屋町一般会計予算について」を議題といたしま

す。 

本案に関し委員長の報告を求めます。 

久我予算特別委員会委員長。 

（予算特別委員会委員長 久我純治君 登壇） 

◎１０番（久我純治君）  

議案第25号は、「令和２年度粕屋町一般会計予算について」でございます。付託

を受けました予算特別委員会の審査の経過と結果について、ご報告いたします。な

お、審査の経過につきましては、議員全員による審査でございましたので、要点の

みをご報告いたします。 

令和２年度の一般会計歳入・歳出予算の総額を、歳入・歳出それぞれ151億

3,100万円とするものでございます。これは、対前年度比3.7％、５億3,400万円の

増になり、その主なものを事業別に前年度と比較しますと、隣保館管理運営事業費

を5,060万５千円、障害者自立支援給付事業費を１億9,880万９千円、私立・町外保

育施設等運営事業費を２億2,566万４千円、地域生活空間整備促進事業費を4,200万

円、中学校施設整備事業費を3,585万円、私立幼稚園奨励事業費を7,323万５千円前

年度より増額する一方、町有財産管理事務費を3,019万４千円、道路改良新設事業

費を3,814万６千円、橋梁維持事業費を8,720万円、街路建設事業に伴う町事業費を

3,150万円、学童保育所運営事業費を9,567万８千円、前年度より減額し計上してお

ります。また、財源不足を補うため、財政調整基金から４億4,200万円繰入れを計

上すると共に、ふるさとづくりの寄附金の寄附者の意向を反映し、ふるさとづくり

の基金から2,530万円繰入れております。 

付託を受けました当委員会におきまして慎重審査しました結果、賛成多数で原案

どおり可決すべきことに決しましたことをご報告いたします。 

（予算特別委員会委員長 久我純治君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本案も委員長の報告のとおり議員全員での審査でしたので、質疑を省略し、これ

より議案第25号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 
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中野議員。 

◎５番（中野敏郎君）  

新しいホームページがスタートいたしました。その中で、私が一番興味を持った

ものは、町長と議会が両輪で並んでいることです。正確には、町長の部屋というの

と粕屋町議会が併記されているのです。一般質問の中で、自分の立ち位置、議会の

立ち位置を示しました。現実には、議員みんなが野党ということではありませんが、

すべてのレベルアップのためだと信じて反対意見を述べさせていただきます。より

よきノーサイドに向けて、反対意見を述べさせていただきます。 

特に今回、防災あるいは減災、あるいは防疫、そういうふうな観点で意識が不足

してるということを中心に取り上げてまいりたいと思います。私は、これまで一般

質問で地球環境のこと。今では SDGsが出ましたので、このことを何度も使って一

般質問してまいりました。残念ながら、情勢は、だんだんだんだん悪くなる危機的

な状況となってきています。果たしてこの地球での生活、持続可能なのでしょうか。 

しかるに、施政方針では、防災月間を設けるということでありました。様々な啓

発活動を行うという言葉を、私の一般質問の中でいただきました。現実に予算の中

で確認したのは、６月に講師を呼んで講演会が１回設定してある。予算の伴わない、

いろんなこともあるかもしれませんが、SDGsという言葉は、この考えは、経営政

策課のまち・ひと・しごとの報告の中に、何度も何度も、そして何度も聞きました。

ただ、それを具現化する取組みには、まだ全くと言っていいほど浸透していない。

これからを待つというふうなことになっているかもしれません。 

当初予算の各課審査の一番に部長であるか、あるいは課長であるか。私は、今現

実に起こっていること、そういうことを踏まえた予算審議をしてもらいたいという

ふうなことをうたったんですが、あまり良き回答というのはいただけませんでした。

これから審査する予算の多くが、ムッ、ゼロとなる恐れも強い状況であるというに

もかかわらず、世の中、不要不急という言葉がもてはやされています。 

他市町村でも、議会が短縮するとか、短縮する。あるいは、ちょっとやめるとか

いうふうなことありました。ただ、不要不急という言葉でいろんなこと、ものを止

めたり閉鎖していった時に、そこには最後に何が残るというのでしょう。何の事業

が残るというのでしょう。そこにそれぞれの存在意義を示す何かがなければ、みん

な永遠に不要のものになってしまうのです。 

例えば、学校教育では、つい先月、学校経営報告会。講師は、間違えて学校運営

報告会と述べられましたが、その報告会の根幹というのは、学力の向上と不登校へ

の対応です。様々なすばらしい取組みを各校報告いただきました。が、今ある現実

っていうのはどうなんでしょうか。学力の向上、あるいは、全児童・全生徒が今不
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登校、強制されたか半強制か、そういう状態ですよね。社会教育では、交流を事業

目的とするイベントがほとんど中止。図書館、体育館、あるいはサンレイクみんな

閉鎖中。このような状況というのを誰が悪いのか。特定できるような簡単なことで

はないでしょう。 

ただ、私たちは経験しております。実感しております。例えば、今あっている新

型コロナウイルスが私たちのこれまでの生活スタイルを一変させるかもしれないと

いうこと。次に、また何か大きな災害が持たらされるんじゃないかということ。世

界各地で各国で日増しに入国制限、あるいは渡航制限が出されてきています。例え

ば、これが植物の制限とかなったらどうでしょうか。たった37％余りの食料自給率

しかない私たちのまちが抱える問題、食料はどっから取られるんでしょうか。 

それは粕屋町でも一緒です、あるいは私の家でもそうです。それぞれの家庭でも

備蓄というものがどんなものかということを考えることを、あるかと思います。そ

の中に出てくるのが、例えば、個人ベースで動いたのは、トイレットペーパーであ

るとか・・・ 

◎議長（鞭馬直澄君）  

中野議員、すみません。五分経過しておりますので、簡潔にまとめていただきた

いと思います。 

◎５番（中野敏郎君）  

はい、きちんとまとめておりました。いろんな災害保険に入ることでしょうか。

あるいは、地震保険、トイレットペーパー、マスク、保存食を買うこと。町はじゃ

あどうするんだろう、自治体はどうするんでしょうか。 

東北大震災から９年たっております。その時の国会っていうのは、原発事故調査

委員会なるものを組織し、二度と過ちを繰り返さないように、国会初の委員会を立

ち上げています。その調査報告書に書かれている代表的な言葉というのは、「事故

は明らかに人災であった。」ということです。この時期、私たち想定外ということ

で、責任逃れをしているのを見てきました。だからこそ、想定内を考えた施策をし

なければいけない、想定内を広げなければいけないと。例えば、南海トラフ。これ

は、想定内ですよね。北海道での地震で発生したブラックアウト、これも想定内で

しょう。MERS、あるいは SARS。お隣で起こったこと、これが今こうやってあって、

これが想定内と言えるのでしょうか。中国における・・・ 

（許可のない発言あり） 

◎５番（中野敏郎君）  

大いに関係しておりますので、よーく聞いていただき、簡潔ということはちょっ

と難しいかと思います。 
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（許可のない発言あり） 

◎５番（中野敏郎君）  

はい、分かりました。その武漢というところからスタートとしたんですが、その

武漢というところは、実は中国の大動脈の交差点です。そこでこういうふうなこと

が起こって、何が災の中で幸いが起こったか。空気がすごいきれいになった。何で

かって、経済活動がほとんどストップしてしまった、そういうふうなことがありま

す。私は、WHOがいろんなふうな施策をしているような時に、もう一つ、WHOじゃ

なくて WMOという世界気象機関というのが発表した、３月11日に実は発表してるん

ですが、この時に何といったか。「大惨事を防ぐには一刻の猶予もない。」との声

明を出しています。地球温暖化対策は、人間の経済活動に左右してるということを

強調したものです。だからこそ、武漢の空気が透き通っていたという報道なんです。

さて、粕屋の現実に戻って、私たちは想定内を広げなければいけないのです。想定

内を広げるにはどうしたものか。 

私は12月議会で、消防ポンプ車のことを取り上げました。町内13箇所、13台必要

なのかということを問いました。今回の予算でも、その購入費を２千万円ほどが計

上されています。その予算審査で、ある議員が、「うちの分団では、昼間にはほと

んど団員がいない。OB が活動してもいいのか。」と、そういった質問も出てきま

した。消防ポンプ車が出動できないというのは、想定外なんでしょうか、それとも

想定内なんでしょうか。曖昧な形で、形だけ整えるということでしょうか。操法大

会のためだけにあるのでしょうか。ゼロベースで真剣に考えて出てきた、これが結

論なのでしょうか。 

まだもう１枚あるんですが、皆さんの精神というのは、このぐらいで落ちつくか

もしれませんが、笑いしか出ないので私も笑いは得ませんが、残念ながら私の自分

の立ち位置というのは、こういうところにチェックをすることと思っておりますの

で、これからもまだ足りなかった分は、町内みんなに配付して訴えていきます。 

そういうふうな形から予算書が、予算が十分じゃないということを指摘して、私

の反対討論を終わります。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案反対の方の発言を許します。 

本田議員。 

◎１１番（本田芳枝君）  
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議案第25号「令和２年度粕屋町一般会計予算について」反対の立場で討論します。 

その理由、２款１項１目の職員研修事業についての予算、362万円の金額が低す

ぎ。現状に沿っていないという理由からです。正規の職員、会計年度任用職員合わ

せて35名、特に正規の職員、昨年度の決算時の人数で予算立てをしておられると思

いますので、主に224名の職員研修費に該当するものです。昨年の９月から、一般

質問で５万人の町づくりをどのように考えておられるかと問い続けています。その

中で、私としては、町民が幸福感を味わうためには、まず職員自身がそれぞれの立

場で、その能力を十分に発揮できる環境づくりが必要であると思いますので、今議

会でもその手だてはとお尋ねしたところ、町長は、平成18年度からの業務改善提案

規程を持ち出されて、重点的に提案を受けられる環境づくりに努めたいとおっしゃ

いました。10年以上前の規定をなぜ今持ち出されたのかと考えますと、結局現在は

特にないということではないでしょうか。 

職員の意識改革をまずやりたい、研修も外に飛び出して情報収集することも必要

だが、まずは職員の意識改革が必要で、今それを行っている最中と答えておられま

す。町長はまた、コンプライアンスについての研修を深めて、職員が自由闊達に伸

び伸びと仕事できる、環境改善に力を入れると言われましたが、私が想定している

研修は、主に企画力を高め、職員の資質・スキルを高める研修です。そして管理職

の在り方、これがとても大事と思われるのですが、現在の予算執行状況の有り様で

はとても困難と判断しました。わずか362万円の研修費が少ないというだけで反対

をするのはおかしいのではないかと思われる向きもあるでしょう。それで、ここ数

年間のその予算・決算の過程、そのほかの費目との比較を述べながら討論を進めま

す。 

この研修事業に関しては、なぜか委託費、旅費は毎年大幅に減額されます。ここ

数年の状況を見ますと、昨年も同じような当初予算では351万円、一昨年は320万円。

ところが決算時には200万円。当初予算から減額、129万円も減額となっています。

また今年も３月補正で大幅な減額、80万円がありました。もともと362万円は少な

いと思います。近隣、同規模の自治体は100万円多いところがございました。研修

内容を見てみると、よい内容があっても一人単位が多いのです。最も研修がなされ

たのは平成27年度。多分、当初予算どおりだったと思います。345万円が決算でし

た。その時には、大野城市の福岡研修には98人、研修を受けていましたが、直近の

平成30年度には53人とかなり減っています。また、管理職研修として研修はありま

すが、新任用の対象の方で受講職員は少ない。部長研修は遡って調べてみましたが、

見当たりませんでした。部長制の意義なども、もう少し検討されていいと思われま

すし、その在り方も現状では満足できません。 



－ 273 － 

一方、予算が少ないと言いながら、社会教育課所管の生涯学習センターの業務委

託費の一千万円ほどの増額予算。３年間に１度の債務負担行為で、昨年12月の補正

で年間800万円増の債務負担行為が計上されていました。主に委託先の人件費を増

やすためと説明がありましたが、今でもやはり解せません。それぞれの思い、考え

方があるでしょうから、単純には比較できませんが、民間に対する人件費は増やせ

ても、役場の職員に対する研修費は増やせず、人件費の割合も会計年度任用職員、

行政サービス包括委託の件があるので、増えているようですが、研修費の金額から

見ると、さほど増えているとは思えないのです。 

職員の人数が少ないのなら、少ない分研修を充実させる必要があります。実はそ

の前に、この３月議会の一般質問で、今年の予算編成方針を尋ねました。ところが

その中身は、昨年10月の消費税に関するものだけは削除で後は全く同じ。しかもこ

の内容は、前町長時代からの枠予算で決めていた内容です。町長は確か積み上げ方

針だったと思います。基本方針４の見直されたものに関してお尋ねすることは、議

案19号の鶴寿祝金の廃止について申し上げました。住民にとって最も、とてもあり

がたい・・・ 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本田議員、ちょっとよろしいですか。発言が長きにわたっておりますので、今後

簡潔にまとめていただきたいと思います。 

◎１１番（本田芳枝君）  

はい、もう終わります。住民にとってとてもありがたい予算計上もたくさんあり

ますが、私にとっては、まず職員の質の向上であり、住民へのサービスの在り方で

す。５万人のまちづくりへの企画提案などを望んでいますが、予算を使わずに、意

識改革だけをと思われている現状では期待できそうにもありません。 

厳しいようですが、私の出した結論は反対ということでございます。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより議案第25号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

賛成多数であります。よって、議案第25号は委員長の報告のとおり可決されまし

た。 

ここで暫時休憩といたします。 

再開を午後１時といたします。 

（休憩 午後12時00分） 

（再開 午後１時00分） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

それでは、再開いたします。 

議案第26号「令和２年度粕屋町国民健康保険特別会計予算について」、議案第

27号「令和２年度粕屋町後期高齢者医療特別会計予算について」、議案第28号「令

和２年度粕屋町介護保険特別会計予算について」、議案第29号「令和２年度粕屋町

住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について」、以上特別会計４件を一括して議

題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

久我予算特別委員会委員長。 

（予算特別委員会委員長 久我純治君 登壇） 

◎１０番（久我純治君）  

議案第26号は、「令和２年度粕屋町国民健康保険特別会計予算について」でござ

います。令和２年度の本特別会計予算の総額を歳入・歳出それぞれ37億5,360万５

千円とするものでございます。これは、前年度当初予算比で6.4％の減となってお

ります。 

主な原因は、保険給付費の減額、及び県支出金の減額によるものでございます。

歳入の主なものといたしましては、国民健康保険税を７億7,660万５千円、県支出

金を24億6,858万９千円、繰入金を２億6,416万２千円計上し、歳出の主なものとい

たしましては、保険給付費を24億3,784万４千円、国民健康保険事業納付金を11億

5,189万２千円、保健事業費を3,533万円、前年度繰上充用金を８千万円計上するも

のでございます。療養給付費は県に移行してどんなになったとか、また、健康推進
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の県対策のことなど質問がありました。 

付託を受けました当委員会におきまして慎重審査いたしました結果、全員賛成で

原案どおり可決すべきことに決しましたことを報告いたします。 

議案第27号は、「令和２年度粕屋町後期高齢者医療特別会計予算について」でご

ざいます。付託を受けました予算特別委員会の審査の経過と結果について、ご報告

いたします。なお、審査の経過につきましては、議員全員による審査でございまし

たので、要点のみご報告いたします。 

令和２年度の、本特別会計予算の総額を歳入・歳出それぞれ５億2,033万２千円

とするものでございます。歳入の主なものといたしましては、後期高齢者医療保険

料を４億550万円、繰入金を１億1,382万７千円。一方、歳出の主なものといたしま

しては、後期高齢者医療広域連合納付金を５億182万７千円計上するものでござい

ます。 

付託を受けました当委員会におきまして慎重審査いたしました結果、賛成多数で

原案どおり可決すべきことに決しましたことをご報告いたします。 

議案第28号は、「令和２年度粕屋町介護保険特別会計予算について」でございま

す。付託を受けました予算特別委員会の審査の経過と結果についてご報告いたしま

す。なお、経過につきましては、議員全員による審査でございましたので、要点の

みをご報告いたします。 

本特別会計保険事業勘定と介護サービス勘定からの予算となっておりますが、保

険事業勘定は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ24億5,865万５千円とする

ものでございます。歳入の主なものといたしましては、保険料５億5,693万２千円、

国庫支出金を５億145万７千円、支払基金交付金６億3,412万円、県支出金３億

3,910万２千円、繰入金を４億3,696万円を計上しております。一方、歳出の主なも

のといたしましては、総務費7,930万９千円、保険給付費22億4,851万円、地域支援

事業費１億2,847万９千円を計上するものでございます。 

次に、介護サービス勘定は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,700万６

千円とするものでございます。歳入の主なものといたしましては、サービス収入

1,654万３千円を計上し、一方、歳出の主なものといたしましては、総務費1,426万

９千円、サービス事業費273万６千円を計上するものでございます。福祉センター

を発着し、イオンモールの福祉バスの運行についてとか質問がありました。 

付託を受けました当委員会におきまして慎重審査しました結果、全員賛成で原案

どおり可決すべきと決しましたことをご報告いたします。 

議案第29号は、「令和２年度粕屋町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算につい

て」でございます。付託を受けました予算特別委員会の審査の経過と結果について
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ご報告いたします。なお、審査の経過につきましては、議員全員による審査でござ

いましたので、要点のみご報告いたします。 

令和２年度の本特別会計予算の総額を歳入・歳出それぞれ117万６千円とするも

のでございます。歳入の主なものといたしましては、諸収入を116万６千円計上し、

一方歳出の主なものといたしましては、諸支出金を94万５千円計上するものでござ

います。 

付託を受けました当委員会におきまして慎重審査いたしました結果、全員賛成で

原案どおり可決すべきことに決しましたことを報告いたします。 

（予算特別委員会委員長 久我純治君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

これら議案４件につきましても、委員長の報告のとおり議員全員での審査でした

ので質疑を省略し、これより、議案第26号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第26号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第26号は、委員長の報告のとおり可決いたし

ました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第27号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  
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ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第27号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

賛成多数であります。よって、議案第27号は委員長の報告のとおり可決いたしま

した。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第28号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第28号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は、委員長の報告のとおり決

することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第28号は委員長の報告のとおり可決いたしま

した。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

これより、議案第29号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第29号を採決いたします。 
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本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第29号は委員長の報告のとおり可決いたしま

した。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

続きまして、議案第30号「令和２年度粕屋町水道事業会計予算について」、議案

第31号「令和２年度粕屋町流域関連公共下水道事業会計予算について」、以上事業

会計２件を一括して議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

久我予算特別委員会委員長。 

どなたか携帯鳴ってましたですよね。原則、議場持込は禁止となっておりますの

で、注意しておきます。 

（予算特別委員会委員長 久我純治君 登壇） 

◎１０番（久我純治君）  

議案第30号は、「令和２年度粕屋町水道事業会計予算について」でございます。

付託を受けました予算特別委員会の審査の経過と結果について、ご報告いたします。

なお、審査の経過につきましては、議員全員によります審査でございましたので、

要点のみをご報告いたします。 

収益的収支につきまして、収入が10億5,426万３千円、支出が９億690万２千円で、

資本的収支につきましては、収入が５億2,670万円、支出が９億611万９千円でござ

います。収入が支出に対して不足しています額につきましては、損益勘定留保資金、

及び建設改良積立金等で補填するものです。 

給水申込みの件数の増加とか、配水管工事の改良工事とか、配水管更新工事など

の質問がありました。 

付託を受けました予算特別委員会におきまして慎重審査の結果、全員賛成で原案

どおり可決すべきことに決しましたことをご報告いたします。 

議案第31号は、「令和２年度粕屋町流域関連公共下水道会計予算について」でご

ざいます。付託を受けました予算特別委員会の審査の経過と結果について、ご報告

いたします。なお、審査の経過につきましては、議員全員によります審査でござい

ましたので、要点のみを報告させていただきます。 

収益的収入につきましては、収入が12億5,497万円、支出が13億6,221万５千円で、

資本的収支につきましては、収入が７億4,673万９千円、支出が９億8,931万２千円
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でございます。収入が支出に対して不足します額につきましては、損益勘定留保資

金及び減債積立金で補填するものであります。 

マンホールの取替え、また木の根のための工事などの質問がありました。 

付託を受けました当委員会におきまして慎重審査の結果、全員賛成で原案どおり

可決すべきことに決しましたことをご報告いたします。 

（予算特別委員会委員長 久我純治君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

これら議案２件とも、委員長の報告のとおり議員全員による審査でしたので質疑

を省略し、これより議案第30号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第30号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第30号は委員長の報告のとおり可決いたしま

した。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

これより、議案第31号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第31号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり
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決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第31号は委員長の報告のとおり可決いたしま

した。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第32号「町道路線の廃止、変更及び認定について」を議題といたしま

す。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

中野建設常任委員会委員長。 

（建設常任委員会委員長 中野敏郎君 登壇） 

◎５番（中野敏郎君）  

議案第32号は、「町道路線の廃止、変更及び認定について」でございます。付託

を受けました建設常任委員会における審査の経過と結果について、ご報告いたしま

す。 

議案書107ページにあります、整理番号１番から５番は、酒殿駅南土地区画整理

に伴い、路線の廃止及び起点・終点の変更などを行うものです。次に、整理番号６

番は、路線の一部が一般交通の用に共さない箇所があるため、終点の変更を行うも

のです。次に、整理番号７番・８番は、路線の一部が通行不可能な路線内を横断し

ている箇所があるため、分割を行うものです。道路法第10条第３項第８条第２項の

規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

委員会では、路線図を見ながらの説明を受けましたが、基本的に小字名を路線名

のベースにしているため、その小字名を知らないと、地図を見ないでは理解ができ

にくい点がございます。将来の議会においては、IT技術の導入等によって、それ

らの問題が解決できることを期待します。 

建設常任委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決すべ

きことに決しましたことをご報告いたします。 

（建設常任委員会委員長 中野敏郎君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 
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これより、議案第32号の討論に入ります。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第32号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第32号は委員長の報告のとおり可決いたしま

した。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

続きまして、議案第33号「和解及び損害賠償の額を定めることについて（追

認）」を議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

安藤総務常任委員会委員長。 

（総務常任委員会委員長 安藤和寿君 登壇） 

◎４番（安藤和寿君）  

議案第33号は、「和解及び損害賠償の額を定めることについて（追認）」でござ

います。まず初めに、開会日当日にて町長からも報告がありましたが、町執行部の

認識不足から、公用車の事故に起因するもの８件、施設の瑕疵を起因するもの８件、

合計16件もの不適切な事務が発生し、法令遵守の徹底を図り、再発防止に努めてま

いるとの説明がありました。付託を受けました総務常任委員会の審査の経過と結果

につきまして、報告を行います。 

法の規定、地方自治法第96条第１項議会議決事項、第12号で和解に関すること。

第13号で法律上その義務の属する損害賠償の額を定めることについて規定されてい

ます。第12号、和解とは、当事者がお互いに譲歩してその間に在する争いをやめる

ことを約することによって、その効力を生ずると規定があり、成立要件は、次の３
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点となります。１、当事者間に争いがあること。２、お互いに譲歩を行っているこ

と。３、法律関係を確定する合意があること。第13号、法律上その義務の属する損

害賠償の額を定めること。 

付託を受けました当委員会での審査の中で、今後の処理について主な質問として、

スピード感をもって対処するには専決処分がよいが、少ない額でも会期ごとの報告

を行うことの意見、今後、このような不適切な事故が二度と起こらないよう法令遵

守の徹底を図り、再発防止に努めていただくよう注意を促します。 

付託を受けました総務常任委員会での審査の結果は、全員賛成にて可決すべきと

決しましたことをご報告いたします。 

（総務常任委員会委員長 安藤和寿君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第33号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより議案第33号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第33号は委員長の報告のとおり可決いたしま

した。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第34号「和解及び損害賠償の額を定めることについて」を議題といた

します。 
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本案に関し、委員長の報告を求めます。 

中野建設常任委員会委員長。 

（建設常任委員会委員長 中野敏郎君 登壇） 

◎５番（中野敏郎君）  

議案第34号は、「和解及び損害賠償の額を定めることについて」でございます。

付託を受けました建設常任委員会において、審査の経過と結果についてのご報告を

いたします。 

今、33号で追認されたものの、最寄りの１番最近起こった事象の１件でございま

す。令和２年１月18日に町道下預田～瓦ヶ田線において発生した道路管理の瑕疵に

よる車両物損事故について、相手方に対し過失割合に応じた損害賠償の額を定め和

解しようとするもので、地方自治法第96条第１項第12号及び第13号の規定により議

会の議決を求められたものでございます。 

建設常任委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決すべ

きことに決しましたことをご報告いたします。 

（建設常任委員会委員長 中野敏郎君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第34号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第34号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  
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全員賛成であります。よって、議案第34号は委員長の報告のとおり可決いたしま

した。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、議案第35号「粕屋・志免・須恵国鉄炭鉱跡地共同管理執行協議会規約の制

定に関する協議について」を議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

久我国鉄志免炭鉱ボタ山開発特別委員会委員長。 

（国鉄志免炭鉱ボタ山開発特別委員会委員長 久我純治君 登壇） 

◎１０番（久我純治君）  

議案第35号は、「粕屋・志免・須恵国鉄炭鉱跡地共同管理執行協議会規約の制定

に関する協議について」であります。付託を受けました国鉄志免炭鉱ボタ山開発特

別委員会での審査の経過と結果について、ご報告いたします。 

今回の規約は、国鉄志免炭鉱ボタ山について、開発協議に関することと、維持管

理に関することについて明確に区分した上で、維持管理については、粕屋町・志免

町・須恵町の３町で法令に基づいた適切な事務を行うための共同管理執行規約を定

めた内容となっております。複数の自治体で共同事務を行う場合、地方自治法の規

定により議会の議決を求められたものであります。 

その中で、今後の当特別委員会の在り方などの質問が出ておりましたが、当委員

会におきまして慎重に審査しました結果、賛成多数で原案どおり可決すべきことに

決しましたことをご報告いたします。 

（国鉄志免炭鉱ボタ山開発特別委員会委員長 久我純治君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第35号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  
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ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第35号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

賛成多数であります。よって、議案第35号は委員長の報告のとおり可決いたしま

した。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

続きまして、諮問第１号及び諮問第２号の「人権擁護委員の推薦につき意見を求

めることについて」、以上人事案件二つの諮問を一括して議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

安藤総務常任委員会委員長。 

（総務常任委員会委員長 安藤和寿君 登壇） 

◎４番（安藤和寿君）  

諮問第１号は、「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」でござ

います。 

平成29年７月１日から人権擁護委員をしていただいております、長義則氏の任期

が本年６月30日をもって満了となりますことに伴いまして、同氏を再度人権擁護委

員の候補者に推薦するにあたり、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議

会の意見を求められたものでございます。 

長氏は、長年中学校で教べんをとられ、退職後は、粕屋町の人権教育担当、教育

相談に携わられ、広く社会の実情に通じ、人格・識見共に優れた方であります。 

なお、当委員会での審査の結果は、賛成多数にて適任と決しましたことをご報告

いたします。 

諮問第２号も、「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」でござ

います。 

平成29年７月１日から人権擁護委員をしていただいております、因裕子氏の任期

が本年６月30日をもって満了となりますことに伴いまして、同氏を再度人権擁護委

員の候補者に推薦するため、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき議会の意

見を求められたものでございます。 

因氏は、町立幼稚園で長年幼児教育にあたられ、人権問題への理解も深く、広く

社会の事情に通じ、人格・識見共に優れた方であります。 

なお、当委員会での審査の結果は、全員賛成にて適任と決しましたことをご報告
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いたします。 

（総務常任委員会委員長 安藤和寿君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑は、一括議案等番号順にお願いいたします。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これらは人事案件につき、申し合わせにより討論を省略し、これより諮問第１号

を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、適任であります。 

本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押して

ください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

賛成多数であります。よって、諮問第１号「人権擁護委員の推薦につき意見を求

めることについて」は、委員長の報告のとおり適任と決定いたしました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

続きまして、諮問第２号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、適任であります。 

本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押して

ください。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、諮問第２号「人権擁護委員の推薦につき意見を求

めることについて」は、委員長の報告のとおり適任と決定いたしました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に本日追加提案されました、議案第36号「令和元年度粕屋町一般会計補正予算

について」を議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

久我予算特別委員会委員長。 

（予算特別委員会委員長 久我純治君 登壇） 

◎１０番（久我純治君）  
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議案第36号「令和元年度粕屋町一般会計補正予算について」、付託を受けました

予算特別委員会の審査の経過と結果について、ご報告いたします。なお、審査の経

過につきましては、議員全員によります審査でございましたので、要点のみご報告

いたします。 

この追加議案は、国の新型コロナウイルス感染症に関する緊急対応策第２弾に基

づき、町としまして緊急的に対応するため、令和元年度の一般会計補正予算を追加

で提案されるものでございます。今回は、既定の歳入・歳出予算の総額に歳入・歳

出それぞれ600万円を追加し、歳入・歳出予算の総額を157億9,332万４千円とする

ものでございます。歳入の主なものといたしましては、14款国庫支出金のうち、民

生費国庫補助金を600万円増額するものであります。続きまして、歳出の内容とい

たしまして、保育所等におけるマスク購入費等の新型コロナウイルス感染症拡大防

止策に要する経費として、３款２項１目民生費の児童福祉総務事務費を600万円増

額するものであります。 

また、年度内の事業完了とならない場合を想定し、総額の繰越明許費を計上され

たものであります。 

審査の中で保育所の数とか、町で買い入れて商品を渡すのかとか、認可外保育所

は県からするものかとか、新しく建つ保育所にする対応と、また、受付の最初はい

つからかっていうことで、そのような意見が出ましたが、当委員会におきまして慎

重に審査しました結果、全員賛成で原案どおり可決すべきことに決しましたことを

ご報告いたします。 

（予算特別委員会委員長 久我純治君 降壇） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

本案は委員長の報告のとおり議員全員での審査でしたので、質疑を省略し、これ

より議案第36号の討論に入ります。 

まず、原案反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、原案賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第36号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 
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（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

全員賛成であります。よって、議案第36号は、委員長の報告のとおり可決いたし

ました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

次に、閉会中の特定事件（所管事務調査）につきましては、お手元に配付のとお

りであります。 

お諮りします。 

委員会の閉会中の特定事件（所管事務調査）は継続することにご異議はありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ご異議なしと認めます。 

委員会の閉会中の特定事件（所管事務調査）は継続といたします。 

町長から発言の申し出があっていますので、これを認めます。 

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

去る２月28日に招集いたしました今議会におきまして、補正予算を初め、令和２

年度当初予算案など、数多くの議案等の審議を賜り、活発なご議論をちょうだいし

ながら、一部の議案を除き、残るすべての議案等に可決承認をいただきました。 

本当にありがとうございました。 

また、新型コロナウイルス感染対策関連で、本日急きょ追加提案させていただき

ました補正予算につきましても、迅速な対応・審議を賜り、可決承認をいただきま

した。重ねて感謝いたします。今後も国や県と連携を図りながら、対策・対応に万

全を尽くしてまいりたいと思います。 

さて、３月10日付けの官報で、「阿恵官衙遺跡」（あえかんがいせき）が正式に

国の指定を受けました。今回指定を受けたのは、平成25年度から平成29年度にかけ

て調査を行った、約4.5haの面積で、今後は指定用地の取得などについて、国との

協議を進めてまいります。 

今議会冒頭の施政方針や一般質問の場で申し上げましたが、これから10年先20年

先の将来に向けて、町民の皆さまが夢や希望を抱き安心・安全の上に幸福感を実感

できるまちづくりを目指していきます。そのためにも、町民の代表である議員の皆

さんと活発な議論を通じて理解を深め、信頼関係を築くことが車の両輪として、こ

の町が前進していく原動力と確信しております。どうか今後とも、ご理解とご支援
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をよろしくお願いいたします。 

さて、間もなく令和の時代も２年度となります。新型コロナウイルスの感染問題

も今後の見通しが立たない不安な状況ではございますが、町民各位のご理解とご協

力を得ながら、感染の拡大防止にあたり、一日も早い感染の終息を念じると共に、

これからのこの粕屋町の未来が明るく希望に満ちたものとなるよう祈念申し上げ、

３月定例会、閉会に当たってのお礼のご挨拶とさせていただきます。 

どうもありがとうございました。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

案浦議員。 

◎３番（案浦兼敏君）  

動議を提出いたします。 

私たちの任期もあと一年であります。私は、16日の議員全員協議会で、今会期中

に私たちが町民に約束した議会基本条例等の検証見直しを行うために、特別委員会

を設置するように提案いたしました。議長はこれを議会運営委員会で、審議するよ

う申されました。 

しかしながら、議会運営委員会では実質的な審議がなされておらず、まだ方向性

も決まっておりません。そこで今会期を終える前に、ここで一旦休憩をとり、再度

議員全員協議会を開催し、方向性が示されるように望みます。 

以上です。 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ただ今案浦議員から、暫時休憩されたいとの動議が提出をされました。 

これを議題とすることに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

結構です。所定の賛成者がありますので、動議は成立をいたしました。 

よって、暫時休憩されたいとの動議を議題として、直ちに採決をいたします。 

お諮りします。本動議のとおり決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してく

ださい。 

（賛成者投票） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

賛成多数であります。よって、暫時休憩されたいとの動議は可決されました。 

ここで、暫時休憩いたします。 

（休憩 午後１時46分） 

（再開 午後３時15分） 
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◎議長（鞭馬直澄君）  

それでは、ただ今から再開いたします。 

これをもちまして、本定例会に付議されました案件の審議は、すべて終了いたし

ました。 

よって、令和２年第１回粕屋町議会定例会を閉会したいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（鞭馬直澄君）  

ご異議なしと認めます。 

よって、令和２年第１回粕屋町議会定例会を閉会いたします。 

（閉会 午後３時16分） 
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